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序

土浦市は、霞ヶ浦や桜川など豊富な水資源に恵まれ、太古から人々が生活

するのに適したところでありました。そのため市内には、集落跡や員塚、古

墳など数多くの遺跡が存在しています。これらの遺跡は、当時の人々の生活

や環境を知る手掛かりとなります。また、現代に生きる私たちが、豊かな生

活を送ることのできる先人の業績でもあります。

このような貴重な文化財を保護し後世に伝えることは、私たちの重要な任

務であり、また、郷土の発展のために大切なことであります。

この度、上坂田地区と下坂田地区において大規模な畑地帯総合整備事業が

計画され、昨年度は下坂田塙台遺跡と坂田塙台古墳群の記録保存を目的とし

た発掘調査が行われました。

調査の結果は本文に記載されているとおりですが、土浦の古代の解明に役

立つことができれば幸いです。

最後になりましたが、調査から報告書刊行にあたり、関係者の皆様のご協

力とご支援に対し厚く御礼を申し上げます。

平成 25年 3月

土浦市教育委員会

教育長井坂隆



例百

1.本書は茨城県土浦市下坂田 1050番地ほかに位置する下坂田塙台遺跡・坂田塙台古墳群の発掘調査報告書で

ある。

2.調査は土浦市から委託を受けた有限会社勾玉工房 Mogi （以下、勾玉工房と表記）が実施した。

3.発掘調査面積は 1,800 n1である。

4.発掘調査は平成 23年 12月 13日から平成 24年 2月 28日まで実施した。また、出土遺物の整理作業及び報

告書の作成は、平成 24年 10月 5日から開始し、 平成 25年 3月 8日まで実施した。

5.発掘調査は大越直樹（勾玉工房 調査研究員）が担当し、整理作業及び報告書作成は、大越のほか、大賀健・

大賀さっき・鈴木徹が担当した。

6.発掘調査の参加者は次のとおりである。（敬称略）

露久保三郎岡田春沼田久雄鈴木利勝柿崎昇豊崎利司滝田一徳森永典昭植木昭子

高畑仁子糸賀文子佐賀実小池一司岡田正光桂木郁夫草野敏男演田朗福田範幸

小林和代青木敏雄

7.整理作業は勾玉工房において行い、参加者は次のとおりである。

遺物基礎整理作業根本時子篠原みよ子石津弘子佐藤政代

遺物実測作業 大賀さっき大越直樹阿天坊弥生 小川美由紀森優里絵高栴歩美

デジタル編集 森優里絵高楠歩美饗庭紀子 岩崎美奈子

事務・経理 石橋明子

8.本書に用いた遺構写真は大越が、遺物写真は大越・高橋が撮影した。

9.本書は比毛君男・大越・大賀健・大賀さっき・鈴木が次のとおり分担執筆した。編集は土浦市教育委員会

の指導のもと、大越・鈴木・森が行った。

第 1章H・H・....・H・－…H・H・－…H・H・－－－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・北毛君男 （上高津貝塚ふるさと歴史の広場 学芸員）

第 2・3章・第4章遺構…H・H・－…H・H・......・H・－・・H・H・.....・H・－－－……H・H・－－大越直樹（勾玉工房調査研究員）

第 4章第2・3節遺物・遺物観察表（埴輪以外）… H・H・－－大賀健（勾玉工房代表取締役）

第 5章第3節…H・H・－…H・H・－－・……H・H・..........・H・.......・H・－…・…H・H・.........大賀健・大賀さっき（勾玉工房取締役）

第 4章第 1• 4～7節遣物．遺物観察表（埴輪）．第5章第 1• 2節．．．．．．．．．．．

10.本調査に関わる出土遺物及び記録図面・写真等は、 一括して上高津貝塚ふるさと歴史の広場（土浦市立考古

資料館）が保管している。

11.発掘調査から報告書の作成に当たり、次の方々にご協力いただいた。また、出土人骨の鑑定は、国立歴史民

俗博物館の西本豊弘教授に依頼した。ご芳名を記して感謝の意を表します。（敬称略）

秋元陽光石橋充犬木努小津重雄折原洋一忽那敬三 斉藤新田中裕長井正欣

萩原恭一士生朗治 日高 慎古谷毅本回信之松田政基茨城県教育庁文化課

茨城県県南農林事務所 土浦市産業部耕地課坂田地区県営畑地帯総合土地改良事業実施協議会

豊藤建設株式会社芦田測量



凡例

1.第 1図は国土地理院発行5万分の l地形図「土浦」、第2図は同 2万 5千分の l地形図「常陸藤沢」を用いた。

2.本書に記しである座標値は世界測地系第医系を使用している。全体図 ・遺構図の方位は座標北を示す。

3.本書における方位の記述は、便宜的に調査区 1・3区は南北、 2・4区は東西に調査区長軸を向けた状態で、行つ

ている。

4.堆積土層及び遺物の色調については、『新版標準土色帖』 2008年版（農林水産省農林水産技術会議事務局

監修・財団法人日本色彩研究所色票監修）を用いた。

5.標高は東京湾平均海面（T.P.）を基準としている。

6.掲載した図面は以下の縮尺で表した。

調査区全体図…H・H・－…...........・H・－…H・H・－…H・H・...・H・・1/500

遺構図 住居跡・掘立柱建物跡・

土坑・ピット・溝跡・・…H・H・－…H・H・.1/60 

カマド…H・H・－…H・H・.....・H・H・H・－…H・H・－－－…・ 1/30

溝跡のうち SD03・04・11・....・ H・.1/100 

8号墳……H・H・・・・・・・・・・・・・ H・・・・・・・・・・・・・H・－－－… 1/150

各地区全体図……・・…H・H・－…・…－－－…H・H・－…・・…・ 1/250

遺物図縄文・弥生土器・

土製品・石製品…H・H・－…...・H・...・H・H・H・...1/3 

土師器・須恵器・埴輪・

灰紬陶器・土師質土器…H・H・・・・・・・・H・...1/4 

石器・鉄製品……・・…H・H・－……・・・…...1/2 

なお、変則的な縮尺を用いた場合には、個別にその倍率を示した。

7.遺物図における拓本の配置は、縄文・弥生土器が左から外面（・断面）・内面、土師器・須恵器・埴輪が左

から外面・内面（・断面）の順である。

8.遺物写真は実測図の縮尺に合わせて掲載した。

9.掲載図中のスクリーントーン及び記号は、以下に示すとおりである。

Eヨ火床面区ヨ焼土巨司炭化材 層目（

遺構図

Eヨカマド袖（二7硬化面範囲
遺物図 医亙繊維土器断面．．須恵器断面 黒色処理 赤彩

遺物出土状況図 0・ー土器 女・・・土製品 口・・石器・石製品 ムー・鉄製品 0 ・・未掲載遺物

10.遺物の注記に用いた略号は以下のとおりである。

遺跡名： SSH 住居跡： SI 掘立柱建物跡： SB 掘立柱塀・柵跡： SA 土坑： SK ピット： P 溝跡： SD

撹乱： K トレンチ： Tr

11.遺構番号について次に掲げるもの土坑とピットは、本書における表記を次のとおり振り替えた後に欠番とし

た。

SKOl→ SI04、SK09→ SBOlPl、SKlO→ SB01-P2,SKl 1→ SBOl P3、SK12→ SB01-P4、SK18→ SB03-Pl、

SK19→ SB02-P7、SK20→ SB02-P8、SK21→ SB02-P6、SK22→ SB02-P3、SK23→ SB03一目、 SK27・28→風倒木、

POl→ SB03-P3、P02→ SB03-P2

12. 遺物観察表の法量単位は cm、重量単位は gである。法量値に付した（）は復元値、（ ）は残存値を示す。

13. 出土遺物の修復にはセメダイン C及び樹脂材のエホ。キシレジン 6113を用いた。
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1 SBOl 西から 4 P12セクション東から

2 SBOl Plセクション南から 5 P13セクション南から

3 SB01-P2セクション東から 6 P14セクション東から

4 SBOl P3セクション 東カミら 7 P15セクション南から

5 SB01-P4セクション東から 8 P33セクション南から

図版 20 図版 25

1 SB02 南から 1 SDl 1 西から

2 SB02-P3セクション南から 2 SI19 （中央）・ SK34（右奥）・ 37（右手前） 北から

3 SB02-P6セクション南から 図版 26

4 SB02 P7セクション北から 1 SB04 北から

5 SB02-P8セクション東から 2 SAO 1 （右）・ 02 （左） 東から

図版 21 図版 27

1 SB03 東から 1 SK31 北から

2 SB03 Plセクション 東カョら 2 SK32 北から

3 SB03-P2セクション東から 3 SK35 （左）・ 36 （右） 東から

4 SB03 P3セクション東から 4 SD03 南から

5 SB03 P4セクション東から 5 SD04 南から

図版 22 6 SD12 南から

1 SB03-P5セクション南から 7 SK06 南から

2 SB03-P6セクション東から 8 SK07 東から

3 SK03 （右）・ 04（左） 東から 図版 28

4 SK05 北から 1 SK24 南から

5 SK08 東から 2 SK25 南から

6 SK13 南から 3 SK29 西から

7 SK14 南から 4 SK30 東から

8 SK15 南から 5 SK33 北から

図版 23 6 SK39 北から

1 SK16 北から 7 8号墳小グリッド設置状況東から

2 SKl 7 1ヒカ瓦ら 8 8号墳調査風景東から



図版 29

試掘確認調査

SI04出土遺物

SK02出土遺物

遺構外出土遺物（縄文・土器）

図版 30

遺構外出土遺物（縄文・土器・土製品）

遺構外出土遺物（縄文・石器）

図版 31

SIOl出土遺物

SI16出土遺物

遺構外出土遺物（弥生）

図版 32

SI03出土遺物

SI05出土遺物

図版 33

SI06出土遺物

図版 34

Sill出土遺物

SI14出土遺物

SI15出土遺物

Pl6出土遺物

SD05出土遺物

図版 35

SD06出土遺物

SD07出土遺物

SD14出土遺物

8号墳出土遺物・ A類

図版 36

8号墳出土遺物・ A類

8号墳出土遺物・ B類

8号墳出土遺物・ C類

図版 37

8号墳出土遺物・ C類

8号墳出土遺物・ D類

図版 38

8号墳出土遺物・ D類

8号墳出土遺物・ E類

図版 39

8号墳出土遺物・ E類

8号墳出土遺物・ F類

8号墳出土遺物・ G類

図版 40

8号墳出土遺物

14号墳出土遺物

15号墳出土遺物

遺構外出土遺物（古墳）

図版41

SI02出土遺物

図版 42

SI07出土遺物

SI08出土遺物

図版43

SI08出土遺物

図版 44

SI09出土遺物

SilO出土遺物

図版45

SI12出土遺物

SI13出土遺物

SI17出土遺物

SBOl出土遺物

SB03出土遺物

流 14出土遺物

SD08出土遺物

SDl l出土遺物

図版 46

遺構外出土遺物（平安）

SI19出土遺物

SK37出土遺物

遺構外出土遺物（中・近世）

図版 47

SK02出土貝類

図版48

SK31出土人骨
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第 1章調査に至る経緯

1995 （平成7）年2月、新治村（当時）教育委員会教育長宛に茨城県土浦土地改良事務所から、下坂田・上坂

田の台地上縁辺部にかけて県営畑地帯総合土地改良事業を計画しており、その予定地内の埋蔵文化財の有無につ

いて照会が提出された。新治村教育委員会が現地踏査を行ったところ、包蔵地・員塚・古墳群の存在が確認され

たため、試掘確認調査が必要である旨を回答した。

更に 2002（平成 14）年8月、茨城県土浦土地改良事務所から新治村教育委員会に対して埋蔵文化財の有無と

遺跡が存在した場合の取扱についての照会が提出された。 それを受けて新治村教育委員会は、同年 11月に赤弥

堂遺跡の北側に部分的に試掘確認調査を実施した。調査の結果、今回の調査対象範囲内では埋蔵文化財は確認さ

れなかった。

2006 （平成 18）年2月に新治村が土浦市と合併すると、当事業は計画が具体化し、同年6月に土浦市教育委

員会は全域の現地踏査を行った。 2007（平成 19）年 2月には直近で工事予定区間となる赤弥堂遺跡の東側に、

遺跡の範囲や密度、性格を把握するための確認調査を行った。翌2008（平成 20）年3月には、赤弥堂遺跡の西

側から事業区域西端の坂田峯の台古墳群にかけて、 事業区域内全体に試掘確認調査を行った。

これら試掘確認調査の結果をもとに、土浦市教育委員会は茨城県土浦土地改良事務所・土浦市産業部耕地課

と協議を継続し、道路建設対象箇所に対して記録保存のための発掘調査を行うことで合意した。2008（平成 20)

年 3月 25日、茨城県知事と土浦市長との問で坂田地区の埋蔵文化財取扱全般に関する覚書を締結し、同年 7月

茨城県知事と土浦市長で赤弥堂遺跡（東地区）の発掘調査に関する協定書を締結した。

以後、 2008（平成 20）年度に赤弥堂遺跡（東地区と中央地区）、 2009（平成 21）年度に赤弥堂遺跡（西地区）

の発掘調査を実施した 2011 （平成 23）年度は、事業地のほぼ中央にあたる下坂田中台遺跡・下坂田貝塚・坂

田台山古墳群と、事業地の東端にあたる下坂田塙台遺跡・坂田塙台古墳群の 2地点の発掘調査を実施しており、

当報告書は後者分に当たっている。

今回の調査に関する文化財保護法関連の手続は、 2008（平成20）年6月 17日付けで茨城県土浦土地改良事務

所長（呼称は当時）より当事業全体に関する埋蔵文化財の発掘の通知（文化財保護法第 94条）が土浦市教育委

員会に提出され、 6月27日付けで茨城県教育長宛に進達した。

発掘調査は有限会社勾玉工房Mogiが実施することとなり、埋蔵文化財発掘調査の届出（文化財保護法第 92条）

を、 9月30日付けで茨城県教育委員会教育長宛に進達した。11月 10日付けで茨城県教育長より埋蔵文化財発掘

調査の通知を受けている。

なお、平成24年3月27日付けで発掘調査の終了確認依頼の進達を行い、同年3月30日付けで茨城県教育委

員会教育長より終了確認の通知を受けた。
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第2章遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

下坂田塙台遺跡 ・坂田塙台古墳群は茨城県土浦市下坂田 1050番地ほかに所在する。土浦市は茨城県南地区の

ほぼ中央に位置している。市域北部から東部にかけてはかすみがうら市、西部はつくば市、南部は牛久市及び

稲敷郡阿見町と隣接している。遺跡周辺の坂田地区は、常磐自動車道の西側、国道 125号の南側に立地し、一帯

は花井や梨といった園芸 ・果樹栽培が行われている。西と東に分かれ、本遺跡の中央（本調査の 3区）に字境が

通る。西が上坂田で、 東が下坂田である。

市域の地勢は、新治台地、桜川低地、土浦の入札稲敷台地で形成されている。新治台地は北部にあり、筑波

山塊から南東に伸びている。桜川低地は中央部を南東に流れる桜川の流域である。土浦の入りは東部にあり、霞ヶ

浦西端に当る。稲敷台地は南部にある。

新治台地は成田層を基盤に、関東ローム層を載せている。成田層は、古東京湾が存在した 13万年前から 14万

年前の第四紀リス ・ウルム問氷期に高海水準下に形成されたものである。関東ローム層は、台地が隆起して陸化

してから、富士・箱根などの火山灰が堆積したものである。新治台地の南側に存在するのが桜川低地で、 2万年

前まで古鬼怒川が流れ、台地を開析したものである。坂田地区は台地の縁辺となり 、低地との境は比高 20mに

達する崖を形成している。

遺跡はこの桜）1 I左岸の台地縁辺に占地し、周辺の標高は29～30mを測る。現存する古墳群は台地縁辺に沿っ

て雑木林の中に分布し、下坂田塙台遺跡は古墳群の東（南）側と範囲を重複して広がっている。

第1図遺跡周辺図
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第2章遺跡の位置と環境

第 2図周辺の遺跡

第 1表周辺の遺跡

No. 遺跡名
時代

備考
旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良 ・平安 中世 近世

1 下坂田塙台遺跡 。。。 。 。。H23年度調査、本書
2 坂田塙台古墳群 。 。 H23年度調査、本書

3 赤弥堂遺跡・下坂田馬場先貝塚 。 。 。 。。H20・22年度調査、旧下坂田鹿島前員塚
4 下坂田向山古墳群 。 H20年度調査、旧石橋古墳

5 下坂田八幡神社古墳群 。 旧釈迦久保古墳群

6 下坂田中台遺跡・下坂田員塚 。。 。 。 Sl7年重圏文鏡（市指定有形文化財）出土、

H2・23年調査

7 坂田台山古墳群 。 H23年度調査

8 武者塚古墳群 。 S58年調査、市指定史跡・県指定有形文化財

9 峯台館跡 。
10 上坂田寺裏貝塚 。
11 坂田立野古墳群 。
12 坂田塚原古墳群 。
13 上坂田北部貝塚 。 S56～57年調査

14 藤沢城跡 。
15 瓢箪塚古墳 。 j里滅

16 常名天神山古墳 。 H2年調lj量調査、市指定史跡

17 山川｜古墳群 。 。。 。 H7・15年調査

18 神明遺跡 。。 。。H9・13～15年調査
19 北西原遺跡・北西原古墳群 。 H5～7・14年調査

20 西谷津遺跡 。 。 H14年調査

21 弁才天遺跡 。 。 H8年調査、浬滅
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第2節歴史的環境

遺跡の所在する坂田地区とその東隣である常名地区は、桜川左岸の新治台地縁辺に立地し、旧石器時代から中

世に至る遺跡、が確認されている。以下、時代順にその概要を列挙する。

旧右器時代 山川古墳群（17）第 2次調査、神明遺跡（18）第4次調査が挙げられる。前者では、層位の異な

る石器集中地点が 3か所ある。最下層の石器集中地点からは、台形様石器や模形石器が出土している。この集中

地点の周囲からは、炭素 C14年代測定により、約 3万2千年前の構築と判明した炉跡が検出されている。

縄文時代 下坂田塙台遺跡（1）、赤弥堂遺跡・下坂田馬場先貝塚（3）、 下坂田中台遺跡・下坂田員塚（6）、

上坂田寺裏貝塚（10）、上坂田北部貝塚（13）、神名遺跡が挙げられる。

下坂田塙台遺跡では、今回の調査で早期末葉～前期中葉の地点貝塚と中期の住居跡 l軒が確認された。

赤弥堂遺跡（下坂田馬場先貝塚）は東・中央・西地区に分けて調査されている。住居跡に関しては、早期から

後期にかけてのものが確認されている。早期は東地区において炉穴 3基が検出され、条痕文系土器が出土してい

る。前期は中央地区で住居跡2軒、東地区で5軒が検出されている関山式期の集落跡である。全ての住居跡にお

いて貝層が確認されている。中期は、阿玉台式期から加曽未lJE式期の集落跡である。西地区で住居跡 13軒が検

出されている。阿玉台式期 6軒、加曽手lJE式期は 13軒である。中央地区では 14軒が検出され、阿玉台式期 4軒、

加曽手lJE式期 7軒、その他 l軒である。後期は、中央地区の三十稲場式期が l軒である。遺物では、西地区から

検出された前期の琉拍大珠、中期の線刻画が施された台形土器と土偶が特筆される。

中台遺跡・下坂田貝塚は、地点貝塚が環状に巡っている。ヤマトシジミを主体とした貝層からは、後期・加曽

手JjB式期の遺物が検出されている。士高台遺跡の調査と並行して平成 23年度に発掘調査が行われている。

上坂田北部員塚は前期・関山式期の住居跡が存在する。覆土中からハイガイの貝層が検出されている。神明遺

跡は中期・加曽利E式期の集落跡が存在する。また、同時期の土坑からサルボ、ウやハマグリを主体とする地点貝

塚が検出されている。上坂田寺裏貝塚は前期関山式期の地点貝塚とされ、ハイガイを主体としている。

弥生時代 今回のド坂田塙台遺跡（1）の調査で、本遺跡に後期の住居跡2軒が検出されたが、周辺では集

落跡の確認事例が極めて少ない。本事業の試掘確認調査で赤弥堂遺跡（3）においてわずかな弥生土器片が採集

されたが、本調査では遺構は確認されていなし、。他に山川古墳群（17）の第 3次調査で住居跡2軒が調査されて

いるのみである。

古墳時代 古墳（群）及び集落跡が広範に分布する。坂田地区と常名地区の古墳は、北方の坂田塚原古墳群

から東方の山川古墳群に至るまで、台地縁辺に切れ目なく分布している。

坂田地区においては、坂田塙台古墳群（2）、下坂田向山古墳群（4）、下坂田八幡神社古墳群（5）、坂田台山古

墳群（7）、武者塚古墳群（8）、坂田立野古墳群（11）、坂田塚原古墳群（12）が存在する。

坂田塙台古墳群は、本調査における新規発見の 2基を合わせて 15基の古墳で構成される。 2号墳は武具八幡

古墳で、安政元年（1854年）に鉄製武具類が出土し、当時の代官あての発見届である古文書とともに地元・発

見者宅に保管されている。 11号墳は全長約 30mの前方後円墳である。平成 20年に筑波大学先史学・考古学研

究室によって測量調査がされている。今回の調査においては、 8号墳の周溝が検出され、墳丘径 30m、高さ約 5

m、二重周溝を有する円墳であったことが判明し、出土した円筒埴輪から 5世紀末葉の築造と推定された。新規

発見の 2基（14・15号墳）はいずれも 6世紀代の円筒埴輪を有する円墳である。

本古墳群と谷津を挟んで東隣する台山古墳群は 3基の古墳からなり、 l号墳（塚山古墳）は昭和 39年に園皐

院大皐と県立土浦第二高等学校によって発掘調査が実施された。谷津を挟んでさらに東側の赤弥堂遺跡の調査で

は、墳正が削平された円墳2基及び方形周溝墓 1基が東地区から検出されている。前者は石橋古墳とともに下坂
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田向山古墳群を構成するもので、埴輪は出土していない。方形周溝墓では古式土師器が出土している。塙台古墳

群の北側、台地内部・奥には武者塚古墳群があり、 2基の古墳が確認されている。武者塚 l号墳は、昭和 58年

に筑波大学によって調査され、特異な形態の石室を持つ終末期古墳であることが判明した。出土品には銀製帯状

金具や飾大刀、そして 「みずらjがある。台地縁辺沿いの北側には坂田立野古墳群（4基）、坂田塚原古墳群（2基）

が展開する。

常名地区には、瓢箪塚古墳 (15）、常名天神山古墳 (16）、山川古墳群（17）、北西原古墳群（19）が存在する。

瓢箪塚古墳と天神山古墳は東西に並んで築造された大型の前方後円墳で、前者は現在消滅している。 天神山古墳

は全長 90mの前方後円墳で、 4世紀末から 5世紀初めごろの古墳と想定されている 山川古墳群は前期から終

末期に至る 33基の古墳で構成され、このうち 20基が前期の方墳である。北西原古墳群は、終末期の方墳4基で

構成される。

集落跡は、下坂田塙台遺跡 (1）、赤弥堂遺跡（3）、下坂田中台遺跡（6）、神明遺跡、（18）、北西原遺跡 (19）、

西谷津遺跡（20）、弁才天遺跡、（21）で確認されている。

今回の塙台遺跡の調査では、前期の住居跡6軒、溝跡 3条、後期の住居跡 l軒等が確認された。北西原遺跡及

び周辺の神明遺跡では前期の集落跡の存在が周知となっている。赤弥堂遺跡、で検出された住居跡は、中央地区で

前期 7軒、中期 5軒、後期4軒。西地区は前期 6軒、細別不明 2軒。東地区は前期 6軒が検出されている。

奈良・平安時代 下坂田塙台遺跡（1)、赤弥堂遺跡（3）、西谷津遺跡（20）、弁才天遺跡（21）が存在する。

今回の塙台遺跡の調査では、 9世紀代の住居跡8軒、掘立柱建物跡3棟、溝跡2条等が確認され、溝跡は一連

の区画溝になる可能性がある。赤弥堂遺跡の中央地区では住居跡7軒が検出されている。時期が特定できるのは、

9世紀中葉から後葉にかけて構築された 3軒、 9世紀代が l軒である。西谷津遺跡は、 8世紀前半から 9世紀中

葉に至る集落跡である。弁才天遺跡は、 8世紀前半から 9世紀後半までの竪穴住居跡60軒以上で構成される集

落跡である。掘立柱建物跡がまとまって検出されている。

中・近世 中世の遺構が検出された遺跡には、坂田地区と常名地区で次の遺跡が挙げられる。坂田地区では、

下坂田塙台遺跡（1）、赤弥堂遺跡（3）、下坂田中台遺跡（6）、峯台遺跡（9）、藤沢城跡（14）が存在する。今回の

塙台遺跡の調査では、方形竪穴遺構 1基等が確認された。赤弥堂遺跡からは中世の道路状遺構が検出されている。

中台遺跡からは、試掘確認調査において溝跡・掘り込みが確認され、内耳土器などが出土している。峯台館跡は

台地縁辺部を区切るように土塁が明瞭に巡り、その中に存在する坂田塙台 11号墳も土塁の一部として利用され

ている。坂田地区の台地北西端と谷を挟んだ対岸には、旧新治村の中心市街地全体を覆うかたちで藤沢城跡が広

がる。

常名地区では、山川古墳群 (17）、神名遺跡 (18）が存在する。山川古墳群の第2・3次調査や神明遺跡の第 l・3・

4次調査で、東西 125m、南北 103mの溝で、固まれた方形館跡と考えられる遺構が確認されている。方形の区画

溝内には掘立柱建物跡、柱穴群、井戸跡、竪穴状遺構などが検出され、遺物は少ないものの、鎌倉時代の土師質

土器小皿や龍泉窯系青磁の画花文碗や常滑産陶器片、銭貨が出土している。

近世の遺構が検出された遺跡には、下坂田塙台遺跡（1）、赤弥堂遺跡（3）、神明遺跡（19）があり、溝跡や墓墳

が検出されている。
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第2章遺跡の位置と環境

［周辺の遺跡調査報告書（番号は第 l表に対応）］

2 武者塚古墳調査団編 1986『武者塚古墳』武者塚古墳・同 2号墳・武具八幡古墳の調査 新治村教育委員会

小野塚拓造 2010「茨城県土浦市所在坂田塙台 11号墳の測量調査報告」 『筑波大学 先史学・考古学研究』第21号 筑波大学人文社会科学研

究科歴史・人類学専攻

3 有限会社勾玉工房Mogi編 2009・10・11『赤弥堂遺跡（東・中央・西地区）』 一県営畑地帯総合整備事業（担し、手支援型）坂田地区埋蔵文化

財発掘調査報告書一土浦市教育委員会

4 有限会社勾玉工房Mogi編 2009『赤弥堂遺跡（東地区）』（前褐）

6 岩崎卓也 1986「遺跡の環境一出シ山出土の銅鏡J武者塚古墳調査団編「武者塚古墳』（前褐）

9 武者塚古墳調査団編 1986『武者塚古墳』（前褐）

13 前田 潮 1981「調査成果の概要一上坂田北部貝塚j増田精一編「筑波古代地域史の研究』昭和 54～56年度文部省特定研究経費による調査

研究概要筑波大学

17 西谷津遺跡調査会編 2003『山川古墳群確認調査西谷津遺跡北西原遺跡（第6次調査）神明遺跡（第4次調査）』土浦市総合運動公園建設

事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第7集 土浦市教育委員会

土浦市遺跡調査会編 2004『北西原遺跡（第 3次・第4次調査）山川古墳群（第 l次調査）』土浦市総合運動公閏建設事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書第3集 土浦市教育委員会

山川古墳群第二次調査会編 2004『山川古墳群（第2次調査）』土浦市総合運動公園建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第8集 土浦

市教育委員会

山川古墳群第三次調査会編 2004『山川古墳群（第3次調査）』土浦市総合運動公園建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 10集 土浦

市教育委員会

18 土浦市遺跡調査会編 1998『神明遺跡（第 l次・第2次調査）』土浦市総合運動公園建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 5集 土浦

市教育委員会

常名台遺跡調査会編 2002『常名台遺跡群確認調査神明遺跡（第3次調査）』土浦市総合運動公園建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

第6集土浦市教育委員会

西谷津遺跡調査会編 2003『山川古墳群確認調査西谷津遺跡北西原遺跡（第6次調査）神明遺跡（第4次調査）』（前掲）

神明遺跡第五次調査会編 2005『神明遺跡（第5次調査）』土浦市総合運動公園建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第9集 土浦市教

育委員会

19 西谷津遺跡調査会編 2003「山川古墳群確認調査西谷津遺跡北西原遺跡（第6次調査）神明遺跡（第4次調査）』（前褐）

土浦市遺跡調査会編 2004『北西原遺跡（第 l次調査）』土浦市総合運動公園建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 I集 土浦市教育

委員会

土浦市遺跡調査会編 2004『北西原遺跡（第 3次・第4次調査）山川l古墳群（第 l次調査）』（前褐）

土浦市遺跡調査会編 2006『弁才天遺跡北西原遺跡（第 5次調査）』土浦市総合運動公園建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第4集

土浦市教育委員会

20 西谷津遺跡調査会編 2003『山川古墳群確認調査西谷津遺跡北西原遺跡（第6次調査）神明遺跡（第4次調査）』（前褐）

21 土浦市遺跡調査会編 2006「弁才天遺跡北西原遺跡（第 5次調査）』（前褐）

－新治村史編纂委員会編 1986『図説新治村史』 新治村教育委員会

－前田 i朝編 1991『「古霞ヶ浦湾j沿岸貝塚の研究』昭和 63年度～平成2年度文部省特定研究連費による調査研究概要 筑波大学

・茨城県教育庁文化課編 2001『茨城県遺跡地図』地図編・地名表編 茨城県教育委員会

－塩谷 修 2010「土浦市域の古墳群」佐々木憲一 ・田中裕編 『常陸の古墳群」 六一書房
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第3章 調査の方法と標準堆積土層

第 3章調査の方法と標準堆積土層

第 l節調査方法

試掘確認調査により、縄文時代から平安時代に至る遺構の存在が確認されていた。本調査の結果、 周知となっ

ている坂田塙台 8号墳の周溝が 3・4区端部をまたいだところにあること、また 2区には、周知されていない古

墳の周溝が遺存していることが判明し、同 14・15号墳とした。

調査範囲は、幅員 4～6mで、延びて、3つのク ランクを持ち、 全体と して W字状をなしている。作業効率のた

め調査区を、北東より l～4区に分割することになった。各区の全長は、 l区は南北65m、2区は東西 145m、

3区は南北40m、4区は東西 60mを測った。

各区の表土上面から遺構確認面に至る深度は、 30から 150cmを測り、最も深い 3区は安全のため階段掘りに

した。表土の掘削は重機を使用し、遺構確認及び覆土掘り下げは人力で、行った。遺構覆土掘り下げの際、各遺構

には、堆積状況の観察用ベルトを設けて行った。

各グリッド杭は、 4分割した調査区の中央に、それぞれ任意で lOm間隔の直線状に打設し、光波による世界

測地系方眼網にはめ込んだ。調査区ごとのグリッドの呼称は、長軸方向をアラビア数字、短軸方向をアルファベッ

トで付し、例えば 「A-lG, A 2GJ となるように表記した。各地区のグリッド杭の基点は北もしくは西と した。1・

3区は調査区北端を、 2・4区は西端を、任意グリッド方眼網の各基点とした。また、遺物量が多い 4区の 8号墳

周溝（SDOl・02）調査に当たっては、上記範囲に被る lOm方眼網を小グリッド 2m方眼網で、細分して覆うこと

にした。これに関しては、 10mグリッ ドと異なり南西側を基点にしている。

写真は遺構調査の各段階で適宜撮影することにした。35Illillモノク ロネガ及びカラーポジフィルムカメラを用

い、補助として 600万画素のデジタルカメラを併用した。

実測は主に平板により遺構図を作成し、縮尺は1/10、1/20、1/40、1/60、1/100とした。

調査の経過（日誌抄）

平成23年

12月13日 器材及びテント・トイレの搬入を行うとともに、重機を用いて表土排土を開始する。作業は当初4・3・2・l区の順に行う予定で4・

3区のl慣で、行っていた。ところが 14日の 3区表土排土終了時点で、 1. 2区に隣接する梨園業者の受粉作業の関係により、 工

事着工｜｜慣が l区から優先して行うことになった。冬季につき霜害が予想されるため、遺構確認終了箇所から調査範囲全面を

シートで養生した。

14日 l区表土排土に着手するとともに、 4区から表土排土終了箇所を追って、人力による遺構確認作業を開始する。

19日 3区・l区の順に基準杭打設を行う。

22日 2区西端を除いた調査区全域の表土排土を、 26日までに同範囲の遺構確認を終了する。

26日 3区の遺構掘り 下げ作業を開始する。 3区は、 現状で広範囲な撹乱を受けている。 調査区壁際における土層堆積状況と出土遺

物の内容から、近世以降の遺構しか存在しないことが判明する。

27日 土浦市教育委員会比毛氏立会いのもと 3区の終了確認を行い、同区の調査が終了する。年末 ・年始の休工につき、危険箇所・

シート養生箇所点検など環境整備作業を行って仕事納めとする。

平成24年

l月 5日 仕事始めとなり、遺跡調査を再開し、縄文時代から平安時代に至る集落域となっている l区北端から遺構の掘り下げを行う。

19日 l区調査を終了し 2区調査を開始する。 2区は、古墳時代の古墳と集落、 平安時代の集落を主体としているところで、土量が

多い平安時代の SDllから遺構掘り下げに着手した。

2月 4日 2区西端部の表土排土及び遺構確認を行う。住居跡など、古墳時代、平安時代、中・近世の集落に伴うと考えられる遺構群が

確認される。

10日 土浦市教育委員会黒津氏立会いのもと 2区の終了確認を行い、同区の調査が終了する。4区の調査を開始する。同区は坂田塙

台8号墳々丘に隣接し、調査範囲に周溝がかかっている。また、 同区は古墳時代住居跡、 及び中・近世土坑墓が存在している。

調査は土量が多い8号墳周溝から着手した。

28日 土浦市教育委員会黒津氏立会いのもと 4区の終了確認を行い、現地における全ての調査工程を終了する。以降は、施設と器

材の撤収準備 ・各種の記録整備・書類作成からなる残務が作業の主体となる。

3月 2日 テン ト及びトイ レ、器材撤収を行う。
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第2節標準堆積土層

調査区の標準堆積土層は、 4地区全てにおいて観測した。下図に示すとおり、表土（現耕作土）層（第 I層）

の下に旧耕作土層（第E層）となり、この下に近世（第皿層）及び古墳～平安時代（第N層）の包含層が確認さ

れる。さらに、ローム漸移層（第V層）、ソフトローム層（第VI層）と続き、ハードローム層は主に色調の違い

から第四層と第VIII層に分けられた。

第皿層と第N層は地区によって存否が異なり、第困層は 3区にのみ確認され、近世以降の道跡や耕作跡の覆土

となる。第N層は平安時代の遺構が掘り込まれ、主に l区で確認された。 2・4区では耕作による削平・撹乱が

著しく、第E層直下に第V層及び第VI層が現れ、その上部にも掘削が及んでいた。そのため、遺構確認は第V層

または第VI層上面で、行った。
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30. OOOm 
II-1 

29. 500m I 
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日 1 黒m色土
II'.' 黒色土
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III 2b 舟色土

田－＇.＇c 黒色土

III -3 黒褐色土

田 4 黒色土

IY-1 黒色土

IY-2 黒色土

I¥" -3 黒色土

n’－1 黒色土
n’－5 黒色土
¥" '.lt/fl色土
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11II 明m色土

i. 5¥"R2 3 1占性中 しまり弱 ¥lブロソク ・花子φ2皿少1il:
7.:)¥'R3 1 粘性中 し主り弱 ¥lプロ ソク・粒子φ2醐少虫、炭化物・花子中 2凹少ill:
7. 5¥'R2 1 f占性中 L主り関 口プロ ソク・粒子02醐小量、炭化物・粒子ψ2-10皿少凪
7. 5¥'R2 I 枯性中 しまり強 ¥lブロ ック・粒子φ2mm少且；

7. 5¥'R-1 3 1古性中 しまり強 異色土プロッケ・ 粒子φ2皿’L、且
7. 5¥'R2 I 粘性中 しまり強

7. 5¥'R2 1 f占性中 しまり強 ¥1プロ ソク ・佐子Q2 5皿中量；、炭化物・粒子凸 2mm少量、齢化鉄粒子少量
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7. 5¥'R'.' 1 粘性中 しまり中 ¥1プロ yク・粒子φ220山中虫、炭化物・粒子。 2mm少量；

i. 5¥'R2 1 粘性中 しまり中 川ブロック ・粒子φ220 叩中止、炭化物・柁子φ2 皿少量、 ~it化鉄7ロソク ・粒子 φ 2-10 凹少E

7. 5¥'R2 1 粘性中 しまり中 ¥lブロック ・粒子φ2-20阻中位、＼lブロック・粒子中 2mm少量、熊凸 2m皿少量

7. 5¥'R2 ・ l f占性中 しまり中 ¥1ブロソツ ・粒子φ2-20mm中E、＼lプロ ソ ケ ・ 1立子中 2 山少量、様。 2岨•］，－量

7. 5¥'R3 1 枯性中 しまり中 ¥lブロ yク・ 1立子中 220凹u多量

7. 5¥'R5 6 柚性中 しまり強 ¥1ブロソク・粒子市220凹中量

7. fiYR4 :l 粘性中 Lまり強 ¥1Il7＇ロック・佐 子凸2-20皿中且；、同i,:, 2皿少量
7. 5¥'R5 6 粘性中 しまり強 P.i凸2mm少量

第3図標準堆積土層

-8 
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第 l節調査成果の概要

第 4章検出された遺構と遺物

今回の発掘調査では、縄文時代から近世に至る遺構と遺物が検出されている。遺構種別で見ると、住居跡 18軒、

方形竪穴遺構 1基、掘立柱建物跡4棟、 柵・掘立柱塀跡2基、土坑 25基、ピット 40基、溝9条、古墳3基、サ

ク状遺構（畑跡） 1か所が検出されている（注 1）。

遺構 縄文時代の遺構は住居跡 1軒、土坑 1基がある。調査区北東部・ 1区の中期の SI04、及び早期末葉

～前期中葉の地点員塚・ SK02である。

弥生時代の遺構は住居跡2軒である。いずれも後期で、 1区の SI04と2区の SI16である。

古墳時代の遺構は前期（～中期）と後期に分けられる。 前期 （～中期）では住居跡6軒（1区SI03・05、2区

Slll・14・15、4区SI18）、ピット 1基（2区Pl6）、溝跡3条（1区SD06・07、2区SD14）があり、後期では住

居跡 1軒（1区SI06）及び古墳 3基（2区14・15号墳、 4区8号墳）があり、時期が明瞭ではないが、溝跡・ 1

区SD05が検出された。前期の溝跡は古墳周溝の可能性も窺われるが、限られた調査範囲内では断定する根拠も

得られず、今回は古墳として扱うこ とを避けた。後期の古墳のうち、（坂田塙台） 8号墳は周知のもので、 14・

15号墳が新規に発見された古墳である。

平安時代の遺構は住居跡 8軒（1区SI02・07、2区SI08～ 10・12・13・17）、掘立柱建物跡3棟（2区SBOl

～03）、土坑 10基（1区SK03・04、2区SK05・08・13～ 17・26）、ピット 15基（2区P03～ 15、4区33・38）、

溝 2条（1区SD08、2区SDll）である。ピットは、遺物を出土しないものもあるが、覆土の状態から当該期の遺

構と判断した。住居跡は 9世紀前半と後半のものがあり、掘立柱建物跡のうち SB02は住居跡に切られているこ

とから、住居に先行するものと並行するものがあると考えられる。 2区中央を斜行する SDllの東の延長上には 1

区SD08がある。ともに 2段に掘り込まれ、 一連の遺構の可能性がある。 SI02・17は溝の北側にあるが、他の住

居跡・建物跡は南側で検出されており、これらの遺構群を台地南端の崖線とともに囲む区画溝と推察される。

中・近世の遺構は、 2区東端から 3区を挟んで 4区に至る範囲にまとまっている。方形竪穴遺構 l基（4区

SI19）、掘立柱建物跡 1棟（2区SB04）、柵・掘立柱塀跡2基（2区SAOl・02）、 土坑（4区SK31・32・35～37）、ピッ

ト23基（Pl・2・17～ 32・34～ 37・39）、溝跡3条（3区SD03・04、2区SD12）、サク状遺構 1か所（畑跡、 3区）

がある。これらのうち、中世のものは SI19・ SK32 ・ SK37、近世のものは SK31であり、他は時期が限定できない。

土坑については、 SK31・32は人骨の検出から墓壊であり、 4区を中心として付近にある比較的類似した形態をと

る士坑群は土坑墓の可能性がある。また、近隣住民の話では、 8号墳南の台地崖下には（中世）五輪塔の部材が

複数転落している とのことであり 、4区周辺が当時の墓域であった可能性が考えられる。一方、 3区の位置は調

査着手前まで使用されていた道路であり、地表から lm下にも硬化面が確認された。さらに下層には近世のサク

状遺構（畑跡）と溝跡2条（SD03・04）が検出された。

遺物 出土遺物の総量は、遺物整理箱（37リットル相当） 35箱、重量 176,437.3gを量り、縄文土器

13, 222. lg、弥生土器 3,884.2g、土師器 65,688. 5g、須恵器 33,211.旬、 灰紬陶器 227.8g、埴輪 34,245. 2g、近

世陶器438.lg、磁器 15.旬、近世瓦 370.2g、石器 327.6g、鉄j宰92.lg等がある。検出遺構の主体をなす、古墳・

平安時代の住居・建物跡に伴う土師器と須恵器、周溝が確認された坂田塙台8号墳に伴う埴輪が、全体の 75%

を占めている。

これらのうち、調査区一括及び表面採集のおもな遺物を種別・地区別に見ると、縄文土器： l区823.3g、2区

595.旬、3区51.7g、4区352.7g、弥生土器：1区65.旬、2区152.5g、4区81.5g、土師器：l区592.3g、2区2,674. lg、

3区71.旬、 4区 1,620.旬、須恵器： l区51.旬、 2区 1,974. 6g、3区80.3g、4区969.Ogとなる。 3区は近世以
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第4章検出された遺構と遺物

降の地形改変が大きいことから、検出遺物も極少量にとどまっている。縄文土器は調査区全体に分布し、東側、

特に 1区が多い。また、弥生土器は2区に多い。ともに遺構の分布と同調している。土師器は古墳時代各期と平

安時代の細別が十分ではない。須恵、器はほぼ平安時代のもので、やはり、遺構密度の高い 2区に集中している。

一方で、 l区は極少量で、周辺での遺構分布の薄さを反映しているようであり、前述の SD08・11を区画溝とし、

南側が区画内との想定を支持する状況とも考えられる。また、 4区では明確な遺構を把握できなかったが、 一定

量の須恵器の出土から、周辺における遺構の存在が推定される。

試掘確認調査の遺物 試掘確認調査では、縄文土器 372.旬、弥生土器30.7g、土師器 1,006.旬、須恵器

180.旬、埴輪2,175.2g、陶器 19.旬、磯571.6gが採取された。縄文土器は調査対象範囲全域にわたって見られ、

早期条痕文系 ・前期羽状状文系 ・後期安行式などがある。弥生土器は縄文施文の後期のもので、 15・17・28ト

レンチで出土している。土師器は若干の古式土師器を含むものの、ほとんどが平安時代のもので、須恵器も同時

期のものである。調査対象範囲全域にわたるが、 8割が 22～28トレンチから出土したもので占められている。

埴輪は、本調査によって明らかとなった、 8号墳（17トレンチ）と 14号墳（23トレンチSD-1）に該当する箇所

から出土しているほか、 11・13・28トレンチからも検出されている。特に、 28トレンチでは 228.lgとまとまっ

た出土量があり、古墳の存在が推察される。陶器は 1トレンチの常滑産焼締陶器の小片 l点である。

これらの遺物は、本調査で検出されたものと同様であるので、以下には、本調査の区域外となった 28トレン

チの埴輪から 3点を図示した（第4図 ・第 17表）。 1と2は同一のハケメを施すもので、 2区所在の 14号墳の

同工品 I類とも一致する。粘土紐の積み上げ間隔が l～ I.5cmと狭い。突帯は上稜が高く、下面のナデ付けが甘

い。 3は両者と異なるハケメを持ち、底面には繊維状圧痕を残す。やや軟質の焼成を示している。 28トレンチで

は溝状遺構が確認されているので、これらの埴輪を伴う古墳の周溝である可能性がある。
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第4図 試掘確認調査出土遺物

［注1

1 調査した土坑のうち、 1区SKOlはSI04の覆土と判断。 2区SK09～12はSBOl、同 SK18・23はSB03、同 SK19～22はSB02の柱穴に振り替

えた（凡例参照）。 2区SK27・28は風倒木と判断。 4区SK38は同 SK37の覆土上層にあり、別遺構と判断したが、平面プランが確認できなかった。

以上、 14遺構は欠番となっている。

nu 
－－ 



2区 1区

P40 

1/$00 4リm
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第9図 4区全体図
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第 1項住居跡

第 l項住居跡

SI04 （第 11・12図・図版 7・29)

l区D-lGに位置し、遺構の東壁際付近が検出され、南壁に寄った調査区壁際付近にある木根原因の撹乱と、

遺構北壁を東西に走行する SD06が切っている。南北 3.50 m、東西現状 0.75 mの平面推定長方形で、深さは

32cmとなっている。調査区内で炉は検出されていないので、北方向を主軸方向として扱うことにした。主軸方

向N-29°E。覆土は自然堆積で遺構中央部の床面付近に炭化材l点が存在する。床面は地山を直接削平したもので、

全体に硬い。壁周溝や炉は検出されていなし＼0

遺物は、覆土中から縄文土器 1,555. 3g、弥生土器 51.旬、土師器 17.2g、陶器 6.旬、機 120.3gが出土した。

縄文土器は早期から後期にわたるが、ほとんどは中期 ・阿玉台式である。01・02は大型深鉢の同一個体の口縁

部及び胴部破片である。口縁は丸みを帯び緩やかに開く。口縁直下には 1条の沈線が巡り、以下、地文は縦方向

の粗い集合沈線が l本ずつ引かれる。胎土中には長石・石英・雲母を多量に含み肌理が粗い。器色は外面暗黒褐色、

内面は樫色。03は薄手の土器で、器面には細かな集合沈線により斜格子文様が描かれる。内外面共に灰褐色を

呈し、胎土中には石英 ・長石を多く含む。04は口縁部の細片である。斜行する沈線が描かれる。胎土は 03に似

ている。05は縦方向磨消帯を設け、区画内には細かな平行沈線が斜方向に充填される。胎土 ・焼成は 04・05と

類似している。早期 ・三戸式段階と判断した。

06～ 10は同一個体の破片である。 06では胴部に断面蒲鉾型の隆帯がめぐり、 胴部下半との境を画する。上半

部には沈線による文様が描かれる。下半は無文。07は突起部分の破片である。三角形に突出するもので、 06の

隆帯上に貼り付けられるものの可能性が高い。やはり上部には、沈線による文様が描かれる。08・09は格子目

状に沈線が描かれる胴部上半の破片である。10は縦方向の条線を地文にし、細い沈線による格子目文様が描か

れる。いずれも胎土中に砂粒を多く含み、雲母の混入が目

@ 
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立つ。色調は外面淡樫色、内面は灰褐色を呈する。中期 ・

阿玉台式と判断される。

1 1は細し 1半裁竹管により格子目状の文様が描かれる胴

部辺である。器面は淡い褐色を呈するが、破断面は黒色で、

焼成によるものであろう。後期 ・堀之内式か。

12は胴部の破片で沈線による 4弁の花弁状の区画が設

けられ、内面に縄文が充填される。器色は外面暗樫色、内

面は暗灰褐色。後期か、型式不明。
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第4章検出された遺構と遺物

第 2節縄文時代
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第 12図 SI04出土遺物

第 2項土坑（貝層含む）

SK02 （第 13～ 15図・第2表・図版7・29・47)

l区ElGに位置する地点貝塚である。長軸方向 N1° -W。長径 128cm、短径 115cmの平面円形をなしたテラス

が深さ 25cmとなったところで、長径 75cm、短径 58cm、深さ 75cmの平面円形、断面は柱状の掘り込みとなる。

極暗褐色土から黒色土に至る 3層からなり、第3層（黒色土）において、貝殻が充填されたような形状で出土し

ている。

出土遺物には縄文土器 1013.7g、弥生土器 133.4g、土師器 371.4g、機614.9gがある。覆土中、特に第 1・2

層から多く出土している。

01は深鉢の胴部上半の破片であろう。外面には浅い条痕が施文され、上端部に絡条体圧痕が施される。内面

は横方向の条痕。胎土中には繊維を混入するが、全体に焼きは堅い。白色粒子の混入が目立つ。02は内外面共

に条痕文が斜め方向に施文されるもので、胎土中の繊維混入量は多く、やや薄手で脆い。03は胎土中に繊維を

混入する深鉢胴部の破片で、器面にはRLの縄文が縦方向に回転施文される。01～03は広義の早期・茅山式土

器であり、 01の条痕文土器に絡条体圧痕が施文されること、並びに縄文の施文が見られる点から、茅山最終末

段階と判断した。子母口式の可能性もあるが、縄文を比較的多用することから、前者と判断している。内面は浅

い条痕か。

04・05は同一個体の破片である。胎土中には多量の繊維を混入するも、やや硬質である。内面に条痕の施文

は観察されない。04の器面には、 RLの縄文による施文方向を変えて羽状の構成を行う。上端部には隆帯を貼付、

隆帯上には刺突列による刻みが施される。器色は外面暗褐色、内面は灰樫色。05は貼り付け帯部分の細片である。

06は厚手で 04・05に類似するが、やや節が細かい RLの縄文が縦方向に施文される。色調は外面暗褐色、内面

は灰褐色を呈する。礁の混入は少ない。07は繊維を多量に混入するも硬質。やや薄手でLRの縄文が施文される。

8は外面に浅い条痕が施文された後に、縄文が部分的に施文される胴部下半の資料である。繊維を多量に混入し、

やや脆い。器色は外面樫色、内面は暗灰褐色。これらの資料は茅山式上層最終末段階から前期・花積下層式段階

にわたる資料と判断した。
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第2項土坑（貝層含む）

09は胎土中に繊維を混入する土器で、器面に網目状の撚糸文が観察される。胎

土は内外面共に淡樺色を呈し、断面は中心部が黒く、サンドイツチ状を呈してい

る。

10は波状を呈する口縁部の波底部の破片である。口唇部には刻目を有し、口辺

部にはC字と D字の爪形文列が交互に施文される。胎土中には細かな砂をやや多

く含み、外面灰褐色、内面は淡樫色を呈する。前期 ・浮島 l式、もしくは諸磯b

式と判断される。

11は胴部に横位の沈線が l条号｜かれる。胎土中に砂礁を多量に含むもので、内

2m 外面共に淡褐色を呈する。SI04の01～05と同一個体の可能性がある。

A A’ 
L=29. 100m六 」 1 ~ _) 

… 一… … … … … … … … … … 
1/60 

SK02 

1極時十昌色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり強
円撲。 30凹多量、遺物多量

2黒褐色土 7. 5YR3/l 粘性中 しまり強
円様。羽田少量

3黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中
円様。 30m皿、 炭化物。 2凹少量、貝多量、遺物
少量

12は断面蒲鉾状の隆帯による窓枠状の区画帯部を作り、内部に隆帯に沿って 2

条の角押文が施文される。中期 ・阿玉台E式。

第 13図 SK02
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第 14図 SK02出土遺物

貝 類 分類ではハイガイが最も多く、次いで、マガキ、オキシジミがまとまって出土しており、少量ではあ

るがサラガイ、マテガイ、ムシロガイ、オオノガイ、アカニシが出土している。サルボウ、アサリは検出されて

いなし＼0 これらの組成から判断される該期の自然環境は、比較的献水域に近い状況にあり、 ハマグリの適量出土

からも汽水域にはやや離れると判断される。しかしながら、マガキやオキシジミの生息域から見ても、内湾地域

の貝組成と判断できる。

これらの状況は、本遺跡の東側に近接する赤弥堂遺跡東地区（大賀ほか2009）並びに西地区（同 2011）で検

出された前期関山式期の地点貝塚の組成とほぼ一致しており、本遺構は出土遺物及び貝組成からやや幅を持たせ

て、海進期の縄文時代早期末葉～前期中葉と判断される。出土土器のうち、前期末葉～中期の資料は上層の混在

資料と判断するべきであろう。
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第4章検出された遺構と遺物

第 2節縄文時代

第2表 SK02貝類組成

左

ノ、イガイ 2013 

ハマグリ 30 

オキシジミ 174 

サラガイ 12 

7 ガキ 身 1142 

ヤマトソジミ 6 

ナミマガシワ

マテガイ

ニナ類

ムシロガイ

アジツボ

オオノガイ

アカニシガイ

右

1893 

30 

180 

11 

蓋 439

I 

第 3項遺構外出土遺物

土器 （第 16・17図 ・図版 29・30)

!il少個体数

2013 

30 

180 

12 

1142 

6 

7 

5 

113 

5 

2 

オキシジミ 180
5. 12九

0. 20九

5 0. 14免

0. 14覧

0. 06略

1 0.03出

ムシロガイ 1 0.03目

ヤマトシジミ 6 0. 17出

第 15図 SK02員類組成

早 期 01は口縁が内湾気味に立ち、口唇直下に段を有す。内外面共によく磨かれ無文である。撚糸文系

土器の最終末～無文系土器群の東山式の可能性がある。02～05は砂磯を多く含む土器で、細い集合沈線による

格子目文様が描かれる。三戸式と判断した。06・07は胎土中に繊維を混入する土器で、内外面に条痕が施文さ

れる広義の茅山式土器である。08・09は茅山式最終末～下吉井式段階の遺物である。08には縄文が施文された

上に絡条体圧痕が施文される。09は内面に条痕が施文され、外面にはRLとLRの縄文が羽状に施文される。い

ずれにも繊維の混入が顕著である。10は広義の茅山式土器の底部資料である。尖底に近い底部であるが先端部

に小形の平坦部が見られるもので、鵜ヶ島台式土器と判断される。

前 期 1 l～ 17は胎土中に繊維を混入する黒浜式土器の一群である。11は直前段反撚の縄文が施文され、

円管の刺突列が垂下する。12は波状の平行沈線が横方向に施文される口縁部の破片である。植房式の可能性が

ある。13は羽状の縄文が施文される。14は直前段反撚の縄文が羽状を構成する。15は単節RLの縄文施文。16・

17は同一個体であろうか、無節の縄文Rが施文される。18・19は口唇直下に C字の爪形列が巡るもので、浮島

l式若しくは諸磯a式土器であろう。20は半裁竹管による刺突列が横方向に密に巡るもので、浮線状の貼付文の

上には刻みが施される。十三菩提式と判断した。

中 期 21は隆帯により窓枠状の区画を設け、内部に細し＼角押列を斜方向に充填する。阿玉台 Ib式。22

は区画帯に沿って細かな角押列が巡り、内部に同様の角押列が斜方向に施文される。やはり阿玉台 Ib式である。

22に比べ薄手で別個体。 23は胴部下半の破片。断面三角形の隆帯が弧状に巡る。阿玉台 Ib式。24は、断面三

角形の隆帯による窓枠状の区画帯に沿って 2条の角押文が施文される。阿玉台 Ib～E式。 25は細し 1隆帯によ

り弧状の文様が描かれ、内部に平行沈線、外面には有節沈線が巡る。阿玉台 Ib～H式。26は断面が丸みを帯

びた隆帯が Y字状に垂下し、隆帯に沿って幅広のキャタピラ状角押文が施文される。勝坂式でも藤内 3段階であ

ろう。27は口縁部に渦巻状の隆帯が付される。加曽利EE式古段階。 28は幅広の磨消懸垂文が垂下する。力日曽

未ljE E式。

後 期 29・30・31は沈線による曲線状の区画帯の中に刺突列を加えるもので、称名寺 2式。 32は太い沈

線による弧状の平行線が描かれる。地文は単節 RL。後期前半の資料であろう。33は大型の深鉢口縁部である。

-20 -



第 3項遺構外出土遺物

口縁はやや直線的に開く。器面には細く尖った条線が斜方向に描かれる。胎土は砂粒を多量に含んでおり、内

面の磨きが顕著である。34は33同様の器形で、 口縁直下にやや太い沈線により幾何学文が描かれる。内面の磨

きは施されていない。33・34は後期初頭のものと判断した。35・36・37は細し 1沈線による格子目文が描かれる。

焼成が甘く、器面は淡樺色を呈するものの、破断面は黒褐色を呈する。33～ 37は堀之内式と判断した。38は紐

線文土器である。口唇直下に紐線の貼付が施され、紐線上には指により押さえが施される。外面は縄文地文に

横方向の沈線が描かれ、内面には口唇直下に沈線が 1条巡る。加曽利 B式と判断した。39も紐線文土器である。

38に比べ薄手である。口唇直下に来日し 1紐線の貼付が施され、紐線上には指により押さえが施される。外面はLR

の縄文地文に斜方向の沈線が描かれる。内面には口唇直下に沈線が 1条巡る。やはり加曽利 B式と判断した。40

は小形の精製土器で、ある。横位に巡る 4本の沈線がノの字形の文様によって切られる。加曽利 B2式。41・42は

薄手で内面がよく研磨される深鉢胴部の破片である。41では縄文RLのみ。42では縄文の地文に斜行沈線が施文

される。いずれも加曽利B式土器と判断される。

土製品 （第 17図 ・図版 30)

43～ 46は土器片錘である。 43は胴部破片を横長の楕円形に整形し、長軸側の両端部に V字の紐掛の刻みが施

される。器面にはわずかに縄目が観察されるものの、形式は不明である。44は43同様、楕円形を呈し、長軸側

に刻みが施される。器面は剥落している。45はやや円形に近しりJ、形の土器片錘で、ある。器面は無文。阿玉台式

土器に見られる小形のものであろうか。46は楕円形を呈する。深鉢の胴部破片で、やや薄手である。刻みは長

軸両端部と短軸側の片側のみに削られるもので、 3方向に紐掛を有する特異な形状である。渡辺誠氏の分類（渡

辺 1984）では該当するものはない。

47は土製円盤である。薄手の土器片を素材として、周辺を打ち欠いて円形に整形するが、紐掛の刻みは施さ

れない。器面には平行沈線が施文されるものであり 、後期の資料であろうか。

石器 （第 18図 ・図版 30)

01は方形の剥片である。腹面には節理に沿った剥離が見られる。素材は黒色徽密ガラス質安山岩。02はやや

縦長の剥片である。腹面には一部表皮を残し、他方からの剥離面が残され、ポイントフレーク状を呈する。材質

は珪質頁岩である。03は横長の薄片で、左側端部は折損している。また、剥離時に節理面からの剥落が観察される。

材質はチャート。04は縦長の石刃。右傾lj縁に表皮を残す。左側縁に細かな使用痕が残されている。材質は珪質頁岩。

05は打製石斧である。扇平で三角形の自然礁の周縁に剥離を加え、小形の打製石斧に作り出している。両面

ともに表皮を残す。材質は凝灰岩。

06は楕円形の自然礁の端部に、 一方向から剥離を加えて刃部を作り出す磯器である。基部側が欠損したため

か剥離は周縁には及ばず、使用痕も見られない。材質は凝灰岩。

07は丸みを帯びた三角形の属平な自然礁を利用するもので、両側縁部に打撃によるノッヂを加えている。石

錘の可能性がある。材質は凝灰岩。

司
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第 1項 住居跡

第 1項住居跡

s I01 （第 20・21図 ・図版8・31)
l区A-lGに位置する。調査区からは、遺構の東壁際付近が検出され、西側の大半が調査区外になっている。3

つの木根が遺構を壊している。規模は南北 3.45 m、東西現状 1.20 mの推定長方形で、深さは 20cmである。調

査範囲内では炉が検出されておらず北を主軸方向として扱う。主軸方向 N-44°-E。覆土は黒色土 ・黒褐色土の 2

層からなるが著しい撹乱を受けているため明瞭ではなく、

残存状況からレンズ状堆積と考えられる。硬化面の範囲は

縁辺を除いた床面全体を覆っている。調査範囲内から柱穴・

周溝 ・炉は検出されなかった。

遺物は弥生土器 123.4gが出土した。01は査の口縁部、

折り返し部の破片である。口唇部は欠損する。折り返し部

には RLの縄文が施文される。また、同下端には円管状の

刺突列が並ぶ。十王台 l式直前の資料と判断される。02

は査の胴部破片。沈線による三角形を意識した幾何学文様

が描かれる。胴上半部の破片であろう。胎土中には細かな

砂が多く含まれ、焼成は普通。中期の土器であろうか。03

は奮の胴下半部の破片。上半部との接合部分で、やや下膨

れの形状を呈するものであろう。外面は全体に細かなハケ

メが施される。内面はナデ。胎土は砂粒を多く含み、薄手。

弥生時代最終末から古墳時代前期の土器と判断される。

第21図 SI01出土遺物

<I 

⑧ 
<I 

調査区外

<lg 

－官~、」I 必、

1/60 2m 

S!Ol 

1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり強 Wブロック ・粒子φ2皿少量、
焼土ブロジタ ・粒子φ2rnrn少量
2黒褐色土 7. 5YR3/l 粘性中 しまり強 VIプロック 粒子申 2凹少量、
焼土プロンク ・粒子φ2醐少量

第20図 S101 

1/3 lOcm 

SI 16 （第 22・74図 ・図版8・31)

2区M・N-2Gに位置し、調査区内においては北東隅部のみが検出され、遺構の大半は南側の調査区外となって

いる。15号墳に切られている。東西 1.75 m、南北 1.65 mの推定長方形で、深さ 26cmとなる。覆土は黒色土 l層

からなっている。炉が検出されていないため北方向を主軸とした。主軸方向 N-4°W。床は地山を直接掘削し構

築したものである。

遺物は図示した弥生土器2点、 123.9gのみで、床面上で検出された。01・02はともに翠の胴部破片である。

01は胴部上半でやや強く屈曲する。外面には付加条第 l種の縄文が全面に施文する。02も胴部上半のやや強く

屈曲する破片。外面には、やはり付加条第 l種の縄文が施文される。

出土遺物から、本遺構は後期前半と判断した。
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第4章検出された遺構と遺物

第3節弥生時代

~ 02 

1/3 !Ocm 

第22図 SI 16出土遺物

第 2項遺構外出土遺物

土器 （第 23図 ・図版 31)

01～06は口縁部の破片である。01は外反して開く口唇部に円管の刺突列が並ぶ。02は外反する口縁で口縁

部は折り返され、折り返し部には太い刻みが施される。03は02同様に口縁部が折り返されるもので、口縁には

細かな竹串状の工具による刺突が施される。また、口唇部には LRの細縄文が施文される。04は直立気味になる

口縁部の破片。口縁やや下位に隆帯が巡り、隆帯上には刻みが施される。05は口縁部で折り返される。口縁部

には刻みが施され、直下に2本 l単位の縦位平行沈線区画と斜格子文によるスリット状のへラ描き文様が描かれ

る。06は緩やかに外反する口縁で、口縁から胴部にかけ 3条 1単位の沈線が描かれる。口唇部には細縄文が施

文される。07は頭部付近の破片。薄手で焼成も良く、口縁部には輪積痕が意識的に残され、屈曲部には指によ

る連続刺突が施される。外面胴部下半及び内面口縁部付近にはハケメが観察される。08は査の胴部上半の破片

である。上から、横線文 ・波状文 ・横線文 ・波状文の櫛描き文が確認できる。

09～ 17は胴部の破片である。09では胴部上半に LRの縄文が施文され、頚部は無文。沈線は描かれない。10

は09と同様。11は09・10と同様であるが縄文は付加条第 l種となる。12は不完全な撚り戻しによる縄文を乱

雑に施文する。 13は付加条第 l種の縄文を 2種類用いて羽状縄文を施文する。14は器面の剥落が激しく不明瞭

であるが、付加条第 l種の縄文が施文される。15は上半で太いハケ、下半は付加条第 l種の縄文が施文され、

内面は磨きが観察される。 16・17は胴部から頚部の括れ部分の破片で、 Z字状の結節縄文が複数段横方向に施文

される。

18～ 22は底部の破片である。下端部がやや突出する。18は外面に付加条第 l種の縄文が施文される。底部に

は布目圧痕がある。19も同様であるが、付加条縄文はやや縦方向に施文される。底部は無文。 20は斜め方向の

付加条第 l種が施文され、底部には木葉痕。21は20と同様で、やや径が大きい。底部は木葉痕。22は無文で底

部に木葉痕。 23は薄手の底部で、胴部は大きく球形に開く。内 ・外ともに無文。 24は径の大きな底部。胴部下

端は無文。底部には布目圧痕がある。

25は蓋の摘み部分である。査の底部を伏せたような形状で上端部は緩やかに窪む。頂部は円筒状にやや高さ

を持った後、体部は緩やかに内湾して開く。内外面共にナデで、赤彩が施される。

これら、遺構外出土の弥生土器は、 11が大崎台式直前の中期末葉、 05・06は大崎台 l式で後期初頭、 07・08

は後期末葉の十王台 l式に比定されるもので、 古式土師器に供伴する可能性がある。付加条第 l種の縄文を施文

する土器は後期全般に見られ、明確に分類できない。東中根式に見られる突起部を有する資料は見られない。全

体に、十王台式と判断できる土器が見られないことから、後期の古い段階にその中心があるものと判断される。
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SI03 （第 25・26図 ・第3表 ・図版9・32)

l区B-1・2、C-1・2Gに位置し、調査区外となっている東壁付近を除いて、遺構の大半が検出された。南北を長

軸とする撹乱に北壁が壊されている。南北4.05 m、東西4.10mの平面正方形で、深さは南壁際で47cmを測る。

主軸方向 N-37°-W。北壁際を除いた床面全体に焼土及び炭化材が分布しており、このうち焼土は中央部に、炭化

材はその縁辺にまとまっている。覆土は4層に分層され、炭化材層が第3層、焼土が第4層である。焼土の厚み

は5cm前後で床面直上に堆積している。焼失家屋と考えられる。周溝は、幅 18～ 36cm、深さ 5cm前後を測り、

調査区内においては壁際をほぼ全周している。北西隅に寄った床面には、長軸60cm、短軸43cmの平面楕円形で

深さ 1lcmをした地床炉があり 、覆土は単層で焼土を充填していた。 瓦 I ¥ <I 

遺構西半分の床面が硬化し、床下には、幅 ¥ ¥ 

30～50cm、深さ 15cm前後をした掘方溝が /- 一一一一一一一一一一

断続的に壁際を巡っていた。ピットは Pl～

4の平面円形ピット 4基が検出されているの

だが、主柱穴は検出されなかった。Plは東

側が調査区外であるが、長径現状45cm、短

径 38cmの推定楕円形で深さ 54cmを測る。P2

は長径 40cm、短径 35cmの推定円形で深さ

61cm。P3は長径45cm、短径42cmの平面円形

で深さ llcm0 P4は長径 35cm、短径 32cmの

平面円形で深さ 38cmを測る。このうち P2の

底面は硬化していた。

遺物は縄文土器 1,091. lg、弥生土器

第 l項住居跡

375. 9g、土師器（古墳時代前期） 1, 379. 5g、

鉄製品 40.7g、機（被熱破砕） 465.旬、炭化

物 232.Ogを検出した。lの土師器準は床面

上で検出、他は覆土中からの出土である。

これらの遺物から、本遺構は古墳時代前期

と判断される。鉄製品のうち 09～ 12は長頚

鍛で、 6世紀以降の所産と判断されることか

ら、北東部の撹乱（あるいは士坑か）に由来

するものと考えられる。
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第4章 検出された遺構と遺物

第4節古墳時代
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1/4 lOcm 

第 26図 SI03出土遺物

第3表 SI03出土遺物観察表

ご己ミシ Eコ

ーハ－

I I 

。12

窓
1/2 5cm 

番号 注記 種類 忠告E 重量 口径 告号高 底f王 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色納 焼成 残存 備考

内面！OYR

胴字部は球形ヵ。頭部で「く」 外面及び口縁の内｛WIはハケ整 7民外／~商11 こ,s;v 、
01 
No. 4ユ

土師総 台f寸5電力 113.l 16. 6 (6. 7) の に屈曲し口縁は僅部かに外
形デナ。。デ。内口唇部は内外横共にヨコナ 白多色粒子や 良好 口縁上部～胴

カ一括 反欠して聞く。胴下半 以下は 面H岡部は方向のへラ ゃい。 JOYR 割l 半
損している。 7黄／3俊にぶい

有段部破口縁の頚縁部部資料俊であ緩分る。かや 外面頭部は縦縁内方向のハケ整形
内面 JOYR

02 一括 士郎緯 査 44.3 <G. 3> 胴及術び口 の合部部 デを行さい、口 部直下でヨコナ 小～中畷多 7黄／3俊にぶい
二次良焼好成Tリ 類部破片ら している。頚は れ-r.る。 面は横方向のへ し、。 外面 2.5Y 

かに外反して開く。 ラナ
i/3 i'.11黄

内面 2.5Y 

頚部縁でf車［く」外の字に屈曲し、
外投面頭部から口縁デ部。下半内はハ

白多色枝子や
5/3黄禍

三次良焼好成了リ03 括 土師器 現 12. 9 21. 2 (3. 7> 
口はく反気味に関心 ケ形の7,後ヨコナ 函は ゃい。

外商 IOYR 口縁部破片
ヨコナ 6黄／4燈1こ，S品、

04 一指 土白石器 t克 6. 3 (8. 5) <3. 3> 胴「く部はのJO~字形にヵ屈。口縁は頭部で 全面ヨコナデ。 ~母やや多 内外面 5YR
良好 ロ紋部破片

J 幽し短く開く。 し、。 4/6赤？呂

~母やや色絞多 内面 5YR
05 一括 土師器 査 19. 9 <2. O> 2.7 底緩部はやや上湾げ底す気味で｛本部 外面は内ナデの後部分デ。的なミガ 子い。少量ア白。微ス

5/6明赤禍
良好 底体部部下端～

はやかに内 る。 キ。 面はへラナ 外面 7.5YR 
コリ

4/4 m 
品。

外否底盤~節師医uま約多方向のヘラケズ 内面 IOYR
底窪部は平底で中央突r.H部出分すがやや リの後 なミガキ

06 No. 4 土師器 現 133. 9 <2. 3> 7. 0 胴む。部円盤大状に るもの はハケ 形分の後にへラ。ケ胴白ズ部内リ
白色位子少 7/6明黄m

良好 底部
で はきくく。 を行い分的にI普かれる。 盆。

外面！OYR

面はミキ。
3/1黒1呂

外商はハケ殺形のi去に縦方向

受け受部と脚部部接間や合やは部貫直線通か孔欠が穿に損通開た

のミガキによりハケメを消し

り、 It I立 的ら ている。観受署け員部の剥落部分整に
赤白色粒子 内外面ハケメが されノ、ケ形

07 一指 土師器 器台 40. 1 <4.7> する。脚部は
を行わった後に受後け部のガ接キ合が

色粒子微 7. 5YR5/6 良好 脚柱部のみ
くもので、円形の3孔が

す行れ、観その にミ キを施
盆。 明f品

れるものであろう。
工程mが察される。脚裾部
は欠 している。

08 一括 鉄製品 鉄線ヵ 7.7 
残存長 厚さ 中高 断機状面方に形広がで上る。端に両端向か部はいや欠や損

全体に錆有り。
物6世と紀判以断降されの遺本

(4. 6> 0. G 0. 9 住居に伴う遺物
している。

ではない

残存長 厚さ 幅
断面方形で上端に向かいやや 6世紀判以断｛半降さの遺本物

09 括 鉄製品 鉄車脹ヵ 12. 3 
く4.7> 0. 7 0. 10 簸太くなる。両指共に欠損する。

全体に錆有り。 物住居とに うれm 
の茎の可能性がある。

ではない

断面はやや扇平な長方形て’共下 6世紀判以降の澄本

lC〕 一指 鉄製品 鉄鍛 9. G 
残存長 厚さ 幅 端部は丸みを量帯産びる 判両端 下端部に木質の付着がみられ 物と断されi立
<4. S> 0. 8 0. 11 に欠損する。 の茎と 断さ る。 住居に伴う 物

れる。 ではない

2部のすにいる本泊犠のるるのもの圃桝¢で盆け敏緩てのトカ身箆位岨で鋳荷断彼に着嗣面部~下若t主し端左は者主て3は側薄長す6い折い方をるらる制観欠緒形資．損円を料し上形部てす呈は
鍛2呈で点身あし共は、るに。や｝L錆や鉱味有員はをljり帯身明。織瞭びた五角形を

物6世と紀判断以降されの物遺本
11 一括 鉄製品 鉄量産 5. 9 

残存長 厚さ 幅 に近い形状
(4. 9> o. 9 o. 12 ではない。 住居に伴う遺

ではない
主接 部の断であろうか、
ほぽ同様の断面形状を皇す
る。

12 括 鉄製品 鉄量産ヵ 5. 2 
残存長 厚さ 申百 断面太は長方形上端に向部かいや 全体に錆有り。

6物住世居と紀判に以伴断降さうのれif!遺本物
<4. 10> 0. 10 0. 13 ゃくなる。織の茎力。

ではない

ハ
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第 1項住居跡

SI05 C第 27・28図 ・第4・5表・図版 9・10・32)

l区F-1・2Gに位置し、遺構の東側半分が検出され、西側は調査区外になっている。遺構の北壁付近を東西に

走行する SD07・08によって切られている。南北 6.55 m、東西現状 3.47 mの平面推定長方形で、深さ 50cmである。

炉 ・カマドが検出されていないので主軸方向を北にあると仮定した。主軸方向 N-45°-E。覆土は黒色土から黒褐

色に至るレンズ状をなした 2層に分層される。床面は概ね地山を直接掘削して構築され、全体に硬化している。

壁際に幅 13～40cm、深さ 5cm前後の周溝が壁際を巡っており、現況から全周していたものと判断される。Plは

長径 62cm、短径 45cmの楕円形で深さ 64cm。P2は長径 40cm、短径 30cmの楕円形で深さ 53cmとなり、主柱穴と

なるものと判断される。

遺物は縄文土器 818.7g、弥生土器 620.3g、土師器（古墳時代前期） 5, 279. lg、土製品（縄文土器片錘）

12. 2g、埴輪 92.7g、磯（被熱破砕含む） 2, 360.旬、炭化物 31.6gを検出した。土師器の出土量が多く、破片も

大型のものが目立つ。主に覆土中からの出土であるが、 02の土師器査は北東隅、 08の器台（ほぼ完形）は西側、

09の器台は北東壁際のともに床面上で検出された。

これらの遺物から、本遺構は古墳時代前期と判断される。

ヨち

A. 

A’ 

<.:>[ 

N 

国

。08
。
09 
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SD07 。
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町
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Sl05 
1黒褐色土 7. 5YR3/l 粘性中 しまり中 町層・粒子φ230醐少量

2黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 ¥l層・粒子φ230皿少盛
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第4章検出された遺構と遺物

第 4節古墳時代
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第4表 SI05出土遺物観察表 (1)

第28図 SI05出土遺物

説、
通凶

1/4 lOcm 

番号 注記 価額 器種 重量 口径 w同； 底径 器形の特徴 投形の特徴 胎土 色調 i完成 残存 備考

外面胴部上半部には付加条第2種 内面！OYR 網目状撚

胴料に。部な胴中る。位部から上半部にかけての形資
の純文が施文され、全中位面以w下はハ 7外黄／4燈面にぷい

糸文

01 
SI05ー

土師器 査 342. 2 <15. 4> は緩やかに内湾し、球 ケによ施る盤形のfま かれ 白色粒子少
良好 体部大破片 鋸プ町タイ

括表土 赤彩行が される 内面はへラナデ 量。 !OYR 
が われるが上矯部に一部ハケメ 6黄／3燈1こ』：し、 1赤岡部彩外面
痕を残す。

SI05 

胴料を。部呈底下し部半から底部にかけて湾のげ底資し 上端部の断車剰主｜形面落に接後合痕を主主観す内、。概面察外
内面 IOYR

No. 3 5 はハケ のミガキ＠ 底 白色粒子少
二次良好焼成02 6 7 9 土師器 壷 550. 5 <10. O> 8. 7 は部平坦で僅かに上 状 部面付近で がみられるが ね

量ア。微量ス。コリ
4/2灰黄 胴下半部 1/5 底部木葉

10 12 
、胴は緩やかに内 て

へラナデで一部にミガキが さ
外面 lOYR

7リ
～底 痕

表土
立つ。

れる。
3/1黒褐

内閣！OYR

上半部に縦方向のハケ整形を行っ
白針色多量粒状。い。子物や

6外黄／4燈面にぶい
二次良好焼成03 SI05 土師器 5聴 164. 4 く10.8> 球形を呈する1同部上半の資料。 た後に行中位わ以下は横内面方向のへラデケ。や色 質白

7. 5YR 
体部大破片

ズリが れる。 はへラナ
微 6/3にぶい

f畠

雲母 白色多
内面 2.5YR 

SD08 径底部は平底。胴部部は上半部lこ最短大
外面はへラケ7ズ。リ 口縁部は内7外0 粒子やや

4/2 p音灰黄
良好
綱部下2／半3～欠底損04 No. I 土師器 小形現 330. 8 9. 8 <10. 4) 4. 6 を有し、口縁で外反して く

面共にヨコナ 内面はへラナ
外面 lOYR

SI05 聞く。 しア、。微量ス。コリ
；官／4僚にぶい

雲母色粒少量。
内面 7.5YR 

口線部は緩僅やかかに外反して開き、 口
白子 6燈/4にぶい

良好
05 SJ05 土師器 柑 17. 8 (9. 9) <3. 5) 

唇で に受ける。
内外面共に細かなミガキ。 スコリア微微 外面 lOYR

ロ縁部 1/4

量量。。 小際 5黄/3にぷい

底頚かる。部部に胴外はに部反最平は底大し緩径でてやや開をかや有きにす円、盤内。口湾状唇口にし突て立出すち、外面胴部はへラケズリの痕後粗いミ 雲白母色微粒子量。多
内外面

底体部部 1/5～ 06 S!05 土師器 鉢 118. 7 <9. O> 4. 0 は緩や ガキ。1内同部下半には接デ。合 が残さ 7. 5YR 6/6 良好
縁端部は欠 れる。 函はへラナ し、。 燈

損している。

内面！OYR

脚僅。はや5か車や部な内湾気内味に垂折下しげ、端ら部
内外面共にナデ。外受面の一部にミ 5外黄/4面にぶい

二次良好焼成白色粒子多
07 SI05 土師器 台付~ 78. 4 q5) 7. 9 は がら側にりill h ガキがみられる。 底部はヘラナ し、。 !OYR 

脚部のみ
る。 は欠損している。 7, 

6/4にぶい
7リ

黄燈

受け郁 .l:下部梼くやに直す正や樹複門る何合．で切に円直口気縁聞寸径し味にははき領似す

受頚け部外聞は部ナデ。デと。脚の内部貫面通ははミガキ。
部ガはへラナ 縦孔方向の

粒2質白E母色微子微針量・。状量白。物色
SJOS 

脚る段部れ僅を有大し に開部穿く。 ミ 直キり。挟下受け 貫通内 はへラ
内外面

二次良灯焼成 赤内外彩全面08 No 1ユ 土師器 器台 213. 2 7. 8 12. 8 8. 45 は 下端 lOYR 7N ほぽ完形
カ 一括 で かに内き 3孔 によ られている。 面は、接

にぶい慢 7リ
たている。 7mm。 合中部位 で横縦方向のへラケズリ、

以下は方向のミガキ。

受脚3た単れ部け位部はるで。やは外緩や径面や外はか反か不ら気明に大。内味き湾にく関し円て心形開に孔く穿。は
外面接及び受部内け部内面は細かt僅なミガ 2粒E母白色 内外面

09 
S!05 

土師器 否間＂＇ムゴ 75. 6 (8. 5) <4.8> 残キ。る 合分にはハケメカ かに 子黒色 !OYR 7、／黄3櫨 良好 脚口縁部部欠損3/1、No. 2 。脚出は縦方向のへラケズ
粒子微量。 にぶし

リ。

つム
円
〈

U



第5表 SI05出土遺物観察表 （2)

第 1項 住居跡

番号 注記 種類 器種 重量 口径 器高 底径 器形の特徴 整形の特徴 胎士 色調 焼成 残存 備考

受部けは直り接線部さ的れは合ほぼ車線的外乎口ら反属坦大に開部にきしくa口唇部部直下で て、脚
内外面

JO 5105 土師器 器台 68. 2 6. 9 <3.7> 
は に関心 はやや面 受内け部内面及びズ外リ面はミガキ。脚 白色粒子多 !OYR 6/3 良好 脚部欠損
取 たように なる孔 面はへラケ 。 し、。

は3単位で外面から きく円形に
にぶい黄燈

穿たれる。径は不明。

上境部有脚す外は。箱部反型体に近く 、体内部湾気下、裾端味に稜立を 部はやや に 上境脚裾部部部内接外は面合及部び外面はミガキズ。 白色粒子多 内外面燈 5¥"R 口縁～脚部
11 5007 土師器 高杯 120. 3 (12. 5) <10. O> つ。 は合部で細く に 内面 付形近はへラケ 良好

位向かい 気接味に開く。孔は3単 リ。 ハケ整が行われる。
し、。 6/6 J/3 

で内面から穿たれる。

底部はや部やは上げ底気味立に作られ 外血底部付近に僅、指かlこハケの痕跡 雲母白色 内外面 5YR
12 SI05 土師器 手裡 13. 0 <2. 5> 4. 0 はる。欠損体 内湾して ち、口縁部 が認められるが による整形が

粒子微量。 5/6明赤褐
良好 底部 1/2

している。 主となる。

SI06 （第 29～31図 ・第6表 ・図版 10・11・33)

1区F1・2,G-1・2Gに位置し、遺構の東側 2/3ほどが検出され、残りは調査区外である。また調査区壁際で

SI07に切られている。南北 5.20 m、東西現状 3.25 mの方形で、深さは 18cmである。主軸方向 N-44°-E。覆土は

極暗褐色土 1層からなっている。床面は地山を直接掘削したもので、全体に硬い。周溝は壁際を巡っており、幅

15～30cmで概ね 20cm前後、深さ 5cm前後を測り、調査区内では全周している。主柱穴は本来4基あるもの推

定されるが、調査区内で検出されたものではPlとP2が該当すると考えられる。Plは長径 38cm、短径 35cmの平

面円形で深さ 20cm0P2は長径 45cm、短軸 37cmの平面楕円形で深さ 52cmである。P3は長径73cm、短径 60cmの

平面隅丸長方形で深さ 32cmを測り、形状、規模及びカマドの右側に位置することから貯蔵穴と考えられる。P4

は長径89cm、短径 78cmの平面円形で深さ 13cm、P5は長径 33cm、短径 22cmの平面楕円形で深さ 6cmを測る。カ

マドは北壁の東寄りに位置するものと思われ、壁をほとんど掘り込んでいなし1。規模は主軸方向 lOOcm、直交軸

方向 85cmで、袖はほぼ平行に並んでいる。支脚は、燃焼部に倒置された状態で出土した土師器土甘 （16）が転用

されたと判断される。

遺物は縄文土器 406.lg、弥生土

器 6.旬、土師器（古墳時代後期）

11, 487. 8g、磯（被熱破砕） 158. 8g 

を検出した。完形の杯 ・坑が 8点検

出され、カマド焚口、及び左脇の床

面付近に集中する。カマド左脇には

2点の奮の完形品もあり、 主柱穴Pl

の覆土上層には完形（無破損）の饗調
査

がはまっている。窪は底部が抜かれ、 区
外

坪 ・坑は二次焼成（底部外面に煤付

着）を被るなど、やや特異な状況が

認められる。覆土がやや堆積した状

態で検出されていることから、主柱

が抜かれ、本住居の廃絶に伴う廃棄

遺物と推察される。

これらの遺物は 5世紀末葉に位置 引

づけられ、本遺構は古墳時代後期と

判断される。

尽が

Pl 

SI07 

日

/er.コ

SI06 

l極暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり中 ロームプロック φ210 mm少量

第29図 S106 

円
〈

U

円
〈

U

ミ｜

<( 16 
てず

由

N
H
」

eel 

ト
宍

C
C
目
的

E
C
O
寸

由

N
H」

巴

1/60 2m 



D /. f －！ 以：h --11・ Ii 日：D’ 

E トト • #I ／ヘff.f ., E’ 

第 4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

01 尽手 。

一~ムー
一一札」主λ

m
N
H
J
 

SIOGカマド

l黒色土 7. 5YR2/J 

2 fl音赤褐色土 JOR3/2 

3 ill色土 7. 5YR2/l 

4灰偽色土 7. 5YR6/2 

5 黒褐色土 7. 5¥'R3/l 

粘性中 しまり強

粘性なししまり強

粘性中 しまり中

粘性中 しまり強

粘性中 しまり強

1/30 lm 

第 30図 S106力マド

第 31図 SI06出土遺物
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焼土 ・粒子中 2-5mm中量、炭化物φ2mm少量

焼土 ・粒子。 2-6剛少量、炭化物φ2脚少量

炭化物。 2mm中量
炭化物。 2皿少量k、VI・ 粒子φ2凹 i~ fil 
炭化物。 2醐中盤

1/4 !Ocm 



第 l項住居跡

第6表 SI06出土遺物観察表
番号 ？主言己 種類 器種 重量 口径 器高 底径 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

No. IC〕 器型高現大に対して口径が大き底fいR鉢れで 内外面共口縁部はヨコナデ面。は胴へ
雲白母少粒多量。

内面 7.5¥'R 4/1 
ロ縁部底ー11 14 径のが できある。胴底部部はやはや平 部は外デ面内へラケズリ 内 渇灰

01 
15 16 

土師器 雪量 1079. 7 21. 8 く16.8> (8. O) 

た球形すを呈し、口縁は緩やか
ラナ 外面輪共に口縁～胸部上 小磯色 子い。 外面 10¥'RG/3 

良好 損部、 部欠

17 18 
に外反る。

半にかけて繍痕を残す。 にぶい黄燈

胴部はプやノレや翠I長胴気味で パイ
ナッ 型を呈する。損底部は

ロ縁施部れ部はズし街痕るリF園に治平揺残内によれる面はる．褒部給は状のl五痕列がさ には口t部7がま。の残は
内面 lOYR怪6/3 

平る怠甑口．屍底縁に奄で破転はあ断面ろ会うか観察大寸るとしやてやい 折り返 外面綱 白色粒子多 にぶい黄 ロ縁部底
02 No. 21 土師器 ~ 1203. 4 16. 0 <20. O> (7. 0) 

がみられることから、 へラケ ヘラナ し、。 外赤褐面 5¥'R 4/6 
良好 部損、 部欠

用「された字可能性がある。 外面胴 積痕跡
くJの に外反して る。

開く。

胴部意はや的ズ口や縁にリ潰打けをれ施ち「た球形。底破転部断は識 欠かれ、 外面服部はへラケズリの後胴中
雲白母少量。 暗外内明赤面面赤禍2. 5YR 3/4 口縁部底面にケ し、甑に用 央部付近のみミガキが施され

03 No. 10 土師器 王座 761. 1 (14. 2) <15. 8> (5. 8) 
する。 は く部jの字に屈 7る。0 口縁部は内外面共にヨコナ や色多粒い。子や 5¥'R 5/6 

良好 部損、 部欠

曲して開く。口縁は厚みが 内面は粗いミガキ。 m 
ある。

カ7
ドカ7 す口。縁部口縁は折部り返されて厚みを有外 内面 5YR6/4 

04 
ド04

土師器 望E 528. 3 <12. 6> 4. 6 月字阿部は球形し。直線口縁的は 「く jの
部～目阿部に至るまで 白色粒子微 にぶい怪

良好 部口縁欠部損～頭
06 07 に屈曲 に開く。 面7.はへラケズリ。内面はへラナ 量。 外面 10¥"R7/4 
No. 07 にぶい黄燈
14 

底部部は丸内みを帯味びた平底で、 外盤面は底部lこ至る施まで粗いハケ
内面 5¥'R4/4 

05 
No. 01 

土師器 5車 472. 5 (17. 4) <18. 8> 胴は湾気 に立つ上半 形の後にナデが される。内
白色粒子微 にぷい赤f呂

良好 口縁部欠損
02 

から口縁にかけて欠損する。
量。 外面 5YR5/4 

面は粗いハケ整形。
にぶい赤褐

口縁部は内外共にヨコナデ。外デ施。面さ 内面 7.5YR 5/3 
外国全

底部球は丸底てイ口本縁部部はやや慣曲れ 体 はへラケズリ後へラナ 雲白母少粒多量。 にぶい褐 二良次焼好成
面内面

06 No. 19 土師器 t克 441. 4 (11. 0) 9. 05 丸底 た形に近く は屈し その後底部付近にミガキが 色子
外面 7.5¥'R 6/4 

ほぽ完形 口縁～胴
て僅かに開し、て立つ。 れる。内外面に輪積痕がみられ 小礁し、。

にぶい燈
7リ 上半部赤

る。 r~ 

底内部湾有は丸底で体部は緩内やかに
外ナカ口寸縁面デ1。体部る。は部内内外面共にヨコナデ。

内黒褐面 7. 5¥'R 3/2 
二良次焼好成07 No. 03 土師器 境 267. 2 14. 3 6. 2 丸底 す僅る。カ口縁部は 気面に段 はへラケズリの後へラ 白色粒子多

ほぽ完形 内外赤彩全面
を し 、ながら外反味に 面は見込み部分のみ隠 し、。 外面 5YR4/6 

Tリ
開く。 赤褐

外面体部は剥落がi般しいがヘラ

底内部湾は丸底。体部は緩やかに
ケズリの後にミガキが施されて

雲白母色少粒子量。多 二良次i好完成08 
No. 07カ

土白石務 境 351. 7 12. 3 7. 7 丸底 す立るち。口縁はやや外反気
いたものと判断されデ。る 口縁体部 内外赤面 5YR5/6 ほぽ完ITT

内外全面
マド 01 は内外共にヨコナ 内面｛寸 部 明 m 赤彩

味に 、薄くなる。
はヘラナデの後に見込み近も

し、。 7リ

磨かれる。

外面横横体キ部方方が加は向向へラケでズキ。はリ。縦内体部上

雲母やや色粒多 内赤面 5YR 5/6 
底部は丸底で体僅線部下半は内湾 半は のミガ 面方は口

い白
明 m 二次良焼好成 欠口縁損部 1/3 内外全面09 No. 13 土師捺 境 223. 0 13. 2 6. l 丸底 す曲る。上半部で かながら屈 辺で 見込み 縦 向の

子少量。ス
外面 5YR5/4 赤彩

して外反後直的に開く。
ミガキカ日わる。

コリアやや
にぶい赤褐

7Y 
多い。

底部は丸上底で体｛線部甚下半なは内湾
外底内1分口単外磁部面に位休2かは左9の部多粗ちら：に数中い立ケヘ観位ヨミメ察にガラコもケナカさキ叫鰻れズカデすリ察ー中てリ値さ．内位見さ札込れ面l口－る総みはる3． は木本部 雲母スコ 内面 lOYR7/-1 良好10 No. 20 土師器 t克 304. 8 13. 3 6. 5 丸底 す曲る。 半部でかがら屈 リアやや色粒多 にぶい黄被 二次焼成 ほぽ完形

い子。少量白。
外面 7.5YR 6/4 

して外反後直 的に開く。
にぶい慣

79 

やや大振内りの境気。味底部は丸底 2柱E母白色

で部体部すでと緩。は体 湾 に立ち、口
外面体部は横方向内のへラによる 子やや多

内外f商a5YR 5/6 欠口縁航部 1/4 内外赤彩全面11 No. 12 土師穏 t克 233. 3 15. 4 5. 75 丸庭 辺 やかに外反して開 ミガ2見キ込。口辺は 外共にヨコナ 1、。スコリ 良好
口辺 部の境には僅かな段く。 デ。 み部分は細かなミガキ。ア 小F軽微 明赤

を有 量。

外面体部はへラケズデあリミ。。るガ。部内キ分的 雲母少子量。多
底内部湾は丸底。縁体部は緩や外や反かに にミガキの可能性も 口辺

白色粒 内外面 7.5YR 二良次好焼成 内外全面
12 N。09 土師捺 t完 216. 6 13. 3 5. 0 丸底 す立る。口はや 気 は内外縦輸積方面痕共向にヨコナ 面は しア、．微量ス。コリ 6/4にぷい燈

ほぽ完形
赤彩

味につ。 1筑後 の細すか。なミキ。外
面に を残

外面体部は下半で7粗．いへラケズ
雲母粒多い。リ、 上半ではナ 口殺は内外

13 No. 08 土師器 境 262. 5 13. 4 5. 2 丸底 底部は丸底 体幽部は内湾傾し口 面共にヨコナデで部、内面輪積体部痕は
白色子 内赤泊外面 5¥"R 4/6 良好 ほぽ完形

縁は僅かに屈 して内する。
ヘラナデ。外面体に を

小際やや多

残す。
し、。

外面底部から体部内下半はへラケ
雲母少子量。多 二次良焼好成14 

No. 07カ
土師器 椀 198. 4 14. l 5. 2 丸底 底部湾は丸底縁。は（内本湾部は緩味やかに ズリ。内上身半から 面口縁部F在はナ 白色粒 内外赤面 5YR5/8 1/3欠航

内外全面
7 ド03 内し口 気に立つ。 デ。 函 込み部分は剥 して 明褐 赤彩

いる。
し、。

底部は欠煩体しているが丸底内て・
外面体部はへラナデ内外の7，後・面部分的 雲母や白や色粒多 二次良好焼成15 

No. 06 
土師器 境 131. 6 (14. 7) <i. 2> あろう。 部は緩あやかに 湾

にミガキ。高ロ縁は 共ヨコ
内外面 5YR5/6 

口縁部部l／～3体
内外全面

10 してやや深みが る。く口辺は
ナデ。内はへラナ 子少量。

明赤禍
了リ

赤彩
外反して緩やかに開

外面は本剥デと想来落整ミガキが施されてい

底部は丸底大で胴部は慣出にれす開。たき球
たもの 定されるが二次プf焼成

2黒量白E。母色色微絃粒小量子子。少
内面 2.5¥"R 4/6 外面全

カマド 形で横にきく線張り 頚 により してい跡デる。がのミ キ以 赤f呂 二次良好焼成 面 内面赤16 
02 
土師器 士甘 651. 9 8. 9 14. 3 丸庭

部味は屈曲して直的 気
前のナ 形の痕 観痕跡察され 外面 10¥"R6 4 

完形
口縁彩部る内面はへラナ がみ F事多

に立つ。
られはる。消二次焼成により外面の し、。

にぶい黄燈

赤彩 滅している。

SI 11 （第 32・33図 ・第 7表 ・図版 11・34)

2区J-lGに位置し、遺構の南壁際付近が検出されたが、大半は調査区外である。SK07・SB03P5・6に切られ

ている。東西 4.80 m、南北現状 2.35 mの推定長方形で、深さ20cmである。主軸方向N34° E。床は貼床が施さ

れ、硬化面はPlとP2の聞から南壁の聞を範囲としている。遺構内にはピット4基が検出されている。Plは長

径 48cm、短径 38cmの平面楕円形で深さ51cm。P2は長径 40cm、短径 29cmの平面楕円形で深さl14cm0 P3は長

径 48cm、短径 41cmの平面円形で深さ 20cm。P4は長径 32cm、短径 30cmの平面円形で深さ 35cmを測る。Pl・2

は配置から主柱穴、 P4は入口ピット（梯子穴）、 P3は貯蔵穴と判断される。

周溝は、 壁際を幅8～ 26cm、深さ3～ 12cmで穿たれており、全周していたものと推定される。調査区からは

Fh
u
 
qu 



第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

炉は検出されなかった。

遺物は縄文土器 357.3g、弥生土器 709.旬、土師器（古墳時代前期） 1, 511.旬、 須恵器（平安時代） 377. 6g、

埴輪 56.3g、機（被熱破砕） 65.0gを検出した。須恵器は 9世紀前半のもので、重複する SB03関連の混在と判断

される。01の土師器警はほぼ完形で、中央部床面上で潰れた状態で出土。一部、SB03の柱穴 P6に壊されている。

他は覆土中から床面にかけて検出された。

これらの遺物から、本遺構は古墳時代前期と判断される。

A 

第32図 SI 11 

。惨
A’ 
‘『『 、『』『

A’ 
Siil 

l黒色土 7. 5YR2/l 粘性中
しま り中 刊プロック .r立子φ2
凹少量

1/60 2m 

第 33図 SI11出土遺物

第7表 SI11出土遺物観察表

02 

3 

謝礼04

1/4 lOcm 

番号 注記 種類 器種 重量 口径 器両 底径 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

No. 01 03 O.J 
底部は円盤状部にや球字や突出す

外行面ハにが組庭ケナわ整7れ樹議l：形さ；）：.胴れへ附7すデ簡．は周内部05 06 07 08 は 口縁外T 白色粒子少 内外面
l 09 10 11 13 土師器 習E 955. 5 15. 4 20. G -!. 5 

る平底。1同は形を呈し、
共 菌はへラナ

訟ア。微量ス。コリ
7. 5YR 6/4 二次良焼好成了リ 一部欠損

14 15 16 17 口口縁唇部はは「やく」やの面取にり外さ反れるし。、が 部下半に接合 にぷい怪
18 19 22一括 痕 る。

服部は球形でやや下膨れれ
外面1岡ヘ部文RLはのラ縄聞ナ3文段デはが磨がに施行亘か文れわりされ帯るれ。状部、

内面 lOYR
の単節施

2 括 弥生 査 528. 3 <20. !) 頚縁部は大びき底く外部反して開く。持干J伏 白色粒子多 7/6明黄褐
良好 頚上端部～｛本部

口部及 は欠損して
内面は

し、。 外面 5YR
いる。

分的にoi≪I落がみられる。
6/6憧

底部は平底でやナは口緩縁やッ広や部プノかいはレ。状に欠胴
内面 5YR

部はややパイ を
外ナ面デ。はミガキ。内面はへラ 雲白母色少粒子量。や 4/6赤褐3 一括 土師器 柑 56. 0 <7. !) (4. 4) 呈し、口縁部 外 良好 体部 1/2

反すして盤開く 部 損 や多し、。
外面 7.5YR 

る。 形痕から士甘とした。
6/6檀

脚部は短く後、緩合やかに外反上 白色多リ粒子や 内外面
.j 一括 土師器 高杯 61. 8 <3. 7> I I して折開tくR。 部分から

外ナ面デ。はミガキ。脚内面は指 ゃコ いア。微ス 7. 5YR 7/6 良好 脚柱欠部損一部

半は している。
品。

燈

脚部は直線部直的に領開く。1居部
や色白粒色多粒子い。少子や黒及通び側受干面しけ は欠 している。脚外7面。はミガキ。内面はへ 内外面 5YR

5 括 土師器 器台 60. 2 <4. G> i立 f毛12凹 lを桐1）る。 良好 脚部上端部
脚貫 面に円孔が穿数たれてい

ラナ 5/6明赤褐

る。孔径、孔のは不明。
盆。

cu 
n，J
 



第 l項住居跡

SI 14 （第 34・35図 ・第8表 ・図版 l1 . 34) 

2区G-1・2Gに位置し、遺構の北半分が検出され、南半分は調査区外になっている。南北現状3.60m、東西 6.85 

mの推定長方形で、深さは25～42cmを測る。主軸方向 N-30°-E。覆土は暗褐色土から極暗褐色土に至る 5層の

レンズ状堆積である。床面は貼床を施し、炉付近から北壁際にかけて硬化している。調査区内では幅 19～40cm

の周溝が遺構の壁際を巡っていること から、調査区外でも続いて全周しているものと判断される。主柱穴は

Pl・2の2基が存在する。Plは長径 70cm、短径40cmの平面楕円形で深さ 63cm。覆土は黒色士を基調に 2層が存

在し、第 1層が柱根となり 、柱幅8cmを測る。 P2は長径65cm、短径 59cmの平面円形で深さ 67cmを測る。覆土

は黒色土から極暗褐色土に至る 4層となっており、第 1・2層が柱根となり柱幅は 25cmを測る。炉は主柱穴Pl・

2の中聞からやや住居中央に寄ったところに位置している。規模と形状は長径80cm、短径 69cm、深さ llcmを測り、

覆士は第 l層の黒色土で、第2層は被熱したために明赤褐色土となった地山VI層と判断される。

遺物は縄文土器 136.旬、弥生土器 35.6g、土師器（古墳時代前期） 1, 166. Sg、埴輪 39.旬、磯（被熱破砕）

25. 7gを検出した。01の土師器境は南側壁際の床面上で検出したが、第5層の三角堆積に含まれる。他は覆土中

から出土した。

これらの遺物から、本遺構は古墳時代前期と判断される。

A 

A 

L=29. 400m 

B 
L=29. OOOm 

Pl 

~ 

む／

＼ヘ~~；2

B’ c P2 

L=29.州市

調査区外

II 1 

c’ D 
L=29. OOOm 

. ~ 。

eol 

。惨
＼＼ ーー『

♂ Pl 

＼／ 

Cト

A’ 

A’ 

炉 D’ 

1/60 2m 

第 34図 S114 

Sll4 Sll4 Pl 

l暗褐色土 7. 5YR3/4 粘性中 しまり中 Vlプロック粒子。 230皿主体 l粒黒子色土φ2回中盆7. 5YR2/l 粘性中 しまり弱 刊プロック 粒子。 210凹少量、炭化物
2黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 VIプロック粒子。 2皿少量

3暗褐色士 7.5YR3/4 粘性中 しまり中 羽プロック 粒子。 230皿主体 2黒粒褐子色土2皿量7. 5YR3/l 粘性中 しまり中 VIプロック粒子。 2-10凹中量、炭化物

4 黒色士 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 刊プロック粒子φ2醐少盆、炭化物粒子中 2四主体 φ 少

5極暗褐色土 7. 5Y買2/3 粘性中 しまり中 Vlブロック 粒子φ2凹少量
SI 14-P2 

Sll4 炉 1黒粒子色土φ2凹中量7. 5YR2/l 粘性中 しまり弱 VIプロック 粒子φ210田少量、炭化物

l黒色土 粘性中 しまり弱刊プロック 粒子φ2醐少量、炭化物粒子φ2皿主体
2 黒粒褐子色。土2mm中盆7. 5YR3/l 粘性中 しまり中 VIプロック 粒子。 210凹主体、炭化物

2明赤褐色士 粘性なし しまり強

3 t＜粒亜日子昔褐。色2醐土少量7. 5YR2/3 粘性中 しまり中 VIプロック 粒子φ210 mm少量、炭化物

4 黒色土 7. 5YR2/1 粘性中 しまり中 VIプロック粒子φ2-10凹中量

37 



第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代
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第35図 SI14出土遺物

第8表 Sl14出土遺物観察表
番号 注記 種類 器極 重量 口径 告号高 底1圭 器形の特徴 !Ji't形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

外行面げミ下底体ガ九部端状キ．はにを口伎唇ヘ庇なフケズリを行った到後移底部は小形の平立底つ。で、体部は緩や に し上半部はハデlこ。ケよ盤内
白色粒子 内外面

01 No. 01 土師穏 t克 116. 7 10. 5 4. 65 2. 2 
かに内湾して を 部部はヨコナ 面 小軍事やや多 7. 5YR 6/4 良好 ほぽ完形

は はケズリ って し、。 にぶい援
上 る。

胸字部は欠損す縁る。は頭部や受で「くJ開の 白色粒子少多 内外面
02 一括 土師器 5里 26. 0 (14. 2) <3. 95> 

に屈曲し口 や けて 内外面デ共にハケ整形な。し口縁部のヨ
い量。。 小磯 10¥'R 5／黄~ 良好 口縁部破片

確く。な口唇端部の形状は不安定、明 コナは認められ 、。
面を作らない。

にぶい褐

内外面共にハケ整形部が。に消底部部に的もハ 白多色リ粒いア。子少や 内外面
03 一括 十師法 号車 63. 7 く2.5> 6. 2 底立部は平底半。カ胴部は大部きく損開。し、て ケメあり。外面目同 は分に

やス
i. 5YR 6侵/1 良好

裾部～底部
つ。上 、ら口繰は欠

すデによりハケメ tされる。
::1 

にぶい
1/2 

量。

SI 15 （第 36・37図 ・第9表 ・図版 12・34)

2区H-1・2,I-2Gに位置し、遺構の南側が検出されているが、調査区壁際で SK24に、また遺構の南壁を SDll

に切られている。南北現状 2.15 m、東西 6.10 mの推定長方形で、深さ 45cmを測る。調査区内で炉 ・カマドが検

出されなかったので、主軸方向を北として扱う ことにした。主軸方向 N-33°-E。土層は極暗褐色土から黒色土に

至る 4層からなるレンズ状堆積である。床面は全体に硬化しており 、貼床が存在する。周溝は遺存している東西

の壁際で検出され、幅 14～ 34cm、深さ 5cm前後を測る。調査区壁際の床下から土坑とピットが l基ずつ検出さ

れている。Pl （土坑）は、遺構の北側が調査区外となっているが、長径現状 97cm、短径 77cmの推定椅円形と判

断される。P2は長径 25cm、短径 20cm、深さ lOcmでPlを切っている。

遺物は縄文土器 94.旬、 土師器 （古墳時代前期） 1, 371.旬、須恵器（平安時代） 1点・9.2g、磯（被熱破砕）5. 6g 

を検出した。須恵、器は 9世紀前半の無台坪で、 SDll由来のものと判断できる。03の土師器奮と06の同器台は調

査区壁際の床面上で検出、護 01と高坪 05はPl覆土から出土したものである。

これらの遺物から、本遺構は古墳時代前期と判断される。
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第37図 SI 15出土遺物

第9表 SI 15出土遺物観察表
番号 注記 種類 器種 重盆 口径 器耐】 底f圭 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

胴部曲は球、か形口ら底縁ヵ。部部頚部やは緩外やかに 外縁部面胴部か部は縦方デ向。のハ面横ケ。方口
内国 IOYR6/4 

屈し はや 口 はヨコナ 内 にぷい黄燈 部口縁上端部～体01 No. 04 土師搭 5里 85. 6 (12. 8) く7.6> 胴下半 にかけて反欠す損する。 繰向 ら胴部にかけて
白色絃子多し、。

外赤面 5YR 5/6 
良好

る。 のハケ整形。 明？品

胴部はやや頚直線部的に立ち、府部
口唇部はヨコナデ。外面や月細間 内面 10¥'R6/4 

で「〈内j湾して に至る。唇頚部部はは面
部から頭部整にかけてやや

多白い色粒。量赤。子色やノやξミ にぶい黄燈
二次良焼好成n

口縁部～体
02 括 土師器 雪量 69. I (13.7) く7.9) か横なハケ 形。ケ内面は上半半」の字に外反して口

で方向のハ整形。下 ス少
外面 ！OYR2/1 部上端

取られる。
はへラナデ。

黒

底部は径平底で 中央球形慣部。分をが輪す台 外デナ。商デ胴。内部は斜縦方向のへラナ
内面 IOYR5/4 

03 No. 01 土師器 褒 256. 3 <6. O> 胴状にむ。胴部縁は 呈る。 面はめ方向のへラ 白色粒子多盆。
にぶい黄怪

良好 胴底部部下半～
外黄面 IOYR 6/6 上半からロ は欠
明褐

微多白色粒子やや
内面 7.5YR 6/6 

04 一括 土師器 小形査 22. 4 (I. 5> 3. 5 底部は平底上。半体部は外紋反は気味加。に
外面はへラナデ。内面はミ

い量。。 スコリア
怪

良好 底｛本部部裾部～
開く。月岡 よりロ 欠 ガキ。 外面 7.5YR 6/4 

にぶい燈

内面 5YR5/6 

05 No. 03 土師器 高珂て 192. 1 <7 7> 11.7 脚境部部はやや倒外し反気味に開く。上 脚境内外面共にハケ整察形 上 小白磯色粒含子む。多し、。
明赤褐

良好 脚欠柱損部 1/3
は欠 ている。 告nにもハケが観 される。 外商 7.5YR 6/4 

にぶい燈

修会部分配資斜思．幽受け部郎つ治：：水穿止平胸駒たのに開いた後、 して立
内面 7.5YR 6/4 

部は緩やかに外付反近して開
脚外面脚及び内受面け部下デ。端はミ

白色粒子少量。
にぶい燈 後合部分の

06 No. 02 土師器 緑台 IOI. 8 <3. S> 柱部には中央 にニ芦円ぇi 孔 ガキ。 はナ 黒色粒微子 スコ
外燈商 7. 5YR 6/6 

良好
み

れ通る。孔単位径は不明。 け リア 量。
貨 は 7～ IO凹て’上嫡が広
くなる＠

SI 18 （第 38図 ・図版 12)

4区C-lGに位置し、遺構の南壁際付近が検出されている。南北に走行する複数のトレンチャーにより遺構が

著しく破損している。調査区外に炉があると仮定して主軸方向を北とした。主軸方向N-42°-E。南北現状 1.30 

m、東西 7.30 mの推定平面長方形で、深さ 20cm。覆土は、黒色土 ・暗赤褐色士（焼土 ・炭化物） ・極暗褐色土の 3

層からなる。焼土及び炭化物からなる第2層は厚さ lOcm前後で、南側コーナーに堆積していた。調査区内で検

出された壁際の床面では、硬化したところはみられない。深さ lOcm弱の貼床が存在した。周溝は幅 12～20cm、

深さ 10cm弱で、壁際を巡り 、両端は北側の調査区外に続いている。

A 

。p
A’ 

凶 700m吋白 q3~ 白兵且呉呉岳山員以叫VJ Iι － 
SIIS 

1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 刊プロック φ2-10凹少量

2 暗赤褐色士 IOR3/2 粘性なししまり強 焼土プロックである 炭化物 φ240凹中量

3 極暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり強 Wプロック φ210凹多量
1/60 2m 
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第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

遺物は弥生土器29.3g、土師器（古墳時代前期）42.3gを検出した。確認面からの深さが浅く、トレンチャーによっ

て半分ほどが切られているので、遺物も細片が少量出土したに過ぎない。弥生土器としたものは十王台式土器で、

肩部に下向きの連弧文（2本 l単位）、櫛描き波状文の下位に無文部分があるもの、極めて薄手のものなどが見

られる。土師器には口縁端部が丸い墾が認められる。

これらの遺物から、本遺構は古墳時代前期と判断される。

第2項ピット

P16 （第 39・40図 ・第 10表 ・図版 12・34)

2区C-lGに位置し、 Sil7に切られる。直径 42cm、深さ 42cmの平面円形で、断面は筒形の柱穴状を呈する。

覆土は黒色土を基調とする。中には土師器の窒 01～ 03が埋まっていた。01は無傷の完形品で、口縁を上にや

や傾いた状態で、覆土のほぼ中位に位置する。02・03は成整形 ・ハケメ ・状態から同一個体と見られる。確認

面直下、 01の上に位置し、 03の胴部大破片は横倒しの状態であるが、覆土中の状態や破片の検出状況を見ると、

埋没時から破片状態であったものと考えられる。これらの土器は古墳時代前期に位置づけられるものである。

南側にはほぼ同時期の溝SD14が存在するが、具体的な関連を指摘することは難しい。

@ 
' ~CI 1定7額玖 ~3 

A A’ 
L=29. 300m 

リ
P16 

1/60 2m 
二二二二二二工

第 39図 P16 

第 10表 P16出土遺物

1/4 lOcm 
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第40図 P16出土遺物

番号 注記 種類 器種 重量 口径 illi高 底1圭 器形の特徴 ま宣形の特徴 給土 色調 焼成 残存 備考

底窪附上受『〈部むい半け」＇.たi気ま孟の胴僅球味後すか、形割lιニ引こ下に附なj屈i端がな〈子曲でら学るし槍屈でて台大頭曲や状部きしやにてはく

外国胴部わはハケ整形整は。形内下端部はミガ

キが行 れ ハケ は部分的れにデ形ケ値整ー接が
察されナのる。デ内。面口縁内部は 外共にハ 雲粒母子やや白色多

内外面
01 No. 01 土師器 雪臣 594. 9 10. 8 14. 2 3. 7 形の後部 面綱接合部はへラナ 7. 5YR 6/6 良好 完形

曲 には 痕がみら し、。 持主

屈合異部なのっ上て位いると。下位では内面の整

外面は全面に償方7向。の細かなノ、ケ整
雲小白母残色粒少多量子い。。

内面 5YR
03と同一

02 括 土師器 ~ 155. 8 (14. 6) (8. 0) 
ほぽ球形の1同部。口縁及び

形位。に内合面はへラナ 胴部中位と下
5/8明赤禍

良好
口縁部～体

個体と見ら
底部は欠損している。

接痕を残す。
外面 5YR 部上端 1/3

れる。
5/6明赤褐

胴部は球形ヵ字、頚部は屈幽
外面胴部デラ。ナは横デ内。方面向のハケ整形。口縁

雲母白色
内面 7.5YR 

02｛；本と同一
03 No. 02 括 土師器 望E 390. 3 <17. O> して「く縁Jの に外反して

部部はナ 口縁部は横ハケ。胴 粒子小磯
6/6燈

良好 体部大破片 個と見ら
開部く。直口 は折り返して、 外面 7.5YR 
頚 上に段を持つ。

はへラ やや多い。
4/2灰褐

れる。

ハU4ム
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第 3項溝跡

第 3項 溝跡

SD05 （第41・42図 ・第 11・18表 ・図版 12・34)

l区A-1・2,B-1・2Gに位置する。南西から北東

方向に走行する。走行方向N-75°E。最大幅 3.35 

m、深さは調査区西壁際で 120cmを測る。黒色土

から極暗褐色土に至る 3属のレンズ状堆積であ

る

遺物は縄文土器 813.4g、弥生土器 334.4g、

土師器 （古墳時代前期 ・間後期 ・平安時代）

1742. 4g、須恵器（古墳時代後期 ・平安時代）

427. 3g、埴輪 67.3g、土師質土器（中世） 19. lg、

石器 11.lg、機（被熱破砕） 371. 2gを検出した。

遺物量としては平安時代（9世紀代） のものが最

も多いよ うであるが、遺構の帰属時期を明確に

できる状況ではない。取り敢えず、縄文～古墳時

代前期の遺物に関しては遺構外出土遺物として扱

い、以下には古墳時代後期と平安時代、 中世の遺

物から7点を掲載しておく。
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第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

第 11表 SD05出土遺物観察表
番号 注記 種競 器種 重量 口径 器高 底f圭 線形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

01 第 18表に記載

02 ll!!i 須恵器 提瓶 75. 4 
胴部は内海し、頚部で僅かに立

同心円状の｛置き目。
白色粒子少

内外面 2.5Y 6/1黄灰 良好 ｛本部破片
ち上がる。 f量。

03 一括 須恵号E 提瓶 18. 1 内湾する目岡部破片。 同心円状の掻き目。
白色粒子少 内田 2. 5Y 6/1 黄黄灰灰 良好 体部破片
fil. 外面 2.5Y 5/1 

頚状部は「く」の字に緩屈曲して筒
口月欠縁岡損部部

外面頚

04 一括 須恵、器 提瓶 92. 6 <6. 55> に立つが。端口縁欠部は やかに外
内外面ロタロ盤形。胴部内面は垂直 白多色粒子や 内外面 2.5Y 6/1黄灰 良好

部へ

反する 部は損している。
方向のロクロ目。 兵（＞＇、 。 ラ記号

「〆」

底部は平び底、。J 体部内は下端味部で丸
底部は回転へ7起端こしの後へ7盤形 白色粒子

二次良f完T成05 l層 須恵、器 無台杯 78. 8 (13. 2) <3. 65> 5. 8 みを称、やや湾気に開く。 される 体施都部下 は手持へラケズ 小際やや多 内面 lOYR 5/1褐灰黄 体部破片
口容直下で僅かに外反肥厚する．

リ。赤彩が されていた可能性があ し、。 外面 IOYR5/2灰筒
了リ

る。外面体には燃が付着する。

類部付近の破片。す胴る部は内湾し
外面には擬協子叩きが施され、内面

雲白母色粒多子し、。少 内而 2. 5Y 4/2 暗日昔灰灰黄黄06 一括 須！.！！.器 五宅 24. 9 
頭部でやや外反 。 は当具痕がみアら。れる。頚部付近は内 外面 2.5Y 5/2 

良好 体部破片
外共にヨコナ 五1.

土士師宮号質
t音絡の口縁部破取片である 口唇

内旅外面共にナデ箆形を行う。外面は
内面 7.5YR 6/4にぶ

口縁片部破07 括 熔t各 19. I 部は平内坦に面 りされ、体部は 雲母多い。 い位 良好
やや湾する。

化している。
外面 IOYR3/1黒褐

SD06 （第 43・44図 ・第 12表 ・図版 12・35)

1区D-1・2Gに位置し、SI04を切り、東西に走行する。走行方向 N-49°-W。最大幅は調査区東壁際付近で2.40 m、

深さは調査区西壁際で 54cmを測る。黒色土 ・黒褐色土の 2層からなる弱いレンズ状堆積である。

遺物は縄文土器 354.7g、土師器（古墳時代前期） 613.旬、須恵器（平安時代） 1点 ・64.旬、機（被熱破砕）

82. 7gを検出した。須恵器は9世紀代の肇胴部破片で、混入物と考えられる。後述の SD07と覆土は類似しており、

これらの遺物から、本遺構は古墳時代前～中期と判断される。

<I 尽が <I 

調
査
区
外

ザ
C
目
的

調
査
区
外

SI04 

<I SD06 
l黒色土 7. 5¥'R2/l 粘性中 しまり強 Wプロ γずφ210凹少量

2 黒褐色土 7. 5YR3/l 粘性中 しまり中 刊プロック中 2-JQII凹多量

<18 

由

N
H」

第 43図 SD06 1/60 2m 

＼ 側、j戸ニア

1/4 lOcm 

02 

第44図 SD06出土遺物

第 12表 SD06出土遺物観察表
番号 注記 極類 器事E 重量 口径 器高 底f壬 総形の特徴 盤形の特徴 胎士 色調 焼成 残存 備考

底部形はItの欠護を字損の呈にす可し折能、るれ。性口や整縁がや形はあ受屈のるけ。状曲る1況し同。よ
外耐胴認より底肉榎口ロ痕緑節面察甥付日ニカ叶7ては

はり球台 部て ミガ接キケさ。れ合ズ外痕、リ。木面が 近全に縦方向の
雲母白色粒子 内面 7.5¥'R 6/6 

口縁体部部 1/8 01 一括 サコ師需 小形褒 69. 8 9. s <9. 2> へラ は函にミガキ スコリアやや多
外俊面 5¥'R 6/6 燈

良好
が施 が残る。胴部下 し、。

～ 1/3 
「く J

端に される。

脚脚部部のみで上境部は欠損す外る。反 外難面さ脚れで部は,j;J落が激しく観察が
雲母や多やい。多スコ 内外面 lOYR6/4 02 括 土師器 高珂t 64. 2 <6. O> II. 6 は裾に向かい緩やかに 困察 あるが僅面かにハケメが観 良好 裾部 1/4

して開く。 る。内はへラナデ。
リア い。 にぶい黄檀

内面 IOYR4／~ 

03 一括 土師器 褒 75. 5 <2. 2> 5. 8 
底部は平底て・胴部は大きく聞い 底部はナテ＇1＆ミガノキ、。ケ外整面胴部は 白色粒子やや多 にぶい黄1日 良好 底体部部下端～
て立つ。 へラケズリの後に 形。 い。小磯微量。 外面 7.5¥'R 6/4 

にぶい健
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第 3項溝跡

SD07 （第45・46図 ・第 13表・図版 12・35)

l区E1・2,F-1・2Gに位置し、 SI05北壁を切り、東西に走行する。走行方向 N52° W。最大幅は 3.05 m、深さ

は調査区西壁際で 70cmを測る。覆土は黒色土から極暗褐色土の 3層からなる弱いレンズ状堆積である。

遺物は縄文土器230.3g、弥生土器 13.旬、土師器（平安時代 2点、他は古墳時代前期） 1,299. 6g、須恵器（平

安時代） 4点 ・182.3g、土製品（縄文土器片錘） 1点 ・5.3g、磯（被熱破砕） 436. 4gを検出した。須恵器は 9世

紀代の翠胴部と底部破片である。主体は古墳時代前期の土師器にあり、平安時代の溝跡（SD08・11）と比べて該

期の遺物量が極めて少ない。これらの出土傾向と、前述の SD06と類似する覆土の状況から、本遺構は古墳時代

前～中期と判断される。

<I <I 

j⑧ 

SD07 

／／  

Q)p1 調

在）p2
査

外区

区
外

SI05 col 

〈｜ <16 

SD07 

1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 刊層 ・粒子φ2剛少量、炭化物 ・粒子中 2皿中低

2 黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 川層 ・位子。 2-50凹中盈

3 極暗褐色土 7. 5¥'R2/3 粘性中 しまり強 ＼~層 ・ 粒子。 2-30mm多量

a> en 
c、J N 
II II 
－」 ーJ

SOOS 

1黒色土 7. 5¥'Rl. 7 /l粘性中 しまり中 刊プロック ・粒子。 2阻少量

2 黒褐色土 7.5YR3/l 粘性中 しまり中 羽プロック ・粒子。 2-20血多量

∞。口∞
∞。己
的

col6 

第45図 SD07・08

1/60 2m 

) ~，，~ I ぐ

第46図 SD07出土遺物
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第 4章検出された遺構と遺物

第 4節古墳時代

第 13表 SD07出土遺物観察表
番号 注記 種類 器種 重量 口径 器商

01 一括 土師器 生堅 54. 8 (17.2) <7. 4) 

02 一括 土師器 ~ 35. 2 (16. 4) <5. !) 

03 一括 土師器 褒 17. 8 (16. 3) <3. l> 

04 一括 土師骨量 焼 IO. 8 (15. 6) <3. G> 

05 一括 土師器 Wli 42. 4 <2. 4> 

06 一括 土師号E 査 35. 4 <I. S> 

07 一括 土師器 輩 298. 9 <3. 2> 

底f圭 器形の特徴

月間字部は球形幽ヵ。頚部で「く J
の に屈 し、口縁は緩やか
に外湾して開く。

目岡字部は球形illiヵ。頚部で「〈気J 
の に屈ち し、口縁は直立

味1藍に立 上がって、口唇部は
かに外反する。

頭部の締字りが強曲い。頭部で「
< Jの に屈し、口縁は緩
やか都にて匙大内きく外湾して開デく。に
口容 面は強いヨコナ
ょっ 面を形成する。

体口縁部は内湾して大きく開き、
部は屈曲して外反する。

底部は平底。央胴に部は大きく開前
(5. 5) 穿く。孔底部あ中 円形の焼成

が る。

(6. 4) 底す部る。外胴周部はは僅浅かくに大輪き台く状聞をく呈。

7. 8 
厚湾手 大形の底部。胴部は内
して大きく開く。

SD14 （第 47・48図 ・第 14表 ・図版 12・35)

!fJ't形の特徴 胎土 色鯛 焼成 残存 備考

外面目岡部はハケ経形ヘナ。デラ。ナ口縁内部
スコリア多量母。微い。量白。黒色は内外面共にヨコ
色粒子雲少 内外面 IOYR7/4にぶい黄燈 良好

口縁部～胴
面胴部は償方向の ラデ

粒子
部上位 1/6

の後ヨコミガキ。

外胴面内胴外部部はハケm形へナ。デラ。ナ口縁内デ部 スコリア 黒色粒色は と横もにヨコ 子やや・雲多母い。少白
内面 2.5YR 7/3浅黄

良好 口縁部 1/6
函 は 方向の ラデ。 粒子 盤。

外而 IOYR6/4にぶい黄怪

雲母黒色粒子

7口0縁部は内外面共にヨコナ 白色粒子やや多色針し、。
スコリア白

内面 lOYR6/4にぷい黄1古怪
外面 ！OYR6/3にぶい怪

良好 口縁部破片

状物質微量。

内は外面面取共りがに行ミわガれキ。てい口容る。部 雲黒コ母色リ粒ア・子a白・i。少色白粒盆色ロ子豊十状ス・ 内面 IOYR6/4にぷい黄黄燈褐 良好 部口縁破部片～体
外商 ！OYR5/3にぷい

物質微

外オ面ズミォL胴ガるリ。。部キ下端部は右下がりの 小磯多量色。粒い（。長子石・石英）ケ ー にハケメデがみの 黒 雲母や
内外面 ！OYR6/4にぶい黄怪 良好 月底間部部下I／端4～ 

ら 内面はへラナ や スコリア
抽出 。 少

外面ヘラナデ、内面ハケの 白色粒子 雲母少白 内面 ！OYR5/2灰黄褐
後ミガキ． 盆色。豊十状スコリア 外面 IOYR7 /4にぶい黄燈

良好 底部 1/3
物質微量。

外面胴部デ。底部共ミガキナ憾デの。
小際（長石石英

へラナ 内面はへラ
等） 雲母スコリ 内外面 ！OYR6/4黄燈 良好 底部完形
ア多い。

2区C2Gに位置する。北端は撹乱により削平され、南端は調査区外となっている。走行方向 N-22°-W。幅 1.23 

～1. 32 m、深さ 45～50cmで南北に走行する。覆土は黒色土 2層からなるレンズ状堆積である。

遺物は弥生土器 12.旬、土師器（古墳時代前期） 304. 5g、埴輪 33.4gを検出した。01は溝底からやや浮いた位

置で検出されている。本遺構は古墳時代前期と判断される。

K 

SD14 

P32 

調査区外

A 

L=29. 300m 

1黒色土 7.5YRI. 7/I粘性中 しまり中 VIプロック ・桂子φ
2-40凹少量炭化物 ・粒子φ2凹少量

2 黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 VIプロック ・粒子中量
炭化物 ・粒子。 2皿少量

第 47図 SD14

第 14表 SD14出土遺物観察表
l番号 ｜注記｜種類｜器種｜重盈 ｜口径 ｜器商｜底径 器形の特徴

⑧ 

1/60 

整形の特徴

上境は大きく内湾して開く。脚部は接合｜接合部はソケット状の粘土が詰め込

A’ 

A’ 

1/4 lOcm 

2m 

第 48図 SD14出土遺物

胎土 色調 ｜焼成｜ 残存 ｜備考

部で「く jの宇に屈曲し緩やかにラシパ ｜まれる。上椀は内外面共にミガキ。 ｜白色粒子。い ｜ ｜ ｜体部下端～｜ 搬入
01 I No. 01 I土師器｜高杯 I244. 7 I ー I 10. 2 I lo. o I I I °3' 。 ｜内外面 N4／灰 ｜良好｜ ｜ 

状に聞く。孔は3孔でほぼ正円で等間隔｜脚部は外面は縦方向のミガキ。内面 ｜小磯少量。 ｜ ｜ ｜底部 1/2 ｜品カ
に穿たれる。孔径は 14固と大きい。 ｜はノ、ケ整形。
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第4項古墳

第4項古墳

8号墳（SD01・02) （第 49～ 60図 ・第 15・19～21表 ・図版 13・35～40)

周知の古墳（坂田塙台 8号墳、旧坂田 8号墳 〔岩崎 1986〕・上坂田 3号墳）である。調査区（4区）は墳丘北

東側をかすめる形で位置し、遺構の大半は調査区外で、南側に隣接したと ころに墳丘が遺存している。墳正側面

の傾斜部は全体に土砂を削り取られた跡があり、墳丘は本来の形状からかなり規模を狭め、特に西側の消失が著

しい。墳正の平面形態は、調査区内で確認された墳丘裾部と周溝の形状と周辺の状況から円墳と考えられるが、

調査区外（西～南側）に削平された前方部あるいは造出し部が埋没している可能性は排除できない。現時点では

円墳としておく。ちなみに地権者によると、墳丘部が削られたのは大正時代の筑波鉄道の路線建設に伴う土砂採

取によるもので、その際、石棺構築材と考えられる石材が多数掘り起こされたという証言があった。

第 49図で見るように、表面を山砂で覆われた残存墳丘墳頂部の直径は現状で 8.5 mで、あった。調査区内では

墳E裾部と二重の周溝が確認された。内側周溝（SDOl）は幅 4.5 m、深さ 0.6 m、中堤幅 3.9 m、外側周溝（SD02)

は幅4.1 m、深さ 1.2 mを測る。これによって、墳丘直径（周溝下端） 30 m、内偵lj周溝の外径 39m、外側周溝

の外径 55mの規模となる。また、周溝底部から残存墳丘部までの比高は 6.2 mとなる。墳丘の構築法は、裾部

は地山削り出し（掘り込み）であるが、ほとんどは盛土（残存墳正）と理解される。調査区内では墳丘構築前の

旧表土や盛土部分は確認できなかった。裾部の斜面傾斜角は 32°ほどであるが、墳丘構造が無段築であるか有段

築成であるのかは、土取りの改変が著しくて現状の外観からは窺い知ることができない。また、確認し得た裾部

上面や中堤上面も削平されているものと考えられ、埴輪埋設の掘方は確認されていなし＼0

確認した遺構は、調査区内においては4区E・F・G1・2Gに位置している。重複は周溝内外で SI19及びSK31～

37、サク状遺構に切られており、SK39を切る。内・外側周溝ともに東側は撹乱（旧耕作と道）を受けて不明瞭となっ

ている。周溝の覆土は黒色土から極暗褐色土に至る 3層からなるレンズ状堆積である。

遺物は SDOlとSD02の覆土中から検出されたものである。SDOlからは縄文土器276.4g、弥生土器 305.4g、古

墳時代土師器 1,883.旬、同須恵器 34.5g、埴輪 106,573.4g、奈良 ・平安時代土師器 599.5g、同須恵器 224.2g、

近世土器 33.旬、現代陶器 50.6g、現代瓦 212.2g、石器6.7g、絹雲母片岩 406.旬、磯 3,379. 2gが出土、 SD02か

らは縄文土器 305.5g、弥生土器 109.lg、古墳時代土師器 656.3g、同須恵器 119.4g、埴輪 7,155.旬、奈良 ・平

安時代土師器 130.7g、同須恵器 78.8g、近世陶器 20.句、現代陶器 9.6g、石器 0.旬、絹雲母片岩 105.4g、機

705.4gが出土している。墳丘を含めて削平を受けているので、厳密な埋没時期は判断できないが、長期間にわ

たる出土遺物は、古墳の周溝として開口していた遺構の特性を示していよう。土師器 ・須恵器は細片ばかりで、

主体となる時期や古墳に伴うものを判断することが困難な状況である。比較的大型の破片は図示した須恵器護や、

遺構外出土遺物に掲載した第 65図01・02の古墳時代前期の士師器査である。また、赤彩の土師器破片もあり 、

D2 F2 G2 
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＊小グリ ッドは1辺 2m。

＊ゴシック体数字は各小グリッドごとの埴輸出土量（単位g）。

＊網かけは各出土量を相対的にグラフ化して表現したもの。

第 50図 8号墳調査区小グ、リッド及び埴輪出土分布図
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第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

土師器は古墳時代前期から後期初頭にわたるものが認められる。

本古墳に伴う遺物の主体は多量の埴輪である。出土状況（第 50図）は、 SDOlでは墳E寄りに偏り、溝底から

かなり高い位置で検出されている。ほとんどが第 l層に含まれ、第2層の堆積後に墳E側から崩落したものと考

えられる。平面的な分布は、北西から南東までの墳丘寄りに、多少の濃淡を見せながらほぼ万遍なく広がってお

り、本来の円筒埴輪の設置箇所（墳正テラス）からの自然崩落 ・堆積と判断できる。一方、 SDOlの外側は分布

が薄し＼か皆無であり、北西側（El-d・i・j. n・o）の分布は後世の遺構分布と重なり、これらの構築によって移

動したものと見なせる。さらに、 SD02では内側（墳E側）に偏っており、 SDOl外側の分布状況と合わせて、中

堤の外側に埴輪列があったものと考えたい。出土量から、墳丘上に比べてかなり疎らな配列であったと想定され

る。また、口縁部 ・底部破片の出土量が少なく 、自然崩壊による原位置での口縁部落下、底部の残存（その後、

墳丘もろとも削平 ・移動）の状況を表していると考えられ、 63・64の様な大破片から 2、3cm大の細片までさま

ざまであるが、そこに意図的な抜き取りや破砕行為を想定する積極的な根拠は見出せない。

埴輪 円筒埴輪のみで総重量 113, 729. 3g (SDOlとSD02の合計）、形象埴輪は l片も検出されていない。

これらには、いわゆる普通円筒埴輪のほかに朝顔形埴輪が含まれる。後者の識別は、口縁部～肩部形状の確認以

外は前者との判別が容易ではない。したがって、明らかなもの以外は円筒埴輪として記述をする。また、すべて

が破片資料で、底部から口縁部まで接合 ・復元できた個体はない。したがって、出土状況や接合結果による個体

識別は困難な資料状況であり、図示したものは同一個体の破片を含んでいる可能性がイ－分にある。

資料から認識される製作法（注 1）は一様ではなく 、各属性の組み合わせをもとに A～G類の 7つの同工品を

認定した。認定（分類）作業に当っては、製作者の癖が如実に反映されている「突帯の成 ・整形手法と形状」を

第一の手掛かりとして、これに対応する「外面調整手法」「ハケメ」「内面調整（成形）手法」の組み合わせを確

認して各類型を設定した。突帯部分が残らない口縁部 ・底部などの他の部位については、後者の調整手法とハケ

メが一致するものを同一類型とした。結果、突帯間隔設定技法を用いたA～F類と、いわゆる「断続ナデ」によ

る突帯貼付を行った G類に大別でき、前者を「 I群」、後者を「E群」とした。両者の出土量は I群 112, 153. lg （全

体の 98.6%）、E群 1,576.2g （同 1.4%）である。胎土は全類型とも基本的に同じで、白雲母の細片を多量に含

有する。これの由来と考えられる絹雲母片岩（筑波石）の砕片も認められる。他の含有鉱物には長石・石英があり、

その他、赤色粒子（スコリア）が目立つ。個体によって、若干の違いが認められるのは黄褐色粒子の含有量である。

この含有物は鉱物でも岩石でもなく、不純物を含み、「土器状」である。周辺の胎士と同等の硬度を持っている。

成形についても、全類型とも粘土紐積み上げ（紐づくり）によって祖形成形をしている。確認できたものでは、

基部は粘土帯を用いており 、底部から粘土積み上げのものはない。

また、焼成 ・発色（色調）に関しでも類型による違いはなく、相対的に軟質の焼き上がりのものとやや硬質の

ものがあり、前者が大半を占めている。前者は暗めの発色（赤褐色）を呈するものが多い。後者は明るい発色（樫

色、明褐色）で、断面に還元色を呈する。黒斑は確認できず、害窯による酸化雰囲気での焼成である。

個別の資料は実測図と観察表を参照されたい。以下には各類型の属性をまとめてし＼く。なお、提示した実測図

はすべて反転実測によるものである。
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第4項古墳

( 1) I群

A類 （1～36)

成形・器面調整 基部粘土帯は幅（高さ） 5～6 cm、粘土帯成形時の作業台（板目）圧痕を残すものがある

(35）。粘土紐積み上げ間隔は 2～3cm、胴部器壁厚は 10～ 15mmを測る。資料の残存状態が悪く、乾燥単位の把

握は不明瞭である。しかし、外面調整が上下段で連続しないことや、断面 ・破損面の観察から、乾燥単位は一段

ごとであり、乾燥単位面は概ね突帯付近に想定できる。

外面調整（注2）はタテハケ（1次）であるが、 2次ヨコハケを加えるものがある（24～26）。このヨコハケ

は連続的なもので、「B種ヨコハケ」に分類される。25から段間（やや上寄り）を l周で充足するもので、器面

の凹凸によって若干波打つものの、比較的安定した水平走行を示している。25には 2か所（間隔約 6cm）、 26に

はlか所の静止痕が認められ、右に 15°程傾いている。これらの特徴は、一瀬和夫分類（一瀬 1988）の「Bd種」

に該当する。タテハケは上下の段で、連続しないので、一段ごとに施し、突帯調整のヨコナデに切られる。ただし、

第4段と朝顔形の肩部・口縁下半部のタテハケは下位の突帯のヨコナデを切るかたちで、ハケメの開始点の当た

りが観察される。したがって、成形 ・調整 ・突帯貼付の手順は、 一段ごとに粘土紐の積み上げ・成形 ・外面タテ

ノ＼ケ調整→第4段まで成形→第3段タテハケ調整→第3突帯貼付→第4段タテハケ調整と考えられる。第 1・2

突帯の貼り付けは各段の調整後か、複数突帯が同時に行われるのかは不明瞭であるが、突帯の剥落するものの存

在と、調整 ・突帯貼付の手順を考えると、 3条の突帯は同時に貼り付け行為をしたものと見ておきたい。

突帯の貼り付けに際しては、突帯間隔の設定、つまり割り付けを行う。突帯の剥離面には、いずれもタテハ

ケを切る凹線（幅 3mm、断面方形、 2条一組）が確認でき、また、突帯の上面や上方の器表面に断面 L字形の工

具の擦痕が観察できるものがある（25・27・33）。この回線は突帯間隔設定技法の器面痕跡（鐘方 1997・辻川

2003）と判断できるもので、走行はやや蛇行する部分もあるが、突帯の上稜の高さに位置している。後者の擦痕

もやはり、同技法に伴う痕跡と思われる。ただ、すべての突帯の上面に確認できる訳ではなく、確認できないも

のはヨコナデによって消されたためと考えたい。これらの痕跡は、鐘方正樹氏が想定する工具を用いた行為によ

るものと同じで、回線と擦痕は対となる痕跡と判断される。上記の回線の蛇行も、下位の突帯の蛇行に対応する

ものと考えることができる。また、同様の凹線が口縁端部の 0.5～ 1. 5cm下に周回する個体がかなりあり、口縁

部調整のヨコナデが被ることから不明瞭なものもある。断面方形の形状から同じ工具で付けられたものと思われ

るが、回線はほぼ l条で、第3突帯や第4段外面に上記の擦痕が確認できるものがない。これを、口縁部高を揃

えるための印と指摘する意見もあるが、口縁部資料が不十分なために判断できない。

内面は左上がりの指ナデ成形ののち、口縁部（第4段または同段上半部）にのみ手動的なヨコハケ調整を施す。

底部は自重による歪みをそのまま残している。底面には断面円形の棒状圧痕が認められるが、作業台 ・敷物等の

具体的な状況を把握するには至っていない。

朝顔形埴輪についても基本的に同様な製作手順を踏むものと考えられる。口縁部の成形に際しては、頚部と口

縁下半部に乾燥単位面があり、 02は下半部の擬口縁をそのまま突帯状の外形に成形している部分と、突帯を改

めて貼付している部分が共存している。外面はタテハケ、口縁端部付近に左上がりのハケを施し、口縁部内面に

は手動的なヨコハケを施している。頚部の突帯剥離面には回線は認められない。

形態 ・法量 全体形が判明する個体はないが、他の類型との比較から、 3突帯4段構成と見てよいだろう。

大小の規格差はなく、口径 22.3cm （平均）、底径21.4cmを測り、底部から口縁部まで直線的に開く逆台形に復

元される。各段の高さ（注3）は、底部（第 l段、 35) 11. lcm、胴部（段不明、 06) 10. 5cmであり、口縁部（第

4段）は 11～ 12.Ocmと推定される。

朝顔形埴輪の胴部は内傾し、裾広がりの形態を示す。小美玉市の玉里権現山古墳例（小林編2000）と同様である。
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第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

胴径は24.2cm。肩部には緩やかな丸味を持ち、 口縁部は大きく滑らかに外湾する。

口縁部形状 すべて直線的に外傾する。端部調整のヨコナデはそれほど入念ではなく 、ナデ、幅は 2～ 3cmと

比較的広い。内面がやや窪むものの、端部は面を作るものと丸くなるものがあり 、形状は不安定である。 19は

ナデ幅が狭く、端部が窪み、本類型ではなし 1かも知れない。朝顔形埴輪の 1も同様で、端部形状は直線的で丸く

納めている。

突帯形状 幅約 2.5cm、高さ約 lcmの重厚感のある大きさで、断面M字形に近い形状を示す。上面と下面の

ヨコナデが最終的に加えられ、上下の稜は丸味を帯びて端面に粘土が被る、独特な形状を呈している。 前述のと

おり 、貼り付けに当っては、突帯間隔の設定が行われる。

透かし孔 確認できたものは、すべて円形と推定されるものである。切り抜きはすべて右回りで、無調整で

ある。第2・3段に互い違いに配置するものと推定される。また、朝顔形埴輪の肩部にも穿孔する（04）。

ヘラ記号 19の口縁部外面に 2本線の斜線が記されている。「×」字を呈するものであろうか。

B類 （37～49)

本類型に分類し得た資料数が少なく、属性の把握が十分ではない。朝顔形埴輪は認識できなかった。

成形・器面調整 基部粘土帯は幅約 6.5cm、49には内面に、粘土板成形時の掌紋圧痕が確認できる。粘土紐

積み上げ間隔は約 3cm。胴部器壁厚は 9～ 13IIllllと薄手であり 、本類型の特徴である。乾燥単位は、外面調整が

上下段で連続しないことからも、A類と同じく一段ごとと考えられる。

外面調整はタテハケのみ。タテハケは突帯ヨコナデに切られ、 A類に認められた第4段のタテハケと突帯ヨコ

ナデの前後関係については確認できない。また、現状で突帯の剥落は確認できない。ヨコナデが強く丁寧で、低

い形状が原因であるとも思われる。ただ、破損面に間隔設定の凹線がわずかに確認できるものがあり（未掲載）、

突帯上面の擦痕を残すものがある（44・45）ので、本類型も突帯間隔の設定が行われているものと見てよい。

内面は、ヨコナデあるいはヨコハケののちにタテナデを強く施す特徴的なもので、板状の工具（ハケメを表す

ものあり）を用いたと考えられる資料もある。口縁部のヨ コハケはない。底部は内面下端に手動的なヨコケズリ

が加えられている。本類型と F類にのみ見られる。右下がり方向で、これに伴う粘土のはみ出しが底面側に観察

されるので、倒立して行ったものと解釈される。外面下端と底面は無調整で、底面には棒状物あるいは植物の茎・

繊維状の圧痕が認められる。

形態・法量 全形どころか、突帯間隔も把握できない。また、内外面の調整も、底部から 口縁部に至るまで

同一であるので、底部を除いて各破片の位置すらも明確にし得ない。かろうじて、48の上端に突帯のヨ コナデ

が掛っているので、底部高が 10Cillほどになることがわかる。また、 胴径 23.6cm （平均）、底径 22.Ocmを測るこ

とからも、 A類と同じ規格であろうことが推定され、やはり 、3突帯4段構成と想像される。

口縁部形状 直線的に外傾するものと見られ、A類同様、端部調整は甘く 、形状も不安定である。ナデの方

向も水平ではなく、斜行しており 、幅4～ 5cmと広い。突帯整形の入念さと比べると対照的である。 37の端部

形状は断面矩形を志向し、内面は窪まない。

突帯形状 幅約 2cm、高さ約 0.5cmと屑平で、断面方形 ・台形を呈し、端面がやや窪む。上下面と端面を同

時に最終的なナデを施すものと見られ、上下の稜は基本的にはっきりしている。

透かし孔 確認できるものが少ないが、円形で、右回りに切り抜き、無調整である。
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第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

C類 （50～62)

成形・器面調整 基部粘土帯は幅5～ 7cm。粘土紐積み上げ間隔は 2～3cm。胴部器壁厚は 10～ 12Illlll。4

段分が確認できる 51を見ても、乾燥単位は明瞭ではない。ただ、外面のタテハケは複数段に及ぶものはなく 、

やはり一段ごとに乾燥を行いつつ、外面調整を施したものと考えられる。

外面調整はタテハケのみ。58・59では突帯ヨコナデを上位段のタテハケが切っており 、59の上段は透かし孔

が伴い、下段の器壁厚から中間段（2・3段）であることがわかる。すると、第2突帯の貼付段階が外面調整（積

み上げ）の聞に行われており、各突帯の貼り付けが一度ではないことになる。突帯の剥落がほとんど認められな

いことも、この手順を裏付けるだろうか。しかし、 59の内傾する形状から、この破片上段が朝顔形埴輪の肩部

に当たる可能性もある。わずかな破損資料に、間隔設定の凹線を推定できるものもある（未掲載）が、突帯上面

の擦痕は明確にできない。他類型と比べて精美な突帯形状 ・走行と 51の突帯間隔を見れば、割り付けは行われ

たものと考えられる。

内面は粘土紐積み上げののちにタテ指ナデを施したのみである。51の観察から、ナデのストロークは複数段

にまたがるものではない。第 1段や第4段は積み上げ痕跡が明瞭に残り、このナデがし 1わゆる「調整用」のナデ

ではなく、 「整形用」のもの（赤塚 1979）であることは明白である。口縁部（第4段）にはヨコハケを加えるよ

うである。

底部外面下端にはヨコ板ナデが加えられる。ただ、 62のナデは部分的で痕跡も不安定であり、 51には認めら

れないので、突帯間隔設定工具の擦痕である可能性もある。底面には棒状・繊維状の圧痕が残り 、無調整である。

赤彩の可能性を示すもの（50）がある。

形態・法量 51は口縁部を欠くものの、全体的な形態が確認できる。わずかに外傾する寸胴形、 3突帯4段

構成と考えられる。胴径 26.Ocm （平均）、底径21.Ocm （平均）。52は下段が内傾するので、円筒部内傾の朝顔形

埴輪の可能性もある。51から、各段の高さは、底部 11. Scm、第2・3段とも 10.Ocmであり、底部は突帯間隔よ

りも高く設定されていたことになる。

口縁部形状 本類型資料が見出せず、不明。

突帯形状 幅約2cm、端面幅lcm未満、高さ約O.Scmの細身。下稜がやや低く、端面が上寄りの断面台形を呈し、

全体的に形状 ・走行は安定している。最終的に上下面を強くなでることによって、上下のナデ面は深めで、上下

稜は際立つている。

透かし孔 円形。切り抜きは右回り 、無調整である。第2・3段に互い違いに配置するものと見てよい。
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第4章検出された遺構と遺物

第4節 古墳時代

D類 （63～82)

成形 ・器面調整 基部粘土帯は幅約 6.5cm、粘土帯成形時の作業台 （板目）圧痕を残すものがある （81）。

粘土紐積み上げ間隔は 1.5～2cmと他類型と比べて狭い（粘土紐が細し＼）。胴部器壁厚は 10～ 12mm。乾燥単位

面は各突帯位置のやや上位の 3か所確認でき、外面のタテハケも対応する。概ね、一段ごとに乾燥 ・外面調整を

反復したものと思われる。

外面調整はタテハケのみ。64では第 3突帯のヨコナデを第4段のタテハケが切っており、ハケメの開始点の

当たりが観察される。A類と同様の手順で成形～器面調整を行っているものと考えられる。第 l・2突帯と タテ

ノ＼ケの関係は、上位段のハケメ開始点の上に突帯が貼付されているものと判断できること、突帯の剥落が確認で

きること、一段ごとの調整 ・突帯貼付とすると第2・3突帯の貼付が同時になるという手順の不均衡が生じる こ

となどを考え合わせると、やはり 、3条の突帯は同時に貼り付けられたものと思われる。突帯の剥離面には間隔

設定の回線（断面方形）がもれなく確認できる。ほとんどは2条一組であり、 2条のうち上位の凹線がかすれる

ものがあるこ とから、表面上、 l条しか見えないものも同一の工具で、行っているものと考えてよいだろう。突帯

の上面に設定工具の擦痕が確認できるものはない。80の底部外端から 0.5cm上に、幅4mm程の横方向の擦痕が

あり 、同工具の擦痕の可能性がある。

内面はヨコナデ成形で、ナデ痕跡は平坦であることから、板（へラ）状工具を用いたものと思われる。ただ、

積み上げ痕を多く残す個体が多い。第4段はそののち手動的なヨコハケ調整を施す。底部は自重による歪みをそ

のまま残している。底面には棒状 ・繊維状の圧痕が残り 、無調整である。 82には縄の圧痕が見られる。

形態・法量 63・64は今回出土埴輪の内で最も残りが良いが、第 1段（底部）を欠く。3突帯4段構成と見

てよいだろう。口径 36.lcm （平均）、底径 22.9cm、底部から口縁部まで直線的に開く逆台形で、第4段（口縁部）

上半は緩やかに外湾している。各段の高さは、底部（第 l段、 80)12. 8cm、第 2段（64) 11. Ocm、第 3段は 63

で9.5cm、64で 10.Ocm、口縁部（第4段）は 63で 13.5cm、64で 13.Ocmを測る。各段と も一致しないが、第 2・

3段は lOcm前後で近似しており、底部と 口縁部は 13cm前後と高くなっている。

口縁部形状 直線的に外傾する。端部調整は基本的に甘く、ヨコナデの幅や口縁部形状も個体によってバラ

ツキが大きい。65は内外面のナデが比較的強く 、端部が窪むなど、整った形状を見せているが、64はナデが弱く、

端面形状は不安定である。63は丸くなっている。内面のヨ コナデの幅は広く、 5～7cm、64ではへラ状工具の当

たり痕が認められることから、内面には工具を用いていると思われる。

突帯形状 幅約 2.5cm、高さ約 lcm、端面がやや窪む、比較的整った台形を示す部分がある一方で、下面の

ナデ付けがあいまいで、形状も不安定な部分が共存している（64）。端部の整形が安定しない状況は、口縁部の

状況と同調している。

透かし孔 円形。切り抜きはすべて右回りで、無調整である。第2・3段に互い違いに配置する。78の透か

し孔上部は歪みが著しく 、持ち運びの際の指掛けの痕跡を示している。

ヘラ記号 口縁部外面に 「左上開きの C」字形の線刻が認められる。右利き、上から右回りで記されたもの

と考えられる。
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第4項古墳

E類 （83～99)

成形 ・器面調整 基部粘土帯は幅約 7cm。粘土紐積み上げ間隔は 3～4cmと広く、 D類の倍（粘土紐が幅広）

である。胴部器壁厚は 10～ 12IIlill。乾燥単位面は突帯付近であるが、84は第4段（口縁部）の中位に認められる。

口縁部（第4段）高が 16cmと高いことに起因するものであろう。外面のハケメは各段で連続せず、乾燥単位に

対応している。突帯は乾燥後の積み上げに伴う粘土の盛り上がり（突帯上面の直上辺り）と、上位段のハケメの

上に貼付し、剥落はほとんど認められない。また、ハケメはいずれの段においても突帯のヨコナデに切られてい

る。このことから、成形 ・調整→乾燥→上位段成形 ・調整→突帯貼付→乾燥→上位段成形 ・調整の工程を反復す

るものと想定できる。突帯の剥離面には間隔設定の回線（断面方形）が確認できる（2条か）。また、上面の付

け根が直角に折れるものがあるが、擦過痕跡が確認できないので、設定工具の擦痕ではなく、突帯整形過程の形

状を示すものと思われる。

外面調整は左上がりのナナメハケを基本とする。いわゆる 1次調整である。第 1段はタテハケで、上位段ほど

左方向の傾斜が大きくなる。第4段（口縁部）の上半部（84・85）や、朝顔形埴輪の口縁部の一部（83）に、第

l～3段とは異なった細かいハケメが施されているが、同一ハケ工具の表裏（両端）が使用されたものと思われる。

底部下端は幅 l～ 1.5cmのヨコナデが施されている。

内面は底部（第 l段）から第4段に至るまで左上がりの指ナデ成形である。積み上げ痕跡を多く残している 0

．口縁部（第4段）は下端を残して手動的なヨコハケを施す。底部下端と底面は無調整で、底面には丸棒状 ・繊維

状の圧痕が見られる。

朝顔形埴輪については口縁部の上段しか判明していなし＼。下段と上段の間で乾燥単位面があり、下段の上端は

やや内湾してヨコナデによって上端面がやや窪む。いわゆる擬口縁状となっている。器壁の厚さ、内外面調整の

手順の違い ・境界が上段の中位にあり、破損状況からも乾燥単位面が存在する可能性がある。

また、口縁部外面に赤彩の痕跡を残すものがある。

形態・法量 底部から第 3段にかけて直線的にわずかに聞き、口縁部が緩やかに開く形態が想定できる。3

突帯4段構成と考えられる。口径 36.9cm（平均）、底径 19.8cm （平均）を測る。各段の高さは、底部（第 l段、

98) 12. 6cm、第 2段 10.Ocm (97）、口縁部（第4段） 13. Ocm (85）、 16.Ocm (84）で、D類とほぼ同じ値を示して

おり、第2・3段の中間段はそれぞれ約 lOcm、底部と口縁部は高く作られている。朝顔形埴輪の口縁部上段は大

きく外湾し、深い形態を呈している。

口縁部形状 端部調整の前に、内面には幅 5～6cmほどのヨコナデが加えられる。端部調整のヨコナデは

1. 5～ 2cm幅で強く施され、端部の上・内外面が窪むもの（84・86）と、上・外端部が丸くなるもの（84の一部・

85）がある。両者は 84で共存するが、全体としては前者の形状を志向するものと思われる。朝顔形埴輪も強い

ヨコナデによって端部は窪み、外端部は折り返し状に拡張する。外面のヨコナデは幅が一定で、境界が明瞭であ

ることから、板状の工具を使用している可能性がある。

突帯形状 幅2～2.5cm、高さ l～ 1.2cmで、上稜が突出し、端面が窪むM字状を呈する。上下・ 端面を同

時にナデ付け、特に端面のナデは強い。これによって、上下稜は際立つている。

透かし孔 全形を確認できるものはないが、 90と97から横長の楕円形と推定される。他の破片の形状も、

この推定を支持するものと見られる。口縁端部 ・突帯などの細部調整の精度から考えて、意図的な形状と判断さ

れる。また、切り抜き面は外傾 ・内傾の 2面構成で、ナデが施されている。

ヘラ記号 口縁部外面に「×」形のへラ描きが確認できる。

ウ
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第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

F類 （100～ 105)

外面ナデ調整のものである。8点・707.2gを確認できたに過ぎないので、以下に示す属性も限定的なものとなる。

基部粘土帯は 104から、幅6cmほどであろうか。粘土紐積み上げ間隔は2～ 3cm。胴部器成形・器面調整

壁厚は 10～13凹、乾燥単位は明確ではない。外面調整は平坦な単位が明瞭に確認でき、 lmm以下の間隔の細密

と表現されるものである。行為的には工具タテ方向の調整痕跡を示す。いわゆる「タテ板ナデ」な条線を伴う、

を用いた器面調整としてハケ調整と同じである。100を見る限り、上下段では連続しないようである。突帯のヨ

コナデに切られる。内面はタテ指ナデ成形で、積み上げ痕跡も比較的丁寧にナデ消されている。内面底部下端に

（右→左方向）が加えられている。外面 ・底面はタテ指ナデ、を切って、 I幅 1.5～ 4cmの手動的なヨコケズリは、

無調整である。底面には丸棒 ・繊維状の圧痕が認められる。

全形は把握できないが、直線的に外傾し、胴径23.2cmを測る。他類と同様の形態をとるもの形態・法量

と思われる。

高さ 0.8～ lcm、上稜がやや突出する断面台形を呈する。最終的に上下面のヨコ幅 2～ 2.5cm、突帯形状

ナデを施すために、上下稜は際立つ形状を示している。
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第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

(2) II群

G類 （106～ 113)

成形・器面調整 底部資料が確認できないため、基部成形は不明。粘土紐積み上げ間隔は 3～3.5cmとやや

広い。胴部器壁厚は 10～ 14凹。乾燥単位面は突帯付近にある。外面のハケ調整は一段ごとで、突帯の上位に開

始の当たりが確認でき、上位の突帯のヨコナデに切られている。突帯の剥落は確認できない。

外面調整は左上がりのナナメハケ（1次）である。口縁（第 4段）下半部には幅約 0.8cmのヨコ方向の工具擦

過痕が認められる。109を見ると、波状を意図しているようであるが、その行為は 106を見ても不明瞭な部分も

あり、確実性に欠けている。痕跡は 2条以上の条線を伴っているのでハケメ状であるが、これも不鮮明である。

ともかく、器面調整ではないので、文様的意図を有するものの可能性がある。かすみがうら市の富士見塚 1号墳

（杉山ほか 2006）を始めとして、 霞ヶ浦北西部 ・高浜入り地域に特有の波状文を施す円筒埴輪（伝田 2001、本田

2002）と同類のものと考えられる。

内面はタテ指ナデ成形ののち、左上がりのハケ調整。第3段以下はまばらで、第4段は密に施されている。積

み上げ痕跡は残るものの、他類に比べ指ナデが丁寧である。

形態・法量 他類と同様、 3突帯4段構成と想定しているが、第 2段以下は確認できていない。 口径

26. 3cm、胴径 22.5 cm （平均）を測る。直線的に開く形態で、口縁部の外反は認められない。突帯貼付部分は

内湾しており、貼付行為によるゆがみと考えられる。各段の高さは、第 3段（111) 10. Ocm、口縁部（第 4段、

106) 12. Ocm。全形は不明であるが、 D・E類と同様の間隔を示している。

口縁部形状 いわゆる直向口縁で、屈曲は見られない。端部調整は幅 lcm前後と狭く、内面には折り返し状

に粘土が被る。端部にはしっかりとした平坦面が作られている。

突帯形状 幅 2～ 2.5cm、高さ 0.5～ 0. 8cmの肩平な断面方形を呈する。下面には規則的な凹凸があり、い

わゆる「断続ナデ」によって貼り付けられたもの（中島 1992）と見られる。ヨコナデ調整が丁寧にも関わらず、

「整形」が十分でないためか、あるいは省略しているために、下面が器面から浮いている部分が散見される。112

は4区一括取り上げで、断面三角形に近いが、ハケメパターンが一致するので本類型に含めた。

透かし孔 円形を呈する。切り抜きは右回りで無調整。残存状況から、小さめの円孔あるいは縦長の形状と

思われる。

須恵器 古墳時代の奮の破片を図示した。114・118・119の護胴部破片は、外面擬格子叩きののち間隔の開

いたヨコナデが施される。内面は浅い当て具痕で、不十分ではあるがナデ消しが行われているものである。

絹雲母片岩 いずれも板状を呈する 14～ 16cm大の小破片で、ある（写真図版 40-120～ 124）。石質には、硬

質で、砂っぽし 1ものと軟質で肌理が細かいものの二者がある。前者は筑波地域寄りの産出、後者は石岡地域寄りの

産出と見られる。

前記の地元の伝承と、 8号墳との関連を積極的に評価すれば、これらの石材は埋葬施設（石棺等）の構築材の

可能性が指摘できる。
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8号墳出土遺物観察表
番号 遺構名 注記 種類 器種 重量 口f圭 器高 底f圭 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

114 B号墳 SCOl一括 須恵器 褒 75. 3 外紬当具聞が痕は被擬。る。格子内面叩はき。青海自然波 外面は擬海格波子叩具痕き。自然紬が被る。内 精微一量良。。白色粒子 内面 7.5Y 7八灰白 良好 胴破部片 東海産ヵ
面は育 当 外面 7.5Y 6/1灰

頭で口縁部大部のき破外片欠。反損頚部は厚手 外国は沈描内線波による施区画を行った8後本、2 内面 7.5Y 6/1灰 頭全部周
115 8号墳 SD02 須恵器 雪量 75. 4 く して開く。 段位に。櫛 状文が文デさ。れる。 1 白色粒子多量。 外面 7.5Y 4/1灰

良好 東海産ヵ
lま してし、る。 単 面はロクロナ する

116 8号墳 500201 t 須恵器 雪量 25. 4 
強く内湾部する胴部破片。 外函の整内形痕は自然紬によナり観デ。察でき 精微量良。。 白色粒子 内面 7.5¥' 4/2灰オリープ 良好 破胴部片 東海産ヵ
瓶の肩ヵ。 ない。 面は横方向のへラ 外面白 6/2灰オリープ

117 8号墳 500202 u 須恵器 ~ 15. 2 緩片。や2か3にと内同湾一す国る体胴ヵ部。破 外国の整内形面痕は自然粕により観デ。察でき 微椋量良。。 白色粒子
内面 7.5Y 4/2灰オリープ

良好 胴破部片 東海産ヵ
ない。 は横方向のへラナ 外面 5Y6/2灰オリープ

118 8号墳 5002 須恵器 5量 22. 6 胴都中位以下の破片。薄 外核国は擬内格子青叩海きが施当具され痕、 自然、ナ紬デが。精白良色。粒や子や微軟量質。。
内国 5Y4/l灰

良好 胴破部片 東海産ヵ
手。 る。 面は波 の後 外面 5Y5/2灰オリープ

119 8号墳 SC02 須恵器 雪量 21. 4 服部の破片。薄手。 外面は細かな擬格青海子叩波当き 自然紬デは。被 精白色良。粒や子や微軟量質。。
内面 5Y4/l灰

良好 胴破部片 東海産ヵ
らない。内面は 具の後ナ 外面 5Y5/2灰オリープ

120 
5001 Gl e 5001 石棺材 ー 扇平な片岩。硬質で砂っぽし、。長さ 14.34cm 重さ 321.6gと同 6.72cm 同85.5gの2片。大破片の上面は赤色に熱変している。 筑波絹寄雲り母の片産岩出ヵ

121 

122 
5001 G2-f SCOl 石橋材 ー 扇平な片岩。軟質で肌理が細かし、。長さ 6.06cm 重さ 106.6gと同 8.l7cm 同73.Ogの2片。 石岡絹容雲り母の片産岩出ヵ

123 

124 5002 5002 石棺材 ー 属平な片岩。硬質で砂っぽい。長さ 8.39cm 重さ 105.4g。
絹雲母片岩
筑波寄りの産出ヵ

1
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第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

14号墳のD13)（第 61・62図・第 23表 ・図版 14・40)

遺2区El・2,F-1・2Gに位置している円墳で、調査区内では削平された墳正・周溝の北側が検出されている。

構の大部分を占める南側は調査区外となる。SB04に切られている。古墳の規模は残存部から推定して、墳正外

縁までの直径約 10m、周溝外縁までの直径約 13m。周溝の幅は 13.5～ 1. 90 m、深さ 30～ 60cmで概ね 40cm

前後を測る。覆土は黒色土 ・黒

褐色土の 2層からなるレンズ状

堆積である。

弥生遺物は縄文土器 174.6g、
E 
N 

土師器（古墳時代前土器 7.8g、

期主体） 508. 3g、須恵器（平安。
由
＼

f集埴輪 129.旬、時代） 20. 2g、

本古また、12. 4gを検出した。

墳の周溝 SD13に該当する試掘確

認調査 23トレンチの SD-1から

は、埴輪が 1,823.8g検出されて

いる。古墳時代中 ・後期の土師

<I 
<I 

器は、赤彩の坪小片が 3点確認

できるのみである。

同工品 H類と I類輪埴

の2類型が確認できた。 I類は

試掘調査 28トレンチにおいても

検出されている。胎土は白雲母
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るものと考えられる。
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H類 （01～ 06)

粘土紐積み上げ成形。基部粘土帯は幅 5.5cm、積み上げ間隔は 2cm前後。胴部器壁厚は 8～ 13mmを測る。乾

内面は丁寧なタテ指ナデが施され、積み上げ痕跡はほとんど見られない。燥単位は不明。外面はタテハケ調整。

口縁部内面は左上がりのハケメを施す。底面には明瞭な圧痕はなく、形状の歪みもない。明確な底部調整は認め

口縁部は単純に外傾する形状で、端部には丁寧なヨコナデが加えられるられないが、整った形状を示している。

を形成するほどではない。突帯は幅 2cm、高さ lcmの細身で、上稜が高い断面台形を呈している。が、匙面（凹面）

凹凸形状・走行ともに安定している。05は丸味のある断面三角形を呈し、ハケメパターンは一致するものの、

がやや異なる。透かし孔は円形、右回り切り抜き後、ナデを加えている。全体の形態は、底部から直線的に外傾

してやや開く、胴部径 20cm前後の円筒形と見られる。

I類 （07～ 13)

粘土紐積み上げ成形。基部不明、積み上げ間隔は約 3cm。胴部器壁厚は 10～ 14mmを測る。乾燥単位不明。外

面タテハケ調整で、口縁部は右上がりのハケとなる。内面は右上がりの指ナデ（積み上げ痕跡ほとんど残らなし＼）

口縁部は右上がりのハケメが施される。後述の突帯のナデ付けも左から右へ行われていることから、本類型で、

口縁部は単純に外傾し、端部調整はナデ幅が狭く、基本的に端の製作者によるものと判断できる。は「左利き」

高さ 0.8cm、下稜が不明瞭で下面のナデ付けが甘い断面面を形成するものの安定しない。突帯は幅 1.7～2cm、

三角形を呈する。下面には規則的な凹凸が認められ、突帯下の器表面には右下がりの爪圧痕が並ぶ。「断続ナデ」

による貼り付けを示し、左手の人差し指と親指で挟んで左から右へ行われ、爪圧痕は左手人差し指のものである。

透かし孔は円形、切り取り方向は不明瞭、無調整である。全形はやはり、底部から直線的に外傾してやや開く、

口径 30cm、底径 12cm程の円筒形と見られる。
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第4章検出された遺構と遺物

第4節古墳時代

15号墳（SD09・1O) （第 63・64図・第 24表 ・図版 14・40)

2区M-1・2,N 1・2Gに位置している円墳で、調査区内では削平された墳丘中央と東西の周溝が検出されている。

SI08を切り、 SI16に切られている。古墳の規模は残存部から推定して、墳正外縁までの直径 8.88 m、周溝外縁

までの直径 11.76 m、周溝は幅 0.70～ 1. 50m、深さ 34～74cmを測る。覆土は黒色土から極暗褐色土の 2層か

らなるレンズ状堆積である。

遺物は、 SD09から弥生土器 30.6g、機4.3g、SDlOから縄文土器406.旬、弥生土器40.lg、土師器（平安時代

主体） 1, 370. lg、須恵器 1,047. 3g、埴輪 716.3gを検出した。埴輪の出土量が少なく 、SD09からは出土していな

c戸c 、3 い。局部的な使用、樹

0 ＼~ 立を示している可能性

がある。しか し、本古

~にー5 、
墳を切る SI08の覆土か

喜一一寸 r ら275.8gの埴輪が検出されており、包含層位

~ Y、l~ 』 や後世の削平（9世紀

代の整地の可能性など）

己守；：：ヨ、謡守za 、 の度合いも考慮、しなけ

主ドト君主ドト己 ればならないだろう。

ム五室主五J五王ふ主三J 平安時代（9世紀代）の

己令言ヨピ王言司子 土師器は SI08由来と考

"' CーlコN〈『！ コ えられ、古墳時代前期
そ診て〉

誤けト認トト のものが 15点ほど、中・
ミ、号、
後期の赤彩の杯破片が

ま凶
"" 
h Eロ~ ＂＇Eロ~ 

ミ凶丈
桝罷 5点ある。須恵器は 8世

桝羅

音寺

刑J 制_) 紀後半～ 9世紀代のも

骨主主2ヨモ主主己ト主 ののみである。
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墳古第 4項

確認できる部位、資料数の少なさから、十分に同工品を設定するには至らないが、ハケメを手掛か輪埴

りに分類を行う。14号墳の H類とハケメパターンが一致する J類、 K類と L類のほか、 8号墳の A類とハケメが

を含む胎土（粘土状）の4類型が確認された。06・07はハケメと、黄色粒子正逆の関係にある 06・07(A’類）

の特徴、内面調整の左上指ナデが同類と一致することから、 8号墳の埴輪と見てよい。何らかの理由で本古墳の

周溝に埋没したのであろう。すると、本古墳に伴うのは、 J・K・L類の 3類型となる。K類は 1・4区（遺構外）、

でも検出されている。L類は 2区（同）

J類 （01・02)

口縁部内面にはヨコハケを施す。粘土紐積み上げ間隔は 1.5cm程度か。内面タテ指ナデで、外面タテハケ、

積み上げ痕跡を少し残している。突帯は幅2cm、高さ lcm、最終的に上・端面をナデて上稜が高い台形を呈する。

「断続ナデ」貼付であることがわかる。01の口縁部内面には右上がりのへラ記下面には規則的な凹凸が残り 、

号がある。

K委員 (03・04)

高さ 0.7cm、丸味を帯びた断面三角形を呈する。透かし孔内面タテ指ナデ。突帯は幅 2cm、外面タテハケ、

は遺構外 l区09を参考にすれば円形、切り取り面は無調整である。粘土紐の積み上げ間隔は 2cm程度か。

04はハケメが一致することから、本類型に含めた。袋状の形状から、人物埴輪の頭部である可能性が高い。

頂部が窄まる特徴的な形状を示し、上部に突帯状の貼り付け、倶lj部に円弧状の貼り付け痕跡と見られるものが

円弧状の痕跡は顔面作出表現などがある。突帯状の貼り付けは、外面ナデ調整であることから被り物の表現、

想定される。頭頂部が丸くならずに、窄まるものとして、「細長い頭部」を特徴とする「市之台型」人物埴輪（稲

しかし、本例を（石橋 2004）。当類型は胎土に雲母片を含む「筑波山系の埴輪Jに括られる村 1999）がある。

タテハケ調整、内面は無具体的に復元できる類例を見出すことはできていない。外面（突帯状の貼り付け前）

調整で粘土紐積み上げ痕跡が明瞭である。還元 ・硬質焼成である。

L類 （05)

外面タテ板ナデ調整、硬質焼成を特徴とする。胎土には他類型と同様に白雲母片を多量に含んでいる。粘土

紐の積み上げ間隔は 2cm程度か。内面は丁寧な左上指ナデが施されている。突帯は幅 1.2～ 1. 7cm、高さ 0.8cm、

上稜が高い断面台形を呈する。最終的に上・端面をナデて整形、端面は強く窪んでいる。下面のナデ付けは甘く 、

口縁部内面には左上がりのへラ記号規則的な凹凸が残り、「断続ナデ」による貼り付けであることがわかる。

がある。遺構外2区14を参考にすると、透かし孔の切り取り面は無調整である。
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第4節古墳時代

第 5項遺構外出土遺物

古墳時代前～中期の土師器と後期の埴輪が確認できる。土師器については、個別の詳細は観察表を参照された

い。 《·. ~1－ ~1; ·0~：＝，； 0 
？と4・t；ちふ 乙,id
「~－＇ ... • 01 

長義夢をど〉

配 07

第 65図遺構外出土遺物 （古墳 1) 

第 16表 遺構外出土遺物観察表 （古墳）
番号 地区名 注記 種類 g＞種 重量 口径 骨5同l j)J:j圭 器形の特徴 整形の特徴

SDOl 折り返し口施縁。さ口縁部には棟 の付口。縁文はヨコナ線デのf去に俸矢状貼状OJ 4区
G2-a 

土師器 宝E 13. 5 (3. 6) 
状の貼付が れるロ

内面は沈による羽
様が怖かれる。

頭部で「く」折直線のり字に折り返し 外面胴部細はハケハヵ。ケ頚部縁は内斜部面
た後頭幅縁。広部は 的に聞折く。り口

め向のかな 。口
02 4 rx: SJJOJ-EJ-l 土師器 童 112. 0 (16. 2) (7. 3) 

縁は で 返す。 返 は方横方向の細かなノ、わケ。れ
し口 はハケの後ナテ’が行 る。

口線は頚部に「く J0)字に折

03 l区 SD05 土師号E 宝E 30. 2 (IL 5) <5. 6> れ頚部は外反気味に聞外く＠反口 内外面共にナデ。
縁は段を有重した後更に し
て開く二 口縁となる。

1円m縁く。は口「唇〈端」部の字は面に屈取曲りさしれて 外デ整．形面。はそハケの後内下位はヨコナQ.] l区 SD05 土阿部 宮里 14. 9 (13. 8) <3. 6> の他は外面共にハケ
る。

底部平て底は大。小きさなやや上げ底気内味
05 I区 SD05 土師器 地 55. 6 <LS> 3. 4 の 体部は緩やかに湾 内面7ナ。デ。外面へラケズリの

し く聞く。
後ナ

06 l区 5102 土師器 恕台 7.1 <L 4> 
受きけ部部下段はほぼ水平に聞
、端は丸し、。向上段は外 内外商共に横方向のミガキ。
反して開く。

受接部け部部辺なロ、及び裾部は欠mする
07 l区 SD05 土師器 J凶杯 65. l <3. 6> 合 は緩や内かに外反して裾状 外面は縦方向T,のミガキ。脚内

にる。 面にソケy ト 面はへラナ
の接痕がみえる。

受け部は接脚ijjjj 合部分より欠航し

てい状山る。にし 部は上持半破でエンタ 外。面T,脚裾柱部部は縦デ。方内向のミガ
08 l区 SD05-0l 土師探 日高杯 140. 3 <6. 6> シλ らみを tちn、裾部 ナキ はす 菌はヘラ

観で屈察 て聞く。 で孔は
できない。

埴 輪 （第 66図 ・第 25表 ・図版 40)

1 区 09は 15号墳の同工品 K類。15号墳の項を参照。

、立ラ言

1/4 lOcm 

』台土 色2同 焼成 残存 備考

2粒2母子微少量量。。 白色 内外函 5YR
6/6燈

良虫干 口縁部破片 4世紀

内外面 IOYR
口縁体部部 1/4 白色粒子少量。 7/4にぷい黄 良好
～ 上端

4世紀
燈

白色絵子赤色
内面 lOYR5/3 

粒子雲母少量
にぷい黄？呂

良好 部口縁破部片～頚 4世紀
含む。

外面 lOYR7 /3 
にぶい裁授

内面 lOYR7/4 

白色位微子 黒色 にぶし、ti<~
良好 口縁部破片 4世紀

粒子品；混入。 策外燈面 lOYR 8/4 

内面 lOYR5/・I 

雲白色母粒多子量。少量；。 にぷいJi(一位 良好
底部～胴部

5世紀
外面 lOYR5／日 下半
'iltl呂

白色粒子 石英た 内外面

少状量角。物閃蹄石質微石・ま 7. 5YR5/4にぷ 良好 受け部破片 4世紀
は 白色
針量。

し、m
内面 10¥'R8/4 

赤色粒子少量t。 外浅黄燈 良好 接合部のみ 5世紀
黄面 lOYR 6/6 
明 1呂

内面 IOYR5/3 

2白2色母粒多子量。少品。 にぷしγ此1品 良好 脚柱部のみ 外5面世赤紀彩
黄外面禍 lOYR 5/8 

2 区 14が 15号墳の同工品 L類であるほかは、異なるハケメ ・属性を有するものである。10～ 13・15・

16はすべて外面タテハケ調整である。10は、 口縁端面をしっかり作るもので、端部内面には匙面が形成される。

11は、断面台形、幅 1.7cm、高さ 0.8cmと華者な突帯を持つ胴部で、最終的に上 ・端面をナデて上稜が高い形状

を示す。ナデ付けは丁寧である。破片左側の突帯の歪みは、製品の移動の際に透かし孔に手を掛けたことによ

るものである。胴部器壁厚は 9～ 12Illlilと薄手で、粘土紐の積み上げ間隔は 1.5～ 2cmと狭い。内面の指ナデは

積み上げ痕を残すものの、比較的丁寧である。 透かし孔の切り取り面は無調整。磨滅が著しいが、 11とSD0501 

は同一のハケメの可能性がある。12は、突帯下面に凹凸があることから「断続ナデ」貼付によるもので、上下

面の丁寧なヨコナデによって断面三角形に仕上げられる。内面にナナメハケが見られることから、上段は口縁部

と考えられる。透かし孔の切り取り面はナデてある。13は、胴部器壁厚 0.7～ 0. 8 Illlilと薄いのが特徴で、突帯

は幅 1.3cm、高さ 0.5cmと小さい断面台形（上稜高し＼）を呈する。損耗が著しく、その他の属性は不明瞭である。

15は、器壁厚 11～ 16Illlilの底部で、基部粘土帯幅 5cmを測る。底面に繊維状圧痕が残る。16は器壁厚 8～20凹

のやや厚手の底部で、基部粘土帯I幅6cmを測る。底面に繊維状圧痕を示す。 17は形状 ・法量から形象埴輪と考

えられ、四足動物の脚部の可能性がある。 胎士は白色の長石と海綿骨針を含み、 今回の調査で出土した埴輪の中

で、唯一、白雲母片を含まないものである。外傾する細し＼円筒形を呈し、底面には板目圧痕を残す。内外面下端
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遺構外出土遺物第 5項

にはナデ付けなどの痕跡はなく、別の部材が貼り付けられていた状況ではない。外面は板状工具によるタテナデ

である。

20が器表面の磨滅のためにやや判然としないものの、ハケメは互いに一致しない。 18は、間隔の広区3 

い追柾目のハケメを示す。突帯は下面のナデ付けが甘く 、やや凹凸があるので「断続ナデJによる貼り付けの

可能性がある。上稜が高い断面台形を呈する。粘土紐積み上げ間隔は2cmほどで、内面にはやや積み上げ痕跡を

残している。 19は、復元径 14cm程の底部破片。器壁厚 11～ 15凹、薄手の作り。基部粘土帯は幅4cm程、粘土

紐積み上げ間隔は 2cm。やや積み上げ痕を残す。外面のハケ調整は丁寧である。20は、器壁厚 16～ 33mmを測る

肉厚な底部破片で、基部粘土帯幅 6.5cm、底面には丸棒状の圧痕が残る。3点とも白雲母を多量に含む、 8号墳

それぞれ同工品は確認できず、 8・また三者三様である。の埴輪と類似する胎土であるが、製作手法は異なり 、

14・15号墳や他に想定されるものとは異なる古墳の存在が推定される。

4点とも 15号墳の同工品 K類とハケメが一致する。器壁厚 11～ 14 mm、粘土紐の積み上げ間隔は 1.5 区4 

～ 2cmと狭い。残存する底面は平滑であるが、基本的に底部調整は行われていない。突帯は上稜が高く、下稜が

丸味を帯びた幅狭の形状と見られる。
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K類 （21～24)

遺構外出土遺物（古墳 2)
［注1

1 本書で取り扱う円筒埴輪の製作法については、次の文献を基礎とする。赤塚 1979、川｜西 1978・1988、犬木 1995、埋蔵文化財研究会 20030

2 器面調整の「l次j 「2次jは、川西宏幸氏が規定する（）II西 1978）突帯の貼り付け前後による区分ではなく、単なる 「下地J「仕上げ」に

換言できるものとする。赤塚次郎氏の言う（赤塚 1979）、製作行為全体に位置づけた「整形用J「調整用Jとの対応については、十分に検討でき

ていない。したがって、本書で用いる「調整Jは、両者を包含した概念、となる。

3 本古墳出土埴輪の各段の高さの計測は、辻川哲朗氏の定義（辻）II2003）に従って設定された突帯間隔を反映させるため、回線の位置が概

ね対応する各突需の上稜と、工具の下端が接する各突帯の上面付け根を計測ラインとする。したがって、第 l段（底部）は底外端部から第 l突帯

上稜まで、第2・3段は下位突帯上面から上位突帯上稜まで、第4段（口縁部）は第3突帯上面から口縁外端部とする。
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Tr
 
A
 
円
筒
3
 
2
段

12
～
15
 
19
6.
 7
 自
答
（多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
前

タ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

1
 
凹
線
2
条

目
安
化
5Y
ll5
/
G
 IYJ
赤
褐

32
 
4
区

8
 i}
JJt
 
SD
O
I
 

A
 
円
筒
3
 
2
 f生

13
～
18
 
25
9
.
 
8
 白
~

（
多
）

、
長

、
英

、
赤
、
政

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
ナ
デ

酸
化
5Y
ll5
/
6
明
赤
禍

33
 
4
区

8
 i}
JJt
 
F
l-
j
 

A
 
円
筒
3
 
2
 f:女

1/
4
 
II阿
部
2
1. 
1
 
12
～
14
 
24
0
.
 
2
 白
~
（
多
）
、
長
、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上
桁
ナ
デ

設
定
工
J
U京
痕

右
無

酸
化
5
YR
5/
6
明
赤
泊

3<
1
 
4
区
8
号
JJt
S
DO
l 

A
 
円
筒
3o
r2
段

10
～
14
 
48
.
 
3
 白
'Ji
（
多
）
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

I
 
凹
車
~
2
条

酸
化
5
Y
ll5
/
6
明
赤
禍

S
IJ
O!
No
4
9
 

底第
l
段
高
併1
L
 
内
l面c
m
,板

35
 
4
区
B
号
ば
i

A
 
円
筒
底
的

1/
5
 
底
部
2
1.
 
4
 
12
～
26
 
53
2
.
 3
 白
雲
（多
）、
m
雲
、
長
、
夫
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

酸
化
5
YR
5
/
6
 r珂
赤
？
品

部
弘粘
之
土

S
DO
l 

伺
l王

36
 
4
 IR
 
8
勾
JJt
S
IJ
O
!N
o2
8 

A
 
P:
I筒
底
部

17
～
19
 
22
6
.
 5
 自
~
（
多
）
、
片
、
長

、
炎
、
赤

ず
テ
ハ
ケ

左
上
十日
ナ
デ

際
化、
5
YR
5/
6
 I列
赤
禍

断
面
還
元

タ
テ
ハ
ケ
→

ヨ
コ
ナ
デ
→

37
 
4
区
8
勾
-111
Fl
-
j
 

日
円
筒
口
級
官
i

9
～
10
 
93
.
 
6
 白
'fg
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

口
総
ヨ
コ
ナ
デ

タ
テ
ハ
ケ
→

1
 
-

百世
化
7
.
 
5Y
ll5
/
6
明
f品

口
紋
ヨ
コ
ナ
デ

38
 
4
区
8
号
11¥
Fl
 
j
 

B
 
I工
l筒
4
段

10
～
12
 
94
.
 I
 白
~
（
多
）
、
片
、
長

、
英

、
赤
、

Pi
タ
テ
ハ
ケ
→

タ
テ
板
ナ
デ
→

1
 
-

酸
化
5
YR
5
/
6
明
赤
倒

口
紋
ヨ
コ
ナ
デ

口
線
ヨ
コ
す
デ

39
 
4
区

日
号
IJI
E
l-
y
 S
C0
2
 
B
 1;
 
1g
筒
3
 
2
 J'lt
 

1/
8
 
JI問
rm
22
.
 
9
 
9
～
10
 
13
6. 
1
 白
雲
（
多
）
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
ヒ
ハ
ケ

1
 
設
定
工
Jl
j県
波

右
知
、〔
自費
化
5
Yl
l6
/
8
 t立

4
0
 
4
区
8
号
tJt
S
D
0
1N
o
2
9
 

日
円
筒
3
 
2Ji
ll:
 

J/
4
 
JI向
ffl¥
23
.
 
4
 
12
～
13
 
19
3
.
 
5
 白
雲
（
多
）
、
県
雲
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

際
化
5Y
R5
/6
明
赤
禍

4
1
 
4
区
8
号
上
自
S
DO
IN
o
6
 

日
円
筒
3
～
l
 f量

1/
6
 

10
～
l
 
I
 
13
4. 
7
 臼
:;g
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ナ
デ
ナ
→デ

酸
化
5
YR
5
/6
 I殉
赤
！
日

タ
テ
指

4
2
 
4
区
8
月
11¥
fol
-
j
 S
D
02
 
13 
円
筒
3
～
l
 J'J
(
 
l/
5
 
！｜阿
昔日
24
.
 
G
 
B
～
l
 I
 
19
2
.
 
0
 白
~
（
多
）
、
片

、
長

、
英
、
赤
、

IQ
タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ハ
ケ
→

I
 
-

酸
化
5
YR
5/
6
 l!J'
J赤
m

タ
テ
指
ナ
デ

4
3
 
4
区

8
 i}
JJt
 
S
DO
IN
o
5
1
 
日
円
筒
3
～
l
段

9
～
l
 I
 
S
L
 0
 白
重
量
（
多
）
、
片
、
長
、
~
、
赤
、
＂
＇

タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ハ
ケ
→

自変
化
5Y
R5
/
G
 19
・1赤
禍

タ
テ
絞
ナ
デ

4
4
 
4
区
8
号
』lf
l
E
J-
y 

13 
円
筒
3
～
l
 j没

l/
6 
JI 同
部
23
.
 3
 
9
～
13
 
28
8
.
 
3
 自
主
i
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
1JJ.

タ
テ
ハ
ケ

左
上
ナ
デ
つ
→

設
定
工
具
陳
lfl

｜析
酸面
化還、
元
5
YR
6
/
8
俊

タ
テ
板
ナ
デ

45
 
4
区

8
 f}
IJt
 
E
l
 t
 

日
円
筒
3
～
l
 l立

10
～
l
 I
 
8
6. 
4
 白
雲
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
Pi

タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ナ
デ
？
→

設
定
工
只
僚
痕

自由
化
5
Yl
l5
/
6
明
赤
偽

タ
テ
板
ナ
デ

11
6
 
4
区

日
号
111
G
l
 e
 

13 
内
筒
3
～
l
 段

13
～
15
 
11
4. 
9
 白
~

（
多
）

、
片

、
長

、
英

、
赤

、
政

タ
テ
ノ
、
ヶ

ヨ
コ
ナ
デ
つ
→

1
 
-

目覚
化
5Y
ll
5/
6
明
赤
他

デ
テ
板
ナ
デ

47
 
4
区
8
号
JJt
S
ll0
2
 0
2
 r
 
日
円
筒
底
許
II

18
～
19
 
58
.
 I
 白
~
（
多
）
、
長

、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
ハ
ケ

酸
化
5Y
R
5/
6
 I河
赤
泊

底
rm
粘11-l
土
枯
内
面
1ii

目
圧

11
8
 
4
区
8
号
lJt
S
IJO
lN
o5
2 

13 
円
筒
底
許
II

1/
5
 
底
的
22
.
 
0
 
14
～
2
1
 
29
6
.
 
5
 白
繁
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
＂
＇

タ
テ
ノ
、
ヶ

タ
ァ
ハ
ケ
→

般
化
5Y
ll
5
/
6
 I列
赤
禍

底
ヨ
コ
ケ
ズ
リ

4
9
 
4
区

8
 i｝
積
S
D0
1N
o5
l
 
日
円
筒
底
許
II

1/
5
 
底
部
22
.
 
5
 
14
～
2
7
 
23
5
.
 6
 白
~
（
多
久
保
雲

、
長
、
炎

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
ハ
ケ
→

目安
化
、
5Y
R6
/
8
 t立

底
紋
部
圧
痕粘
土
｛
I¥＇
内面
1;!:
m
 

Jl£
ヨ
コ
ケ
ズ
リ

｜折
面
ill
元

50
 
4
区

8
 f}
JJt
 
fol 
l
 
c
 
似
顔
日
中
京
許
11

9
～
l
 I
 
8
0. 
9
 自
答
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
政

タ
テ
ハ
ケ

左
上
ハ
ケ

西宮
化
5Y
R
5/
6
 I列
赤
禍

外
商
赤
彩
ヵ

5
1
 
4
区
8
号
JJt
S
DO
I
No
4
 I
 4
8 
c
 
円
筒
4
 3
・
2
1北

1/
6
 
JJ.:
rn
1
 
24
. 
0
 
I
 
l
～
2
1
 
11
4
6
.
 
9
 自
家
（
多
）
、
Jt
、
長
、
英
、
赤
、
政

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

般
化
5Y
R
5/
6
 IY
J赤
禍

第 3
J没
1
 段
高
l
I. 
8
、
第
2
・

E
l-
t
 

底
部

各
10
.
O
cm
 

52
 
4
区
B
勾
IJt
E
l
 y
 

c
 
円
筒
4
 
3
段

1/
5
 
日同
官
i
25
.
 
5
 
I
 
l
～
12
 
19
8.
 9
 白
~
（
多
）
、
長
、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
ァ
指
ナ
デ
→

右
1！

~
酸
化
5
YR
5/
6
明
赤
1品

左
上
ノ
、
ヶ

53
 
4
区

8
 I〕
lJt
S
OD
 1
N
o
46
 
c
 
円
筒
3
 
2Ji
ll:
 

l/
6
 
1同
部
29
.
 3
 
10
～
12
 
25
3
.
 
7
 白
雲
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
前
（
多
）
、
チ
ー
γ
タ
テ
ハ
ケ

タ
ァ
指
ナ
デ

右
1！

~
酸
化
5Y
ll
5/
6
 ry
j赤
褐

54
 
’l
区

8
 J;}
JJt
 
r
z-
r
 r
2
 k
 
c
 
円
筒
4
 
3
段

10
～
12
 
9
8
.
 
3
 白
w,
（多
）
、
JI
、
長
、
英
、
赤
、
tli:

タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ハ
ケ

1
 
-

円変
化
5
Y
ll
5/
6
明
赤
禍

55
 
11
区

8
 ~｝

JJ
t 
S
DO
l
N
o
48
 
50
 
c
 
円
筒
3
 
2
 J'lt
 

J/
1!
 
1阿
部
2
4. 
5
 
10
～
12
 
4
0
4
.
 
8
 自
家
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
政
（
多
）
、
チ
ャ
タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
m
ナ
デ

；｛
：，
無
円安
化
5
Yl
l5
/
6
 I列
赤
十
品

5
1
 

5
6
 
4
区
8
号
11¥
E
l-
s 
E
l
 t
 
C
 
P:
I 筒
3
 
2
段

l/
5 
月
同
制
l
24
. 
5
 
10
～
12
 
27
0
.
 
6
 白
~
（
多
）
、
片
、
長

、
英
、
赤
、
＂
＇

タ
テ
ハ
ケ

ク
テ
指
ナ
デ

1号
無
西空
化
7. 
5
Yl
l5
/
6
明
↑品

E
l
 y
 

57
 
4
区

8
 i:}
l./t
 
S
DO
l
N
o
2
3
 
c
 
円
筒
3
 
2
段

10
～
12
 
18
2
.
 2
 自
家
（
多
）
、
片
、
長
、
英、
赤
、
旅

タ
テ
ハ
ケ

'.I
テ
指
ナ
デ

開
変
化
5
YR
5
/6
明
赤
禍

58
 
4
区

8
 .f
jt
白
F
l-
o
 

c
 
円
筒
3
 
2
段

I
 
l
～
12
 
11
5
.
 
6
 白
1t
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤、
J.N

デ
ァ
ハ
ケ

タ
テ
m
ナ
デ

酸
化
5
Y
ll5
/6
明
赤
禍

59
 
4
区
8
勾
JJI
E
l刊
X

c
 
11
1筒
3
 
2
段

1
 l
～
12
 
6
4. 
8
 白
~
（
多
）
、
片

、
長

、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
J甘
ナ
デ

布
無

酸
化
5
YR
5
/
6
明
赤
f品

6
0
 
4
区
8
号
股
f-
2-
t
 
c
 
円
筒
底
許
II

l/
G
 
底
的
；
19
.
 
9
 
16
～
2
1
 
20
8
.
 
5
 白
~
（
多
）
、
片
、
長

、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
m
ナ
デ

底
外
端
に
紋
定
工
只
僚
f良

断
酸
面
化i還、
元
5¥
'll
G
/8
 j在

6
1
 
4
区
8
号
lJt
S
DO
 1
N
o
5
3
 

じ
円
筒
底
許
II

1/
4
 
底
部
18
. 
4
 
17
～
23
 
37
3
.
 
8
 自
家
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上

~ti旨
ナ
デ
ー

底
外
制
に
設
定
工
兵
僚
ff(

酸
化
5Y
R5
/
6
 l]IJ
赤
1呂

タ
テ
ナ
デ

第
20
表

σ
3
 
c.o
 



第
21
表
埴
輪
属
性
表
（
8
号
墳
）

--
-J
 
0
 

番
号
$¥
J査
区

遺
構

注
記

分
類
骨
量
種
在日
（立

残
存

法
；監

機
墜
l草
重［
，＇
_i:

胎
土
（
含
有
物
）

成
形
総
面
市

~l!
fil

突
il:
'fi
l
跡

透
か
し
孔

（
円
問
）
,lJ
-i
JllJ
位
置
直
径

外
商

内
面

ノ
、
ケ
メ

t完
成

色
:l¥'.
J

備
考

62
 
4
区
B
号
J:ft
S
DO
l 

c
 
円
筒
底
部

1/
4
 
底
的
20
. 
4
 
！？
～
2
1
 
43
7.
 2
 

デ
テ
ハ
ケ

タ
7
r
.
J
ナ
デ

底
外
端
に
設
定
工
』
~I
京
浜

酸
化
5Y
R5
/
6
明
赤
他

口
縁
部
3

タ
テ
ハ
ケ
ー

ヨ
コ
桁
ナ
デ
→

段第
3
段
目
9
.5
、
第
4

63
 
4
区
8
号
IJt
S
D0
1
No
56
 

日
円
筒

1/
3
 
口
縁
部
36
.
 
4
 
9
～
14
 
22
15
. 
0
 白
雲
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
民
（
多
）

4
段
ヨ
コ
ハ
ケ
ー

2
 
凹
線
2
条

右
無

首長
｛ヒ
5¥'
R5
/
6
 llfl
赤
1品

2
f生

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ

13
.
 
5c
m 

口
縁
部
3

タ
テ
ノ
、
ケ
・

4口ヨ
段級
コヨ
指ヨ
コナコ
ハデ
ナケ
ーデ
・ー

段第
2
段
高
l
I. 
O
、
第
3

6•
1 
4
区
8
号
I.I¥
S
DO
!N
o5
7 

D
 
円
筒
2
 
I
段

1/
2
 
口
紋
部
35
.
 
8
 
9
～
15
 
35
00
. 
0
 自
家
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
'11<

口
紋
ヨ
コ
ナ
デ

2
 
-

右
無

際
化
51'
R5
/
6
明
赤
禍

同
10
.
0
、
第
4
段

13
.
 
O
cm
 

65
 
4
区
8
号
lft
Fl
-
j
 S
D0
2
 
D
 
円
筒
口
縁
剖
；

l
 l
～
13
 
10
6. 
3
 白
雲
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ
ー

ヨ
コ
ハ
ケ
ー

2
 
-

酸
化
51
'R
5
/6
明
赤
尚

口
級
ヨ
コ
づ
デ

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ

66
 
4
区
8
号
I.I¥
El
-y
 

D
 
円
筒
4
段

9
～
l
 l
 
65
. 
6
 白
~
（
多
）
、
片

、
長

、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ハ
ケ
→

2
 

自
変
化
5¥
'R
5
/
6
明
赤
1品

外
面
へ
ラ C
J記
字
号
形
「左

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ

上
聞
き

67
 
4
区
8
号
I.I¥
F
2-
u
 

D
 
円
筒
4
段

l
 l
～
12
 
19
. 
9
 自
~

（多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ノ
＼
ケ

2
 

酸
化
5¥
'R
5
/6
明
赤
禍

外
而
へ
ラ C
J記
字号
形
「左

上
聞
き

68
 
4
区
8
号
IJt
F2
-p
 

D
 
円
筒
4
段

12
～
l3
 
19
. 
0
 白
雲
（
多
）
、
片
長
、
炎
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ハ
ケ

2
 
-

酸
化
5¥'
ll5
/
6
明
赤
尚

外
面
へ
ラ
妃
号

69
 
4
区
8
号
IJt
E
l-
o 

D
 
円
筒
4
段

10
～
l
 
I
 
9. 
9
 自
~
（
多
）
、
片

、
長

、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
ハ
ケ
－
・

2
 

百
世
化
5¥
'R
5
/
8
明
萌
i<J
ll

外
商
へ
ラC
J記
字
号
形
「左

口
線
ヨ
コ
ナ
デ

上
聞
き

ヨ
紋
コ
板
ヨ
ナ
デ
ー

酸
化、

70
 
4
区
8
号
噴
F
l-
j 

D
 
円
筒
4
 3
段

12
～
16
 
19
1. 
6
 白
~
（
多
）
、
片

、
長

、
炎

、
赤
、
旅

タ
テ
ハ
ケ

ロ
コ
ハ
ケ
ー

2
 

5
YR
6
/
8
俊

ロ
紋
ヨ
コ
ナ
デ

l析
面
還
元

71
 
4
区
8
号－
I.I¥
P
l-
y 

日
円
筒
4
～
2
段

I
 l
～
13
 
15
9
.
 
0
 lコ
:11
（
多
）
、
片
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

ヨ
コ
板
ナ
デ

2
 
凹
線
2
条

酸
化
5¥
'R
5
/
8
明
赤
m

72
 
4
区
8
号
lft
F2
-
p
 
。
円
筒
4
～
2
段

13
～
16
 
94
. 
2
 白
雲
（
多
）
、
片
、
長
、
英
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4
 
突
li
t下
而
l旦
l凸

断
面
iS1
元
5Y
ll5
/6
明
赤
渇

第
3
段
高
10
.
Oc
m 

'i
i 圭
左
上
ハ
ケ

11
2
 
4
区
8
月
If¥
4
区

G
 
円
筒
4
～
l
 段

10
～
12
 
58
. 
l
 臼
~
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

左
上
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

4
 
自宅
J,
l'i
下
而
凹
凸

酸
化
5Y
R5
/
6
 I列
赤
褐

11
3
 
4
区
B
月
IJ
t
S
D
O
l
 

G
 
P:
I筒
3
～
l
段

10
～
14
 
62
.
 
2
 白
~

（
多
）
、
片
、
長

、
英
、
赤

左
上
ハ
ケ

タ
テ
rn
ナ
デ
（
→

'l
 
突

il
'i下
而
［

1!1
1~1

酸
化
、
5
Yll
6/
8
位

デ
テ
ハ
ケ
）

l~
i函
還
元

第
22
表

-.
.J
 
ト
」

湖 町 一 泊 協 議 、 ナ 圧 汁 剛 志

埴
輪
属
性
表
（
14
号
墳
）

出，
111
1
区
ill
情

注
記

分
定
l
:?if
極
Ifi
ll
立

残
存

法
:!il
;

:?if
！
笠
厚
ffi
:!i
l; 

胎
土
（
含
有
物
）

成
形
球
面
倒
整

ノ
、
ケ
メ

突＇
：i'i
痕
跡

透
か
し
孔
焼
1&

色
刷

側
i考

番
号

（円
周）
日ト
iJl
lJI
立
佐
直
径

外
而

内
面

O
l
 
2
区
14
号
IJt
坂
t.
UI
0
8
.
 
C
.
 
23
T
r
 
II 
円
筒
口
tl
tf
fl

8
～
10
 
46
.
 
4
 白
袋
（
多
）
、
長
、
英

タ
7
ー
ハ
ケ
→

左
上
ハ
ケ
ー

5
 

齢
化
7
.
 
5
YR
,J/
6
千品

S
D
 I
 

口
紋
ヨ
コ
ナ
デ

口
紋
ヨ
コ
ナ
デ

02
 
2
区
14
号
If¥
坂
州
I0
8.
 C
.
 
23
'1
句
1
日
円
筒
j阿
部

8
～
l
 l
 
34
.
l
 白
~
（
多
）
、
長
、
英

タ
テ
ハ
ケ

左
上
ハ
ケ
ー

5
 

右
ナ
デ
阿世
化
7. 
5Y
R4
/
6
1む

タ
テ
指
ナ
デ

03
 
2
区
14
号
境
坂
畑
08
.
C. 
23
T
r
 
II 
円
筒
｝｜
阿
部

8
～
10
 
94
. 
8
 白
雲
（
多
）
、
長
、
英

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

5
 

不
明
ア
ナ
酸
化
7. 
5Y
R
4/
6
1呂

S
D
-
I
 

04
 
2
区
14
号
If¥
l反
:till
08
.
 
C. 
23
T
r
 
II 
円
筒
｝阿
部

9
～
10
 
65
.
 
4
 白
窓
（
多
）
、
長
、
英
、
赤

デ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

5
 

右
ナ
デ
酸
化
7. 
5Y
R4
/
6
 I品

05
 
2
区
14
号
JJt
S
DJ
3
 No
Ol
 
II 
P:
I筒
II同
11
11

12
～
13
 
10
3
.
 2
 白
雲
（
多
）
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ノ
、
ヶ

タ
テ
桁
ナ
デ

5
 l) 
-

際
化
7
.
 
5Y
R4
/6
千品

06
 
2
区

H
 -

l}
JJ
~ 

lぷ
~1

11
0
8
.
 
C
.
 
23
"1
句
r
日
円
筒
底
的

13
～
17
 
70
.
 3
 自
窓
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

デ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

5
 

酸
化
7
.
 
5
YR
4
/
6
1品

S
D
 I
 

07
 
2
区
l,
lJ
；〕
股
販
制
II
08
. 
C
.
 
23
T
r
 
J
 
P:I
筒
口
紋
rm

6
～
10
 
20
. 
4
 自
家
（
多
）
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ
ー

右
上
ハ
ケ
→

6
 

酸
化
7. 
5Y
ll
4
/
6
1
&
 

S
D
 I
 

口
紋
ヨ
コ
ナ
デ

口
紋
ヨ
コ
ナ
デ

08
 
2
区
14
号
償
販
制
II
08
.
 
C. 
23
T
r
 
l
 
円
筒
II同
開
l

12
～
13
 
4<
1. 
0
 白
~
（
多
）
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

右
上
指
ナ
デ

6
 
5尾
市
下
右
下
り
爪
圧
痕

酸
化
7. 
5
YR
4
/
6
 l品

SD
 
l
 

09
 
2
区
l4
号
！Jt
坂
州
08
.C
.
 
23
T
r
 
l
 
円
筒
口
続
問
l

1/
5 
口
線
的
28
.
 7
 
8
～
lO
 
74
.
 
0
 白
~
（
多
）
、
片

、
長

、
英
、
赤

右
上
ハ
ケ
ー

右
上
ハ
ケ
→

6
 

際
化
7
.
 
5
Yll
4/
6
褐

S
D
 l
 

口
紋
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ

10
 
2
区
14
月
頃
坂

~1
ll
08
. 
C
.
 
2
3
T
r
 
I
 
円
筒
口
級
～
胴
許
1:

8
～
9
 
12
2
.
 
4
 白
雲
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

胴
タ
テ
ハ
ケ
→

右右
上
指
ナ
デ
→

6
 
'?
Rm
下
乱
而4
目

li
~l
、
突
｛

i／
下
右
下

酸
化
7. 
5Y
R
4/
6
1品

S
D
 
I
 

口
紋
右
上
ハ
ケ

上
ハ
ケ

り
爪
圧

11 
2
区
14
号
1頃
坂
士
Ill
08
.
 
C
.
 
23
T
r
 
I
 
円
筒
II同
剖
1

12
～
13
 
68
.
 I
 自
主
主
（多
）、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

右
上
桁
ナ
デ

6
 
突
1W
圧
下
痕前
川
！
日
、
突

ii~
＇
下
右
下
左
ヵ
!!!¥ 
酸
化
7
.
 
5Y
R
4
/
6
 ／品

り
爪

12
 
2
区
14
月
If¥
坂
州
I0
8
.
 
C
.
 
23
T
r
 
l
 
円
筒
月同
rm

10
～
l
 I
 
34
.
 I
 自
~
（
多
）
、
片
長

、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

6
 
突
・Iii
下
而
l山
山

酸
化
7
.
 5Y
R4
/6
 tl
1 

S
D
 I
 

13
 
2
 IZ:
 
14
月
!ft
l販
制
08
.C
. 
23
T
r
 
I
 
円
筒
II同
官官

1/
3 
II 同
部
15
.4
 
13
～
14
 
10
2
.
 
6
 自
主
主
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

右
上
指
ナ
デ

6
 

酸
化
7. 
5Y
ll4
/
6
1日

S
D
 I
 

第
23
表



第
24
表
埴
輪
属
性
表
（
15
号
墳
）

f昨
号
ー
側
主
E区
m
昨

注
記

分
m
際
秘
在
日｛
立
rJ
IY
干

f去
五
t

骨骨
堕
厚
虫
lil:

JI台
土
（含
有
物
）

日比
形
骨量
面
制
盤

突
イ
持
痕
Wf

透
か
し
孔
#'
En
x 

（円
周）
,ll-
削
lj
位
置
直
径

外
国

内
而

ハ
ケ
メ

色
側

｛~i
i考

01
 
2
区
15
号
ザ
｛
S
Dl
O 

J
 
円
筒
口
紋
部

9
～
l
 l
 
13
.
 
8
 自
m
（多
）
、
良
、
菜
、
赤

世
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ
ー

5
ヵ

断
酸面
化還
、元
7. 
5Y
R5
/6
 Pf
jj
日

内
面
へ
ラ
記
号

ヨ
コ
ハ
ケ

「×
J
jJ
 

0
2
 
2
区
15
号
ザ
i
S
l0
8
 

J
 
円
筒
H問
問
l

IO
～
12
 
56
.
 
0
 自
~
（
多
）
、
長

、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

5
カ
突
！it
下
面
凹
凸

円安
化、
7
.
 
5
YR
5
/
6
明
偽

｜折
面
還
元

0
3
 
2
区
15
号
境
S
D
lO
 

K
 
円
筒
胴
部

10
～
12
 
4
2. 
9
 白
~
（
多
）
、
）
；
＼
＼
~
、

j午
、
長

、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

7
ヵ
ー

左
ヵ
無
問
責
化
、
5Y
R
6/
6
 I立

l断
面
還
元

04
 
2
区
15
 -lj
・IJ
t 
S
DI
O
 

K
汗~

!l
!
人
物
鋭
部
ヵ
1/
2
 
下
端
8
.
 
2
 
4
～
12
 
52
. 
5
 自
家
（
多
）
、
長
、
英
、
赤

タ
ァ
ハ
ケ
、
ナ
デ

指
J叩
え

I
 

i笠
冗
2
.
 
5
Y
3/
3
 P：
｝
オ
リ
ー
プ
渇

0
5
 
2
区
15
号
ザ
i
5
10
8
 

L
 
円
筒
口
紋
～
胴
部

9
～
l
 I
 
75
.
 
4
 自
'R
（多
）
、
長
、
炎
、
赤

デ
テ
板
ナ
デ

左
上
指
ナ
デ

兎突｛
lヵi
i下
面
凹
凸
、
突
！i'
i上
爪
圧

内
還
面
元直
変、
化
5
Y
4/
2
 I.天
オ
リ
ー
プ
内「
×
而
lへ
ラ
記
号

J
カ

0
6
 
2
区
15
号
！ft
S
DI
O 

A
 
円
筒
目同
開
；

l
 
l
～
12
 
<13
. 
6
 白
書
~

（
多
）

、
!l

:\
~

、
片

、
長

、
英

、
赤
、
災
ヂ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

般
化
5Y
R
5/
6
明
萌
q
.日

07
 
2
区
15
号
ザ
i
S
D
lO
 

A
 
円
筒
底
部

15
～
2
0
 
6
1. 
1
 自
主
主
（
多
）
、
黒
雲
、
片
、
長
、
英
、
赤
、
"Yi.
iむ
滅

指
ナ
デ

百貨
化
5Y
R5
/
6
 llfl
赤
間

第
25
表
埴
輪
属
性
表
（
遺
構
外
）

ー4 N
 

自E
号
2周
査
区

泣
m

注
記

分
百
I
店
；傾

部
（立

伐
Y.f・

法
bl;

器
墜
厚
fi
li
il: 

胎
土
（
含
有
物
）

成
斤
~

：！
：＞
面:

ti~
盤

gR
!
ii痕
跡

透
か
し
孔
焼
成

色
lt¥1
1

（
円
周
）
;l!
-ij
ll
l位
置
直
径

外
面

内
部

ノ
、
ケ
メ

日ii
考

09
 
l
区

遺
構
外
S
I0
5
表
土

K
 
円
筒
胴
部

I
 
l
～
13
 
92
.
 7
 白
雲
（
多
）
、
片
、
長
、
英

タ
テ
ハ
ケ

指
J甲
え

7
 

右
無
西空
fヒ
5Y
R5
/
4
に
ぶ
い
赤
尚

10
 
2
区

遺
f枠
外
2
区

一
円
筒
口
縁
部

7
～
8
 
5. 
5
 自
~
（
多
）
、

j干
長

、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ
ヵ
ー

ヨ
コ
ハ
ケ
→

l!lz
化
5Y
R5
/
6
明
赤
1砧

口
紋
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ

II 
2
区

迎
f市
外
2
区

円
筒
日間
百
円

9
～
12
 
69
. 
5
 白
雲
（
多
）
、
片
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

右
無

酸
化
7
.
 
5Y
R5
/
6
明
m

12
 
2
区

泣
t!l』
外
2
区

円
筒
胴
部

9
～
10
 
38
.
 
G
 白
雲
（
多
）
、
片
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上
ハ
ケ
ー

突
lli
下
而
凹
凸

右
ナ
デ
酸
化
7. 
5
YR
5/
4
に
ぶ
い
悩

ず
テ
指
ナ
デ

13
 
2
区

遺
構
外
2
区

一
円
筒
胴
(ff
,

7
～
S
 
20
. 
I
 白
~
（
多
）

、
片

、
長

、
炎
、
赤

タ
テ
ハ
ケ
ヵ

指
ナ
デ

不
明デ
ヵ
サ
般
化
5Y
R5
/
6
明
赤
1品

14
 
2
区
w
，枠
外
2
区

L
 
円
筒
l阿
部

9
～
12
 
32
.
 
8
 白
~

（多
）
、
片
、
長

、
災

タ
テ
仮
ナ
デ

左
上
指
ナ
デ

突
iii
下
面
凹
凸

右
無
l折
酸百
化
、
5
YR
5/
6
明
赤
！品

面
還
元

15
 
2
区

遺
構
外
S
J
 11 

円
筒
底
部

I
 
l
～
16
 
56
.
 
3
 自
~
（
多
）

、
片
、
長
、
英

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

百世
化
5
YR
5/
6
明
赤
褐

16
 
2
区
i立
1#1
外
2
区

一
円
筒
底
部

8
～
2
0
 
90
.
 
6
 白
~
（
多
）
、
黒
雲

、
片
長

、
炎

、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

酸
化
7.
 5
YR
5
/
4
に
ぶ
い
悩

17
 
2
区

P1
7
 
1'1
7
 

形
!ii
if!I
J物
脚
部
ヵ
1/
3
 
底
部
8
.
 0
 
12
～
2
1
 
94
. 
7
 fr
針
、
長

タ
テ
板
ナ
デ

ヨ
コ
指
ナ
デ

還
元
2
.
 5Y
1
/
2
 II背
灰
政

底
面
板
目
圧
痕

18
 
3
区

遺
構
外
3
区

一
円
筒
！｜向
剖
；

l
 
l
～
12
 
6
1. 
0
 自
室
（
多
）
、
片、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

酸
化
5Y
R5
/
4
に
ぶ
い
赤
1品

19
 
3
区
ill
構
外
3
区

一
円
筒
底
部

l
 
I
～
15
 
7
,1. 
2
 自
~

（多
）
、
片
、
長

、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

内
還
面
元
酸
、化
2
.
 
5
Y
5
/
3
 "J/i.
l品

20
 
3
区

遺
構
外
3
区

円
筒
底
部

16
～
33
 
3
10
. 
8
 白
雲
（
多
）
、
片
、
長
、
茶
、
赤

タ
テ
ハ
ケ
ヵ

左
上
指
ナ
デ

~'
ti
ヒ
5Y
R5
/
6
明
赤
禍

2
1
 
4
区

遺
構
外
4
区

K
 
円
筒
II同
f叩

I
 
l
～
12
 
36
.
 
3
 白
雲
（
多
）
、
片
長
、
1J.i

タ
テ
ハ
ケ

タ
7
指
ナ
デ
、
ヨ
コ
ハ
ケ

7
 

酸
化

5Y
R
5
/4
に

-S
~v

、赤
泊

つ
2
4
区
i立
憎
外
4
区

K
 
内
筒
II同
剖
l

12
～
14
 
24
. 
4
 白
雲
（多
）
、
片
、
長
、
主
主、
赤

タ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

7
 

酸
化、
5Y
R
6
/8
 !ff 

断
面
jfi
l
元

23
 
4
区

遺
構
外
4
区

K
 
円
筒
胴
部

I
 
l
～
13
 
3
2. 
7
 自
窓
（多
）、
片
、
長
、
英
、
赤

タ
テ
ハ
ケ

タ
テ
指
ナ
デ

7
 

百貨
化、
5
YR
6
/
8
位

｜断
面
還
元

24
 
4
区
1立
十
枠
外
4
区

K
 
円
筒
底
部

14
～
2
0
 
78
.
 
6
 白
察
（
多
）
、
片
、
長
、
英

タ
テ
ハ
ケ

左
上
指
ナ
デ

7
 

一
還
部
元
般
、化
2. 
5Y
6
/
4
に
ぶ
い
員

＊
「部
位
J
口
縁
部
口
縁
端
部
が
残
る
第
4
段
破
片
、
4
段
口
縁
端
部
が
残
ら
な
い
第
4
段
破
片
、
底
部
底
端
部
が
残
る
第
l
段
破
片
、
l
段
：
底
端
部
が
残
ら
な
い
第
1
段
破
片
。

＊
「法
量
J
「
直
径
J
単
位
。
c
m
、
計
測
位
置
が
胴
部
の
場
合
は
最
大
径
。
「器
壁
厚
J
単
位
：
m
m
。

＊
「重
量
J
単
位
：
g
。

＊
「
含
有
物
J
白
雲
：
白
雲
母
、
黒
雲
黒
雲
母
、
片
絹
雲
母
片
場
破
片、
長
：
長
石
、
英
石
英
、
赤
．
赤
色
粒
子
（
ス
コ
リ
ア
）
、
黄
：
2
～
6
m
m
大
の
黄
褐
色
粒
子
（
土
器
状）
、
チ
ャ
チ
ャ
ー
ト
。

＊
「
成
形
・
器
面
調
整
」
左
上
：
左
上
が
り
の
斜
方
向
、
右
上
・
右
上
が
り
の
斜
方
向
。

＊
「
突
帯
痕
跡
」
突
帯
間
隔
設
定
や
貼
り
｛寸
け
に
か
か
わ
る
痕
跡
。
口
端
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第4章検出された遺構と遺物

第 5節平安時代

第 l項住居跡

SI02 （第 68～ 70図・第 26表 ・図版 15・41)

1区C-1・2Gに位置し、遺構の大半が検出され、北西隅部が調査区外になっている。南北 2.92 m、東西 3.05 

mの平面正方形で深さは 28cmである。主軸方向N-15°-E。覆土は 4層に分層されレンズ状堆積となっており、

第4層は焼土層である。東西の壁際付近では、床面上に焼土及び炭化材が局部的に 0.4～ lmの範囲で、堆積して

いる。硬化面は床面の中央部から南壁際にかけて存在する。壁際には幅 20～25cm、深さ 5～12cmの周溝が北

壁を除いて巡る。この周溝の下には切られている古い周溝が存在し、 15cmほどやや内側に巡っている。カマド

は北壁中央部を 45cm掘り込んで設置されており、両袖部は壊されていた。火床痕が燃焼部に存在する。カマド

内の中央には、底面からやや浮いた位置に土師器有台椀（05）が伏せて置かれ、その上に山砂を挟んで土師器小

形護の底部（04）が伏せて重ねられていた。支脚として用いられたものと見られる。

遺物は縄文土器 384.旬、弥生土器 94.6g、土師器 3,488.4g、須恵器 2,016.2g、土製品（土器片錘ほか）

14. 2g、石器（縄文・葦lj片） 6.0g、石製品（台石） 1,908.2g、鉄製品 16.3g、炭 1,478.5g、機 105.2gを検出した。

カマド及びその周辺と、東壁際にまとまる。カマド付近の土器はすべて破片で、炭化材とともに、カマドの破壊・

埋没（カマド覆土第 l層・焼土、天井部ヵ）後に堆積した住居覆土第2層に含まれる。東壁際のものは焼土の上

に載り、須恵器翠の底部大破片（12）と、土師器蚤（03）が逆位で、つぶれて壁に寄り掛かった状態で検出された。

鉄鎌（14）の刃部破片はカマド前の遺物群の中で検出されている。

これらの遺物から、本遺構は平安時代 （9世紀後半）と判断される。
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第 68図 SI02 

SI02 

l暗オリープ褐色土 粘性中 しまり中 VIプロック多量（φ2-10mm）、炭化物少量

2黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 VIプロック少量、炭化物少盆

3黒褐色土 7. 5YR3/l 粘性中 しまり中 VIプυック少量、炭化物中部；（φ210胴上遺物多量
4自音赤褐色土 10R3/2 粘性中 しまり中 VIプロンタ少量、焼土多量（ ¢ 2 10皿）、炭化物少量、遺物多量

SI02カ7 ド

1 H音赤褐色土 10R3/2 粘性なししまり強 焼土居状をなす

2黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 焼土 ・粒子中 2mm少量、炭化物 ・粒子φ2皿少量

3灰褐色土 7. 5YR6/2 粘性なししまり強 VI¢ 2 10凹・ 粒子中盆
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第4章検出された遺構と遺物

第 5節平安時代

14 

1/2 5cm 

- 13 1/3 lOcm 

第70図 SI02出土遺物 （2)

第26表 SI02出土遺物観察表
番号 注記 種類 器種 重盆 ロ1圭 器商 底1圭 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

内面 5YR

胴縁部はやや日縦長の球字形にヵ、 口縁部内外ヨコナデ、。内胴郎 雲母 白多色日 4赤／~~にぷい
01 
No. 07 08 15 

土師器 世E 215. 4 (20. 3) (13. 3) 口部唇はくJの 外反
外面はヘ7。ラケズリ 、 面は

粒子やや
良好 口縁部部 I／ー1 常総型~1l!

17 18 19 し口 部は摘み上げられ しア、。少量ス。コ 外面 7.5YR ～府 1/3
る。

へラナ
5/3にぷい
？呂

内面 7.5YR 

底部は平部a 底で口。緩容胴や部部は球形を デのナ口。縁デ後。部外へは内外面共にヨコナ 雲粒母子やや白多色
6/4にぶい

二良次焼好成呈し顎 か し 面目同部ア。はへラケズリ 世
底常総部型木5業E痕02 一括 士郎器 褒 212. 5 14. 3 15. 25 7. 5 て聞く。 容 は繍に外み反上げ ラナ 内面はへラ 外面 5YR

1/3 

られる。
し、。

5檀/4にぷい
7リ

横7円0縁方部は内外四共にヨコナ 内面 lOYR

底部はやや幅の広頭いく。平部底で口。緩容
外面胴部は縦ズ方リ向から 白色位子少 6黄／3俊1こAごし、

二良次焼好成03 No. 02 O•I 土師器 5草 451. 9 l ~. 8 15. 1 9. 2 
胴部は球形を呈し

7向に。放のへラケ の後7口へ痕、 盆や母。多多小量し、。。隊雲や 底部欠損 常総型号電
やかに外み反上して開 ラナ 射内面はヘラナ 外面 2.5YR 
部は摘 げられる。 底部 状の深い木 5赤／~＆にぶい

Tリ

あり。

底部は幅ぽ広水の平底打。ち胴部下
外面l洞部はへデ。ラケズリ。砂内 内外面

常総fちj量型現04 No. 05 土師器 ~ 158. 7 <4. O> (7 9) ｛亦立でほ 。平破に 欠jきm、 f面民。はへラナ 底部は回 長石多・石し英・lOYR 5、／黄4 良好 胴体部部完下端形～ 口 ～胴部状なになる 断面の工 雲母 、’
にぶし 褐 打欠き

Iまし、。

体部は緩や」ややの字か高に内湾内す湾気る。味 底台部施7は付。回ささ転へラ外切りの後高

内面 10¥'R

高は く、 が れ面る。は 面はロク 雲や白母色多粒多い。子い。や
1/2黒

二次良k焼T成 日縁部～体損 内面黒色処05 No. 14 土師器 有台t克 237. 0 14. 8 5. 3 7. 7 にp「ハ に開く。内端 ロナ 内 細かなミガ
外面 IOYR

部 1/4欠 理
接地。 キが れる。 6黄／燈3にぷい 7~ 

内面 7.5YR 

体部直線は的直線に的「に開く 高台 高台は回。転ナ体へデ。部ラ切りの後に
雲や白母多色粒多し、。子い。や

6/4 Iこ』：し、

06 No. 07一括 土師器 有台血 92. 7 13. 2 3.1 6. 1 は ハJの字に開 付される は内外面共 m 
良好 欠口縁矧部 2/3

く。 lこロタロ
外面 lOYR

6黄／4燈にぶい

底部はやや上げ底や気内味湾の平 底部及びズ体リ。部体下7突。端痕部は手内持ち 内外面
ヘラケ は 外 ～口縁底部部 1/4 07 一括 須恵、器 盤台杯 83. 3 (13.7) 4. 7 6. 3 底で、体部はや して
共にロク ロナ 外有面体部面

雲母多い。 2. 5YR 6/2 良好
立つ。

下端に不明車lj り。
灰黄

胴屈大く。古部曲車口。以し縁頭大下部部はきは欠でく折外損「り反すく返Jるしさ。のてれ字開るに。

頚部の屈幽する下端に僅か

ながら平行内叩きの痕跡が残!!ft 内外面
08 No. 11 12 須恵、器 受 423. 0 (34. 7) (9. 8) 形る。痕外面 面共にロクロ 小E喜多い。 2. 5YR 6/2 良好 口縁部 1/4

が残描かる。れ頚な部の締f苗i凌 灰黄
状文は い。

綱部はやははや摘「縦みく長J上の球形ヵ、
デ内口。縁面外部は面は横胴内方部外向は面の格共へ子にラ自ナヨ叩デコき。ナ。

雲粒母子 白色 内外函
口縁 に外反し やや少多09 No. 05 09 須恵、器 5里 126. 5 (29. 0) (8. 8) 
口唇部部部は摘み 字げられる。 2. 5YR 5/3 良好 口縁部 1/4

胴下半は欠損。
盆し、。。 小様 黄？呂

頚音デn直観下に僅されかながらヨコ
2子様しE、母。少少や量量白。。や色粒小多

内面 lOYR

I岡部は緩やかに内湾す気味に
ナが察 る外面は胴横

6/3にぶい
IO No. 13 須曹、器 主里 212. 3 <17. O> 立ち、頭部損で外反 る。口

部方は格子目叩デき。。 内面 黄外燈面 lOYR 
良好 ｛本部大破片

唇部は欠する。
向のへラナ

3/1黒褐

口径 底郎径が広呈は部げす厳はくらやや外れる．反やカる底． 技にし れテきlロうま．． 縁横にる．は外内底方底内面面部向外幽共にヨコナ
胴部 子目

雲白母色少粒子磯量。や多めのバケツ型部縁を は当は具痕格を消す叩よ 内外面
欠1/4損～底部11 No. 05 09 13 須恵、器 受 533. 3 (34. 0) (27. 9> (17. 5) 部内は平底で胴 付近胴上半部で やし、。多1j 、

IOYR 6、／黄3 良好

口湾唇す部はる。摘み口上 のへラナデが行わ b、。 にぶし 俊

部はヘラケズリ。

外面体ヨ底部は償方向のへラケ

2や磯白2母や色多粒少やい。量子多。や小

内面 lOYR

底部はやや上直線げ底的気味の平 ズリ。 部は砂目で部分 6外黄／燈3面にぶい
12 No. 01 須恵器 5臣 325. 2 <4. 5> 16. 2 底立。つ1。岡月部間は lこ開b、て 的にへラケズリが観察内され 良好 胴～底下半部~；~上半以上は欠損す

部る。は内面ifi:は激当具痕。 函底
IOYR 

る。
it<！がしし、。 し、。 6黄／4俊にぶい

タテ ヨコ 厚さ 板状の片岩緩を利や用す窪るもの 方形に切り欠出した板状の石
13 括 石製品 台石 1908. 2 

17. 8 14. 9 4. 6 
で、 裏面は かにんで

材で、一部損している。
一部欠損 被熱痕有り

いる。

残存長 中国 厚さ
先繍および着柄部分は欠煩

14 No. 10 鉄製品 鎌 16. 3 してい薄る。く断尖面は 角形で 全体に鏑が激しい。6. l 3. 2 0. 2 
下端は る。
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第 l項住居跡

SI07 （第 71～ 73図 ・第 27・28表・図版 10・11・42)

l区F1・2,G1・2Gに位置し、カマドのある遺構東壁付近が検出され、西側の大半が調査区外である。SI06を切っ

ている。南北 2.70 m、東西 1.30 mの推定長方形で、深さは調査区壁面において 55cmを測る。主軸方向 N-65°

W。覆土は4層からなり、第 1・2層が第3・4層を切った形状をしていることから、ゴミ捨て目的の土坑として

転用した可能性が考えられる。床面は地山を直接掘削しており、全体に硬化していた。周溝は、幅 20～ 22cmで

深さ 3～7cmを測り、調査区内で、壁際を巡っていることから、調査区外も続いて全周しているものと判断される。

カマドは東壁中央部を 45cm掘り込んで付設されている。袖部は短く、壁からわずかに突出した形状をしている。

著しく被熱した燃焼部、その中央底部（地山）に火床部が残存している。火床部の上に焼土を土台として、土師

器奮の胴部大破片2片を立てている。この破片は被熱も著しく、内外面には粘土・焼土が全面に付着している。

2片は同一個体と見られるが互いに接合せず、また他に接合する破片も検出されていない。19×14cm大の破片

を素材に、支脚として据え付けたものと考えられる。焚口には土師器及び須恵器の警の大破片が横たわるが、住

居及びカマド覆土中で接合する破片が検出されるなど、焚口の構築材として懸架されたものではなく、カマドの

埋没とともに堆積したものであろう。

遺物は縄文土器 8.4g、弥生土器 3.5g、土師器 1,930. 8g、須恵器 2,275. 2g、磯 75.Sgを検出した。カマド内の

他に、カマド前面に完形またはほぼ完形の須恵器の杯 ・皿（07～ 09）が検出されている。

これらの遺物から、本遺構は平安時代（9世紀前半）と判断される。
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第72図 S107力マ ド

『｜ <16 司す
Sl07 
Ip音褐色士 7. 5YR3/4 粘性中 しまり中 ロームプロック φ2-10mm多量
2黒褐色土 7. 5YR3/l 粘性中 しまり中 ロームプロγク02 10凹少量

C。~7」、l, 』 3黒色土 7. 5YR2/! 粘性中 しまり中 ロームプロック中 210 mm少量、 焼土粒子少量
4 t~暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり中 ロームプロック 02-10凹少量

1/60 2m SI07カ7ド

lm 

l黒褐色土 7. 5YR3/l 粘性中 しまり弱 焼土位子φ25四少量、炭化物粒子。 2皿少量、灰中量
2極H音褐色土 7. 5YR2/3 粘性なししまり弱 焼士紘子φ25山主体、炭化物 粒子。 2阻少量

第71図 S107 3赤褐色土 IOR4/3 粘性弱 しまり弱 焼土粒子φ25皿皿少量、炭化物粒子φ2凹少量、灰多量
4日音赤褐色士 !OR3/2 粘性なししまり弱 焼土粒子中 2-5凹少量、灰多量
5灰褐色土 7. 5YR6/2 粘性弱 しまり弱 焼土粒子φ2-5凹少量、炭化物粒子。 2mm少量、灰多量
6後日音褐色士 7. 5YR2/3 粘性中 しまり弱 焼士粒子中 25阻少量、炭化物粒子中 2凹少量、灰多量

第27表 SI07出土遺物観察表 (1)
番号 注記 種類 器種 重量 口径 器高 底径 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

胴部は「くや部は」や摘はの緩受み字や上けに気かげ屈味にら曲れ内にす湾立るる。ちし。頚薄、口部手口縁。唇で
雲母白色 内外面

OJ No. 02カ7 ド 土師器 吉里 289. 5 20. 6 <S.7> 外デ。面胴内部及び口縁内外面デ。はナ 粒ス子コ多リいア。少lOYR 7／黄3 良好 部口縁上部端～2／体3 常総型斐面胴部はへラナ にぶい燈量。
内面 lOYR

胴部は「く部やは」や摘はの緩受み字や上けに気かげ屈味にら曲れ内にす湾立るる。ちし。頚薄、口部手口縁。唇で
外面胴部及び口縁内To外面はナ

雲や白母色多粒少し、。量子。や
4/3にぶい

02 カマド 土師器 古里 145. 7 18. 8 く9.7> デ部。は外面胴部デ。はナ 内面胴 黄褐
良好 部口縁上部端～1／体3 常総型fl

ヘラナ 外面 ！OYR
6/4にぶい
黄燈

胴部は球形ヵ。き頚部で緩やか 外デ部。面は胴外へ部及び口縁デ内。外面内はナ 雲母 や色白粒色多
内面 7.5YR 

03 
カ7 ド05カマドー 土師器 ~ 127. 3 22. 4 く9.6> に外げ反らして関 口唇部は摘み 面胴部7。はナ 面胴 粒子や 4/2灰褐

良好 ロ部縁上部端～1／体4 常総型fl括 上れる。 ラナ 子い。少黒量。 外面 5YR
6/4明赤禍

-77 -



第 4章検出された遺構と遺物

第 5節 平安時代
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SI07出土遺物

番号 注記 種類 器種 重量 口径 器高 底径 器mの特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

外面は縦方向の粗いミガキが
雲白母色少粒量子。微

内面 lOYR

04 カマドカ7 ド08 土師器 雪畳 210. 7 <18. 3> 』岡部破片湾。しやや長胴気味にな 施れるされがる当。具痕内状面はのへ窪みラナが観デ察さ
3/2黒褐

良好 体部大破片 常総型褒
り内 て立つ。 外面 5YR

される。
量。

3/2階赤禍

胴部は急僅かに内湾大しながらも
外面は縦方向の平行叩デ。。輪き。積内口 雲母やiや色毘絵多

内面 7.5YR 
SIOG SI07カ7 ド かなり 角度曲に きく開く。

胴縁部は内外具痕面共にナ 痕函 子い。少量白
4/4褐

05 
カマド06 07 

須恵器 型E 1132. 6 37. 2 く15.O> 口縁部は屈 して水平に開い
部は当 を有す 外面 7.5YR 

良好 口縁部 1/5
た後稜を有し、口唇部は摘み

が等間隔に残る。 入。 6/6 I畳
上げられる。

外面胴部は平ナ具痕行デ。叩後内き 口縁部内
雲母白色

内回 lOYR

06 SI06 須磨、器 褒 219. 2 <H. 3> 15. 6 
底部は平底力。胴部は大きく

外面はヨコ 面胴は 粒子スコ
4/2灰黄禍

良好 体部大破片
外反気味に聞く。

青海波の当 ナデ。 リア少量。
外面 7.5YR 
3/l黒

底内部湾は平底辺。で｛体革部は緩やかに 内外面共にロクロ整形。底部 雲白母色少粒子際量。微多
内外面

欠口縁損部 l/407 No. 05 須曹、器 無台杯 199. 3 15. 8 6. 0 8. 2 し口 かに外反肥厚 lOYR 6／黄3 良好
する。

は手持ちへラケズリ。 し量、。。 小 にぶい燈

底部は回転へ7切高り後無調

高台は「ハjの字に開く。体 整付。け高台は貼付 痕台で 貼台り 雲母やや色粒多
内外面

欠口縁損部 l/308 No. 06カ7 ド 須恵器 有台皿 125. 7 13. 4 3. 0 7. 0 作業時に爪の が高内 内 し、白 2. SY 6/2 良好
部は直線的に開く。

側に残される。体苦nは外共 子少盆。 灰黄
にナデ。

体部は内外面共にロクロ整 雲母 白色多
内面 2.5Y 

09 No04カマド 須恵器 無台杯 137. 5 13. 4 3. 5 6. 0 底部味は平に底大。き｛本部は僅かに外 形ち。へ胴ラ部下端及び底部は手持 粒子やや
7/3浅黄

良好 ほぽ完形 新f台産
反気 〈聞く。

ケズリ。 し、。 外面 IOYR
4/1褐灰

Q
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第 l項住居跡

SI08 （第 74～ 76図 ・第 29・30表 ・図版 15・16・42・43)

2区M-2Gに位置し、カマドのある遺構の北側が検出され、南側は調査区外となっている。15号墳の西側の周

溝にあたる SDlOを切っている。南北現状2.20m、東西推定 3.70 mの推定長方形で、深さ 24cmである。主軸方

向N-23°-E。覆土は黒色土から黒褐色土の 2層からなっている。床面は地山を直接掘削している。カマドは北壁

中央部に付設され、長軸方向 98cm、直交軸方向 lOOcmを測る。燃焼部が 83cm掘り込まれ、暗赤褐色土から黒色

士で構築された右袖部が遺存している。

遺物は縄文土器 152.旬、弥生土器50.2g、土師器7,528. 2g、須恵器9,395.旬、灰粕陶器7.旬、近・現代陶器

71. 3g、土製品（30・輔羽口） 481. 2g、埴輪275.8g、近世瓦24.旬、磯443.2g、炭 0.5gを検出した。多量の土師器・

須恵器は覆土全体にわたって出土しており、遺物収納用コンテナ 2箱分に及ぶ。ほとんどが破片で、完形または

ほぼ完形のものは 16の須恵器坪と 20の同皿があるに過ぎない。いずれも床面から 5～ lOcm以上浮いた覆土中

に散在し、本住居が廃絶した後に投棄されたと判断される。埴輪は、本住居が切る 15号墳（SDlO）由来のもの

と考えてよい。

これらの遺物は 9世紀前半に位置づけられるもので、出土状況からも一時に投棄されたものと判断される。本

来、本住居に伴うものではないが、本遺構の時期も平安時代（9世紀前半）に考えておきたい。

ひ＼

⑧ 

~ 280 

h ・010.(Mi.,;¥ 

09~ ru \l が：~K 

A’ A 

L=29. 200m 

ζと1 1/60 2m 

SI08 SDlO 

SJOS 

1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 VIプロシク ・粒子φ2
回少量

2黒褐色土 7. 5YR3/l 粘性中 しまり中 刊プロック ・粒子。 2
回少量 炭化物 ・粒子中 2皿少量 焼土プロック ・粒子。 2
醐少量

Sll6 
1黒色土 7. 5YR2八 粘性中 しまり中 刊プロ ック・粒子φ2
～100皿多量炭化物 ・粒子。 2皿少量

ひ＼

尽学
01 

SIOSカ7 ド

l黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 焼士プロシク ・粒子φ
2 20皿中量、炭化物 ・粒子中 2凹少量、 ¥11プロック ・粒子φ25回中量
2黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 後土プロック ・粒子φ
2-20皿少量、炭化物 ・粒子。 2凹少量、VIブロック ・粒子φ2-5凹少量

3 a音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中 しまり強 焼土プロ γク・粒子。
2-20皿中量、炭化物 ・粒子中 2皿少量、VIプロック ・粒子φ2-5凹少量

.J a音赤褐色土 10R3/2 粘性弱 しまり強 焼士プロシク ・粒子。
2-20凹主体

5褐色土 7. 5YR4/3 粘性中 しまり強 焼土プロック ・粒子φ
2-20凹少量、炭化物 ・粒子φ2皿少量、Wプロック ・粒子。 2-5皿少量、
砂粒多

6黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり強 焼士プロック・粒子φ
2-20皿少量、炭化物 ・粒子φ2皿中量、明プロック・粒子。 25凹少量、
砂粒少量
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第 4章検出された遺構と遺物

第 5節平安時代
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第4章検出された遺構と遺物

第 5節平安時代

第29表 SI08出土遺物観察表 (1)
番号 注記 種類 器種 重量 口径 苦号高 底径 総形の特徴 盤形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

底部術は長の胴欠み字倒気上に味げし屈てにら曲れいなしるるるた。c。体部縁は 胴部デ下ナに。デ輪半。積は内へ痕面口ラケ内ズラ外ナリ。デと。上も半は 雲多色母少量。；J白
内外面

へラ 縁は にヨ 口語部1t 1/4～ OJ カマド 土師器 ~ 618. 5 (218) く24.O> や「くやj 後口、 口は容 コナ はへ 口縁
粒子 、撲 2. SYR 5/4 良好

体 1/2
常総型~

部は 内部 がr..11る。
し、。 にぶい赤？呂

内面 lOYR

胴部中位張はは緩以繍る。みや下は欠損内している。 胸口縁部部は内外荒デ面い。縦共胴方にヨコナデガ。
雲少し、。母量。や白や色粒多子

6/3にぶい

1同 かに外湾してやや は 向のミ
外黄控面 7. 5YR 02 一括 土師禄 ~ 103. 7 (23. 6) <9 . .J> 

府が 口縁げは反して口 キラ。ナデ下上。半半はナ 部内面はヘ
良好 口縁部 1/3 常総型~

唇部 上られる。 6/4 Iこ；；.し、

f'if 

胴1線げ岡部中はら位外れは緩反以る。や下しは欠損内している。 外粗面胴部は中位内口縁以面下を縦内外方向の Z少いE。母量。や白や色粒多子
内外面

03 No. 08一括 土師禄 現 91. 4 (18. 0) (l l. 3> かに 湾す摘る。み口
し、ミガ7キ。。 部は 面7。共 7. SYR 6/4 良好 口縁部 1/4 常総型褒

て口容部は 上
にヨコナ 面はへラナ にぶい燈

1問中位は緩以下は欠損内している。 外面胴部は平行叩きを僅ヨよコかりナに消デ残さ。
2少い2。f母k。や白や色粒多子

内外面 5YR
04 一括 土師器 褒 77.5 (20. 7) <7. 6> 

胴部 やかに湾してやや す内。面口の縁当は内外面共に 6/4にぶい 良好 口縁部 1/4 常総型宮E
府唇が張摘る。み口縁げは外反して口 具痕はナデに

燈
部は 上られる。 れるa

底内部湾はし品平；底大。径体を部上は半緩部やに有かすに。
外凹底部縁及部ひは1内阿部外はへフケズ 白色松子少

内外面 SYR ～口縁底部部 1/3 05 No. 11 土師器 号車 231. 2 (14. 0) <12. 5> 5. 8 7リ。。 口 商共にヨコナ 母量。多小位。熊 雲 5/8明赤褐
良好 常総型古車

内面はへラナデ。

底内部湾上は平か、底やら。や口縁長体胴部部は緩味やにかに
外面底部ズは砂自力位内、胴以面部下半は 内面 7.5YR 

し 気なる。 へラケ 後付リ。ナ近胴デに。中カ 上はへラ ~母白色粒
6/6燈

06 一括 土師器 褒 26.J. 4 <9. O> (5. 9) ケズリの はへラナ 外面 lOYR 良好 口縁部欠損 常総型褒
胴損 半 にかけて欠

デ着。す底部 マドの砂が付
子・小路多い。

黄6/.J位にぶいする。
る。

底り部一は平底〈。a ｛本部はやや内湾 底部部は回内外転ヘラ切りの後ナデデ。。 ~母白色粒
内外面

底体部下端～07 No 50一括 土師器 無台杯 75.7 <3. 95> 7. 0 
気に開 。 体は 面共にロクロナ 子微量。

2. SY 5/3 良好
部 1/2

黄？品

底内部タ湾トは平底立。ち体部は緩やかに
外デ。面底部部中は回転へ手持ラ切ちりの後ナ

2量少E。量母。白・小色耳松軽微子
内外面

08 N。13 土師総 無台珂t SG. 1 (13. 3) .J.3 8. 0 して 、口容部でi症か
［本 は へラケズ

7. SYR 5/4 良好 1/3 
に反する。

リ。H同 位7下．端から内面にかけては
にぶいm

ロタロナ

底部は一方向の手手持持ちへラケズ 白色枝子少
内面 N6/ 

09 No . .JS一括 土師6~ 無台珂t 126. 8 15. 0 4.7 8. 6 底部内は平底で、体部は緩やか 日。1同部部下端は ちへラケズ
量多。い。小燃やや

灰
良好
体部下端～ 内面黒色処

に湾して立つ。 リ。体 はロクロナれデ。る内面は 外面 N5/ 底部 1/2 理
細かなミガキが施さ 灰

内面 7.5YR 

底径部はやや口紋上げ立底内気湾味の平立底ち。 底部部は多手方び持向内のへラケズリ。。デ月。外間
~母 スコ色リ 6/4にぶい

10 No. 11 土師器 盤台珂t 94. 3 13. 4 (4. 4> (5. 2) カ＇titく I して 下端は ちへラケズリ 佐ア微子多量・。小限白や
哲主

良好 ロ縁底部部 1/2

口辺で緩やかに外反する。 面体部及 面はロク ロナ
外面 lOYR ～ 1/3 

やし、。 6前／4十世にぶい

~粒母ア微子多い。白
内面 10¥'R

底部湾は平て底立。つ。体部縁は緩部やかに 底部は回転へラケズリ。外面体 1. 7/1黒
11 No.・43 土師苦言 無台珂＝ 64. 1 <2. S> (7. 5) 内し 口は欠損 部はロクロナtデ1。る内面は細かな

色 スコ
外面 lOYR 良好 底体部部下1／端4～ 

内面黒色処

している。 ミガキが行わ 。 リ 量多。し小 5/4にぶい
理

撲やや 、。
2者褐

i底部は平すは一峰緩る。体部は内湾して、 底部は横方向のへラケズリ。。To体体
2色E母少量・。黒色白

内外面 5YR 口縁底部部 1/8 12 一括 土師器 無台杯 80. 1 (13. 2) -!. 2 7. 0 口容部 やかに外反し僅か 下婦は手ちへラケズリ 位枝子微子量。小 良好
部部上半から持内面はロクロナ 5/6明赤沼 ～ 1/2 

にfiEJ!;I
際有り。

高台は回転へラケズリのれf去に付
内田 7.5YR 

荷体台部欠下慣端、～ 
13 一指 土師器 有台t克 54. 5 <2. O> 7. 8 高横台は垂直に垂下する。目阿部 され、ロクロナデが行わ る。 2色E母紘子多少量。量。白 2/1黒 良好

内面黒色処
はに大きく開く。 外商 7.5YR 理

内面はミガキが行われる。
4/2灰褐

底部

底部は気平底味。に体部は僅かなが 底部は一方持向内のへラケズナリリ。。デロ体体
~母微 白色粒 内外面

14 一括 事1忠禄 無台珂： 86. 9 13. 6 4. 25 7.1 部下端は手 ちへラケズ 子 自多；。し小際 !OYR 7/1 良好 3/4 新治産
ら外反 開く。

部上位から面はロタロ やや 、。 灰白

底部は平底。（本部は内湾して 底部下上端位は一方向のへラケズリ。。デ。体体
白色粒子多 内外面

15 一括 須恵認 無台杯 81. 6 13. 0 4.2 6. 0 は手ちへラケズジ 量多。い。雲母やや 7. 5YR 6/1 良好 2/3 新f台産
II日く。 部部 から持内面はロクロナ 灰f品

底部は平ロ底綾。部｛本部僅は直線的に
底部は一方持向のへラケズリ。体 雲母白色粒 内面！OYTR

新治産

16 No. 03 須恵、結 無台珂t 121. 3 14. 0 .J.I 6. 4 開き、 でかに外反す
部下端は手 ちへラケズリ。そ 子・小磯ア少微iii:。4/1 f品灰 良好 ほぽ完形 内面黒色処
のア。｛也体部は内外面共にロクロナ スコリ 外面 2.SYR 

る。 ill。 6/2灰黄
理

底湾部は平底。｛本部は僅は欠か損に内 底部は回転へラ切アり。。 1本部は内 多白色粒子やや
内外面

還不元良
体部下端～

17 No. 10 須恵器 無台杯 74. -I <3. S> 6. 3 して聞く。口唇部 す IOYR 6、／黄4 新治産

る。
外面共にロクロナ アし、小。際ス少コ量リ。

にぶし 燈
底部

底部は平底。体部は直線的に 底部及び体体部部下端内は手持ちへラ 白色粒子様多
内外四

欠口損j,j(閉11/2 18 SD!ONo. 03 須恵器 無台珂t 138. G 14. 0 .J. 5 5. 8 ケズ7リ。0 は外面共にロタ い。小中有 2. SY G/i 良好開く。
ロ寸 り。 1古灰

SDlONo. 02 高台は短く「ハJ気をの字に開く 底部は回転形台。。へ体ラ切部り無内調外書面主。共高 白多色絵子 小
内外面

口縁部 1/3
19 須恵器 有台I克 118. 2 (l.J. 8) 5. 7 7.1 ので、三角形 呈する。体 台は日占愛高 は に 2. SY 6/1 良好

03 部UJ‘ は僅かに外反味に関心 ロクロ
礁し、。

黄灰
～底部3/4

直高「ノ線台、J的はのやに字や開に外く付反。さ気れ味るに。反体っ部ては
高台は回転へラケズリの後に付 ~多母 白色粒 内外面

還不元良

欠口縁損部 1/320 No. 30 須恵器 有台皿 136. 0 13. 9 2.-l 6. 5 され形る。。 高台 内外面共にロク 子 い多。し小時 !OYR 6、／黄3 焼二成次
新治産

ロ整 やや 、。 にぷし 位
Tリ

緩高付台は 「ハJ内端すの接字るa地に。直線体的部に
高台は回転i高へラケ内ズリの後に付

雲色母位子多微い。量。白
内外面

体部部下端～21 一括 <;Fi恵器 有台盤 37.1 <3. l> (7. 8) さロれ整形る。。 台 外面共にロク 2. SY 7/2 良好 新治産
やされかにる。内湾 。 は

灰黄
底 1/12

底部は欠損最頚す大部径る。を胴部は球形 外国胴部は平行叩れデ、き。。輸、積下内口縁部は
No. 24 26 有を星し、 胴下半部に

内外面ズ共リにヨコナ 半にへ 雲母白色粒
内外面

口縁部～｛本
22 

29 
須恵器 ~ 839. 2 21. 8 く25.O> 

す部る。に は外反して開き
ラケ 痕が見ら 面は剥

子やや多い。
2. 5Y 5/1 良好

部2/3
新治産

務が1激しいものの 痕僚が 黄灰
口唇 至る。

明瞭に残される。

胴部下端はへラケズリ部、中位青以梅 内面 lOYR
N。38 39 胴部上はやや長有し胴すて。気い味縁で最部大径

上は平当行痕み叩さ。れきらω頭れる。部内る面直胴下 は
窓母 白色粒 6/2灰黄褐

23 須恵、樗 5草 」05.5 <25. O> は半部に 口 及び 波の ではヘラ 良好 体部大破片 新治産
40 

底部は欠綴 る。 ナデが施只ー また内面のみ 子やや多い。 外面 lOYR

輪積痕が
3/1黒褐

胴部は直線き的に開き口縁部は
外面体共部は、ヨ輸平コ積行ナ痕デ叩が。き観。内察面ロ縁部は

内面 lOYR

24 
No. 18 19 

須曹、総 量E 121.J.l <24. 8> (22. 0) 水平に開段ifを有する。口唇 内外に は当具
雲母白色粒 3/1黒褐

良好
体部下端

新治産
20ー指

部は揃み上 られる。 痕が残り される。
子少量。 外面 IOYR 2/3 

6/2灰黄禍

内面 lOYR

No. 21カ7 底径が広い現大。径胴は部は緩やか 外面胴部下半はへラケズリ。胴 雲母や白や色粒多 5黄／3褐にぷい
25 

ド
須恵器 褒 147.5 (31. .J) く8.3> に内湾し最 やや上半に 部は平内行叩き。落底部は砂目カ、 い多。い。 子

良好 口縁部 1/-l 新治産
位置する。 底部面は剥 している。 外面 2.5Y 

5/1黄灰

底部の資部料 線平底的で径が大き 外ズさ面れリ。底る底白部部下内端は横縁方向砂のへラケ 雲母白色粒
内面 2.5Y 

26 N。5.J 須恵器 ~ 177. 5 <4. 9> (15. 5) い。胴は直 に聞いて立 は周 にア目が観察
子やや多量。い。

5/3黄褐
良好
裾部～底部

新治産
。カ 面察はへラナ され、 外面 2.5Y 1/3 

Jコ。
輪積痕：観される。

小磯少
6/2黄灰

内面 2.5Y 

底部部は線平底的。に底径が広い＠胴
外面体部下端はへデ。ラケズはリ。へ底ラ

雲色位母子多少い。量。白
6/2灰黄

底｛本部部端部～27 No. 01 須恵器 王軍 22.J. 7 (!. 8> 14. 2 部ナデは。砂自の後ナ 内面 外商 lOYR 良好 新治産
は直 開いて立つ。

4黄／3禍にぷい

つム
口
H
U



第30表 SI08出土遺物観察表 （2)

第 l項住居跡

番号 注記 種類 器種 重量 口径 器 1町 底径 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

接湾部両台は 「ハJの字に開き外端内 底ズされ部リ。か、高ら胴部下半は回ズ転リへラケ
内田 2.5Y 

東火海膨形明れ窯7リ不ー28 No. 15 須恵、器 瓶 101. 7 <5. l> (7. 75) 地レ。胴部下半は緩半やかに 台はへラケ の後内付 白色詑子少 4/1黄灰 良好
1居部～底部

は欠て損立つす。る胴。上 から口縁 ロク7ロ。登形される。 面 量。 外面白 1/3 
はロクロナ 4/1灰

内面 2.5¥' 

29 一括 灰紬陶器 瓶 7. 9 
胴部の紙片。やや内湾気味に 外内面に薄く灰勅が施軸される。

精一良。
6/2灰黄

良好 体部破片
東海形窯不

なる。 面ロクロ痕。 外面 2.5¥' 明
5/2 p音灰褐

タテ ヨコ 干し径 筒状の土製品。両端部は欠損 外面はへラによる整熱形lこ。よ縦孔が lOYR 6／黄4 30 括 土製品 繍羽口 481. 2 
14. 7 7.7 l. 85 している。

貫通する。下端は り還元 椅良。
にぷい檀

不良 一部残存

している。

SI09 （第 77～ 79図 ・第 31表 ・図版 16・17・44)

2区L1・2Gに位置し、遺構の大半が検出され、北東隅は調査区外にかかっている。SI13・SB02を切っている

が、カマド付近を 2つの撹乱によって壊されている。主軸方向 N-67°W。規模 ・形状は南北 3.25 m、東西 3.10 

mからなる平面正方形で、深さ 14～ 18cmを測る。覆土は黒色土から極暗褐色土の 2層からなるレンズ状堆積で

ある。床面は全体に貼床が施されてお

り、中央部に硬化面がある。周溝は幅

15～25cmの深さ 7cm前後で壁際をほ

ぼ全周している。カマド前面の周溝は、

重複する SI13のものと誤認したかも

知れない。カマドは東壁に付設してい

る。主軸方向 84cm、直交軸方向 73cm

で袖部は遺存していない。カマドは極

暗褐色土や黒色土で構築されている。

東壁からの掘り込みは主軸方向の長さ

と同様、 84cmを測る。カマド内中央

の床面から約 16cm上で、口縁部を打

ち欠いた土師器小形警が逆位で、検出さ L=29.400m 

れた。被熱痕跡はほとんどなく、底面

には一面に粘土が付着している。

遺物は縄文土器 762.6g、弥生土

A 

@ml 

⑦
。
門
的

m
H］［凶

匂 i 国｜雲
A’ 

∞N
U
J
 カマド ノ

SI09 1/60 2m 

Sl09 

i黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中
焼土プロック ・粒子。 25阻多量

2 極日音褐色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり中

l極H音褐色土 7. 5YR2/3 

器 143.旬、 土師器 5,211. 3g、須恵 2黒色土 7. 5YR2/l 

器 5,633. lg、灰粕陶器 9.2g、土製品（縄文 ・土器片錘）

8.旬、埴輪 41.lg、石器（剥片） 0.8g、鉄製品 18.旬、磯

499.6gを検出した。すべて破片で、床面から浮いた位置

の覆土中に含まれる。吊金具状の鉄製品は覆土一括取り

上げ。

これらの遺物から、本遺構は平安時代（9世紀後半）

と判断される。

SI09カマド

l明赤褐色土 7. 5Y3/2 粘性中 しまり中 刊プロック ・粒子φ210阻少量、焼土プロック
粒子。 2-10阻多量、炭化物プロック ・粒子φ2醐少量

2 明赤褐色士 7. 5Y3/2 粘性中 しまり強 焼士プロック ・粒子φ2ー10凹多量

3 明赤褐色土 7. 5Y3/2 粘性中 しまり強 焼土プロック ・粒子φ2-10凹主体

4 極日音褐色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり強 刊プロック ・粒子。 210 mm中量、焼土プロック
粒子φ210皿少量

5 黒色土 7. 5YR2/l 性中 しまり強 珂プロック ・粒子中 2-10岨少量、焼土プロック
粒子φ2-10凹少量、炭化物ブロ γク ・粒子φ2mm少量

円
ペ

U
n
R
U
 

刊プロシク ・粒子φ2皿中量、炭化物プロシク ・粒子。 2幽少量、

刊プロック ・粒子φ2-5皿中量、焼土プロック ・位子。 2醐少量

粘性中 しまり中

粘性中 しまり中

刊プロック ・粒子。 2mm粒子少量、焼土プロック'Jo量
刊プロック ・粒子φ21凹粒子少量

第77図 S109・SI 13 

'Pl 易 とコ｜

c’ 

c 

c 
L=29. 400m 

。i c’ 口 16
Cコ
てナ

a) 。、J
II 
....J 

1/30 lm 

第 78図 S109力マド
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住居跡第 1項

SI09出土遺物観察表
番号 注言E 種類 器種 重量 口径 器商 底f圭 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

雲粒母 白色 内面 7.5YR 

1両部張はやや長部胴気「味で、や字や肩 外面目同下半部部は横は方内向のへラ 子や黒や色粒多 褐5外／4面にぷい
No. 34一 がる。頚縁でく jくのに屈

ケがズコ残ナリ。デさ。れ口縁内 外面共に 口縁上部部～体 新常総f台型褒01 
括
土師器 王軍 168. 7 (17. 5) <17. 2> 

曲して口 はやや短開く。口 ヨ 面は円形の当具 子しコ、。少リ量ア。微ス 7. 5YR 
良好
部 1/8 産ヵ

唇部は摘み上げられる。 痕 ている。 6/4にぶい
量。 燈

底部は砂目ヵ。胴部は縦方は斜向 内国 5YR

底部部は緩損平底やし。かて服にい部外るは反。球す形るを呈口す縁。
のへラケズリの後ズ下半部内

雲母 白撲色
5/4にぷい

02 
カマド

土師器 受 344. 2 <13. O> 7.3 頚部 は 。
め方向のへラケ 工リ。具 函胴

粒多子い。小
赤？昌

良好 口縁部～損体 常総型賓
No. 01 

部上半7輪は0積、木口状 に7よ。る
外面 7.5YR 部 1/5欠

は欠
ヨコナ 痕下半はへラナ 5/4にぶい
外面に を残す。 m 

平底を呈するが 高台の事l落味す痕に 底部がアわ。付れは回転へラケズリの後高
内国 7.5YR 

が晃られ 体は内湾気 台 され 外面はロタロ 雲粒母 白色
3/1黒褐

口縁部～損体 内面黒色処03 No. 11 土師器 有台椀 136. 6 13. 8 3. 7 6. 1 立ち口唇直る。下で僅部かに外反 ナ 内面はる。細かなミガキが 子多い。
外菌 lOYR 良好

部 1/2欠 理
6/4にぶい

る。 f’7ー；；b。
燈

高「くハ外台」反はのや気字や味に足に聞高開くでく。。、体直部線は的大にき
付高台は回転へラケズリ部のロ整分後に

雲白母粒多子い。や 内面！OYR

04 No. 07 土師器 有台皿 7~. 8 (14. 2) 3. 2 (8. 3) されるもので、高台 か やコ色多リしア、。少ス
4/2灰黄褐

良好 1/3 
外面 lOYR

ら内面に至るまでロク 形。
6/2灰黄褐

量。

高に気「ハ外台味」反はにのやす開字やるくに。＠足開高体ロき部縁で、は部、端直大は部線欠きで的損く僅外にしか反て 高付台は回転へラケズリの後内に 雲母色粒多い。
内外面

05 N。12 土師器 有台皿 107. 0 <3. O> 7.7 される。高7台0部分及び外 白 子や 2. 5Y 7/2 良好 裾部～底部
函はロクロナ や多し、。 灰黄

いる。

No. 14 
胴部は緩やかに内折湾しロ縁部は

外輪面は積面青共胴海痕に部波ナを残のデは。格す当。子具痕ロ目縁叩て・部部き。分は的内内面外に 白色粒子多 内外面 SY
ロ縁体部部 1/16 

06 須恵器 褒 291. 9 (29. 0) <12. 55> 水平に開曲き場部は り返し口縁 良好 ～ 上端 新治産
27 40 

状に折り げられる。
し、。 5/1灰

1/4 

胸部緩は直立気味に立ち 口縁曲部げ 外輪は積面青胴海痕部波は格子自叩部部き。分は内国 雲粒母 白色 内外面
07 
No. 03 

須恵器 唖E 253. 7 (29. 5) <13. 9> はやかに開き端部は折り の当具痕で 的内に 子やや多 lOYR 6/3 良好 口縁上部～体 新治産
13 15 を残7。す。口縁 外 部端 1/4

られる。
面共にナ

し、。 黄燈

外面は平行叩痕ケき。。ズ胴底リ。下部半内部か

内面 7.5YR 

胴部半はや縁にや位部長置は綱す欠気損る。味し。底て最部大径は 2粒2母子 小白磯色 5褐/4にぷい 二次良焼好成08 
No 32一

須恵器 5車 419. 3 <27. O> (12. 0) 上部 は平底 背ら底海部波はへラ 面は 体部 1/4
括

で、口 いる。 の7。当具 付近は やや多い。 外面 7.5YR 
へラナ

6/6櫨

底的部の径は大きく、胴部部は直線損 外国底部ズは具ラリ。痕ナナ胴デのデ。。郁後胴ナはデ部平。行下半は 量や白。色多粒子少

内田 N6/ 

09 
No. 13 

須恵器 雪量 1098. 2 <17. O> 17. 8 に大きく聞く。口縁は欠 へ内面ラケは当 底叩部き。 小撲や
灰

良好 体部部下端～ 常陸産ヵ
21 外面 N5/ 底 l/2

してし、る。
付近はへ

し、。
灰

内面 2.5Y 

外面は灰粕が施され瞭。、内外面 黒色色粒粒子
8/1灰白

10 一括 灰納陶器 瓶 9. 2 <2. 7> 緩やかに内湾する府部の破片。 自 子微 外面 JOY 良好 体部破片 尾張産
共にロタロ痕が明

量。 6プ／2灰オリー

11 一括 鉄製品 吊金具 18. 3 
縦 幅 厚 「るトコ状構jすの造の。る目字釘形具での挟金（鐙ん具）だでも、のリ金をベ止ッめ 厚太さ l町、 断面方断U連字形面結形方、す形のコる。鉄の。板字形を

両端欠損
一部復元的

5. 0 4. 3 1. 9 馬 の吊具と の鉄はさ棒太6問でさ、鍛3剛断接面、・ 目 に図化
類似 釘

第 31表

SI 10 （第 80～ 82図 ・第 32表 ・図版 17・44)

を切っていカマド尻は調査区外である。SB022区K-1・2Gに位置し、遺構は調査範囲にほぼ収まっているが、

る。南北 3.40 m、東西 3.22 mの平面正方形で、深さは 28～ 35cmを測る。主軸方向 N25° W。覆土は黒色土か

ら暗褐色土の3層からなり、現状からレンズ状堆積と判断される。床面中央部に硬化面がある。壁周溝は幅 28

カマドは主軸方向 63cm、直交軸方向 93cmで、北壁中央部を

⑮ <I 

一C
CN
由

N
H」

〈

～ 36cm、深さは概ね 5cm前後で北壁を除いて巡る。

30cm掘り込んで燃焼部にしている。褐色土から極暗

カマド燃焼部の褐色土で構築した両袖部が遣存する。

奥（土師器破片の下）には長方形の絹雲母片岩（09）が、

／ー＼

｜＼  

I ＼、

＼ ＼一 ノ ~fos

小口面を上に長手面を正面にして立ててあった。表面

の被熱 ・赤変は著しく、支脚として用いられたものと

考えられる。

包土師器遺物は縄文土器 885.5g、弥生土器 78.旬、

2, 578. 8g、須恵器1,435. 7g、灰紬陶器34.句、石器4.4g、

石製品 1,441. 4g、磯 502.5gを検出した。床面上ある

いは床面付近に、ほぼ完形の土師器皿（04）や同小形

護底部（06）などが散在するが、他はすべて破片資料

である。

これらの遺物から、本遺構は平安時代（9世紀後半）
2m 

SI 10 

1/60 

第80図

広
Unδ 

と判断される。



第4章検出された遺構と遺物

第 5節平安時代

調査区外

B 

B 
L=29. 200m 

@ 
01 

Sl!O 

l黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 川プロンク粒子φ2-5mm少量、
炭化物プロック ・粒子φ2醐少量

2 a音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中 しまり強 VIプロンク ・粒子粒子。 260皿
主体、 3層 ・粒子φ2-5阻

3黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 刊プロジタ ・粒子粒子。 2皿少量

B’ 

B’ 
E
C
C
N
白

N
H
J

U
 

SllOカマド

l極暗筒色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり中 Wプロシク ・粒子φ2-10mm少量
焼土プロック ・粒子。 2-20醐少量炭化物 ・粒子φ2凹少量

2 a音赤褐色土 l0R3/2 粘性中 しまり強 VIプロジク ・粒子φ210胴少量
焼土プロック ・粒子。 2-20醐多量

3黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり弱 Wプロック ・粒子。 2-10凹少盆
焼土プロック ・粒子。 2-20醐少量炭化物 ・粒子φ2mm少量

4 j.白色土 7. 5YR4/3 粘性強 しまり強 Wプロシク ・粒子。 210 mm少量
焼土プロック ・粒子。 2-20醐少量炭化物粒子φ2阻少盈

5黒1品色土 7. 5YR3/l 粘性強 しまり 5~l Wプロック ・粒子φ2-10町中量
焼土プロンク ・粒子。 2-20阻中盆炭化物 ・粒子φ2阻多量砂粒多iii
6極H音褐色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり強 刊ブロック ・粒子中 2-10皿多量
縦士プロシク ・粒子φ2-20凹少量炭化物組子φ2mm少量砂粒多量

1/30 Im 
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第 32表 SI10出土遺物観察表

第 1項住居跡

番号 注記 種類 器種 重量 口径 器南1 底径 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

内面 lOYR

胴部は長胴気部味になり、最縁部大

外面デ。は口縁面デ。部白内縁は面直内は外下ヘ共はラ縦にナ方ヨデ向コ。
Z粒E母白色

5/3にぶい

二次良焼好成01 
No. 04 05 07カマ

土師器 褒 442. 5 (22. 0) <27. O> 
径は胴上半に有す。口は

ナ外 子やや多 外黄褐面 7. 5¥'R 
口縁部～体

常総型建
ドNo.01カ7 ド 緩摘やかにず外ら反れして、 口唇 は 部 1/3

み上l る。
のへラナ し、。

5/4にぶい
Tリ

褐

底部及び体、方体部向部下のは端細ロはかクはなロ回ミナ転ガデへキ。

内面 7.5YR 

底内部湾は平底唇。部体部僅は緩やかに ラケズリ 雲母白色
3/1黒褐

ロ縁底部 1/3 内面黒色02 一括 土師器 無台釘て 74. 8 (13. 5) 4. 6 5. 7 し口 はかに外反す

が内面施はさ横れる。
粒子多い。

外面 7.5YR 良好
～部 1/2 処理

る。 7/4にぶい
燈

内聞 lOYR

大援りの体で僅杯部で底部は欠損内して 外面体部なはロクロナデさ。れ内面
2/1黒

二次良焼好成 内面黒色
03 一括 土師器 無台杯 43. 6 (19. 3) <5. 3> しも唇。部 かは緩にや外かに 湾開し、 は細かミガキが施さ る。

雲母少量。 外面 lOYR 口縁部破片
処理

口 反してく。 5黄／3褐にぷい 7リ

高台は大きく 「ハ」の字に開開 高台は回転へラケズリの後内に
雲白母色少粒子量。や

内外面 内外色全国
欠口縁損部 1/3 黒処理04 No. 11 土師器 有台皿 160. 7 13. 9 3. 4 I I く。体部は直線的に大きく 付される。ナデ高。台及び体部 面 7. 5YR 3/1 良好

黒色土器B
き、口唇部で肥厚する。 はロクロ や多い。 黒褐

類

底部ををす欠損るすとるが、さ形れ状よ体り
粒雲母 白色

内面 7.5¥'R 
内面黒色

05 括 土師器 有台椀 11. 8 (13. 8) <3. S> 脚部は有緩やかに判内断湾しややる．深み 内函は細かなミガキが施され 子やや多
3/1黒褐

良好 口縁部破片 処理

がしあて開る。く。口唇部は僅かに外反
9。 し、。

外面 5YR
墨書「口J

5/6明赤褐

底ケ部ズは板内目。面外はへ面胴ラ部ナはへ見ラ
内田 5¥'R

底部損形は。平ヵ胸。底。部胴は緩中位より上湾半 雲白母微粒多量。
5/8明赤l!!J

体底部部端部～06 No. 10 土師器 小形費 103. 3 <4. 3> 6. 0 は欠 やかに内 込み部リ。に指H.11による圧痕デ。がみ 小際色 子い。
外面 7.5¥'R 良好 常総型~

し球
られる。

6/4 Iこ，Eし、
慢

No. 08カ7 ドN。2 外回上半は格子目叩はき。当下痕半 ~母白色 内外面
07 

一括
須恵器 褒 204. 6 緩やかに内湾する胴部の破片。 はへラケズリ。内面 具 粒子少有量。 !OYR 7/1 良好 体部大破片

が残る。 小礁に 灰白

内面 2.SY 

瓶の府部ま破片である なだら 内外面共にロクロナデ。外面
7/1灰白

猿投明（）~不08 No. 10一括 灰紬陶器 瓶 34. 8 <4. 5> 精良。 外面 5¥' 良好 体部破片
かであ り府は張らない。 には灰粕が施紬される。

6プ／3黄オリー

09 カマドシキャク 石製品 支脚 1320. 9 
タテ ヨコ 厚 f需平たでお。お2む片ねに方折形mにし加て工しさ 上回は黙による赤変がまEめら 絹雲岩母片
18. 3 9. 6 3. 8 れ片岩 、る。れる。

タテ ヨコ 厚 鎌断面方形、砥石面はやや平坦。 提用欠痕＃げ1砥石であろう。4孔面部に分使は
10 一括 石製品 砥石 120. 5 

6. g 3. 5 3. 2 砥石。
が認められる。 凝灰岩
している。

SI 12 （第83～85図 ・第 33表 ・図版 17・18・45)

2区ト2Gに位置し、カマ ドのある遺構の北側が検出され、南側は調査区外となっている。SK05を切ってい

る。南北が現状で 1.80 m、東西が2.66 mの推定長方形、深さ 34cmである。主軸方向 N-29°E。床面はカマド

前から中央部にかけて硬化している。ピットはPl～4の4基が検出された。Plは長径45cm、短径 35cmで深さ

36cm。P2は残存部で長径 34cm、短径 16cmで深さ 47cm。P3は残存部で長径 13cm、短径 8cmで深さ 14cm。P4は

長径 63cm、短径 52cmで深さ 18cmである。土層から判断して、 Pl・ P2は住居跡が埋没した後、穿たれた中・近

世のものと判断される。 周溝は幅 15～25cmで、5cm前後の深さを保ち、カマ ドの左側である北壁際から西壁際

まで穿たれている。カマドは主軸方向83cm、直交軸方向 84cmを測る。北壁を 50cm掘り込んで燃焼部にしている。

褐色土から黒褐色土で構築した両袖部が遺存している。

遺物は、覆土中から縄文土器 48.旬、 土師器

1, 435.旬、 須恵器 887.3g、機 30.6gを検出した。

カマド内では完形の土師器坪（01）とほぼ完形に

復元された同罫（02）、 須恵器小形窪 （03）が検

出された。都 02は体部破片 2点のみがカマド内、

他は住居覆土中から検出されている。この杯破片

2点と小形蚕 （破片化、破片はすべてカマド内か

ら検出）はカマド覆土第4層（焼土）に伴う形で

埋没していた。完形の罫 01は同第2・4層の上に

正位で、載っている。明らかにカマド廃絶（破壊）

に伴う遺棄遺物である。杯 02は内外面黒色処理

であるが、カマド内出土の体部2破片は赤変し、

内面は火爆ぜ ・剥離している。杯 01の下位で検

01 

A’ 

A 

L=29. 400m 

A’ 

5112 

1極暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり中 VIブロック 粒子中 2-30阻多量、炭化物 ・粒子。 2凹少量

2 黒色土 7. 5YR2/l 

SK05 

1黒色土 7. 5¥'R2/l 粘性中 しまり中
VIプロ ック ・粒子。 2-30mm少量

1/60 2m 
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第4章検出された遺構と遺物

第 5節平安時代

している。杯 01の外面には被熱した粘土と煤が付着している。焼土は赤変（酸化）出された小形護破片（03)

の字と判断し

カマド廃絶に際して火を用いた行為がなされたことが想像される。

正位で「主」である。体部外面に焼成後の刻書がなされている。

ゆ 01

の存在と合わせて、

特筆すべきは杯 01の「刻書」

の略である可能性も「四縦玉横」のたが「九字切り」

また、杯 01は口縁部や見込み、底部外面があるか。

日常、使用済みの什器で、あったと

これらの遺物から、本遺構は平安時代（9世紀前半）

良く摩耗しており、

思われる。
B’ 

と判断される。

l黒色土 7. 5YR2/I 粘性中 しまり中 焼土ブロック ・粒子。 220皿中量、炭化物
粒子φ2阻少量、羽プロ シタ・粒子φ2-5町中量

2黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 焼土プロシク ・位子φ2-20mm少量、炭化物
粒子φ21凹少盆、 VIプロシタ 粒子。 2-5mm少量

3 p音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中 しまり強 焼土プロァタ ・t.立子。 220 mm中虫、炭化物
粒子φ2皿少量、羽プロ シク・粒子。 25 mm少量

4 n音赤褐色土 IOR3/2 粘性弱 しまり強 焼土プロシク ・枝子。 2-20mm主体
s m色土 7. 5YR4/3 粘性中 しまり強 焼土プロック ・粒子中 220 mm少量、炭化物
粒子中 2mm少量、VIプロシク ・粒子。 25凹少量、砂粒多

6黒色土 7. 5YR2/I 粘性中 しまり強 焼土プロック ・粒子。 2-20凹少fil、炭化物
粒子。 2mm中誌、 Wプロック ・粒子φ2-5阻少虫、砂位少

7極暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性弱 しまり強 焼土プロシク ・粒子。 220 mm少量、炭化物
粒子φ2mm多量、VIプロ ジク・桂子02 5凹中量、砂位中

E
C
C
N
白

N
H」

口
B’ 

。｜
B 

L=29. 200m 

lm 1/30 

SI12力マド第84図

lOcm 1/4 

番号 注記 種類 器種 重量 口径 昔号高 底径 若号形の特徴 整形の特徴 胎土 色lllll 焼成 残存 備考

底部内｛Iiiは平底て。立体ち部は緩やか 底部及ズび体部外下端は手持ちへ 雲白母色敏多子い。
内llD7. 5¥'R 

二良次焼好成

内田黒色
3/1黒褐 処理

01 カマドNo.01 土師器 無台士不 162. I 13. 2 3. 95 6. 5 に 湾し 、口唇す直下 盤ラケ リ。商 面店胴部はロクロ 外面 10¥'R6/3 
完形
i書完成「後刻でかに外反し肥厚 る。 形。内はかれる。 少量。 に』旬、積燈

了リ
主」

雲多色母やや 内面 7.5¥'R 
底f内E部湾は平底｛本部は緩やかに 底部及ズび体部外下端は手持ちへ 粒し、。子少白 2/1黒 内面黒色

02 カマドNo.04 土師器 無台珂t 138. 6 13. 4 4. 0 6. 5 して立ち、口唇す直下で ラケ リ。面 庖面胴か部はロクロ 外商 IOYR6/3 
良好 1/4欠損

処理
かに外反しRE厚る。 整形。内は れる。 量リ。アスコ にぶい貨位

微f立。

底部は平球底でやや径が半はで緩摘広に肢やいみ。 外は面内胸部共はへに7ヨケコナズデデリ。。カ内口紋面胴部は形で胴部上 2白E母色微粒量子。 口縁損部底 1/4 
03 
カ7 ドNo.03 カマ

須恵器 小形現 210. 2 IO. 1 <12. 1) (8. 0) 大径を有す。口縁 は頚外部面付内近にへラナ t施輪さ 内外面？呂 !OYR 良好 損欠 部欠 実常総ヵ型ド一括 かに外反して口唇部部
積れ痕る。を残す面胴。部中央付近に 少量。

6/1 灰

上げられる。

底部はへラケズリ。体部は 胴部下端はヘラケズリ。底部 雲母粒多い。
黒内面侶 IOYR 3/1 

底体部部端部～04 一括 須恵器 Ye 130. 7 <3. 9> 06. 0) 
直線的に立つ。 は砂目。

白色子
外出 IOYR4/1 

良好
1/4 

少量。
褐灰

SI 12出土遺物第85図

SI 12出土遺物観察表第 33表

SI 13 （第 77・86図 ・第 34表 ・図版 16・45)

2区L2Gに位置し、調査区内に遺構全体が収まってはいるが、SB02を切りつつも、北側の大半を SI09に切

られて消滅している。東 ・西方向にカマドの痕跡が認められないので、北カマドと推定される。主軸方向 N30° 

-E。南北現状 1.20 m東西 3.00 mの平面長方形で、深さ 22～29cmを測る。覆土は黒色士から極暗褐色土の 2層か

らなるレンズ状堆積である。床面全面に浅い貼床を施している。周溝は、幅 20～ 32cm、深さ lOcm前後を測り、

、J
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~01 
遺存している壁際を巡っている。

遺物は土師器 6.lg、須恵器 61.旬、磯 31.9gを検出した。いずれも小破片

で、覆土中から検出されたものである。 01の須恵器窪の口縁部は 9世紀前

lOcm 

SI 13出土遺物

1/4 

第 86図と判断される。

-88 -

半に位置づけられる。

これらの遺物から、本遺構は平安時代（9世紀前半）



第2項掘立柱建物跡

第 34表 SI 13出土遺物観察表
番号｜注記 ｜種類｜器種｜重量｜ 口径｜器高｜底径 器形の特徴 整形の特徴 胎土

雲母多い。白色粒子少
量。

雲母やや多い。白色粒
子少量。

色調 焼成

01 I一括 須恵器 ｜ 翌 6 6 ＇ー
ヨ

二

回

に

一内

共

一
。

市一

一ιき

外

↑叩

内

一行

。

は

。
一平
痕

部
デ

一は
具

縁
ナ

一面
当

日
コ

一
外
は

＋

ゐ

一！
 

部

一

唇

一

。

口

。
一
片

し
る

一
破

反
れ
一
部

外
ら
一
胴

＋A
F

ギ
J

一

ヲ

U

1
 

部
上

一
す

縁
み

一
湾

口
摘

一
内

内面 IOYR5/3にぷい黄褐 l I 
｜還元不良｜口縁部破片

外面 ！OYR5/2灰黄褐 ｜ ｜ 

内外面川YR6/1 f昌灰 ｜ 良好 ｜ 体部破片02 I 括 須恵器｜ 褒 30 I 1 ー

SI 17 （第 87・88図 ・第 35表 ・図版 18・45)

2区ClGに位置し、南東隅部のみが検出され、 P16に切られている。南北 1.70 m、東西 2.25 mの推定長方形

で深さ 20cmを測る。主軸方向 N31° E。覆土は黒色土・黒褐色土の 2層からなり、中央部で大きく撹乱を受ける。

床面は地山を直接掘削し全体に硬化している。周溝は、幅 16～ 20cm、深さ 5cm前後を測り、隅部である壁際に

マ
＼ 

④ 
周溝が巡り 、調査区外に続いている。

遺物は縄文土器 16.3g、弥生土器 14.旬、土師器 187.6g、須

恵器 274.4g、埴輪 64.旬、機 15.lgを検出した。いずれも小破

片で、覆土中から検出されたものである。土師器は古墳時代前

期 11点、平安時代 4点であり、前者は重複する P16由来のも

のである。図示した土師器境、須恵器護などから、本遺構は平

安時代（9世紀後半）に位置づけられるだろ うか。

調査区外

可f’

r •="""· 

A 

L=29. 300m 

A’ ＼下二子『〆

1/60 2m 

01 
Sil 7 

1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 羽ブロック ・粒子。 220 mm中量、炭化物
粒子少量

2黒褐色土 7. 5YR3/! 粘性中 しまり中 刊プロック ・粒子多量、炭化物粒子少量、
焼土粒子中 2-10剛少量

1/4 lOcm 

第87図 S117 

第35表 SI 17出土遺物観察表

第88図 SI17出土遺物

番号｜ 注記 ｜ 種類 ｜ 器種 ｜ 重量 ｜ 口径 ｜ 器商 ｜ 底径 器形の特徴 設形の特徴 胎土 ｜ 色鰯 ｜ 焼成 ｜ 残存 ｜ 備考

01 I 一括 ｜須恵器｜有台境｜ 87. 8 好

好

良

良

puH

、

唱

会

主

I

R

し

担

5

m
ぷ

h
H
黄

7
燈
l

に

一一
回
6
い

面
6
面

4
燈
一外
刊
ぷ

内
川町
外

V
策

一内
川
に

多

一
。
や

子

一
い
子

。

粒

一多
粒
い

色

。

一母
色
多

白
い

一雲
白
や

が
外

。

一半
具

台
内
る

一下
当

高
め
れ

一
。
は

後

含

わ

玉

三

国

の
を
行

一叩
内

り
分
が

一子

。

切
部
形

一格
デ

ラ
台
整

一擬
ナ

ヘ
高
ロ

一で
に

転

。
ク

一半
後

。

回
る
ロ

一上

の
デ

は
れ
に

一は
き
ナ

部
さ
共

一面
叩
後

底
付
面

一外
は
痕

立

し

い

部

扱

開

体

欠

に

き

は

的

関

部

線

に

縁

直

字
口

。

の

。

片
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半
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一
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ノ、 体部大破片

02 I 一括 ｜須恵器｜ 褒 52. 6 （本部破片

第 2項掘立柱建物跡

SB01 （第 89・90図 ・第 36表 ・図版 19・45)

2区L-1・2,M-1・2Gに位置し、遺構の南側が検出され、北側は調査区外である。調査区内においては柱穴 4基

を検出した。桁行方向をほぼ東西、 N-88°-Wに置く側柱建物と考えられる。梁行一間＝8尺（2.40 m）、桁行一

間＝端間 7尺（2.10 m）、中間＝ 6. 5尺（1.95 m) （注 1）。各柱穴は円形を基調とする Pl～3、方形を基調とす

るP4が認められ、次の様相を示す。Plは長径 95cm、短径 93cm、深さ 70cm。覆土は極暗褐色土から暗褐色土に

至る 4層からなり、極暗褐色土の第 l層が柱痕跡で柱幅 32Clilを測る。掘方埋め士は下から、黒色土 ・ローム ・

暗褐色士の水平堆積を示す。P2は長径 124cm、短径 90cm、深さ 62cm。覆土は底部の薄い暗褐色土の他はほぼ単

一のロームブロック ・炭化物混じりの黒色土である。P3は長径 130cm、短径 122cm、深さ 64cm。覆土は黒色土か

ら暗褐色土の4層からなる。第 2層は柱痕跡。上に載る第 l層は P2の黒色士と類似する。第 3・4層は構築時の

掘方埋め土と思われる水平堆積である。P4は長径 132cm、短径 114cm、深さ 44cmを測る。覆土は P2と類似する。
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第4章 検出された遺構と遺物

第 5節平安時代
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SK15 

l黒色土 7. 5YRI. 7/J粘性中

2極暗倍色土 7. 5YR2/3 粘性中

3日昔侶色土 7. 5YR3/4 粘性中

しまり耳目

しまり弱

しまり弱

炭化物主体
VJプロシク ・粒子φ2JO剛少量

VJプロック ・粒子φ2-10mm中量

SK16 

1黒色土
2 n音褐色土

3黒色土

しまり弱

しまり強

しまり強

Wプロンク ・粒子中 220 mm少品
川プロシタ ・粒子。 2-20mm主体

Wプロック 粒子φ2-20I四少量

7. 5YR2/l 粘性中

7. 5YR3/4 粘性中

7. 5YR1. 7/1粘性中

限として捉えておきたい。

第 36表 SB01出土遺物
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Pl 

l極暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性中
しまり強 刊プロック ・粒子。
2 20皿少量

2 n音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中
しまり強 VJプロシタ・粒子。
2-20 mm中量

3 p音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中
しまり強 vrプロンク ・粒子φ
2-20 mm主体

4 ，＼＼＞色土 7. 5YR2/l 粘性中
しまり強 Wプロック ・粒子中
2-20阻少量

P2・4
1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中
しまり強 河プロック ・粒子。
2 40凹少量

H’ 2 極暗f呂色土 7. 5YR2/3 粘性中
しまり強 刊プロック ・粒子。
2-20畑中盆

3 n音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中
しまり強、黒色土粒子多盆

1/60 2m 

P3 

l黒色土 7. 5YR1. 7/1 粘性中

2極時褐色土 7. 5YR2/3 粘性中

3 黒色土 7. 5YR1. 7/J粘性中

4 暗褐色土 7. 5YR3/4 粘性中

しまり中

しまり弱

しまり強

しまり強

第 89図 SB01

P3・4間にある SK16（後述）は西側に柱痕跡があり 、覆土は Plに類似することから、本建物の副え柱的なもの

と思われる。また、P4の西方に柱痕跡を持つ SK15があり 、本遺構と関連する柱穴の可能性もある。

遺物は、P3とP4の覆土から検出している。P3では縄文土器 21.6g、土師器 1.8g、須恵器 20.7g、磯 51.8g、

P4では縄文土器 34.8g、土師器 17.6g（古墳時代前期 ・平安時代各 l点）、須恵器 50.6g、磯 3.2gがある。須恵

器には体部下端 ・底面手持ちケズリの坪破片（01、P3

出土）と、護の口縁部（02、P4出土）がある。前者は 8

世紀後葉から 9世紀前葉、後者は9世紀後半に位置づけ

られるか。P3・4いずれも柱が抜き取られているので、

本遺構の帰属時期を明確にできないが、9世紀後半を下

H
一伽

刊プロック ・佳子φ210 mm 

VIプロック ・粒子φ220 llllll 

VJプロック ・粒子φ2-20mm 

河プロック ・粒子φ2-20醐主体

1/4 !Ocm 

第 90図 SB01出土遺物

番号｜注記 ｜種類 ｜器種 ｜重量 ｜口径 ｜銭高 ｜底径 器形の特徴 焼成 ｜残存｜倫I考整形の特徴 胎土 色調

I 1本部は内外面共にロクロ整形。体｜黒色粒子 スコリア・｜ ｜ ｜底部～
底部は平底。体部は僅かに外反気味｜ ｜ ｜内面 2.5YR 6/2灰黄 ｜ ｜ 

'(I. S> I (7. 4) I ｜部下端及び底部は手持ちへラケ ｜雲母やや多い。小磯 ｜ ｜良好｜体部下｜新治産
に大きく開く。 ｜ ｜ ｜外面 2.5YR 6/3にぷい黄l I 

！ズリ。 ｜（石英）微量。 ｜ ｜ ｜端 I／日

胴部は急角度に大きく開く。口縁部｜外面は縦方向の平行叩き。口縁 ｜雲母多い。長石 ・石 1 ｜ ｜ 
I I I I ｜口縁部一 , <7. 1> I ー ｜は屈曲して水平に開し、た後稜を有 ｜部は内外商共にヨ コナデ。内面 ｜英少量。スコリア微 ｜内外面 SY4/1灰 ｜良好 ｜
I I I I ｜骸片し、口唇部は内側に折り返される。 ｜胴部は当具痕と指頭圧痕を有す。｜量。 I I I 

01 I SK! 1 I須恵器｜無台杯 I20. 7 

02 I SK12 I須恵器 ｜ 褒 I so. 6 
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第2項掘立柱建物跡

SB02 （第91図 ・図版20)

2区K-1・2,L-1・2Gに位置し、調査区内に遺構全体がほぼ収まっている。平安時代の住居跡SI09・10・13に切

られている。梁行 l問、桁行3聞の側柱建物である。桁行方向 N61° -W。梁行 3.15 m ・10.5尺、桁行4.95 m ・

16. 5尺・ 一間＝西端間 6尺、中央間 4.5尺、東端間 5.5尺。各柱穴は平面円形で、次の様相を示す。Plは長径

78cm、短径 76cm、深さ 32cm。覆土は極暗褐色土から黒色土に至る 4層からなる。第 1層が柱痕跡で幅 30cm、第

2～4層が互層状の水平堆積を示す。P2は長径 78cm、短径 67cm、深さ 36cm。覆土は黒色土から暗褐色土に至

る3層の互層状の水平堆積となっている。P3は長径90cm、短径86cm、深さ 33cm。覆土は黒色土から極暗褐色土

に至る 4層からなる。第 l層が柱痕跡と考えられ、明瞭な幅は確認できなかったが、現状で43cmを測る。P4は

長径 l18cm、短径 71cm、深さ 47cm。覆土は極暗褐色土から暗褐色土に至る 3層の互層となっている。P5は長径

76cm、短径 70cm、深さ 31cm。覆土は2層のレンズ状堆積をなしている。P6は長径87cm、短径83cm、深さ 68cm。

覆土は黒色土から極暗褐色土の 5層からなっている。第 3層が柱痕跡で、柱幅は 26cmを測る。第4・5層は水平

堆積を示す掘方埋め土。P7は長径 102cm、短径98cm、深さ 54cm。覆土は黒色土から暗褐色土の 5層からなる。
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L=29. 300m 

A’ 

PG 

l黒色土 i. 5YR2/l 
粘性中 しまり中
VIプロシク ・粒子φ2-10凹
中量 炭化物 ・粒子
。2皿中量
2黒色土 7. 5¥'Rl. 7/1 
粘性中 しまり中
＼~プロシク ・ 粒子申 2-10mm 
中量 炭化物 ・粒子
。2凹多量
3 極H音1昌色土 7. 5¥'R2/3 
粘性中 しまり弱
V1プロ ：yク・粒子φ2-10凹
多量

4 a音褐色土 7. 5¥'R3/4 
粘性中 しまり強
VIプロック 粒子。 2－印 刷l
主体

5極日音褐色土 7. 5YR2/3 
粘性中 しまり強
刊プロ ック ・粒子。 210阻
多量 炭化物・粒子。2四少量

Pl SilO 
P2 P4 5109 

B 

L=29. 300m 

B’ 

P6 P5 

c一伽
旦 P6 .Q'.. 

L=29. 300m 

I -----1 

~3/l\ 
l 5 「ムコ

5 

E 

L=29. 300m 
P8 P7 E’ 

Pi 

1黒色土 7. 5¥'R2/l 粘性中
炭化物 ・粒子。 2m少量

2 黒色土 7.5YR2/l 粘性中
炭化物 ・粒子φ2阻少量

3黒色土 7. 5YR2/l 粘性中
炭化物 ・粒子φ2回少量

4 t<亜日音褐色土 7. 5YR2/3 粘性中
炭化物・粒子φ2凹少量

5 p音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中
炭化物 ・粒子。 2凹少量

¥1・＼］プロック ・粒子。 2皿少量、 1/60 2m しまり弱

しまり強

しまり強

しまり強

しまり強i

VI・VIIプロック・粒子φ2-20皿少量、 PS 

l黒色土 7. 5YR2/l 粘性中
＼~ · VIIプロック ・ 粒子 φ2 皿中量、 2 黒色土 7. 5¥'R2/l 粘性中

3 黒色土 7. 5YR2/l 粘性中w・刊プロ γク・粒子φ2回多量、
4極暗褐色土 7. SYR2/3 粘性中

しまり弱

しまり強

しまり強

しまり強

＼~ .＼'IIプロック ・ 粒子。 2 肌少量、 炭化物 ・ 粒子。 2 凹少量

1司 刊プロック 粒子。 2-20凹少量、炭化物 ・粒子。 2凹少量

刊 ・＼llプロック ・粒子。 2-20mm中量、炭化物 ・粒子02凹少量
w・＼llプロック ・粒子。 220皿多量、炭化物 ・粒子。 2凹少量

w・＼llプロック ・粒子φ2皿多量、

第 91図 SB02
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第4章検出された遺構と遺物

第5節平安時代

第 1層が柱痕跡で、柱幅は 24cmを測る。第2～5層が互層状の水平堆積を示す掘方埋め土。PSは長径 104cm、

短径 lOlcm、深さ 51cm。覆土は黒色土から黒褐色土の 4層からなる。第 l層が柱痕跡で、柱幅は 14cmを測る。

第2～4層が互層状の水平堆積を示す掘方埋め土。

遺物は、P3とP6の覆士から検出している。P3では縄文土器26.2g、弥生土器8.4g、土師器63.lg、須恵器4.旬、

機 5.旬、 P6では縄文土器33.旬、弥生土器 19.4g、土師器59.5g、磯42.lgがある。土師器には、く字奮の口縁

部破片（P6出土）がある他は細片である。須恵器は体部下端 ・底面ケズリの小破片 l点（P3出土）のみである。

9世紀を前後する時期であろうとしか言及できない。SI09・10・13に切られることから、本遺構の帰属時期は9

世紀前半を下限とする。

SB03 （第92・93図 ・第 37・38表 ・図版 21・22・45)

2区J2,K l・2Gに位置し、北東部分は調査区外である。古墳時代前期の住居跡Slllを切る。梁行 l問、桁行

3聞の倶lj柱建物である。桁行方向N-69°-W。梁行3.60 m・12尺、桁行6.30m・21尺・一間＝端間8尺、中央間 5.5尺。

桁行の柱穴配置は広い端聞と狭い中央聞の構成で、 SB02に類似している。しかし、各柱穴の平面形は円形を基

調としながらも、歪なものが目立つ。また、全体として柱筋の通りが悪い。Plは長径 1llcm、短径 76cm、深さ

52cm。覆土は極暗褐色土から黒色土に至る 3層の水平堆積で、ある。P2は長径65cm、短径 56cm、深さ 32cm。柱幅

は23cmを測る。P3は長径88cm、短径 58cm、深さ 30cm。覆土は黒色士から暗褐色土に至る 3層からなり、第 l

層は柱痕跡で、柱幅は 17cm。第2・3層が水平堆積をなす掘方埋め土。 P4は長径 lOOcm、短径85cm、深さ 62cm。

覆土は黒色土から極暗褐色土に至る 5層からなる。第 1層が柱痕跡で、柱幅 18cmを測る。第2～4層が互層状

の水平堆積を示す掘方埋め土。P5は長径96cm、短径84cm、深さ 48cm。覆土は黒色土から極暗褐色士に至る 3層

からなる。第 l層が柱痕跡で、柱幅 28cmを測る。P6は長径 78cm、短径 72cm、深さ 44cm。覆土は黒色土と極暗

褐色土の 2層からなる。さらに、梁行中央には東西ともに、南側柱列から北へ 6.5尺の位置に柱痕跡を残す柱穴

が存在する（P05・15）。また、両柱穴を結ぶ線上に同じく柱痕跡を有する P03がある。柱掘方の大きさは異なる

ものの、柱痕跡（幅20cm前後）と位置は、棟持ち柱の掘方として本建物を構成する柱穴と見てよいだろう。

遺物は重複する Slll出土として取り 上げられたもので、土師器 155.7g、須恵器377.6gがある。04はやや大

振りの腰部有稜の須恵器有台杯で、9世紀前葉までのものである。03の同無台亦は底径が大きく、体部下端手持

ちケズリ、底面回転ケズリであることから 9世紀前半、01の内面黒色処理の土師器有台境は 9世紀後半に位置

づけられるものであろう。したがって、本遺構の帰属時期は 9世紀前葉から後半の聞に求めたい。

三王／ミ

1/4 lOcm 

第 92図 SB03出土遺物

第37表 SB03出土遺物観察表 (1)
番号｜ 注記 ｜ 種類 ｜ 器種 ｜ 重量 ｜ 口径 ｜ 器商 ｜ 底径 ｜ 器形の特徴 ｜ 整形の特徴 ｜ 胎土 ｜ 色調 ｜焼成｜ 残存 ｜ 備考

01 I Slll ｜土師器 ｜吋 ｜l山 ｜川 ｜ 5 9 I 7. 5 I I 。｜雲母多川 ｜ ｜良好 ｜ ｜ 

｜ ｜ ｜ ｜高台はやや外反気味に 「ハ」の ｜底部から体部下婦では手持ちへ ｜ ｜内面 ！OYR3/1 I I I 
｜ ｜ ｜ ｜字に聞く。体部は緩やかに内湾 ｜ラケズリの後、高台が付される ｜ ｜黒褐 ｜ ｜口縁一部～｜内面黒色
I I I lして立ち、口縁部はやや外反気 ｜外面体部はロクロナデ。内面は ｜ ｜外面 ！OYR5/4 I I 底部 I 処理

味に~H~ 、て肥厚する。 ｜磨かれる。 ｜ ｜にぷい黄渇

I I ｜内面 ！OYR3/1 
底部は平底で体部はやや外反気 ｜ I I I 

｜底部は回転糸切り。内面は磨か ｜雲母 ・白色粒 ｜黒褐 I I ｜内面黒色
02 I Sil 1 l土師器 ｜無台杯｜ 3o. g I ー I <L 5> I 6. 0 ｜味に開く。体部上半から口縁は ｜れる。外面はロクロナデ。 ｜子多い。 ｜外面 m 6/3 I良好 ｜裾部～底部｜ 処理

欠損する。 I I I ' 
I I lにぶい黄燈
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調査区外

P3 P2 P21 
Pl 

A’ 

調査区外

B 

L=29. 300m 

m~ 
E’ P3 

上。 SK17 工

一三；；:;r
Pl 

l極暗褐色土 7. 5YR2/3 
粒子中 2-20凹多量

2 黒色土 7. 5YR2/1 
粒子中 220凹少量

3極日音褐色土 7. 5YR2/3 
粒子φ2-20阻多量

粘性中 しまり強 VI・＼llプロック

粘性中 しまり強 vr ・ vnプロック
炭化物 ・粒子。 2凹少量
粘性中 しまり強 VI・ VUプロック
炭化物 ・粒子。 2凹少量

P2・03・04・05・14 15 

i 黒色土 7. 5YR2八 粘性中
φ2-10凹少量

2暗褐色土 7. 5YR3/4 粘性中
。2-10凹主体

P3 

l黒色土 7. 5YRL ill粘性中
φ2-40阻少量

2 a音褐色士 7. 5¥'R3/3 粘性中
φ2 40皿多量

3 黒色土 7. 5YR2/l 粘性中
。2-40回少量

しまり弱

しまり強

VIプロック ・粒子

Wプロック ・粒子

しまり弱

しまり強

しまり強

VIプロック ・粒子

Vlプロック ・粒子

Vlプロック ・粒子

第 38表 SB03出土遺物観察表 （2)

第 2項掘立柱建物跡

⑧一

L=29. 30frn. . f L=29. 30~合DP4 

F
一伽n
U
 

F' G 

L=29. 300m 
G’ 

l]j 
H
一蜘

門
屯

u
n
u
d
 
nt －－
 

B
t
L
 

K
一剛

一
－

m川
向ハ
U

I
L
 

P4 

SK26 

P4 

1黒色土 7. 5YR2/1 粘性中
VIプロック ・粒子。 2-10醐少量

2極暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性中
VIプロジク ・粒子中 210醐中iii:
3 黒色土 7. 5YR2/l 粘性中
VIブロンク ・粒子。 210阻少盆
4 日音褐色土 7. 5¥'R3/4 粘性中
VIプロック ・粒子φ2-10皿主体

5 極暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性中
VIプロック ・粒子。 210凹中量

P5・6
1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中
羽プロック ・粒子φ2凹少量

2 黒色土 7.5YRL7/l粘性中
VIプロック・粒子φ2-30醐中量

3 極暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性中
VIプロック・粒子φ2-30阻中量

第 93図 SB03
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刊プロック ・粒子。 2-10

¥lプロック ・粒子。 210 

Wプロック ・粒子。 2-10

VIプロック ・粒子。 240 

VIプロック ・粒子φ240 

しまり中

しまり中

しまり強

しまり強

しまり強

番号 注記 種類 器種 重量 口径 器1簡 底径 器形の特徴 建形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

底部は平底。体部は直線的に開 底部及び体体部部下端内外は手持ちへラ 雲色母微量。多白 内外面黄灰2. 5Y 03 SKIS 須恵、器 無台珂t 17. 4 (13. 6) <4. l> (7.1) ケロナズデリ。。 は 面共にロク 粒子やや 良好 口縁部破片
く。

い。小穣あり。
6/1 

Siil 底部は縁平底部。は体部損は直線的に開 底部下端手は持回転ちへラケナズズデリリ。。、体体 内外面黄灰2. 5Y 裾部～底部
04 須曹、器 無台杯 43. 8 <2. 7> (7. 4) 下端は へラケ 雲母やや多い。 良好
p 01 吉、口 欠する。

部部は内外面共にロクロ
6/1 1/3 

高湾台は剥落している。欠体損部すはる内' 
底部付は回転ヘラ切部りの後外に高台

多量白。色い。粒子やや 内外面 5¥'5/1 05 Sill 須曹、器 有台杯 45. 3 <3.1> がされ7る。。 体は内面共に 小磯少 良好 裾部～底部
して立ち、口縁部は 。

ロクロナ
灰

雲母白色粒
内面 lOYR6/3 

06 Siil 須恵、器 ~ 178. 5 <L 8> (12. 4) 
径の大きな平底。体部は直線的 外面体部はへラケズリ。底部は

子スコリア
にぶい黄燈

良好 f居部～底部
に立つ。 砂自力。

やや多い。
外商 10¥'R7/3 
にぶい黄憧
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第4章検出された遺構と遺物

第 5節平安時代

第 3項土坑

SK03・04（第 94図 ・図版 22)

SK03 1区C-2Gに位置し SK04を切っている。長軸方向 N-20°E。長径 125cm、短径95cmの平面楕円形で深

さ20cmを測る。極暗褐色土～暗褐色土の3層からなる平行堆積である。

"..<:¥ <I 

も，，， 
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円
（
）
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B SK03 B’ 

L=29. 300mマ云I:;:ア
∞N
H」
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L=29. 300m ←一一ふ 一一

C’ 

1/60 2m 

SK04 1区C-2Gに位置し SK03に切られる。長軸方向 N-42°-E。長

径 125cm、短径現状83cmの平面長方形で、深さが 15cmを測る。黒色

土から暗褐色土の 4層からなる、撹持されたような層位で、このうち

第 2層は暗赤褐色土をした焼土で、焼土層の状況から屋外カマドの可

能性も考えられる。

SK03・04ともに遺物は検出されなかった。9世紀前半に位置づけら

れる SI02の竪穴に接しており、同住居の上屋構造を考えれば同時存在

は否定される。

SK03・04
l黒色土 7. 5YR2/I 

2暗赤褐色土 IOR3/2 

3暗褐色土 7. 5\'R3／~ 

4極暗褐色土 7. 5YR2/3 

5 f亜日音I&色土 7. 5YR2/3 

粘性中 しまり中

粘性なししまり中

粘性中 しまり強

粘性中 しまり中

粘性中 しまり中

VI府中 25 mm粒子少量

焼土主体φ25凹

VI層φ2岨少量

VI層φ2皿少量

VI層。 2凹多量

第 94図 SK03・04

SK05 （第83図 ・図版22)

2区IlGに位置する。遺構の南側は調査区外となっており、また遺構の東側を SI12に切られている。長軸方

向N48° -W。長径 76cm、短径26cmの平面長方形で深さ 35cmを測る。覆土は黒色土 l層からなる。底部が平坦で

壁が垂直に立ち上がっており、住居跡の可能性も考えられる。

遺物は検出されなかった。SI12との重複関係から、本遺構の帰属時期は9世紀前半を下限とする。

SK08 （第95図 ・図版 22)

2区J-2Gに位置する。長軸方向 N-72°-W。長径 85cm、短径 75cmの平面円形

で深さ 33cmを測る。黒色土2層からなるレンズ状堆積である。

遺物は、 覆土から土師器30.8g、須恵器24.4gを検出した。須恵器は薄手で

還元不良の翠胴部破片で、外面には平行叩きと格子目叩きが認められる。土師

器は厚手の口縁部で端部が薄くなるく字警が見られるが、時期は限定しがたい。

前者から、本遺構は平安時代（9世紀代）と思われる。

SK13 （第 96図 ・図版22)

2区L2Gに位置する。長軸方向 N-38°-E。長径 125cm、短径63cmの平面楕円

形で深さ 39cmである。覆土は極H音褐色土から黒色士からなり、本来第2・3層

で互層状の平行堆積をなしていたものが第 l層で乱されたものと判断される。

遺物は、覆土から弥生土器45.2g、土師器 17.5g、須恵器 10.8g、機 15.2gを

検出した。土師器は警の胴部小破片。須恵器は薄手の護の胴部小破片で、還元

不良、やや硬質焼成、外面平行叩き、内面には粘土紐積み上げ痕を残すもので

ある。平安時代（9世紀代）に位置づけられるか。
SK13 

1極暗筒色土 7. 5YR2/3 粘性中

2日音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中

3黒色土 7. SYRI. 7/I粘性中
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SKOS 

l黒色土 7.5¥'Rl.7/l粘性中 しまり強 VI 
プロシク ・粒子。 2ー10阻少量、炭化物 ・粒子。 2mm 
少量
2黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり強 刊
プロック ・粒子φ210田中量

第 95図 SK08
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しまり強

しまり強

しまり強

＇~プロンク ・ 粒子。 2 IO皿中fil
VIプロック ・粒子φ2-10mm主体

Wプロック ・粒子φ2-10皿少量、炭化粒主体

第 96図 SK13



坑土第 3項

~マ七コク
< ：晶、、
九三、：＼＇ ＇， ’ 

？ノ二三、：＂.！＇.＇ 1( 
勺 ・・）：：弘.；H予
可－・可 ・．γ，川 01 

1~ ⑨ 
SK14 （第 97・98図 ・第 39表 ・図版 22・45)

2区J-2Gに位置する。長径 113cm、短径 97cmの平面円

形で深さ 19cmを測る。長径 37cm、短径 34cm、深さ 39cm

A’ A
一伽4斗nuJv 

n〆
ι＝
 

l
l』

の平面円形ピットに切られる。長軸方向 N-77°-W。

遺物は、覆土から土師器 89.2g、須恵器 17.7gを検出し

と翠の胴土師器は図示した無台亦の底部破片（01)た。
lOcm 1/4 2m 1/60 

部小破片。須恵器は薄手の翠の胴部小破片で、還元不良、

SK14出土遺物第 98図
しまり強
炭化物

SK14 

1黒色土 7. 5YR1. 7/1粘性中
VIプロック ・粒子φ2-10皿中量
粒子φ2凹少量

第97図

軟質焼成、外面格子目叩き。平安時代（10世紀前半）に

SK14 位置づけられ、本遺構の時期もここに求められるだろう。

｛桁考色調

内面 5YR6/6 
｜ ｜体部端部～
｜良好｜

外面 2.SYR 5/6 I I 底部
明赤禍

残存焼成胎士

l雲母微量。白
底部は回転糸切り。体部及び内｜

底部は平底。体部は大きく開く｜ ｜色粒子やや多
。面はロタロ整形。 ｜し、

整形の特徴器形の特徴底径器高

SK14出土遺物観察表

器種 ｜ 重量 ｜ 口径種類

表

E

nuu
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q
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寸
1

第

一番

2. 2 <l. 95> 74. 7 鑑台珂て土師器SK14 01 

SK15 （第 89図 ・図版 22)

2区L-2Gに位置する。長軸方向N-76°E。黒色土から暗褐色土の 3層に至る。2層が柱根で柱幅は 19cmである。

長径 150cm、短径 90cmの平面楕円形で、深さ 32cmを測る。SBOlに伴う柱穴の可能性がある。

遺物は、覆土から土師器 7.Og、須恵器8.lgを検出した。土師器は内外面赤彩の坪の口縁部小破片。須恵器は

を胎土に含む。前者は古墳時代中期、後者は奈良 ・白色針状物質（海綿骨針）有台杯 ・盤の体部下端小破片で、

の所産であろう。平安時代（8世紀後半～9世紀前半）

SK16 （第 89図 ・図版 23)

2区L－い 2Gに位置し、実際にはA・B・Cの 3基が重複し、 B• C ・Aの順に切っているものである。SK16-A

は直径 70cmの平面円形で深さは 56cmを測る。黒色土から暗褐色士に至る 3層で第 l層が柱根で第 2・3層が平

行堆積となっており 、柱幅 14cmを測る。SK16Bは長径 65cm、短径 55cmの平面円形で、深さは 48cm、暗褐色土・

黒色土の 2層からなる。SK16Cは長径現状 70cm、短径47cmの推定平面楕円形で、深さは 17cm。

土師器は古墳時代中 ・後期の亦の体部細片と翠遺物は、覆土から弥生土器 8.8g、土師器 14.9gを検出 した。

の口縁部小破片で、ある。重複する掘方覆土に含まれていたものか。本遺構は前述のとおり、 SBOlとの関連から

平安時代の所産と考えておきたい。

SK17 （第 93図 ・図版 23)

2区K-2Gに位置する。直径 36cmの平面円形のピットによって東側を切られているが、概ね長径 98cm、短径

75cmの平面楕円形となり、深さ 54CIDを測る。覆土は極暗褐色土 ・黒色土の 2層となる。規模と掘方形状、周辺

の状況から、掘立柱建物の柱穴の可能性がある。遺物は検出されなかった。

SK26 （第 93図・図版 23)

2区M-2Gに位置する。長軸方向 N-51°-W。長径 83cm、短径 61cmの平面隅丸長方形で、深さ 51cmを測る。覆

土は黒色土から極暗褐色土の 5層からなり 、第 1層が柱痕跡、第 2～ 5層が掘方埋め土で互層状の水平堆積をな

している。柱幅は 18cmである。組み合う柱穴が不明であるが、覆土の状況から平安時代の掘立柱建物の柱穴と

F
h
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Q
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考えられる。遺物は検出されていない。



第4章検出された遺構と遺物

第5節平安時代

第4項ピット（第 99図、第 47表、図版 23・24)

調査区全体では都合38基のピットが確認された。個々の計測値は第47表に示す通りである。遺物が確実に伴い、

時期が判明したものは、古墳時代前期の P16のみである。他はほとんど無遺物で、わずかに検出されたものでも、

遺構の時期を確定するに至っていない。したがって、覆土の状況から、古代（古墳～平安時代）と中・近世に推

定されるものに大別した。古代のものは、覆土が基本土層の第N-1～5層（黒色土）に類似し、若干締りがある。
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l黒色土 7. 5YR2/l 粘性中
しまり中 VIプロック ・総子少量

2暗筒色土 7. 5YR3/4 粘性中
しまり強 刊プロシク ・粒子多量、
炭化物 ・粒子少量
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しまり強 VIプロック ・粒子多量
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市

T

市
T

由
1

性

性

性

粘

粘

粘

，，， 自，t
1

i

q

u

，，，，，， 

1

A

n

4

n

L

 

n

k

n

k

n

k

 

y

Y

Y

 

5

5

5

 

7

7

7

 土

弱

強

色

強

土
り
土
り
褐
り

色
ま
色
ま
暗
ま

黒
し
黒
し
極
し

od 
D
1
3
A

n

L

q

u

 

量

量

中
少
中
多

性
子
性
子

粘
粒
粘
粒

ク

ク

ハ
ツ
付
け
ツ

m
M
目

的

口

町
プ
日
プ

7
W
7
WH
 

中
土
強

土
り
色
り

色
ま
褐
ま

O
黒
し

暗

L

O
s
t
－

η
4
 

@ 
Agι ~＜＠ A' 

ー⑨

「否「 三田ず 'tr 
Pll 

Pll 

l黒色土 7.5YR2/l 粘性中
しまり弱 Wプロック ・粒子φ
2-10 mm少量

2 ff音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中
しまり強 刊プロック ・粒子。
2-10幽主体

第 5項溝跡

Pl2 Pl3 1/60 2m 

Pl2 Pl3 

l黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 l黒色土 7. 5YR2/l 粘性中
しまり弱 VIプロック ・粒子申 しまり中 Wプロック ・粒子少量
2-10凹少量

2 p音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中
しまり強 VIプロック ・粒子φ
2 10凹主体

第99図 ピット

SD08 （第 45・100図 ・第 40表・図版 10・45)

l区F-1・2Gに位置する。 SI05を切っている。東西に走行する。走行方向 N-54°-W。最大幅は 2.0m、深さは

90cmを測る。覆土は黒色土2層からなるレンズ状堆積である。出土遺物は覆土中から古墳時代の土師器が出土

している。

重複する古墳時代前期の住居跡SI05出土として取り上げられたもののうち、平安時代の土師器 ・須恵器 ・灰

紬陶器については、本来、本遺構覆土に含まれていたものと判断した。したがって、縄文土器 69.Sg、弥生土

器 38.旬、須恵器 1,849. 3、土師器430.Sg（古墳前期 88.5g含む）、灰紬陶器8.6g、機 13.5gの出土遺物がある。

本遺構に伴うと考えられる平安時代の土師器 ・須恵器は、いずれも小破片が多く、完形品はない。また、出土状

況に特筆すべきこともない。これらは 9世紀前半に位置づけられる遺物群である。
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第 4項ピット
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第 100図 SD08出土遺物

第 40表 SD08出土遺物観察表
番号 注記 種類 器種 重量 口径 器高 底径 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 備考

端高接台は「ハj部の字大に開き内
外高面台底部は回転へラケズリの後内 雲白母やや子少多量質い。。内面 7.5YR 2/1黒

体底部部下1／端4～ 
内面黒色

01 Sl05 土師器 有台椀 74. 2 <3. l> (6. 9) 
地。体はきく開く。

が付され、ロクロナデ。 白色色粒針状物 外黄褐面 !OYR 5/4 にぷい 良好
処理

面は磨かれる。
微量。

02 Sl05表土 土師器 有台t宛 42. 3 <2. 4> (6. 4) 
高き三台角は短形状くを「ハ呈すJのる。字体に開部 高さ台は回転内へラケズリの後にデ｛す。雲黒色母粒色粒子多少子い。微量。量白。

内面 7.5YR 6/6授
良好 体底部部端部～

は大きく聞く。
れる。 外面共にロクロナ 外面 2.5YR 5/6明赤禍 1/2 

胴部曲は球形部はヵ。幅は広「くく」の字に
頚部部に櫛平摘行は摘きかれな頭い。部外面

03 SI05 須恵、器 型E 81. 5 <6. [) 屈し頚部 大きく 胴内 は 叩 。デさ。れ外面内 か部ら
多白色粒子やや 内面 N6／灰 良好 頚部破片

開く。口唇 欠損する。
商はロクロナ 面屈曲 し、。 外面 N5／灰
はへラナデが施さ る。

胴部部上半～屈曲部張「の破形状片の。字で 外面部1同部内は平行叩き（擬格デ。子）内。
内面 lOYR6/4にぷい

04 Sl05 須恵、器 雪毘 30. 8 <3. 4> 胴はやや府部が る 頚は外面共にヨコナ
雲母白色粒

外黄黄位燈面 10¥'R 6/3 にぶい
良好 頭部破片

あろ曲う。頚はく J 面胴部はへラナデ。
子少量。

に屈 して立つ。

05 Sl05 須恵、器 雪量 35. 6 胴部破片。やや内湾する。 外波面は擬具格子叩き。内面は青海 雲色粒母微子少量。量。白 内面 2. 5¥' 6/1 黄黄灰灰 良好 体部破片 新治産
の当 痕。 外面 2.5Y 5/1 

06 SI05 須曹、器 雪量 93. 3 胴部破片。やや内湾する。 外面は具痕平。行叩き。内面は青海波
雲白母やや子少多量い。。

内外面 lOYR6/1 褐灰 良好 体部破片 新治産
の当 小磯色粒微量。

底部立は平底。体部は直線的 外面底部ズ及アリ。。び体体部部並下端びは手内持ち 色白色針粒状物子 白 常陸産
07 Sl05 須恵、器 無台亦 49. 3 く3.4> (7. 4) 

につ。
へラケ に面は

小撲やや質多し、。
内外面 5YR5/1灰 良好 1本部破片

82ヵ
ロクロナ

底底。部はやや上げ底気味の平 底部にズ及棒リ。状び体内的下端は手持デちへ。ラ 2や色E母粒や子多多い 白 内面 2.5Y 5/1策灰08 Sl05 須曹、器 無台杯 54. 6 (1. 2> 5. 8 ケ 面はロクロナ 底 小磯
外面 2.SY 5/2 P音灰黄

良好 底部 新治産
部 の圧痕がある。 し、。

底部F事は径が大きく、高台は 内外中転央国共にロクロナデ。見込み 雲色母多し、。tJ白09 SI05表土 須恵、法 有台援 173. 2 (I. 9> の 及び周縁に墨痕が見られ 粒子 、撲 内外面 lOYR7 /1灰白 良好 底部 新治産
事｜ している。

る。 用石見ヵ。 少量。

高台内は短く 「ハ」部の字に開
雲母多 白色粒

10 SI05表土 須恵苦E 有台盤 18. 0 く2.O> く7.1> き 地接縁部地部で。緩は体 は水内湾平に 内外面共にロクロナデ。 子い。小磯 内外面 ！OYR4/1褐灰 良好 底体部部綿部～ 産地不明
開き端 やかに す
る。口 欠損する。

多い。

黒色粒色粒子子 白
内面 2.5¥ 5/3黄褐

11 Sl05 灰紬陶器 瓶 8. 6 内湾する肩部の細片。 外面は灰紬。
微量。

外面 7.5Y 5/2灰オ 良好 底部 尾張産
リープ

SD11 （第 101・102図 ・第 41表 ・図版 25・45)

2区H1・2,I l・2,J lGに位置し、 SI15を切り、 SD12に切られている。東西に走行している区画溝である。走

行方向 N-61°-W。上端の幅は、西端で 1.50 m、東端で 2.20 mを測り、確認面から底部までの深さは 48～ 70cm

である。幅 90～ 130cmのテラス部分を持ち、そこから深さ 20cm下がったところを底部とする、細い溝状の筋が

穿たれており、幅30cm前後を測る。覆土は黒褐色土から黒色土に至る 3層のレンズ状堆積であるが、溝の西に寄っ

たテラス部分の下層で長径45cm、短径 35cm、厚さ 5cmの被熱範囲が検出されている。

遺構内にかかる平面円形から楕円形をなすピット 8基が検出されている。Plは長径 50cm、短径現状 2lcm、深

さ66cm。P2は長径 78cm、短径 73cm、深さ 7lcm。P3は直径 65cm、短径現状 29cm、深さ 66cmである。P4は長径

38cm、短径 35cmの平面円形で深さ 34cm。PSは長径 40cm、短径 35cmの平面円形で深さ 47cm。P6は長径 26cm、

短径 25cmの平面円形で深さ 43cm。P7は長径 49cm、短径 25cmの平面楕円形で深さ 90cm。P8は長径 26cm、短径

24cmの平百円形で深さ 15cmを測り、それぞれ黒色土 l層を充填していた。このうち調査区北壁にかかるPl～3

の3基は溝を切った状態で検出されており、他の 5基は切り合い不明である。
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第 4章検出された遺構と遺物

第5節平安時代
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SI12 
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⑧ 

遺物は、覆土から縄文土器234.旬、須恵器 3,391. lg、

土師器 2,606.Sg、灰紬陶器 145.2g、埴輪 130.6g、磯

179. 7gを検出した。本遺構に伴うと考えられる平安時代

の土師器 ・須恵器は、大きな破片が目立ち、杯などの小形

器種では全形を窺えるものがある。器種による偏りもなく、

出土状況に特筆すべきことはない。これらは9世紀前半に

位置づけられる遺物群である。
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第 102図 SD11出土遺物

第41表 SD11出土遺物観察表
番号 注記 種類 器種 重量 口径 器商 底f圭 器形の特徴 整形の特徴 胎土 色調 焼成 残存 怖i考

天井湾部より部体部は緩やかに
内し、端は外反した後 外転面天井部から体部にかけ 雲母多 白色粒 内外面 7.5YR 

01 一括 土師器 蓋 72. 8 (18. 0) <2. 35> に屈待曲して垂摘下す部る。分返し 回へラケズ7リ。。 他は内外 子 し多、。し小礁 5/4にぶい褐
良好 1/4 

はたない。 み は欠 共にロクロナ やや 、。
損している。

高内い「ハ。台湾」口気は縁の緩味字部やにはにか大欠開にきtくR外く。し反開｛て本きし部い深てはる。

底部～体部下婦は回転へラ
内面 lOYR2/1 

ケズリ。高台はその後部や粗には付 2色E母多い。多白 黒 底体部部 1/2～ 内面黒色処02 一括 土師器 有台t売 254. 0 <G. 8> 8. 2 されてアい。る外面体 ロ 粒子やや 良好
クロナ 内面はや い い。小磯少量。

外面 lOYR6/3 理

ミガキ。
にぶい黄褐

底部立は平底口。唇部体部は損直線し的 底部部は一方向のへフケアケズ。ズリ。 雲母 磯白色粒 内外面 2.5Y 
03 一括 須！！＇：器 無台杯 156. 1 <4. O> 7. 0 につ。 は欠 て 体下端は手持ちへラ 子小やや

6/2灰黄
良好 口縁部欠損 新治産

いる。 リ。その他はロクロナ 多い。

04 一括 須恵、器 無台杯 66. 9 (13. 4) 4. 05 7. 0 底部は平て底立。つ体部は直線的
底体部部は下一端方は手向持のへちへラケラズケズリ。 雲母白色粒 内外面黄灰2. 5Y 良好 口底縁部部 1/3 新治産

に開い ＠ 

リ。その他はロクロナデ。
子・小磯微量。6/1 ～ 1/3 

底部は平底立。つ体部は部直線は的 底体部部は一方向のへ7ケズズリ。 多量白。い色。粒子やや 内外面黄灰2. 5Y 欠口縁矧部 1/305 一括 須班、器 無台杯 108. 3 12. 3 3. 9 5. 8 に開いて 。口容 や 下端は手持ちへラケ 小際少 良好 常陸産ヵ
や肥厚する。 リ。その他はロクロナデ。

5/1 

底気部は平底開。し体部はつ。や薄や手外。
底部及び体部下端は手持ち

雲い色。粒母小子多磯やい少。や量多白。

暗内灰面黄2. 5Y 5/2 
口縁底部部1/16 06 一括 須恵器 無台杯 60. 5 (13. 9) 4. 6 5. 2 

反味に 、て立
へラケズリ。その他はロク

灰外面黄 2. 5Y 6/2 
良好

～ 2/3 
新治産

ロナデ。

高字台部は剥落しているが近「うハ。く」
の に聞直線く的部ものであろ 底部高は回転へラケズリの後

内外面黄灰2. 5Y 07 一括 須恵器 有台皿 74. 9 <!. 8> 体は に水に に台が付される。7。体部は 雲母少量。 良好 底部2/3 常陸産ヵ
開く。口唇 は欠損平してい 内外共にロクロナ

5/1 

る。

端高聞接台くは 「ハJ部の字に開近き内 底部は回転台へラケズナリ。デ。体 い白。色小粒磯子少多量。 底体部部下端～08 一括 須恵器 有台皿 132. 2 <2. 3> 10. 0 地。体は水平にく
部から高はロクロ

内外面 N4／灰 良好
1/2 

底径の広い底部部資直線料。的底部
底部は同心横円状方の不明圧痕。 雲母白色粒 内面 7.5YR 6/4 

09 一括 須恵器 古里 292. 2 く5.O> 17.2 は平坦で胴は に開 胴部下半内は 向のへラケ
子少微や録。量多。スいコ

にぶい燈
良好 底体部部下端～

ズはリ。輪 面はへラナデ。内 リア 小 外面 7.5YR 5/3 
く。

面 積痕が残る。 際や 。 にぶい褐

胴曲部し上て端、頚で部「はく」緩やの字かにに屈 全国に薄半い透明稀手由を掛け塗、

10 一括 灰紬陶器 長頚瓶 136. 1 <10. O> 頚部下 には内灰外 がハケ
量黒。色白粒色子粒多子。

内外面 lOY8/1 
良好

口縁部～頚 尾張産

欠ラ損ッパし状てにい開る。く。口唇部は りされる。 面共にロク 灰白 部 K90ヵ
ロ整形。

11 一括 灰紬陶器 長頚瓶 9. 1 <3. 6> 
やや外反気味に開く頚部の 薄い透明紬が掛り、自然紬

黒量。色白粒色子粒少子。
灰内外白面 lOY 8/1 良好 頭部細片 尾張産

細片。 の紬だれが見える。
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第 5節 平安時代

第 6項 遺構外出土遺物

9世紀代の土師器、灰紬陶器が確認できる。04は常総型窪に鍔を付けた形の羽釜であり 、希少例である。灰紬

陶器は前記の遺構出土のものと同様、胎土に黒色粒子を含むもので、尾張産、黒笹 90号窯式を中心とした所産

と考えられる。その他、個別の詳細は観察表を参照されたい。

〔日
l平二寸ー＝ニア言、6 §7 

1/4 lOcm 

第 103図遺構外出土遺物 （平安）

第42表 遺構外出土遺物観察表 （平安）
番号 地区名 住記 種類 認極 重量 口径 器商 底径 器形の特徴 整形の特徴 始土 色調 焼成 主主存 備考

緩やかに外反高する皿の口縁部舷片 外細面はロクロナデ後。県内面は
内面 7.5YR 

墨内書面黒「口色J 
01 4区

SDOI 
土師器 皿 7. 6 (14.1) <t. 9) の斜可能性が 開い。く口縁はかなりの かなミガキの後 色処理

~母白色 2/1黒
良釘 口縁部破片

El i 
傾で大きく される。

粒子少量。 外位面 5YR 6/6 
処理

円錐台形中央を呈し上端部は破損して

い端穿る。たは に直径跡ぽ筒が1. 2 cmのす貫通孔 外面は縦方向デのミガキ。接h,7'J 
雲白母色微粒量子。少

02 l区 一括 土白石器 不明 117. 9 
タテ ヨコ 厚

が れ孔落はほ 状を呈穿、る。孔高 落行部分はナ 整形の後さ 合 5YR ~品/4にぶ 良好 脚柱部一部
<5. 9> 5. 95 5. 5 下 剥の痕考 認められ を ったものと判断 い赤

杯の可か能ら性鞘羽も えたが 孔の る。
量。

状況 口の可能性もある。

高台はやや内て立丸大措み接きを帯び 「ハ緩」の字 底部は回転へ7ケズリの後内 雲母やや色粒多
内外国 lOYR

口～縁底部部1/8 03 2区 一括 土師器 有台血 106. 0 (12. 8) 3. 1 5. 8 に開湾く。し 地く。1m体部はやか 高台は付される。ナ体デ。部は し子、。少量白。 6燈/3にぶい黄 良好
に内 く。 外面共にロクロ

』同縁部は緩がはげ緩や付らやれかされかにる。内にる湾気味に唇立にぽ幅部水つ。広は平
外商』阿部デ7はら。。れナデ口。縁内面内胴外部共 内面 lOYR

口部上 外反上し口
はへラナ は

雲b白L母色微粒小子際量。多多 5禍外／4面にぶい黄にヨコナ 鍔は鐙形後に
口部縁上部端～1／体4 常に総類型似~ 04 2区 括一 士郎器 羽釜 237. 2 (21. 7) <8. I> 摘み 綱半部

貼り付けら 、へラにより
良好

の鍔外 。鍔はほ
目占付部の笠形が施されてい し、。

7. 5YR 
に広がる。

る。
5/4にぶい褐

口縁は緩下、垂やは直欠かに柄に折。外れ反、し平て坦端函部をで有折す。内外箇共にロクロ盤掛形。頚 黒白色色粒粒子子微 内外面 2.5Y 尾張産
05 2区 括 灰紬陶器 長頚瓶 12.1 (12. 0) (1. 85) り返し

部の一部に紬薬が る。 7/2灰黄
良好 口縁部破片

K90ヵ
胴部以 量。

黒色色粒粒子
内面 2.5Y 

06 2区 一指 灰紬陶恕 瓶 3. 7 府部付近の細片。 外整形面痕は灰。粕。内面はロクロ 白 子微
7/1灰白

良好 府部破片 尾張産

盆。 外商 5Yプ6黄/3 
オリー

内外面透共にロクロナデ1庄。る内
黒色粒粒子 内外面 2.5Y 

07 l区 一括 灰紬陶器 長頚瓶 4. 7 頚部の破片。やや外反気味に開く。
外面に明紬が薄く

白色子微
7/1灰白

良好 体部破片 尾猿産

量。

［注1
1 間尺については、30cmニ l尺とした。
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第4章検出された遺構と遺物

第 6節中 ・近世

第 l項方形竪穴遺構

SI 19 （第 105・106図 ・第43表 ・図版25・46)

4区E-2・3Gに位置し、調査区内においては遺構の北側が検出され、南側は調査区外となる。SDOlとSK34・37

を切り 、SK35に切られる。調査区内においては炉 ・カマドが検出されなかったため、仮に北方向を主軸とした。

主軸方向 N-37°-E。規模は現状で南北 2.90 m、東西 2.93 mの隅丸長方形で、深さ 28cmを測る。覆土は黒色土

から極暗褐色土に至る 5層のレンズ状堆積である。

面叫（羽層）を直接醐リし討のでロユ ／／一寸 ⑧ 
ら壁は比較的垂直に立ち上がっている。南から東側

の壁（上半部）は崩落のためか、緩やかな傾斜となっ

ている。

遺物は、 覆土から弥生土器 7.6g、土師器209.2g、

須恵器53.3g、磯 581.9gを検出した。土師器は図

示した土師質土器小皿と同様の破片が主体を占め

る。中世の所産と思われる。礁は被熱破砕の小磯 2

点のほかは絹雲母片岩の破片（6～9cm大）である。

やや被熱痕跡 ・赤変化が見られる。近接する 8号墳

に由来するものか、本遺構で使用されたものかは判

断できない。硬質で砂質的特徴を有し、筑波寄りの

産出が推定される。

Sll9 

1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり弱 Vl • Vllプロシタ ・粒子中 2凹少量
炭化物・粒子。 2mm少量

2 黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり強 ＼~·VIIプロシク ・ 粒子 ¢ 2-20 mm少量
炭化物 ・粒子。 2凹少＆
3 黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり強 ~·VIIプロシク・粒子。 2 mm中量
炭化物 ・粒子。 2阻少量

4 極H音m色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり強 VI・ ¥illプロック ・粒子φ2凹多量
炭化物 ・粒子φ2mm少量

調査区外

A A’ 
L=28. 800m , 

SK37ト一一一 一
"'--4 ):.___ 3 

5 、一一一一

第 105図 SI 19 

宍三ゴ） ~ ~ク
＿.，’仁＇・＂ー

ヂ・；..：__ .. ,. 
町三 ぷ、＞.~ 01 

~－－c：；ミ＇＇··
.2: ~＇~：·＂：判 02

1/4 lOcm 

第 106図 SI 19出土遺物

第43表 SI 19出土遺物観察表
番号 ！ 注記 ｜ 種類 器種 重量 口f圭 器商 ほ径 器形の特徴 It形の特徴 胎土

01 I f舌 ｜五管 底部は平底。体部は外反気味に
底デ。部体は部回内転外糸面切共りナのデ後整ナ形。

雲母色針微・白状量色。物粒資子少量。
小皿 30. 3 7. 8 I. 65 4. 9 白 スコ

短く立つ。
リア量。

02 I 一括 ｜ 土土師器質 小皿 15. 6 (8. 8) <l. 6) (6. 8) 
底部は平底。体部は外反気味に

底デ。部体は部回内転外糸面切共りナのデ後整ナ形。雲母や微多量。 白色粒子
短く立つ。 ゃい。
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1/60 2m 

色調 ｜焼成 ｜残存 ｜備考

可ト面 7.5YR 6/41 良好 ｜ ω ｜ 中世
にぶい樫

内に外ぶ面い檀7. 5YR 6/41 良好 I 1/4 I 中世



第 2項掘立柱建物跡

第 2項掘立柱建物跡

SB04 （第 107図・図版26)

2区F-1・2Gに位置し、14号墳の周溝である SD13を切る。Pl～6の6基が検出されている。桁行が北側のP2・3・

4の2間で 2.90 m・2.83 mとなり全長は 5.73 m。南側の P5・6・lの2間で各 29.0 mとなり、全長 5.80 mを測る。

また梁行は西側の Pl・2のl間で 3.40 m、東側のP4・5の l間で2.46 mを測る。桁行方向 N-57°-W。

Plは長径 52cm、短径 50cmの平面円形で深さ 26cm。P2は長径46cm、短径41cmの平面円形で深さ 31cm。P3は

長径 28cm、短径 23cmで深さ 18cm。P4は長径 35cm、短径 33cmの平面円形で深さ 15cm。PSは長径 38cm、短径

30cmの平面円形で深さ 26cm。P6は長径22cm、短径20cmの平面円形で深さ 28cmとなっている。各ピットとも第

II 2層に類似した覆土を充填している。遺構の覆土及び平面形状から中近世の構築と判断される。

遺物は検出されなかった。

♀ P2 
L=29. 300m 

.!2.. Pl 
L=29. 300m 

SB04 

P6 

調査区外

P3 

SD13 

1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり弱 Wプロック ・粒子φ2mm小量、炭化物・粒子中 210皿少量

第 107図 SB04
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第4章検出された遺構と遺物

第 6節中 ・近世

第 3項 柵・掘立柱塀跡

SA01 （第 108図 ・図版 26)

2区D-1・2Gに位置し、 Pl～4の4基が、南に位置する SA02と並行して東西に 3間並んで配置されている。長

軸方向N68° W。規模は、Pl2問2.50 m、P23間2.15 m、P34聞が2.60 mとなり 、全体で7.25 mを測る。各ピッ

トの形状規模は次の通りである。Plは長径 34cm、短径 30cmの平面円形で深さ 43cm。P2は長径40cm、短径 30cm

の平面楕円形で深さ 19cm。P3は長径 60cm、短径49cmの平面楕円形で深さ 20cm。P4は長径 52cm、短径49cmの

平面円形で深さ 49cmを測り、いずれも第II-2層に類似した覆土を充填している。

遺物は検出されなかった。

SA02 （第 108図 ・図版 26)

2区D-1・2Gに位置し、 Pl～3の3基が、北に位置する SAOlと並行して東西に 2間並んで配置されている。円

形ピット P27に切られる。長軸方向 N68° -W。Pl-2聞が 3.80 m、P2-3聞が3.10 m、全体で 6.90 mを測る。各

ピットの形状規模は次の通りである。Plは長径 54cm、短径 51cmの平面円形で深さ 72cm。P2は長径 52cm、短径

42cmの平面楕円形で深さ 20cm。P3は長径42cm、短径34cmの平面楕円形で深さ 52cmを測る。各ピッ トと も第E

-2層に類似した覆土を充填している。

遺物は検出されなかった。

SAOl P4 

to-，，， 

、

SAOl P3 立

P27 

SA02 Pl 

L SAOl-Pl SAOl P2 SAOl P3 SA01-P4正

＼」土／
一

寸

SA02 P3 B’ B SA02-Pl 

日 日
1/60 2m 

第 108図 SA01・02

SAO! 02 

l黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり弱 VIプロック ・粒子凸 2皿小量、炭化物 ・粒子。 2-10mm少量
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坑土第4項

坑土第 4項

SK31 （第 109図 ・図版27・48)

4区E・F-2Gに位置し、8号墳の周溝である SDOlを切る。長径152cm、短径 142cmの平面円形で、深さ 40cmを測る。

覆土は極暗褐色土から黒色土に至る 4層からなる。人骨が出土しており、発掘時の状態では崩れていたが、土坑

の形状から埋葬時において座位であったと推定され、そこから近世の土坑墓と判断される。副葬遺物などは検出

されなかった。

人骨は全身の主

。口
凶

eel 

勺／

要骨が確認でき、

総重量 1,044gを

測る。骨の形状等

判断される。

から、成人女性と

。口

h
m
h

ロ
kn町
〆

。
己
的

<I 
⑧〆

~~ 
E
C
C
白∞
N
H
」

回

E
O
D
由
∞N
H」

〈

SDOl 

ム

明プロ yク・粒子。 2-JOmm多量

VIプロック 粒子。 2-10皿中量

v1プロック ・粒子。 2-10皿多量

VIプロシク ・粒子φ210血中最

しまり弱

しまり弱

しまり弱

しまり弱

SK31 

1短暗筒色土 7. 5YR2/3 粘性中

2 黒褐色士 7. 5YR3/l 粘性中

3極暗褐色土 7. 5YR2/3 粘性中

4黒色土 7. 5YRI. 7/1粘性中

c’ c 
L=28. 900m 

。＿）
lm 1/30 

SDOl 

SK31 第 109図

SK32 （第 110図 ・図版27)

4区G・H-lGに位置する。北西隅を南北方向に撹乱が走り、検出された人骨も破損していた。長軸方向 N-42°

E。長径 123cm、短径49cmの平面長方形で深さ 24cmである。覆土は黒色土の単層である。人骨は残存状態が悪く、

ヨち <I 

歯

<I であった。図 ・写明確に把握できたのは歯と下肢骨（腔骨ほか）
下肢骨

真で十分に記録ができなかったが、北頭位で西を向いた横臥屈葬

の状態と判断された。墓墳の形状から中世の土坑墓と判断される。

副葬遺物などは検出されなかった。

E
C
C
可
∞
N
H
」

〈〈｜

VIプロック ・粒子φ2-10阻中丞しまり強粘性中7. 5YR2/l 

SK32 

1黒色土

lm 1/30 

SK32 第 110図
SK35 （第 111図・図版27)

4区E• F-lGに位置し、 SI19を切り、 SK36に切られる。長軸方向 N-10° E。長径 237cm、短径 213cmの平面円

形で深さ 25cmを測る。覆土は黒褐色土から暗褐色土に至る 3層の堆積で、南に向かつて下降する形である。

中世の SI19を切ることから、本遺構はそれ以降の

Fh
u
 

ハU
1
1
よ

遺物は、覆土から土師器9.旬、 須恵器4.7gを検出した。

所産となる。



第4章検出された遺構と遺物
第 6節中 ・近世

国

〉

A’ 

調
査
区
外

ヨち
SK36 （第 111図 ・図版27)

SI19 4区ElGに位置し、遺構の北側

は調査区外である。 SK35を切る。

長軸方向N49° -E。長径 188cm、短

径現状 180cmの推定円形で、深さ

24cmを測る。覆土は黒褐色土から

暗褐色土に至る 3層のレンズ状堆

積である。

遺物は、覆土から土師器 12.6g 

E
C
C
N
由
N
H
」

国国｜

A’ A 
L=29. 200m 

遺構の重複関係から、

本遺構は中世以降のものと考えら

を検出した。

SK35 
SDOl れる。

SK35・36 Aセクション
l黒褐色土 7. 5YR3/I 

2極H音渇色土 7. 5YR2/3 

3 H音褐色土 7. 5YR3/4 

2m 1/60 Wブロック ・粒子中2-10mm少量
V1プロシタ ・粒子中2-JOmm多量
判プロック ・1辛子φ2JO mm少量

しまり中

しまり中

しま り強

粘性中

粘十主中

粘性強

VIプロック ・位子。2-40mm中盤しまり中粘性中

SK36 Bセクション

3 a音褐色土 7. 5YR3/4 

SK35・36第 111図

SK37 （第 112・113図 ・第44表 ・図版25・46)

者
ャ

4区E・F2Gに位置する。SI19及びSK34に切られている。長軸方向

短径 120cmの平面長方形で深さ 30cmを測る。N-27° -W。長径 162cm、

SK34 
覆土は黒褐色土 ・極暗褐色土の 2層からなる堆積である。

遺物は、覆土第l層から完形の土師質土器小皿（01）がl点検出された。

重複する SI19出土の小皿と酷似し、互いに切り合う位置で検出されて

SI19 

A A’ 
L=29. OOOm ／イ ーJ

~ [ I 

／」---r- - / 2 三，，..；
_,- SI!9 トー－－－－＂＇ー－－－

。

、
／ 

いることから、本来はSI19に帰属する遺物の可能性がある。

、；t,, -. :I‘1 
2m 1/60 

VIプロック

VIプロック

しまり中

しまり中

粘性中

粘性中

1黒褐色土 7. 5YR3/I 。2-10皿中量
2極H音褐色土 7. 5YR2/3 。2IO皿多量

01 

SK37 第 113図

!Ocm 

SK37出土遺物

/4 

第 112図

遺構外出土遺物観察表

備考

中世

残存

完形

焼成

良好

器形の特徴 ｜ 整形の特徴 ｜ 胎土 ｜ 色調

底部は平底。体的は外反｜外面底部は回転糸切り無調｜雲母 ・白色粒子やや｜内外商 7.5YR 6/4 
気味に短く立つ。 ｜盤。内外面共ナデ。 ｜多し、。小撲やや多い。｜にぷい怪

底径

7.1 

器商

I. 4 

口径

9. I 

重量

75.I 

器種

小皿

種類

土師質
土器

第44表

ー

一一 ピット第 5項

前節で記したとおり、覆土の特徴から、帰属時期を推定した。個々の計測値は第47表に示す通りである。中・

近世と推定したピットの覆土は、基本土層II 2層（黒色土）に類似したもので、古代と推定したものよりもや

や明るい色調で締りが弱い。SB04や SAOl・02を構成する柱穴に類似している。
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第 6項溝跡

第6項溝跡

SD03 （第 114図 ・図版27)

3区E-lGに位置し、幅33～50cm、深さ 15cmで南北に走行する。走行方向N55° E。SD04やサク状遺構と同様に、

遺構確認を行った第VI層上面で検出された。第 1層は基本土層のIV層と同じものである。中近世の構築である可

能性がある。

遺物は検出されなかった。
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第 114図 SD03・SD04・サク状遺構 （南半部）

1/100 4m 

107 



第4章検出された遺構と遺物

第6節中 ・近世

SD04 （第 114図 ・図版 27)

3区D・E2Gに位置する。調査区内で確認で

きる幅は、現状で 70cm、深さ lOcm前後を測

る。南北に走行し、東西方向に走行するサク状

遺構の東西溝群に切られる。走行方向 N56° E。

SD03やサク状遺構と同一の遺構確認面第VI層上

面で検出された。覆土は暗褐色土から黒色土に

至る 2層からなっている。基本土層の第IV-1・2

層として処理した。中近世の構築である可能性

がある。

遺物は検出されなかった。

SD12 （第 115図 ・図版 27)

2区G-2,H-1・2Gに位置する。南北に走行し

てSDllを切っている。走行方向N-56°-E。幅0.73 

～0. 97 m、深さ 7～34cmを測る。覆土は黒色

土から暗褐色土の 2層からなる。

尽が

B 

A A’ 
L=29. 400m 

つにこ巧

1/60 2m 

SD12 遺物は検出されなかった。
1黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 VIプロック・粒子中 2-50凹少量、炭化粒¢2剛少量
2 p音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中 しまり強 羽ブロック ・粒子。 250凹多量

第 115図 SD12

第 7項サク状遺構（畑跡）（第8図）

サク（溝）の覆土からの出土遺物はない。間接的ではあるが、遺構外出土遺物（3区一括遺物、第 116図）

に図示した土師質土器小皿（灯明皿）と鉄津のほかに、縄文土器 51.7g、土師器 71.旬、須恵器 52.3g、埴輪

446. Og、陶器 30.旬、瓦96.6g、磯 81.Ogがある。陶器には中世焼締陶器と近世施紬陶器がある。瓦は近世の燥

し瓦で、本遺構を覆う第III-3層に包含されていたものである。また、この第皿－3層の上には近世以降、現代に

至る道路の客土が載っている。遺物の詳細な時期は細片のために明確にできないが、本遺構は近世の畑作による

ものと判断される。

第8項遺構外出土遺物

モヨ
1/4 lOcm 。02 ° 

第116図 遺構外出土遺物 （中・近世）

第45表遺構外出土遺物 （中・近世）

1/2 5cm 

番号 ｜ 地区名 ｜ 注記 I 種類 器種 ｜ 重量 ｜ 口径 ｜ 器商 ｜ 底径 器形の特徴 ｜ 整形の特徴 ｜胎士｜ 色調

底部は平底で体部は内湾して｜ ｜ ｜内外面

焼成｜残存 備考

16世紀
112 I口唇部油煙付着

｜内外面共にナテ澄形が行われ｜ ｜ 
小皿 I is. o I (6. 8) I <2.5> I (3. 8) ｜立つ。やや器商があり小杯状｜ ｜精良。［7. 5YR 8/3 I良好

｜ている。 ｜ ｜ 
01 I 3区 [ 3区一括i土師質土器

02 I 3区 [ 3区一括｜ 鉱浮 鉄浮 I 26. 5 
縦
4. I 

横
2.1 

を呈する。 ｜ ｜ ｜浅黄俊

厚 I 境型浮の破片であろうか、下
｜面には砂が付着し、上面には

2. 2 I 
l流出浮が見られ、磁石につく。
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第 l項土坑

第 7節時期不明の遺構

第 l項土坑

SK06 （第 117図・図版 27)

2区L-lGに位置し、SI09に切られている。長軸方向 N-79°-E。長径200cm、短径95cmの隅丸円形、深さ 36cmで、

覆土は黒色土から暗褐色土の 2層からなり、南に傾いた状態で堆積している。

遺物は検出されていなし＼。

SK07 （第 118図 ・図版27)

2区J-1・2Gに位置する。長軸方向N-79°-E。長径78cm、短径70cmの平面円形、深さ 2lcmである。覆土は黒色土・

黒褐色土2層からなるレンズ状堆積である。

遺物は検出されていない。

SK24 （第 36図 ・図版28)

2区I-lGに位置し遺構の北側が調査区外で、 SI15を切る。長軸方向 N-64°-W。長径91cm、短径現状56cmの推

定平面円形で、深さ 25cmを測る。覆土は黒色土 ・極暗褐色土の 2層で、東に偏って傾斜した堆積である。

遺物は検出されていない。

SK25 （第 119図・図版 28)

2区K-lGに位置し、遺構の北側は調査区外である。長軸方向N-37°-E。長径8lcm、短径62cmの平面楕円形で

深さ 48cmを測る。覆土は黒褐色土 l層からなる。

遺物は縄文土器33.lg、磯21.Ogが検出された。縄文土器は細片のため、型式不明。

SK29 （第 120図 ・図版28)

4区B-1・2Gに位置する。主軸方向 N-88°-E。長径 257cm、短径 112cmの平面長方形で、深さ 42cmを測る。覆

土は黒色土から極暗褐色土に至る 3層からなり、レンズ状堆積となっている。

遺物は、覆土から縄文土器 156.lg、弥生土器8.2gを検出したが、遺構の時期を判断するに至らない。
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第 120図 SK29

SK06 
l黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 川プロック ・粧子
少盆、炭化物 ・粒子φ2皿少量
2 a音褐色土 7.5YR3/.J 粘性中 しまり中 Wプロック ・粒子
中量

1/60 2m 

SK29 

1黒色土 7. 5YR1. 7/1粘性中 しまり中 刊プロ ック。2-lO皿少量、炭化物少量
2黒色土 7. 5YR2/l 粘性中 しまり中 V1プロック
φ2-10皿中量
3極H音偽色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり中 VIプロック。2-.JO叩多量

第 117図 SK06

第 119図 SK25
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第4章検出された遺構と遺物

第 7節 時期不明の遺構

SK30 （第 121図 ・図版 28)

4区C-2Gに位置し、遺構の南側は調査区外である。長軸方

向N57° -E。長径現状 155cm、短径現状 102cmの平面円形で深

さ43cmを測る。覆土黒色土から極暗褐色土に至る 3層からな

るレンズ状堆積である。

遺物は検出されていない。
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第 121図 SK30

SK33 （第 122図 ・図版28)

4区GlGに位置し、北西隅付近において撹乱を受けている。長軸方向 N-45°-W。長径 224cm、短径 70cmの平

面長方形で、深さが 24cmを測る。覆土は黒色土から極暗褐色土に至る 3層からなる。

遺物は検出されていなし＼。

SK34 （第 123図・図版 25)

4区D-2Gに位置し、遺構の南側は調査区外で、 SI19とSK37に切られる。長軸方向 N-45°W。長径 168cm、短

径 lOOcmの推定平面円形で深さが28cmを測る。覆土は黒色土・ 黒褐色士の2層からなるレンズ状堆積である。

遺物は、 須恵器28.Sg、磯（砂岩円磯） 809. 7gを検出した。須恵器は奈良 ・平安時代のものと思われるが、小片

でもあり、時期を明確にし得ない。また、SI19の覆土からも同一個体と見られる破片が検出されている。

SK39 （第 124図・ 図版 28)

4区E2Gに位置し、遺構の南側が調査区外である。8号墳の周溝である SDOlに切られる。長軸方向 N-64°-E。

長径 102cm、短径94cmの推定楕円形で、深さが 12cmを測る。覆土は暗褐色土 l層からなる。

遺物は検出されていない。
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第 122図 SK33
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1黒色士 7.5YR2/l 粘性中 しまり中
VIプロック ¢2-10醐少量
2 黒色土 7.5YR2/l 粘性中 しまり中
VIプロック ¢2-10阻中盆
3極H音褐色土 7. 5YR2/3 粘性中 しまり中
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第 123図 SK34

SK39 

l p音褐色土 7. 5YR3/4 粘性中 しまり中

SK3! 

1黒色土 7. 5YRI. 7/1粘性中 しまり中 河プロック ¢2 40皿中盆、
炭化物 ・粒子φ2凹少量

2 黒褐色土 7. 5YR3/l 粘性中 しまり中 珂プロック φ2凹少量
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第 5章まとめ

第 l節 下坂田塙台遺跡の変遷と歴史的位置

今回の調査は、本遺跡において初めての発掘調査となった。その成果は前章までに報告したとおり、縄文・弥

生 ・古墳 ・平安、中 ・近世の各時代の住居跡 ・建物跡が確認され、長期にわたる複合遺跡であることが判明した。

周辺では近年、第2章に記したとおり、東隣の下坂田中台遺跡、さらに東側の赤弥堂遺跡において発掘調査が実

施されている。桜川｜下流域左岸の当地域の歴史が明らかにされつつある。ここでは今回の調査成果をまとめ、今

後の課題を提示するとともに、地域史解明の一助たらんとするものである。なお、周辺各遺跡の典拠は第2章を

参照されたい。

縄文時代 調査区東側の l区で中期 ・阿玉台式期の住居跡が l軒確認された。一部の把握にとどまったが、

東方の赤弥堂遺跡の当該期集落との係わりが注意される。この住居跡の南側では、貝層を包含する土坑を 1基確

認した。下部のピット状部分にはハイガイとマガキを主体とする鹸水性の貝類からなる混土員層が充填され、上

部の皿状部分の覆土からは早期末葉～前期中葉を主体とする土器小片が検出されている。地点貝塚は赤弥堂遺跡

（下坂田馬場先貝塚）では前期・ 関山式と中期 ・阿玉台式のものが、東隣の中台遺跡（下坂田貝塚）では後期・

加曽利B式のものが明らかにされている。赤弥堂前期員塚はハイガイとカキを主体とし、同中期貝塚はマガキと

サルボウ、中台後期貝塚はヤマトシジミ、さらに北方の上坂田寺裏前期貝塚はハイガイ、問中期貝塚はサルボ、ウ

とハマグリ、上坂田北部前期員塚はハイガイを主体としており、坂田地区における員塚の時期的組成の傾向を示

している。また、遺構外出土の縄文土器は早期～後期にわたるが、やはり 、東側の l区に濃密に分布する。本遺

跡における縄文時代の集落は、東に入り込む小支谷寄りにその中心があるものと推定される。

弥生時代 調査区東側の l区と 2区東端で各 l軒ずつ住居跡を確認した。両者に帰属する土器は不安定な

状況であるが、遺構外出土の弥生土器はほとんどが後期のものであり、十王台式より前に主体があるものと判断

された。2軒の住居も当該時期に営まれたものと考えておきたい。また、遺構外出土の弥生土器は 2区に多く分

布している。縄文時代と同様、遺跡範囲東側に集落の中心があるものと考えられる。周辺の遺跡における弥生時

代の遺物 ・遺構の検出は、現時点では皆無に等しく 、西方の常名地区の山川古墳群下層遺構に確認されているの

みである。

古墳時代 本遺跡の中核の一つをなす時代である。前期から後期に至る各種の遺構が調査区全体に分布す

る。前期は、住居跡6軒が調査区全体に分布する。うち l軒（SI03）は焼失家屋で、あった。いずれの住居跡出土

土器とも、概ね前期前半、庄内式後半に並行する時期に位置づけられるものであろう。その他の遺構では、調査

区西寄りの 2区西端で平面弧状 ・断面逆台形の溝が確認され、底面付近で高坪が検出された。ほとんどの部分が

調査区外と 3区の撹乱によって全体形を把握し得ないが、内側の直線的な形状から、低墳丘の方墳（方形周溝墓）

の可能性がある。帰属時期は住居跡と同じ前期前半の範曙でよいだろう。また、東側の1区中央では断面U字形

の溝2状が相対するように存在し、やはり低墳丘の古墳の周溝の可能性がある。明確な時期は判然としないもの

の、前期の住居（SI05）を切ることから、前期後半を中心とするものと推定される。このように古墳時代前期に

入って、本遺跡における居住域が全体に拡大する。その中で、可能性ではあるが墳墓が混在する状況が推定され

る。同時期の墳墓は、赤弥堂遺跡（東地区）において方墳（方形周溝墓）が l基、北方の上坂田北部員塚で同じ

くl基確認されており 、常名地区の山川｜古墳群では前期の方墳群が明らかとなっている。

後期は、後期初頭の中規模円墳である坂田塙台8号墳が築造される。墳丘径約30m、残存高6.2m、二重周溝（注

1）を有する。外側周溝の外径は直径約 55mを測り、大型円墳に匹敵する 「兆域」を占有する。外面二次B種ヨ

1
1
ム
ーームーli



第5章まとめ

第 l節 下坂田塙台遺跡の変遷と歴史的位置

コハケ調整を含む円筒埴輪（本章第2節参照）が検出され、形象埴輪は調査区外に埋没しているものと思われる。

また、地元の言い伝えから、埋葬施設は箱式石棺と考えられる。本古墳群では、武具八幡古墳（2号墳、増田編

1986）がほぼ同時期の古墳として明らかとなっている。安政元年（1854年）に地元の百姓によって甲胃（胃・短甲・

札甲 ・頚甲・肩甲・龍手）や鉄鉱が掘り出された。墳丘は直径 15mほどの円墳であるが、付属具を伴う複数セッ

トの甲胃を副葬されていることから、8号墳とともに畿内中枢との連携を有する、当地域社会において中核を担っ

た人物の墳墓と考えられる。両者ともに、現状では本古墳群の先駆けとして造営された盟主墳と評価できょう。

本古墳群ではその後、 6世紀中葉に全長 28mの前方後円墳、11号墳（小野塚2010）が築造される。また、岩崎

卓也氏によって報告された女子埴輪の頭部（岩崎 1986）は、 6世紀中葉の高崎山 2号墳（平岡編2001）出土の

人物埴輪と同じ作風のもので、 8号墳の埴輪とは大きく時期が異なるものであることが判明した。岩崎氏が指摘

するもう一つの 9号墳に帰属する可能性を考えておきたい。今回、新規発見された 14・15号墳の小規模円墳や、

試掘確認調査 28トレンチに想定される古墳も 6世紀代の埴輪を有するもので、台地内側にも削平された埋没古

墳が展開することが明らかとなった。さらに内陸に位置する 7世紀後葉の武者塚古墳（武者塚 l号墳）は、銀製

冠や銀装と青銅装の飾大刀、青銅製柄杓などを副葬する。以上、本古墳群とその周辺の墳墓は、 6世紀から 7世

紀にかけて、有力な人物の墳墓が点在することが明らかになりつつある。今後、対岸の宍塚 ・つくば市吉瀬地区

の古墳との比較 ・検証をする必要はあるが、本古墳群の規模が拡大する可能性も含め、桜川下流域における中心

第 125図 坂田塙台古墳群 （小野塚2010第2図に加筆）
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的な墳墓群と位置付けることが可能となろう。

後期の集落は、今回、調査区東側 1区の南端に SI06の l軒が確認されたのみである。時期は 5世紀末葉であ

る。集落規模が縮小すると言うよりは、古墳群の形成に伴って墓域と居住域が区分された状況と見たい。さらに

古墳の造営が継続されていくと推定される 6世紀代以降の遺物はほとんど見られなくなる。徐々に本遺跡は墓域

に転換していくのかも知れない。東方の赤弥堂遺跡では周辺の墳墓の造営は低調で、前期 19軒、中期 5軒、後

期4軒と前期にピークがあるものの、継続的な居住域として展開するようである。

平安時代 7～8世紀の遺構・遺物分布のブランクを挟んで、 9世紀になると再び集落の痕跡が明確となり、

古墳時代とともに本遺跡の中核をなす。概ね、 9世紀前半と間後半に 2分される。9世紀前半は、 l区南側の

SD08と2区中央の SDllが二段掘りの特徴的な溝で、一連のものと考えられる。 4車干の住居跡と 2棟の掘立柱建

物はこの溝の南側に存在し、前章までに指摘してきたとおり、建物群を区画する溝として機能していたと推定さ

れる。SDllの溝底にはピットが点在し、区画の機能を担う構造の可能性もある。2棟の掘立柱建物（SB02・03)

は主軸を溝の走行方向に合わせる傾向が指摘できる。出土遺物には尾張産の灰紬陶器が散見される。9世紀後半

にはこの区画溝も埋没し、住居跡の分布も溝の北側（想定される区画範囲の外）に広がる。4軒の住居跡と l棟

の掘立柱建物跡が確認されている。SI09出土の鉄製品は馬具（鐙吊金具）の可能性がある。掘立柱建物（SBOl)

は9世紀前半のものとは異なり、主軸はほぼ東西に向けている。現状では、建物構造や出土遺物に官 ・公 ・寺的

な様相は確認できない。

周辺では、赤弥堂遺跡で転用硯や墨書土器が検出されており、さらに東方の常名地区の弁才天遺跡では 8世紀

後半～ 9世紀の方形区画溝を伴う住居 ・掘立柱建物群が調査されている。後者では螺旋状暗文のある土師器罫、

東濃産緑紬陶器、尾張産灰紬陶器、転用硯、墨書土器、刻書のある砥石、和同開路、金銅製帯金具あるいは馬具、

銅製丸鞠といった、一般集落では見られない多様な文物が住居跡から検出されており、中央政府との係わりを持

つ人々の集落であったことが特筆される。

中・近世 中世では調査区西側の 4区における土坑群を主体とし、中世前半の土師質土器小皿（かわらけ）

が一部で出土している。平面長方形の土坑で人骨が検出され、時期不明のものを合わせ土坑墓を含む遺構群であ

ることが推定される。近世でも座棺と考えられる円形土坑から人骨が検出されている。また、掘立柱建物や柵・

塀跡や溝跡は覆土の状況から中・近世と推定され、 3区のサク状遺構は近世陶器 ・瓦の出土から近世の畑作痕跡

と推定された。

以上、下坂田塙台遺跡 ・坂田塙台古墳群における今回の調査は、農道建設部分の狭小な調査となったが、遺跡

全体にトレンチを入れた状況でもあり、本遺跡の状況を窺うに足る成果を収めることができた。それは、本遺跡

が縄文時代に始まり、弥生 ・古墳・平安 ・中・ 近世と連綿と続いた当地域の人々の営みであり、地域社会の一翼

を担う活動の痕跡であった。今後、周辺における調査が進展した暁には、今回の調査成果も地域の歴史を考究す

るうえでの基礎史料となるものと信ずる。

［注］

1 周辺地域において、二重周溝を有する円墳を探索したところ、茨城県域では確認することができなかった。ただ、隣接する千葉県域の下総・

上総地域において、若干の事例を確認することができた。最も塙台8号墳の築造時期に近いものでは、成田市の龍角寺 101号墳 （墳正径24.1 m、

高さ 3.6 m、外側周溝外径約 42m、安藤ほか 1988）が挙げられる。同墳の北方には南羽鳥正福寺 l号墳 （墳丘径20.5 m、高さ 2.3 m、外側周

溝外径 38.5 m、宇田編 1996）があり、近在の南羽鳥高野 1号墳（同文献）は二重周溝を有する全長44m の前方後円墳である。三者ともに 6世

紀前半の円筒埴輪と豊富な形象埴輪群を樹立し、特に龍角寺 101号墳は雲母粒子を多量に含む胎土を使用するもので、筑波山系の埴輪との関連が

指摘されるものである（石橋2004）。 千葉県域では他にも、6世紀後半以降、 いわゆる「変則的古墳」に二重周溝の事例（下記）が散見され（沼

津 2006・2010）、その意味が問われるところでもある。

千葉市椎名崎A2号墳・神明社裏 l号墳 （造り出し付円墳）、佐倉市池向 3号墳 ・石JII 1号墳、山武市松尾 l号墳 ・経僧塚古墳、

香取郡東庄町今郡カチ内遺跡（3基確認、千葉県2010）。
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第 2節 坂田塙台 8号墳出土埴輪について

今回の調査によって、 8号墳の周溝からまとまった量の埴輪が採取された。いずれも破片資料で全形を知るこ

とができるものはないが、同工品分析の視点から分類を行い、本古墳に設置 ・使用された円筒埴輪の型式の把握

に努めた。以下、同工品分類結果のまとめ・確認を行い、その中の特徴的な属性を既出資料との比較を通して、

本古墳出土埴輪の位置づけをしておく。

1 坂田塙台 8号墳の円筒埴輪

し＼ずれも白雲母の細片を多量に含む胎土で、筑波山地南麓、桜川流域を中心に分布する「筑波山系の埴輪」（塩

谷 1997・石橋 2004）の例に漏れない。基部粘土帯を用いた紐づくり、外面タテハケ調整を基調とし、無黒斑で

あることから害窯焼成と考えられる。全体形は 3突帯4段構成と推定される。しかし、各個体の製作法は一様で

はなく 、前章で報告したとおり 、7類型の同工品を確認した。各類型の属性をまとめたものが第46表である。また、

I群埴輪（後述）は突帯間隔の設定がされており 、各段の高さは一定の規格による製作が想定されるので、各段

の高さが確認できる資料を基に全形を推定した状況が第 126図である。

7類型の同工品は、突帯間隔設定技法を用いた I群（6類型）と、「断続ナデJ手法によって突帯貼付を行った

E群（1類型）に大別された。 I群は突帯間隔設定技法の適用から、鐘方正樹氏が定義（鐘方 1997・99、注 1)

した「W群系埴輪Jに該当し、川西宏幸分類似｜西 1978）のN群埴輪の系列にあるものと評価できる。 A類の一

部（25・26）に確認できた外面二次 Bd種ヨコハケ調整（一瀬 1988）の存在はこれを支持するものである。E群

は断続ナデ手法の適用から、「V群系埴輪」に該当し、川西分類のV群埴輪の系列ということになる。

塙台 I群埴輪 各類型間でばらつきを見せている属性は、成・ 整形手法である。最たるものは突帯 ・口縁部

と内面調整で、同工品の分類作業で第一の指標とした突帯の調整（ヨコナデ）と形状は、口縁部とともに 6類型

それぞれの状態を示している。それ故に同工品分類の指標となる訳である。内面調整（成形）は、 A類は左上り

のナナメ指ナデあるいはタテ指ナデ、B類ではタテ指ナデに加えて板（ハケ）状工具を用いた器壁を掻き取るよ

うな特徴的なタテナデが施され、接合痕跡を残さない丁寧な出来である。C類は砂粒の移動が目立ち、ユピケズ

リ（設楽 1981）とも称されるタテ指ナデ。D類は平滑面を示すことから板状工具を用いたヨコナデが施されたも

のと考えられるが、接合痕が顕著に残る粗し 1ものである。E類も接合痕跡が明瞭なナナメ指ナデ。F類は接合痕

第46表 坂田塙台古墳群出土円筒埴輪の類型別属性表

！！群 ？類類 ノ、ケメ 出土箇所 和lき手 外商鯛It
内面陶磁

ロ縁綱：諸E都 品胴号厚飾
宮尾羽干 透かし孔 へラ記号

』阿部 状態 ロ緑樹i 底部 間開設定 百四号室 切り抜き 仕上げ 位置 形状

I A 8号tft 右 タテハケ極 左上タテ
丁（接寧合痕跡少）

ヨコハケ具（外 ー 幅広 10～15 
凹口斜縁凹1端線2部条外面

上下面アを最 右回り 無澗E症 外国 左平上行斜り線（→Bd ヨコハ ナデ 面と別工 ヵ） 後にナ
ケ）

I B l B号JJ¥ 右 タテハケ
タタアテ板ナデナデ、 丁（接寧合痕跡なし）

なし ヨコケズリ 幅広 9～13 凹線 上下7端凹を 右回り 無網整ー
ナヵ

ハケ

I C 8号噴 右 タテハケ タテナデ、
粗（接い合痕明瞭）

左ア上 ヨコナ ー 不明 10～12 凹線 上くナ下デ街を強 右回り 無調整 不明 不明
砂粒移動目
立つ

I D 2 8号tJt 右 タァハケ ヨコ板ナデ
粗（後い合痕顕著）

ヨコハケ 甘い lO～12 回線2条 下面ナデ 右回り 無調整 外回 C左字上形1mき
「ヨコ （へラ） あまい部分
十デ あり

I E 3 S号一噴 右
左胴｝主上ハケ、 口縁

左上サデ
粗（接い合痕明瞭）

ヨコハケ 強い 10～12 凹練2条 上ナデ下端函を 右回り ナデ 外面 ×Jf3 

部部は正逆ハケメ、 →ヨコナデ
ヨコナデヵ

I F 8号tJt 右 タテ板ナデ タテナデ
丁（接寧合痕跡なし）

不明 ヨコケズリ 不明 10～13 不明 上下面7を最 不明 不明 不明 不明
後にナヵ

lI G 4 B号lJt 右
左（→上波ハ状ケ文） →タ左テ上ナハデケ 丁（接事合痕跡少）

左上ハケ 不明 狭い 10～14 断絞ナデ 下面ナデ甘 右回り 無制It
〈、凹凸

H 5 14 .j号演 右 タテハケ タテナデ
丁（後軍事合痕跡少）

左上ハケ T~事 8～13 不明 上ナ下デ端面を 右回り ナデ ー

ー I 6 14 4ト苦境レ 1五 タテハケ 右上タテ
丁（接寧合痕跡少）

右上ハケ 不明 狭い 10～14 断続ナデ 下面ナデ甘 左回りヵ 無鯛m-
28 ンチ ナデ く、凹凸

- J 5カ 15号lJt 右 タテハケ タァナデ T後軍事合痕跡少） ヨコハケ 不明 不明 10～12 断続ナデ 下宿寸デ甘 不明 不明 内面
斜およ線り

く、［凹凸

- K 7 
15号境区遺構外 右

タテハケ タテナデ
丁（接寧合痕跡あり）

ヨコハケ 不明 10～14 不明 上にナ下デ面丁寧 右回り 祭測型産
l 4 

ー L ~5区号遺JJ\構外 右 タテ板ナデ ヨコ 左上
丁（核盟事合痕跡なし）

ヨコ 左上ナ 不明 不明 9～12 断紋ナデ 下面ナデ甘 右回り 無制E症 内面 斜左上線り
ナデ 7 〈、凹凸
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が残らない丁寧なタテ指ナデである。外面調整は前述のとおりタテハケを基調とするが、 E類は左上りのナナメ

ハケ、F類はハケメを記さないいわゆるタテ板ナデ。内面の底部下端にはB類と F類でヨコケズリが施されている。

透かし孔の切り取り面の処理は、 E類のみナデ仕上げが認められる。ヘラ記号は破片資料の制約のために確認が

不十分であるが、 D類で左上が開放する C字形、E類で×形が認められた。

このように、各類型とも口縁部 ・底部の高さや口径 ・底径のばらつきはあるものの、口径 32cm、底径 21cm、

器高 47cm ( I群平均値、器高は推定平均値）の逆台形のプロポーションは同調するようである。突帯間隔がそ

ろえられていたのは第2段と第3段と見られ、各類型とも lOcm前後の値を示している。形態的な近似性、型式

的なまとまりをもった一群との印象が強い。また、 A・B・C類の 3類型の外面調整のハケメパターンは一致して

おり、同一工具の共用あるいは兄弟工具の製作 ・使用（犬木 1995・城倉 2009）が考えられる。

塙台E群埴輪 口径 26.3cmと細身で寸胴形の器形と直立する口縁部形状は、一見して I群と弁別される。

また、突帯は下面の特徴的な凹凸から「断続ナデ」手法が用いられたものと判断され（注2）、その突帯の貼り

付けに伴う器壁の歪みが指摘できる。明らかに系列の異なる製作が推察されるものである。しかし、胎土は I群

と同じであり、製作地を大きく異にするとは考えられない。突帯間隔（10.Ocm）、口縁部高（12.Ocm）も I群と

同調している。また、当群の特徴の一つに口縁部外面の「波状文」がある（後述）。

以上、全体の 98.6%を占める I群と、わずか 1.4%のE群で構成され、前者は中期の型式を引き継ぐN群系埴

輪、後者は新式の後期・V群系埴輪であり、両者は全く異系統の型式である。主体をなすI群の各類型は製作技法、

形態、法量ともに等価な型式群で、あった。今回、各類型の数量比を示すまでに至らなかったが、外面ナデ調整の

F類は 707.2g (0. 6%）と 1%に満たない。本書掲載量を見ていただいても、他の類型はおおよそ A群が最も多く 、

B～E類はほぼ同量を示す感じである。本古墳の埴輪製作は、 A群の製作者を中心として行われていたものと思

われ、わずかに認められた Be種ヨコハケ調整のものも、 このA群製作者によってなされたものと考えている。

2 既出資料との比較

次に、 8号墳の埴輪で把握された属性の中で、「N群系埴輪J(B種ヨコハケ調整 ・突帯間隔の設定） と 「波状

文を施す円筒埴輪」に着目する。本古墳が立地する桜川｜流域を始め、霞ヶ浦北西部（高浜入り及び土浦入り地域）

及び茨城県域の調査資料と比較しておく。

霞ヶ浦北西部におけるN群系埴輪 茨城県域におけるN群埴輪は、筈窯焼成の導入を一つの定点とすると、

5世紀中葉～後葉の石岡市の府中愛宕山古墳や小美玉市（旧新治郡玉里村）の妙見山古墳を初現とするが（塩

谷 1997、日高 2001）、資料の状況が今一つ十分で、はない。その後、定形化した埴輪として、5世紀後葉のひたち
か ごづ か

なか市の川子塚古墳（斉藤2000b、田中 ・高橋 2002）が挙げられる。馬渡窯跡C地区から供給されたものと見ら

れており、 Be種ヨコハケが施されている。未発掘調査であるが、現状で把握できる資料は寸胴形（筒形）の器

形で、突帯間隔と底部高をそろえる（高さ 12cm）ものが知られている（斉藤2000a• b）。その他、害窯焼成品と

考えられる B種ヨコハケ調整の断片的な資料は、桜川市（旧真壁郡大和村）の高森 l号墳（斉藤ほか2003）や

筑西市（旧同郡明野町）の宮山観音古墳（日高 2001）において確認されている。そのような状況下で今回、塙

台8号墳で検出されたB種ヨコハケ調整の埴輪は、県域南部の霞ヶ浦周辺地域では初見例となった（注 3）。し

かし、外面調整にB種ヨコハケが施されないと言えども、 5世紀末葉から 6世紀前葉に位置づけられる当地域の

埴輪には、突帯間隔設定の凹線（沈線）が見られ、「N群系埴輪」と評価することができる。これらの資料を概

観することによって、塙台 I群埴輪の位置づけを考えておきたい。

霞ヶ浦北西部のW群系埴輪は、土浦市の宍塚小学校内古墳（5世紀末葉、塩谷編 1987）、かすみがうら市の富

士見塚 l号墳（旧富士見塚古墳、 TK-47～MT-15型式期、杉山ほか2006）、小美玉市の玉里権現山古墳（権現平
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霞ヶ浦北西部のN群系埴輪第 127図

同また、突帯間隔設定痕跡は確認されていないが、5号墳、 TK-47～MT15型式期、小林編 2000）に見られる。

の三味塚古墳（TK47型式期、大塚 ・小林編 1995、小林編 2001)行方郡玉造町）時期の資料として行方市（旧

（第 127図）。も中食言すに加える

形態は3突帯4段を基本形とし、富士見塚 l号墳のみ4突帯5段との組み合わせとなる。いずれの古墳におい

と逆台形の二者が認められる。富士見塚 l号墳では鼓形を呈するものの存在が指摘されてい
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るが、安定した型式とは思われない。宍塚小学校内古墳で、は概要報告書に図示された資料が寸胴形であるが、未

報告資料には逆台形のものもあるようである。各古墳とも全形が把握できる資料が少なく、二者の比率を分析す

ることは難しいが、富士見塚 l号墳では寸胴形が多く、権現山古墳と塙台 8号墳では寸胴形が少ないように見え

る。成形法については基部粘土帯を用いるものと底部から粘土紐積み上げのものがあり、後者は富士見塚 l号墳

の一部と三昧塚古墳で認められる。前出の妙見山古墳は後者である（日高 2001）。塙台 8号墳の B類と F類に認

められた底部内面のヨコケズリは、権現山古墳の一部に確認できる。

突帯間隔の設定はいずれの古墳においても、中間段（第2・3段）を規定する（そろえる）かたちで機能している。

その間隔はいずれも 10～ 12cmの聞を示しており、権現山古墳の 13.5cmのもの以外は差異を強調することはで

きない。底部（第 l段）高はほとんどがこの突帯間隔を l～ 5cm上回る値を示しており、 三昧塚古墳と権現山古

墳では突帯間隔とそろえるものもある。一方、口縁部（第4段）高は突帯間隔とほぼそろえる傾向であり、 l～

3cm ほど高いものも認められる。こうした各段の設定傾向は、 IV群系埴輪と評価できる 6世紀前半の玉里舟塚古

墳（忽那 2010）にも指摘できる。

こうして見ると、塙台 8号墳を含めた霞ヶ浦北西部の 5世紀末葉～ 6世紀前葉のIV群系埴輪は、個々のばらつ

き・個性を指摘されるものの、ある程度の（あるいは、緩やかな）まとまりをもった埴輪群と捉えることもでき

るだろう。そして、舟塚古墳の造営に伴い確立する小幡北山窯の埴輪製作へと引き継がれてし1く。ただ、基部の

積み上げ手法や底部内面のヨコケズリの存在は、成形技術の根本的な相違であり、今後、その技術系列の追究を

すべき課題である。

波状文を施す円筒埴輪 高浜入り地域で多く認められ、これまでに、かすみがうら市の富士見塚 1号墳、風

返9号墳、小美玉市（旧玉里村）の神楽窪古墳、玉里権現山古墳、石岡市の府中愛宕山古墳で確認されている

（本田 2002) （第 128図）。風返9号墳と愛宕山古墳例は状態を確認していないが、他例はいずれも明瞭な櫛描き

波状文を示している。今回、土浦入り地域に位置する塙台 8号墳の G類を新たに加えることになったが、注意さ

れるのはその製作法の系列である。塙台G類は突帯の貼付手法に断続ナデが想定される「V群系埴輪」であった。

上記の既出例のうち、富士見塚 l号墳例は、突帯間隔設定が行われた「W群系埴輪」である。一方、神楽窪古墳

出土の可能性が指摘されている旧玉里村内出土資料は、霞ヶ浦町郷土資料館第四回特別展展示解説書（千葉編

1997）に掲載の写真（第 128図下段中）を見ると、突帯下面に凹凸が認められ、塙台 G類の状態と酷似している。

本田信之氏の報告ではその点の指摘はないものの、断続ナデによる突帯貼付がなされたものと思われる。想定さ

れるプロポーションや法量（胴部径）も近似しており、両者の製作事博の近さを強く感じる。また、権現山古墳

の資料（第 128図上段右）は法量（口径）が大きいものの、直線的に開く形状や口縁端部に明瞭な平坦面を持っ

ところは、塙台G類とよく似ている。
あねさき

ところで、波状文を記す円筒埴輪は、千葉県市原市の姉崎二子塚古墳（小橋 2010、施文具〔以下同じ〕櫛状工具）、

姉崎山新遺跡48号遺構（小橋 2008、問、有黒斑）、同富津市の内裏塚古墳（小橋 2011、ハケメ工具、TK-216型式期）、

同木更津市の清見台 A-4号墳（木）1 I 2001、ハケメ工具、IV期・5世紀後葉）等、東京湾東岸地域にも見られる。また、

姉崎二子塚古墳、山新遺跡、内裏塚古墳では斜格子文も共存し、市原市の玉霊台遺跡（高橋 1998、櫛状工具）

と富津市の富士見台 2号墳（ハケメ工具、 IV期）では斜格子文が見られれる。一方、茨城県域では前述の波状文

の事例の他に、斜格子文あるいは斜格子状のハケメが常陸太田市の党天山 3号墳（高山塚古墳、白井 2002、有

黒斑 ・2次ヨコハケ調整）や川子塚古墳（田中 ・高橋 2002）でも確認されている。また、高浜入り地域の富士見

塚 1号墳の鋸歯文（ハケメ工具）や鋸歯状のハケメ、権現山古墳の「左傾するハケ調整」は文様効果が指摘 ・報

告されているとおり、これらの有文埴輪の系列に属するものと評価できるだろう。東京湾東岸と高浜入りの事例

とは型式的な距離があり直接的な対比は難しいものの、早くに白井久美子氏が指摘し（白井 2002）、小橋健司氏

口。
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第 5章まとめ

富士見塚1号境
（鋸歯文、ハケメ工具）

神楽窪古墳

（波状文、ハケメ工具） 一 一一主ぷ
玉里権現山古墳

（左傾するハケ調整）

左の資料写真

（突帯下面に凹凸が見られる）

姉崎山新遺跡48号遺構
1/6 

＊写真は縮尺任意。 （波状文 ・斜格子文、櫛状工具）

第 128図 「有文埴輪」の類例

が想定する（小橋 2011）ように、古墳時代中期から後期初頭の常総地域内における各埴輪製作者の関係 ・製作

事情を表すものと思われる。さらに、富士見塚 1号墳で共伴している鋸歯文や有軸綾杉文、斜格子文などのへラ

描き線刻文様は、既に塩谷修氏が指摘（塩谷 1997）している群馬県高崎市の三島塚古墳（車崎 1998）や長野県

長野市の土口将軍塚古墳（大塚ほか 1987、TK73型式期）で良く似ているものが存在している。

3 資料の位置づけ

V群系埴輪は「中期の末頃にj 「出現し、後期に主体化する」（鐘方 1997）。具体的には TK-208型式期（5世紀

中～後葉）に河内地域で認められるようであるが、V群埴輪の成立は TK-23・47型式期（後期、5世紀末葉）である。

また現状では、 6世紀の茨城県域におけるN群系埴輪は「小幡北山型」埴輪（稲村 2002）にも指摘され、同型埴

輪は6世紀初頭～前葉に成立し、間前～中葉の玉里舟塚古墳の築造に伴い確立するとされる。すなわち、岡県域

ではN群系埴輪が 6世紀後半まで残ることが明らかであるから、 N群系埴輪の存在は下限を示し得ない。一方、

前述の霞ヶ浦北西部の 5世紀末葉～ 6世紀前葉の諸例と比較しても同時期のものと見て誤りない。さらに、塙台

8号墳ではBd種ヨコハケが存在することから、「TK23・47型式期、 5世紀末葉」に位置づけるのが現在の所見

では妥当なところと考えられる。

119 



第 5章まとめ

第 2節 坂田塙台 8号墳出土埴輪について

小結

坂田塙台8号墳の円筒埴輪は、 I群は霞ヶ浦北西部の「N群系埴輪」に類似するものであり、 E群は高浜入り

地域に認められている「有文埴輪」の土浦入り地域における初例を追加することとなった。今後、土浦入り地域

においても類例が発見されるものと思われる。現在認識されている古墳の分布を見ても、両地域の古墳の「格 ・

質」と分布密度は高浜入り地域の優位が動かないものと思われるが、今回の調査事例によって、両地域の埴輪製

作環境の親縁性を窺うことができた。両地域は地形的にも、塙台古墳群の西側が立地する上坂田地区の北西には

大きな谷津が入り込み、高浜入りの河川｜・恋瀬川の支流・天の川上流域に近い。出島半島を大きく迂回せずとも、

河川（内水面）を利用した水上交通とわずかな陸交によっても、地域（人や文物）の通交は頻繁で、あったと思わ

れるのである。土浦入り ・高浜入り両地域に分布する埴輪は、胎土の含有物を手掛かりとして異なる製作地（窯）

が推定される訳であるが、今回、検討の対象とした後期初頭 ・5世紀末葉～ 6世紀前葉では製作環境の緊密な交

流があったものと思われる。

さて、 8号墳の埴輪は上記のとおり 、大多数、 6類型からなるN群系埴輪（塙台 I群）と、全体の 1.4%に過

ぎなし＇＼ 1類型のみのV群系埴輪（塙台H群）で構成されていることが判明し、最大の特徴である。畿内地域の

円筒埴輪の系統を明確に示した鐘方氏は、 「後期の円筒埴輪を考える上で重要となるのは、それぞれの埴輪がど

の系統に属して製作されてきたかを追求することであ」り（鐘方 1997）、「関東におけるV期の埴輪展開（中略）

を読み解くには、やはり V群系とN群系の存在を指摘しなければならない。」（鐘方 1999）と提言している。

今回、同工品分析の視点から出土埴輪の分類を行い、系統の把握をすることができた。何分、破片資料からの

アプローチであるので、同工品各類型の構造（数量比や詳細な型式）とその意義を整理 ・把握するには至ってい

ないが、霞ヶ浦西部地域における後期初頭の埴輪型式の一端を提示することができたのではなし 1かと思う。今後

は、新規資料の展開を期待するとともに、既出資料の再分析を進める必要があるように思う。繰り返しとなるが、

わかりにくいとされる茨城県域の埴輪も、「工人集団、技法といったもの、あるいは組列 ・系譜といったような

ものをきちんと把握していか」なければならないだろう（車崎ほか2002）。前述の茨城県域における 6世紀代の「N

群系埴輪の残存」は注意しなければならない点であり、これとV群系埴輪との係わりを読み解く必要がある。また、

V群埴輪が「製作期間がほぼ 100年に及ぶにもかかわらず、明確な型式変遷の追究が困難となっているJのは、「そ

れまでに保持してきた埴輪製作上での規格性を放棄し、極限的に効率化させた製作工程によって、非常に合理的

な量産体制」のもとに製作されたためである（鐘方 2003）のなら、効率化 ・合理化の方向性、それを達成する

ための手法の創意・工夫、そして進歩の足跡があるはずである。今後、これをし 1かに見出し、整理するかに懸かっ

ていると言えよう。

［注］

1 W群と V群の分類は川｜西宏幸氏による円筒埴輸の 5群大別（Jil西 1978）に準拠し、各系統の定義は鐘方正樹氏が示したもの（下記、 鐘方

1997）に拠る。

IV群系埴輪：突帯間隔設定技法が用いられており、突帯聞は均等幅である。（中略）断続ナデ技法を用いない。外面調整にはヨコハケを用いる。

V群系埴輪 突帯間隔設定技法を放棄し、粘土紐を自分量で器壁になで、つけて突帯を成形する断続ナデ技法を採用する。このために突帯間隔

や底部高 ・口縁部高はばらついて一定しない。外面はヨコハケ調整が省略されてタテハケのみとなる。

2 「断続ナデ」 手法の評価については、日高慎氏による慎重な判断が示されている（日高 2001）。確かに、日高氏が報告された妙見山古墳例

（突帯間隔設定沈線あり、無黒斑）や、鐘方氏がW群系と位置付けた尾張型埴輪（愛知県豊田市の上向イ 田窯跡 I群の一部、鈴木編 2009）などに

も確認され、 V群系埴輪以外にも伴う事実がある。本稿では系列の違い（IV群系とV群系）を指摘する観点から、塙台E群に認められる突帯下面

の凹凸を「断続ナデ」の痕跡として、あえて積極的に評価したが、 そもそも、「断続ナデ」 手法は単なる突帯貼付手法であり 、今後、藤井幸司氏

が定義（藤井 2003）する町群系埴輪以前に認められる「突帯貼付技法A類」との識別が必要となる。

3 行方市（旧行方郡玉造町）の兜塚古墳でB種ヨコハケ調整が確認されているようであるが、焼成法は不明瞭のようである（日高 2001）。また、

これまでに発掘調査が行われていない妙見山古墳で、今後、 B種ヨコハケが発見される潜在的可能性はある。
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第3節 叩き手法を用いる「常総型護」についての一考察

「常総型空」の呼称については、下野地域では「下野型蓋」、茨城県内では「常陸型窪」とも称される。これら

の奮は基本的に同様のものと理解される。形状的には口縁部が「く」の字に開き、口唇部が摘み上げられる。胴

部はナデ整形またはヘラケズリ整形され、胴部下半に粗い縦方向のミガキが施されるものが多い。全体に薄手の

っくりとなっている。

その分布範囲は千葉県下総地域 ・茨城県全域 ・栃木県東部に限定されている。隣接する福島県 ・群馬県 ・東京

湾沿岸から千葉県下総西部では、基本的に煮沸具として一般的な使用は行われていない。千葉県北部の印搭沼周

辺では「常総型番Jが優位を占める傾向が見られるのに対して、南関東では「武蔵型窪」が中心となり、東京湾

岸の千葉市から東葛地域では一部混在が認められるものの「武蔵型空」が優位になる。

「常総型窪」についてはその出白、製作技法またはその製作工人などについては不明な点が多く、一概に「常

総型番」が須恵器生産技法と同一技法によるものとは限定することはできないが、本遺跡出土資料を基に、 9世

紀代の「常総型蚤」の製作技法として叩き手法の存在について考察してみたい。

1 「常総型窪」の整形手法別分類

「常総型翠」の初源は6世紀代に遡り、 9世紀末～ 10世紀初頭頃には姿を消す。その器形及び整形手法は、以

下の種類に分類することができる。

器形

A類 やや厚手で、胴部の最大径を中位から下位に有するもの（6～8世紀）

B類 やや厚手で、肩部から口縁にかけてやや頚部が立つもの（6～8世紀）

C類 薄手で、頚部が短く胴部から直接口縁が外反し、胴部の最大径が中位よりも上位に位置するもの

(8世紀末～9世紀代）

D類 小形化するもの（9世紀後半代）

E類 薄手で、胴部がやや直線的な寸胴または円筒状になるもの（9世紀後半代）

F類 薄手で、羽釜状に鍔が付され、ナデ整形が行われるもの（10世紀前半代）

整形

① 外面にナデ整形を施し、胴部中位から下半にかけて粗い縦方向から斜め方向のミガキを施し、内面はへラ

ナデ及びナデ整形が行われているもの。

② 外面全体にヘラケズリを行った後に、胴部下半に粗いミガキを施し、内面はへラナデ及びナデ整形を行う

もの。

③ 外面胴部上半はナデ整形され、底部付近にへラケズリが行われているが、内外面に円形の凹凸（指頭痕も

しくは当具痕）を残すもの。

④ 叩き整形を行った後にナデ整形を行い、外面の叩き目痕をナデにより消しているが、内外面にわずかなが

ら叩き目が残るもの。

⑤ 叩き整形を行った後に、全体にへラケズリを行い、内面に円形の凹凸が残るもの。

⑥ 全体にへラケズリ のみで整形され、内面はへラナデ及びナデ整形を施すもの。

⑦ 外面上半に叩き目痕が明瞭に残り、内面はナデ整形を施すもの。

器形では、 A・B類は古墳時代後期に見られるもので、 C・D・E・F類は8世紀以降、 9世紀から 10世紀初頭に
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第 3節 叩き手法を用いる「常総型奮」についての一考察

通有に見られるものである。

整形の特徴では、外面に磨きを施すものが 6世紀代に出現し、ヘラケズリを全面に施すものが新しくなる傾向

がある。さらに、叩き目痕を有するものはへラケズリの段階に増加する傾向があり、底部に砂目を有する例も出

現する。

2 下坂田塙台遺跡出土の「常総型護」

今回調査を実施した下坂田塙台遺跡は茨城県のほぼ中央に位置し、筑波山南麓から霞ヶ浦北西岸に位置する。

平安時代 ・9世紀代の住居跡は 8軒確認され、そのうち、叩き手法による「常総型奮」を検出したのは SI08・

SI09の2軒である。

SI02 01 ・02・03の翠はヘラケズリ手法により整形されているが、口縁及び口唇部の摘み上げの形状より「常

総型翠」 C類⑥と判断した。供伴する遺物としては、ロクロ整形による有台域 05・有台皿 06・新治窯跡群産須

恵器無台坪 07がある。05は内面黒色処理 ・ミガキが施されている。07は体部下端に手持ちへラケズリが行われ

ている。いずれも長石・石英・雲母を多量に含む。この遺構については9世紀中葉から後葉にかけてと判断される。

SI07 翠 02は外面胴部に僅かに凹凸が確認出来るが、ナデにより完全に消し去られている。内面には小口

痕が観察されへラナデが行われていることから C類①とした。供伴する遺物としてはいずれもロクロ整形による

新治窯跡群産須恵器の無台杯 07・09、有台皿 08があり、長石 ・石英 ・雲母を多量に含む。この遺構については

9世紀前葉と判断した。

SI08 護 01の特徴としては、叩き整形の後ヘラケズリにより整形するもので、内面には当て具痕がわずか

に確認できるものの、そのほとんどがナデ整形により擦り消されている。C類⑤に相当する。墾 02・03は、胴

部上位寄りのミガキが観察されることから C類①に相当する。04は胴部上位に斜方向の平行叩きが明瞭に確認

されることから C類⑦に相当する。供伴する遺物として新治窯跡群産の須恵器亦 ・皿 ・盤 ・奮があり、長石・石

英 ・雲母を多量に含む。これらの遺物から 9世紀前葉と判断される。

SI09 翠 01は胴部の張りが弱くやや円筒形を呈するが、口縁及び口唇部の摘み上げの形状より「常総型空」

と判断した。胴部上半には横方向の平行叩きが明瞭に施され、内面には当て具痕が確認できることから E類⑦と

判断した。供伴する遺物としては、内面黒色処理 ・ミガキが施されている土師器無台坪 03・有台皿 04があり、

いずれもロクロ整形である。この遺構については9世紀後葉と思われる。

SI 12 翠 03は小形の新治窯跡群産須恵器で、ある。形状的には「常総型墾」と言えるであろう。外面はへラ

ケズリにより整形されており、内面はナデが施されていることから D類⑥と判断した。供伴する遺物としては内

面黒色処理 ・ミガキが施されている土師器無台罫 01・02があり、 01には外面に刻書が見られ、体部下端は手持

ちへラケズリが行われている。この遺構については 9世紀前葉と判断した。

遺構外出土 04の羽釜は口唇部の形態が「常総型翠」と類似するために F類とした。

以上の分類から、叩き手法による「常総型護」の出現は9世紀におけるものと判断され、胎土中に多量の雲母

を混入する点から新治窯跡群産の須恵器との関連性を強く感じさせる。

3 過去の調査によって得られた叩き手法を用いる「常総型牽」の再検討

紙幅の都合及び時間的な制約により悉皆的な調査を行っていないが、管見に触れた資料について提示しておく。

千葉県成田市南羽鳥正福寺遺跡 （宇田 1996) 第 2地点において火葬墓が 18基検出され、 1・3・8～12・

15・16・18号の 10基の火葬墓において「常総型翠」が蔵骨器として用いられている。このうち、 1号火葬墓か

ら叩き手法を用いる「常総型窪」が 2点出土している。詳細な遺物の観察がなされていないために明瞭ではない
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が、掲載図から判断すると lは格子目叩きが胴部上半に施され、下位はナデ整形が行われる。内面には円形の当

具痕を残す。2は胴部上半に平行叩きが施され、下半にはへラケズリが施される。内面には楕円形の当具痕が残

されている。分類ではいずれも C類⑦に相当するが、 lの格子目叩きは他に類例を見ない。遺構の時期は明瞭で

はないが、供伴する灰粕陶器瓶類から 9世紀後半代が想定できる。

土浦市栗山窯跡（吉沢 ・日高 1997) 灰原から出土している 105は、外面胴部上半はナデ整形、中位から下

半にかけては縦方向の粗いミガキが施される。内面は底部付近でへラナデが見られるが、中位付近では楕円形の
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第 3節 叩き手法を用いる「常総型墾」についての一考察

凹凸が残されている。報告書では指頭圧痕としているが、当具痕の可能性が高い。本窯は新治窯跡群産の一群に

含められる。報告者も指摘しているが、栗山窯の灰原から出土した点は須恵器製作工人と「常総型護」の関連性

を考える上で重要な資料と考える。この「常総型窒」は形状から C類④と判断される。また、灰原出土遺物から

窯の操業時期は 7世紀末～8世紀初頭と判断され、遺物も 8世紀の遺物の可能性がある。一方、近接する根鹿北

遺跡（後述）では、粘土採掘坑から 9世紀代のほぼ同様の形状をした「常総型護」が出土しており、栗山窯を 7

世紀末～8世紀初頭のみの操業と限定するにはやや髄離を感じる。

日立市遠下遺跡 （佐藤 ・大平 1975) 31号住居跡から指頭圧痕の残された「常総型護」が出土している。時

期はE期 ・9世紀以降としている。また、 F類羽釜が l点出土しているが、塙台遺跡で出土した羽釜とは形状が

異なるものの、羽釜が混在する時期としては 9世紀後葉～ 10世紀前半と判断される。

笠間市長峰西遺跡 （大賀ほか 2010) CUT5-12号住居跡及びCUT6-4号住居跡で叩き目が残る「常総型蜜」が

出土している。CUTS12号住居跡 lは外面上半に平行叩きの痕跡が残り 、下端ではへラケズリが行われる。内面

は横方向のへラナデが施され、明瞭な当具痕は擦り消されたものか観察できない。C類⑦。CUT6-4号住居跡 lは

外面全体がヘラケズリされるものの、内面に円形の凹凸が残り当具痕と想定される。C類⑥。前者は 9世紀前半、

後者は9世紀後半の所産である。

千葉県柏市花前II-1・2遺跡 （鈴木 ・郷堀 ・田井 1985) 常磐自動車道路の建設に伴い実施された調査であ

る。E l遺跡 013・031・032号住居跡より出土した 43は、外面胴部上半はナデ整形。下半は縦方向の粗し 1ミガ

キ。内面に弧状の（ナデと報告されている）痕跡が図化されている。これは内面の当具痕の可能性が高い。C類

⑤の可能性がある。II 2遺跡 012号住居跡 3の遺物には外面胴部に平行沈線状の痕跡が図化されており 、ナデ

により叩きの痕跡を消す時に残された可能性がある。C類⑤か。II-2遺跡056号土坑24は平行叩きを行った後に、

内外面共にナデを行い叩き 目を消している。C類⑤に相当する。

土浦市扇ノ台遺跡 （平岡 1999) 27号住居跡4の遺物がある。外面胴部はナデ整形されるが器面には凹凸が

残る。E類⑤である。供伴遺物では須恵器有台坪 ・無台杯 ・高杯があり 、9世紀前葉の遺構と判断される。 33号

住居跡6は外面上半がナデ整形され、報告では指頭圧痕とされるが、器面に凹凸が全面に残される。下半はへラ

ケズリ 、内面はへラナデされている。C類⑤に当る。供伴遺物では内面黒色処理される無台坪が出土しており、

9世紀中葉以降と判断される。

千葉県柏市天神向原遺跡 （渡辺 1990) 18号住居跡4の遺物がある。カマドからの出土で、外面胴部上半は

ナデ整形、下半はヘラケズリ。内面は指による圧痕が見られる。C類⑥。供伴遺物から 9世紀前半と判断される。

さらに、26号住居跡では土師器奮で 13の平行叩き、 14の平行叩きの後へラケズリ、 15の底部砂目で、胴部下

端にはへラケズリの後縦方向のミガキが施されている。いずれも破片で器形を知り得ないが、「常総型奮」と須

恵器の関係を見る上で重要な遺物である。同住居跡からは9世紀後半から 10世紀に近い遺物が出土している。

筑西市炭焼戸東遺跡 （伊藤 ・田中 2009) 18号住居跡 92は外面がナデ整形され、内面には円形の当具痕が

残される。E類⑤。供伴遺物の内面黒色処理の無台杯から 9世紀後半と判断される。

土浦市長峰遺跡 （黒津 ・関口 1997) 4号住居跡2は胴部上半にナデ整形を行い、輪積部分の内外面に指頭

圧痕が施され、下半には粗いミガキが施される。C類④。同住居跡は出土遺物から 8世紀末頃と想定される。6

号住居跡 14は内外面に円形の凹凸が見られるもので、下半はへラケズリが行われる。D類⑦。供伴遺物から住

居跡は 9世紀後葉と判断される。8号住居跡出土 16・18は胴部上半の資料であり 、全容は不明であるが内外面

共に指頭による圧痕が観察される。

土浦市根鹿北遺跡 （関口ほか 1997) 栗山窯と近接する遺跡である。集落の他に粘土採掘坑が検出されてお

り、同採掘坑からも多量の「常総型護Jがまとまって出土している。33号住居跡 5は外面に円形の凹凸が多く
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第 3節 叩き手法を用いる「常総型護」についての一考察
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第 131図 叩き手法を用いる「常総型窒」（2)

残されている。内面は横方向のへラナデ。薄手でやや寸胴に近いタイプで、 E類に含められるものであろうか。

整形は④。報告では供伴遺物から 10世紀代のものと想定している。図は提示しなかったが、F類とした羽釜の

鍔部分が本住居並びに 35号住居跡から出土している。36号住居跡 1・2・3・4の4点を示した。いずれも底部

が砂目となる資料で、外面に円形の凹凸が残され、報告では指頭圧痕と報告されている。内面はへラナデされる。

概ねC類④に含まれるものと判断される。39号住居跡は8・9のC類④。11はE類④で胴部がやや寸胴になる。

12は外面にナデ整形を行うが円形の凹凸が残り、下半はナデ整形の後にへラケズリされている。内面はナデ整形。

外面胴部に「丈部真麿」の墨書が記されている。C類④か。同住居からは瓦搭の出土があり 、遺構は9世紀前葉

から中葉頃と判断されている。7号土坑 lは口縁部・底部ともに欠損する資料であるが、外面上半に平行叩きの

痕が残され、下半はへラケズリが施される。内面はナデ整形され、輪積痕が残る。雲母の混入は記載されていない。

11号士坑9はやや寸胴になり、外面は上半でナデ整形が行われるが円形の凹凸が見られる。下半はヘラケズリ

が施される。内面はヘラナデ、円形凹凸、輪積痕が残される。E類④。粘土採掘坑 16はやや小形の「常総型窒J
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で外面上半部はナデを行うが円形の凹凸が残る。胴部下半は横方向のヘラケズリが施される。内面はヘラナデ。

底部は木葉痕。D類⑥。17・18・20・21は大形で上位に最大径を有する「常総型斐」である。いずれも外面上半

部にナデを施した後、胴部下半には粗い縦方向のミガキが施されている。17・21では内面のみに円形の凹凸が、

18・20では内外面に円形の凹凸が見られる。

小結

「常総型養」の定義としては、前述したとおり、土師器の警で口縁部が「く」の字に開いた後に口唇端部が S

字状に摘み上げられるものを条件として資料を集成した。

叩き手法を用いて製作されている「常総型墾」の例は、茨城県笠間市長峰西遺跡 CUT5-12号住居跡 1• CUT6-4 

号住居跡 l、筑西市炭焼戸東遺跡SIS-92、本遺跡、土浦市扇ノ台遺跡 33・34号住居跡6、千葉県印搭沼周辺の

成田市南羽鳥正福寺遺跡第2地点 1号火葬墓 1・2がある。茨城県中西部域から千葉県の印播沼周辺域にわたる
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ことが確認できる。東京湾岸の市原市や市川市の国府域では「常総型空」自体出土量は少なく、「武蔵型窪Jが

主流となる。

カマドに煮沸具として用いるには、通常、須恵器は適さない。土師器がカマドに掛けられて出土する例が大半で、

須恵器が煮沸具として出土する例は少ない。これは、焼き締められた須恵器では、火に当ると器面が剥落（破損）

するためで、おのずと煮沸具としては素焼きの土師器の使用が主体となり 、中世・ 近世のよ音熔 ・内耳鍋にも通ず

る。さらにカマドに掛ける土器としては熱効率の高い薄手の土器が必要になり、「常総窒型」、「武蔵型養」いず

れの器壁も薄く仕上げられている。薄手の器壁を製作するために「武蔵型蚤Jではへラケズリ手法が用いられる

が、「常総型番」では器面がナデ整形により大半が滅失しており 、明瞭な製作技法として確認できないものが多い。

しかし本遺跡において検出されたものの器面には偶然にも、あるいは意識的に叩き目痕が残されていた。今回、

叩き手法が採用される「常総型番」を近隣の遺跡を中心に報告書を見直したところ、複数の遺跡で明瞭に叩き目

痕が残る遺物が確認できた。これらは、 9世紀代の須恵器斐の製作技法に類似するもで、須恵器製作工人による

製作の可能性が高い。「常総型翠」で叩き手法が確認された遺物の時期は8世紀から 9世紀に集中する。「常総型蚤」

の胎土中に雲母を多量に混入する点も含めて、新治窯跡群産の須恵、器の胎土 ・操業時期と同様である。新治窯跡

群産須恵器は、その生産が終鷲を迎えるのは 9世紀後半で、 8世紀から 9世紀前半にかけては印膳沼 ・手賀沼周

辺域にも多量に搬入されている。また、底部にはほとんどの場合木葉痕が観察されるが、少数ではあるものの砂

目が残されているものもある。一方で、「常総型翠」の内面に残されている凹凸を、指頭圧痕とする報告が多いが、

外面を叩き整形する際の当具痕の可能性が想定される。今回は、このような指頭圧痕とされる遺物についても叩

き整形による当具痕、もしくはナデによって擦り消された当具または叩き目の痕跡の可能性があると見て集成し

た。なお、管見に触れるものでは青海波文様は確認されていない。

ところで、外面にへラケズリを多用する「常総型空」については茨城県北部域に比較的多く、中部～南部域で

は下半にミガキを施すものが多くなる傾向を示すが、この胴部下半にミガキを施す手法については、 6世紀段階

ですでに出現しており、叩き手法の出現とは別系統と判断される。叩き手法を用いる 「常総型護」は、カマド構

造の変化によって翠の形状が変化し、より熱効率の良い土器を製作するにあたり生みだされたものと思われる。

ケズリ手法が主流となる 9世紀代を中心とする時期、叩き手法を有する須恵器製作集団の中で、新治窯跡群を中

心として製作されたものと考えられる。
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藤井幸司 2003「円筒埴輪製作技術の復元的研究一害窯焼成導入以降を中心に－J『埴輪一円筒埴輪製作技法の観察 ・認識 ・分析 』（前掲）
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増田精一編 1981『筑波古代地域史の研究』昭和 54～56年度文部省特定研究経費による調査研究概要 筑波大学

増田精一編 1986『武者塚古墳』武者塚古墳 ・同2号墳 ・武具八幡古墳の調査 武者塚古墳調査団編 ・新治村教育委員会

山田俊輔 2008「上毛野における畿内系埴輸の地域波及と展開」『古代文化』第 60巻第 l号 （財）古代学協会

渡辺誠 1984『縄文時代の漁業』考古学選書7 雄山間出版
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伊藤廉倫 ・田中暁穂 2009『炭焼戸東遺跡』一つくば明野北部工業団地侵入路埋蔵文化財発掘調査報告 3 茨城県筑西市教育委員会 有限会社勾玉

工房Mogi

字国教司 1996『南羽鳥遺跡群』 I 成田スポーツ開発株式会社 ・（財）印描郡市文化財センター

大賀健 1999『秋平遺跡 ・池平遺跡 ・中桜貝塚』ーザ ・インペリアノレ ・ゴ‘／レフクラブ建設に伴う埋蔵文化財報告書 江戸崎町教育委員会

大賀健 ・大賀さっき ・大越直樹 2010『長峰西遺跡』 笠間市教育委員会 ・有限会社勾玉工房Mogi

大賀健 ・大賀さっき ・長谷川秀久 ・大越直樹 2010『赤弥堂遺跡（中央区）』 有限会社勾玉工房Mogi・土浦市教育委員会

大賀健 ・長谷川秀久 ・大越直樹 ・大賀さっき 2011『赤弥堂遺跡（西区）』 有限会社勾玉工房Mogi・土浦市教育委員会

大賀健 ・鈴木徹 ・大賀さっき 2012『杉ノ井遺跡』 石岡市教育委員会 ・有限会社勾玉工房Mogi
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千葉県文化財センター
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関口満ほか 1997「根鹿北遺跡」関口編『根鹿北遺跡 ・栗山窯跡』土浦市今泉霊園拡張工事事業地内埋蔵文化財調査報告書 土浦市遺跡調査会編、

土浦市教育委員会

高橋一夫 2010「常陸型翠と武蔵型聾j『埼玉考古』第 45号埼玉考古学会

中村哲也 2003「“常陸型聾”以前一桜川流域における古墳時代聾型土器の型式学的検討」『領域の研究』阿久津久先生還暦記念論集 阿久津久先生

還暦記念事業実行委員会

西川修一 1996「南関東の聾」『鍋と壷そのデザイン』第4回東海考古学フォーラム 東海考古学フォーラム尾張大会実行委員会

平岡和夫 1999『扇ノ台遺跡』 一宅地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 土浦市教育委員会 ・山武考古学研究所

吉沢悟 ・日高慎 1997「栗山窯跡」関口編『根鹿北遺跡・栗山窯跡』（前掲）

渡辺健二 1990「天神向原遺跡」『大井東部地区遺跡群』 大井東部土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査 大井東部地区遺跡群発掘調査会・
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第47表 ピット計測表

遺構名 グリッド 平面形
規模（cm)

柱痕跡 時期 挿図 No 備考
長径 短径 深さ

POI 欠番（SB03P2に振り替え）

P02 欠番（SB03P3に振り替え）

P03 2区Kl 円形 60 60 24 有（幅 40cm) 古代 第 93図

P04 2区Kl 円形 76 72 27 有（幅 30cm) 古代 第 93図

P05 2区Kl 楕円形 76 57 78 有（幅 22cm) 古代 第 93図 SB03柱穴ヵ

P06 2区Ll 円形 30 30 26 有（幅 14cm) 古代 第 99図

P07 2区Ll 楕円形 42 30 25 有（幅 12cm) 古代 第 99図

P08 2区Ll 円形 30 30 15 鑑 古代 第 99図

P09 2区Ll 楕円形 24 18 11 有（幅 lOcm) 古代 第 99図 土師器（古墳前期） 12. 5g 

PIO 2区Ll 円形 48 42 41 有（幅 lOcm) 古代 第 99図

Pll 2区J2 楕円形 42 36 26 有（幅 20cm) 古代 第 99図

Pl2 2区 12 椅円形 54 36 18 有（幅 18cm) 古代 第 99図

Pl3 2区Ml 円形 36 36 35 鉦 古代 第 99図

Pl4 2区J2 円形 30 30 29 有（幅 9cm) 古代 第 93図

Pl5 2区J2 楕円形 36 60 49 有（幅 20cm) 古代 第 93図 SB03柱穴ヵ

Pl6 2区Cl 円形 42 42 42 4庇 古墳前期 第 39図 Sil 7に切られる

Pl7 2区C2 楕円形 72 60 44 4IH: 中 ・近世 第 7図
土師器（古墳） 5. lg、埴輪 94.7g、

石器（剥片） 10. 4g 

Pl8 2区J2・ K2 椅円形 30 24 29 41!!・ 中 ・近世 第 7図

Pl9 2区K2 円形 36 30 27 4IH: 中 ・近世 第 7図

P20 2区間 楕円形 30 24 39 鑑 中 ・近世 第 7図

P21 2区K2 円形 33 30 15 鉦 中 ・近世 第 7図

P22 2区Fl 円形 24 24 37 査E 中 ・近世 第 7図

P23 2区El 円形 30 30 26 査E 中 ・近世 第 7図

P24 2区K2 推定円形 46 (39) 47 鑑 中 ・近世 第 7図

P25 2区L2 推定円形 46 (42) 45 4IH: 中 ・近世 第 7図

P26 2区D2 円形 48 42 25 鑑 中 ・近世 第 7図

P27 2区Dl 円形 (30) 33 62 査正 中 ・近世 第 7図 SA02-P3に切られる

P28 2区D2 楕円形 42 34 39 鑑 中 ・近世 第 7図

P29 2区Cl 楕円形 54 36 55 査E 中 ・近世 第 7図

P30 2区Cl 楕円形 28 16 15 鉦 中 ・近世 第 7図

P31 2区C2 楕円汗5 48 36 46 鉦 中 ・近世 第 7図

P32 2区C2 円形 30 26 20 鉦 中 ・近世 第 7図

P33 4区Gl 椅円形 72 60 36 有（幅 20cm) 古代 第 9図 縄文（早 ・円I）期） 22. 4g 

P34 4区C2 楕円形 60 45 15 鑑 中 ・近世 第 9図

P35 4区Dl 円形 42 39 38 4IH: 中 ・近世 第 9図

P36 2区Ll 円形 36 30 36 4IH: 中 ・近世 第 7図 SD02を切る

P37 2区L2 円形 39 33 27 鑑 中 ・近世 第 7図

P38 4区D2 推定楕円形 (42) (18) 25 有（幅 lOcm) 古代 第 9図 SD02を切る

P39 2区Ll 円形 30 30 21 4IH: 中 ・近世 第 7図

P40 2区Jl 円形 39 36 55 鑑 中 ・近世 第 7図

P41 2区Fl 円形 36 33 11 鉦 中 ・近世 第 7図

P42 2区El 楕円形 60 36 37 鑑 中 ・近世 第 7図

円
ノ
山
門べ
U

1
l
よ



写真図版



写
真
図
版

1

武者塚古墳から坂田塙台8号墳を望む

1区調査前状況南から2 



調査区（調査前状況）写
真
図
版

2

4区調査前状況東から2 



写
真
図
版

3

調査区（1区）



［
中
川
図
星
雲
寸



写
真
図
版

5

調査区 (3区）

3区南側全景南から2 



(4区）

尚一員E芯ミヰJ1
4区西側全景西から

調査区写
真
図
版

6

4区東側全景東から2 



写
真
図
版

7

標準堆積土層・縄文時代 （住居跡・土坑）

SK02南から7 



写
真
図
版

8



写
真
図
版

9

古墳時代 （住居跡）
殿町γ一
怜‘量f

5 4 



写
真
図
版
印



7 SI 14遺物出土状況東から 8 SI 14炉南から

写
真
図
版
什



写
真
図
版
ロ

7 8 SD14西から



4 8号墳SD01遺物出土状況北から 5 8号墳SD02西から

写
真
図
版
印



墳古代時墳古写
真
図
版
凶

事， ,, 
14号墳SD13~じから
だ事ぎ 汽

、，

• 
、



平安時代 （住居跡）

略 事おき認

南から

写
真
図
版
印



写 平安時代 （住居跡）
盲 宇頃時揖明町一戸~；，；＂＂吋九

図
版

16 

5 



写
真
図
版
行



写
真
図
版
印



~~／~·；常ぷ
SB01西から

~：：＿＿：ニゴ 四一’ ー....u
5 SBOトP4セクション東から

写
真
図
版
印



（語察制梨吋思）
U之宮山別川町

『
ず

［
中
畑
【
図
崖
5ミ



平安時代（掘立柱建物跡）
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の二重周溝を有する

円墳であることが判

明。周溝からはB種
ヨコハケ調整を含む

5世紀末葉の円筒埴輪

が出土。また、台地

内側にも古墳が分布

することが判明。
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